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同姓 団体 による文化復興運 動

タイ華人社会 の事 例か らトランスナショナリティを考 える(注1)

吉原和男

論 題 にあ る「同姓 団体」という用語 は、か な らず しも一 般 に認 知 された表現 で はな く、筆者 に よ

って考 案 された ものであ る。同姓 団体 とは どういうものか。中国 人に は 「陳姓Jや 「林姓」な ど様 々

な姓 があ り、同姓 の者が 集 まって組織 を作 るこ とがあ る。そ うした組織 は任 意加入 団体 であ り、基

本 的 には祖 先 祭祀 の儀 礼 と会員 の相 互扶助 をお こなってい る。同 じ姓 で あれば先祖 が 一緒 であ

るはずだか ら子孫 同士 はお互 いに助 けあ うのだ、という思想 に基づ いて で きて いる。 ここで は、

そ ういう人 たちが集 まって作 った団体 を 「同姓 団体」と呼ぶ。

こ こで扱 う同姓 団体 にはおお きな特徴 があ る。 これ が中 国大 陸 あるい は台 湾で で きて いるの

で あれ ば、さほ ど不思 議で はない。 そうした地域 では、歴 史 的に は宗 族 な ど数多 くの同姓 の人 々

によって構成 され る親族組 織が存 在 してお り、現在 で も形 を変 えて復活 してい る。 しか し、こ こ

で注 目す るの は、タイなど中国人 が移民 として出て行 った先 で華 人 として定住 して いる所 でこ う

い う組 織が で きる とい うこ とが どの ように理解 され るか というこ とであ る。 この ような視点 か ら、

同姓 団体 の組織 とその組 織が祖 先祭 祀の ために作った建 物(大 宗祠)を トランスナショナリティとい

う概 念 に関係 づ けて考察 してみ たい。一
で は、同姓 団体 とは どの ようなものか。 中国系人 が多 く住 む海外 の大都市 で は、た とえば香 港

には 「香港 趙族 宗親総 会」が あ り、ニ ューヨークには 「昭倫公 所」が ある など個 別の名 前が つい た

組織 が存在 してい る。これ が同姓 団体 の実 例 であ る。組織 の原 理 は、基 本的 に は同姓 の人 に よる

集 ま りで ある。 しか し個 別 に詳 しく見 る と、出 身地 ご とに組織 されて いた りす る。 世界各 地のチ

ャイナタウンが ある ところには たいてい こうい う組 織が あるが、 部外 者 は立 ち入 れない ように な

ってい るこ とが多 い ことか ら、そ の存 在が あ まり知 られて いな いのか もしれ ない。

先述 の ように、中国 では、家族 を単位 とした親族 組織 として宗族 とい うものがあ る。 私 の考 え

では、中 国に元来 あった親 族組織 をモデル として、海外 へ 出た中 国人の移民(一 般 に 「華僑 」と呼

ばれ る人 々 と、現地 で国籍 を取 った 「華人」)が、移 民社 会 にお いて彼 らな りの考 え方 で再構築 し

たものが 、同姓 団体 で あろ うと私 は考 えてい る。 言 い換 えれ ば、突然 こうい う同姓 団体 が移民 社
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会 にで きたので は決 して なく、伝統 的 な社 会 にあった親族 組織 が形 を変 えて作 り直 された のだ と

言え る。 なぜそ ういうものが造 られたの か、そ して故郷 にお ける親族組 織 の構 造や 活動、あるい

は財産 ・建 物が 、華僑 ・華 人社会 の 同姓 団体 と同 じなのか、違 うのか。どの ように違 うのか。そ うし

た点 に興 味 を持 って いる。

こうい う同姓 団体(狭 くは 「宗親 団体」)につ いて は、人類学 や他 の分野 で もあまり研 究が されて

こなかった。中国 の同 じ地 方の 出身者 でほぼ 同 じ方言 を喋 る人 々の組 織 を、「同郷 団体」と私 は呼

んでい るし、一 般的 に もそ う言わ れてい る。 これ ら同郷 団体 につ いては、比較 的研 究成 果が 累積

してい るのに対 して、同姓の 人が集 まった組織 につ いて の研 究 史はそ れほ ど古 くない。 そ こで、

世 界各地 にあ る個 別の名 称 を持 った これ らの団体 が どうい うもの なのか を知 るに は、それ を比 較

研 究 しなけれ ばな らないだ ろうと考 えた。そ して、比較 に耐 える概 念 装置 を作 ろうとして、自分 な

りにターム設 定 をして研 究 をして いる。 これ まで は、香 港 、タイ、マ レー シアや シンガポール、それ

に北 米大 陸 も少 し見 て研 究 を進め て きた。

比較研究のための用語について

「宗親会 」や 「宗親総 会」等 は、その モデ ルとなった組織 が宗 族で あ り、そ の宗族 との 関係 で、筆

者 は同姓 団体 を類 型化 した こ とがあ る。 これにつ いては本稿 で は深 く立 ち入 らない が、こうい う

同姓 の人 たちが集 まる団体 というのはい くつ かの類 型分 けがで きるだろうと考 えてい る。ここで

は香港 の事例 だけ をあ げてい るのだが、今後 タイやマレーシア とも比較 を しない と、それ ぞれの 国

にお け る同姓 団体 の特 徴 が理 解 で きない であ ろう。

図1は 筆者 の述べ る同姓 団体 を全 て包括 してい る。 一部の 同郷 団体 は 「宗 親団体 」と同 じ実態

を有 している。

まず 、「宗親 団体」には先 ほ どか ら出てい る 「宗親 会」と「宗親総会 」との二つ があ る。組織 の規

模 か らいうと、普 通 は宗 親会 の方が小 さい。この組織 が作 る祖 先祭祀 の施 設 は、「宗 祠」と呼ばれ

て お り、比 較的小 さい。一方 の宗親総 会 は、会 員数 も多 くて財 政基盤 も強 いので、建 設 され る建物

もスケールが大 きい。 後者 の宗 親総会 は前者 を統合 して作 られ た とい う場 合 もあ る。 また、先 ほ

どニュー ヨークの組 織 につ いて述べ た ように、「宗親

会」や 「宗親総 会」という言葉 を使 わない で団体名称

をつ けてい る場 合 もある。「公所 」な どの名称 を持 つ

もの もあれば、どういう団体 かが全 く見 当もつか ない

名前 を使ってい るもの もあ る。よって、そ うした組織

を比較研 究す るた めには、や はり、包 括 的な名称 を

宗親団体一[諜 灘
用す。団体

同郷団体一一[謙 麟1
位)

図1宗 親団体 と同郷団体
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つ けて考 えるのが いい だろ うと思 う。そ こで私 は、これ らを全 部総称 して 厂宗 親団体」とい う名 称

で呼 んで いる。宗 親会 と宗 親総 会 を区別 しないで使 って いる研究者 もい るが、そ れで は話 が混 乱

す る ことが あるの で、宗 親会 と宗親総 会 とは基 本 的に分 けるべ きであ ろう。宗親 会 と宗 親総 会 と

を分 けた上 で、宗 親団体 とい う括 り方が適切 で あろ うと考 えて いる。

他 方の 同郷団体 は、一般 に 「会館 」という名前が つい ている ものが 多 い。た とえば福建 省の 出身

者 は 「福 建会 館」、広 東省 の出 身者 は 「広 東会館 」、広東省 潮州府 の 出身者 は 「潮州会 館」というも

の を組 織 してい る ことが あ る。 これ らは比較 的分か りやす いので あるが、しか し同郷 団体 にも大

きい もの と小 さい ものが あ り、小 さいもので は村 とか県の単位 で作 られ てい る。 その場合 、会館

とい う名称 を組 織名称 として は使 わず、同郷会 と呼ぶ こ とが多 い。

宗 親団体 との 関係で は、この 「郷村 」という中 国での行 政単位 が特 に重要 にな る。 郷村 を単 位

として作 られた 同郷 会 は、組 織名 称 は同郷会 であ るが 、ここで先 述 の親族組 織 「宗族 」が関与 す

る。宗族 は父系血 縁原理 によって構成 され てい る。す なわち、血縁 に は父方 と母 方の両 方が あ る

が、 宗族 はその父 方 だけの系譜 関係 を辿ってメンバーシップ と財産 相続権 を確 定 してい く親族 組

織 であ る。メンバ ーには祖先 祭祀 を行 う義務 が課 せ られる。

また、宗 族 は生 活共 同体で もあ る。 つ まり、一村 落 が一つ の宗族 のメンバーに よって 占め られ

てい る とい うこ とが少 な くな いので ある。 中国の南 方、特 に福 建省 や広東省 で は、一つ の村 あ る

い は村 が複 数集 まった郷 とい う単位 が、全 て 同姓 の原居 民 に よって構 成 されてい る ところもあ る

(同姓不婚 つ ま り同 じ姓 同士の人 間 は結 婚で きない というのが 中国の 文化原則 で あ り、 当然、 婚

入 して きた人 は外 の宗 族の人 、外の村 の人 であ る)。 この ように、一村落 や複数 の村が 、婚入者 を

除けば、丸 ご と同姓者 に よって構 成 されて いる場 合 には、そ この村 か ら出て移民 し海外 で 同郷 者

が作 った組 織 は、仮 に同郷 会 と呼 ばれ る組織 で あって も、構成 員 はすべ て同姓の人 とい うこ とに

なる。 したがって、組織 の名称 が同郷 会だ か らといって、実 質が 同姓 団体 では ない とは言 え なく

なる。 その ため、私 は一部 の同郷組 織つ ま り村 や郷村 を単位 とす る同郷 会 も、同姓者 の団体 と言

えるので は ない か と考 えてい る。つ まり宗親 団体 は当然の こ と、同郷 団体 の一部 もや はり同姓 団

体 と考 える ことが で きる。

中国人 に とっては、父系血縁 を象徴 す る姓 は きわめて重 要で あ り、それ に次 いで 同郷 関係 が重

要視 され る。何故 なの か。同郷 関係 は、単 に方言 や慣 習 を共有す る ことを意味す るだ けで はな く、

エグゾガミー(外 婚)の 原理 に基づ く婚姻 関係 が結 ばれる比較 的 限定 され た地域 を生活 圏 として共

有す る(共有 した)こ とを意味 して い る。 同姓で はな くても、祖 母 ・母 そ して妻の実家 、あ るいは兄

弟姉 妹 の配偶者 の実家 、そして嫁 の実 家や娘 の嫁 ぎ先 など異 姓の家 族 ・親族 とも生物学 的 には血

縁 関係が あ るわ けなの で、 同郷 であ るこ とは縁戚 関係 によって結 ばれ た生活 圏 を共有 してい る

こ とにな る。
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同姓団休の事例にみるトランスナショナリティ

つ ぎに、タイの事例 を見 てみた い。 まず は陳氏 の事 例 を見た後 に、林氏 の事例 を紹介 す る。 陳

氏 、林 氏 の宗 親総 会 には非常 に よく似 た構 成 と歴 史的過 程が見 られ る。 そうした理由か ら、この

二つの事 例 を通 して、彼 らを含 む華人 に よる 「文化 復興 運動」とは どうい うもの なのか、果 た して

「文化 復興 運動」と呼 んで適切 なのか どうか といった点 を見 てい きたい。

同姓 団体 とりわ け宗親総 会が結 成 され発 展 を遂 げる過程 では、きわ めて トランスナショナル なネ

ットワーキ ングが見 られ る。宗親総 会 は他 の関連 団体 とトランスナショナルな関係 を持 ち、トランス

ナショナルな活 動 をして いる。 華僑 は、中国での 出身地 が同 じつ まり同郷 であ る とい うことに よ

って、居 住 してい る国の 国内だ けでは なく、 国境 を越 えて トランスナショナルな関係 を設定す る。

また、同 じ中 国姓 を持 って いる とい うこ とに よって も、トランスナショナルな関係 を築 く。 同時 に、

同郷 と同姓 とい うのが場合 に よっては重 なるので 、 非常 に緻密 なネットワーキングが な されて い

く。つ まり、トランスナショナルなネットワー クを用 い、ネットワーキング しなが らトランスナショナル

に移 動 して、生活拠 点 を変 えた り複 数持 った り、あるい は移 民 した りす るこ とが、華 僑や華 人の世

界 には頻繁 に見 られ るのであ る。

こうした点 に鑑 み、筆 者が最 近編集 した論集 には 『拡大 す る中国世界 と文化創 造 一 アジァ太

平洋 の底流 』(2002)と い う書 名が つけ られてい る。 この 「拡大 す る…」とい う表 現 は、移民 した

後 に現地 の文化 の中 に溶 け込み 同化 し、自 らのエスニックなアイデ ンティティが無 くなる とい うの

で はな く、そ こで新 たに文化 を再構 築 しなが ら、自分 たちのエ スニ ック・アイデ ンティティを維 持

あ るいは更新 してい くことを意 味 してい る。 したが って、そ こで は文化 の創 造が な され るので は

ない か とい うこ とを考 え、少 し大胆 に この本 の タイトルがつ け られ た。

そ れ はさて置 き、そうした事 例 の一つ として 陳氏 の宗 親総会 につい て見 てい きた い。 まず タイ

の 国内 にはこうい うタイプの 同姓 団体 が どの ぐらい あるのか、その あ らましを見てお きたい。

こ うい う古 い タイプの華 僑 ・華 人の組 織 は、1970年 代 までが活 動期 で あった と言 われて いた。

確か に香 港 や北米 で見 るとそ うで あった し、フィリピンやマレーシァもそ うで あったか もしれ ない。

しか し、私が タイに注 目す る理由 は、 タイにお いて は世 界の潮流 に逆行 して、70年 代 以降 にもこ

うした祖先祭 祀 をす ることを大 義名分 にした組織 が、数多 くで きてい るか らで ある。あ る時期 に

宗親 総会 の設立が 集中 してい るのは なぜ な のか とい う、自然 な疑 問が 出発 点 であ る。

1990年 代 の初め には、57の 宗 親総会 があ った。 これ は先 に触 れた ように、規模 の大 きい同姓

団体 であ る。 ここで は、とにか く中国人 で同 じ姓 の人 な らば誰 で も会員 になれる。任 意加入 であ

るか ら、入 りたい と思 う人 は、基 本 的には 自分 の姓 の組織 であれ ば、そ こへ行 って入 会 申請手 続

きをし、許 可 され れば入会 金 を払 うことで、加入 す るこ とがで きる。誰 か同姓 者か ら紹介 されて
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そ こへ 入 りた いと言 えばそ れで入れ る とい う組織 なのである。ところで、90年 代 の初 めに確認 さ

れ た57の 宗 親総 会の うち、 なん と54団 体 が60年 代 か ら80年 代 の30年 間 に集 中 してで きてい

るの であ る。この 同姓 団体 すな わち宗親総 会 は、第二次 大戦前 に はほ とん どな く、50年 代 にも存

在 して いなか った。

タイの華人 社会研 究で有 名 な人類 学者 であ るウィリアム・スキナーや コブリンらが、50年 代 までに

行った現地調 査 をもとに まとめた研 究書 には、同姓 団体 の存 在 につ いて少 しは書 か れてい るが、

「やが て消 えてい く組織 」とい うふ うに書 か れてい る(Skinner1957;Coughlin1960)。 スキナ

ーは
、「もう華人社 会 というの はな くな るだろ う」と書 いてい る。 中国系 の移 民 は同化が 非常 に進

んで いるの で、30、40年 経 て ば、お そ らく中国系 の人 たち はもうい なくなるだ ろうと記述 してい

た。これ はい わゆる 「スキナー・パ ラダイム」、もしくは 「アシミレーション・パ ラダイム」と言 われ てい

る。 つ ま り、タイに華 人はい な くな るということであ る。 このスキナー のパラダイムが、タイの地

元の研 究者 さえ も惑 わ して きた。 ところが、私 が80年 代 の は じめに タイに行 くと、先述 の 同姓 団

体の 巨大 な建 築物 が建設 され てい る。 これ らは、古 いものが遺 物 として残 って いたので は なく、

近年建 築 された ものであ る。 こうした こ とか ら、 これ らの組織が ここ20年 ぐらい の間にで きた

もので あ るこ とに気 がつい た。多 くの団体が こ こ20年 間 ぐらいの間 にで きた とな ると、スキナー ・

パラダイムは、どの ように理解 す るべ きなのであ ろうか。

私 はそれ 以前 に香 港 でこうした組織 を見 ていた。 香港 も、やがて 中国 に主権が 回収 されて、共

産 中国の流 れの 中に呑 み 込 まれ てい けば、お そ らくこういうもの はな くなるのだ う と考 えていた

の だが、そ れ をバ ンコクで見つ けて しまうとい うことは大 きな驚 きであった。 しか も、研 究 はほ と

ん ど されて いない。 タイの研 究 機関 でも、私 が資料 として使ってい るこうした団体 に よる出版 物

(ほ とん どすべ て が中国語)は 、一切保存 されてい ない。 つ ま り、こうい う団体 による出版物 は、

すべ てが一 定期 間 に消 費 され るこ とになる。関係 者 に配布 された ら、もう数年 の うちにな くなり、

公の機 関 にはほ とん ど残 ってい ない。 それ で私 は今 、華人 団体 と直接 に交 渉 しなが ら集 中的に

こうした資料 を集 めてい る ところであ る。

同姓 団体 は、一 覧表[吉 原1998、 表2参 照]に してあ る(注2)。表 に記載 され てい る89の 同姓 団

体 のうち、これか ら扱 う陳氏 の宗 親総会 は13番 目に記 載 されてい る。 林氏 の宗親総 会 というの

は、その上 の12番 目に記 載 され てい る。

大宗 祠 を持 って いる宗親 総会 は多 くはないが、少 な くとも7つ ぐらいの 団体 が、壮麗 豪 壮 な祠

堂で あ る大宗 祠 を建 て た。 こうしたもの を持 って いる団体 、もしくは建 造す るこ とが で きた団体

の数 は限 られてい るが、宗 親総会 とい うの は普通 、そ うした立派 な祠 堂であ る大宗祠 を造 るこ と

を重要 な目標 としてい る。現在 でも資金 集 めを してい る団体 が ある。

これ らの 団体 はすで に相互 交流 のた めの組織 を作 って いる(泰 国各姓 宗親総 会聯 誼会 、1970
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年結成)。 タイと中国 との経 済 関係 が深 まるにつれ て、こういった団体 の関係者 た ちの勢 い がつ

い て きてい る。 また、戦 後 に台 湾か ら新 た にビジネスマンが やって来 て、台湾系華僑 ・華人が タイ

で力 を持 っている。 そうい う人 た ちも同姓団体 に加 わって きてお り、大 陸 出身のかつ ての 中国人

移民 だけで はな く、香 港や 台湾 か らやって来 た人、シンガポールやマレーシアか ら移動 して きた人

た ちも、こ うい うところ に関係 を持 つ ことにな る。したがって、こういう各 姓 の宗親総 会や それ ら

の相互交 流の ための組織 自体 が、 もうすで に トランスナ ショナルなメンバーシップ とネットワークを

もってい る とい うこ とが言 え るだ ろう。

宗親総会の増加 と大宗祠の建造をどのように理解するか

こうい う宗親総 会 という団体 を作 り、そ れ らが組織 目標 として同姓者 か ら寄付 金 を集め て立 派

な大宗祠 を造 ろうとしてい るこ とか ら、これ は中 国の 「伝統 文化 」を復 興す る一つの運 動で はない

か、文化 復興 と呼 んで良 いので はないか と考 え られ る。 そ こであ えてもう一 度整理 しなが ら、な

にが問題 なのか とい うこ とを考 えてみた い。

華僑 の祖国 であ る中国で は、 共産党 政権 に よって封 建 的な集 団地主 であ る と見 なされた宗 族

が解 体 された。 これは土 地改革 に よるもの で、文化大 革命 の終息 まで にすべ てが解体 され てい

るが 、70年 代 末 に改革 開放が始 まって以降 は徐 々に復 活 して きてい る。 最 近 まで はこうした親

族組織 を基 盤 にした祖 先祭 祀が公 に行 われ るこ とは なかった。また国外 の華人社 会 で も、多 くの

場合 は工業 化や都 市化 の進展 につ れて生活 水準 が上昇 して社 会福祉 政 策が充 実す るに従 い、こ

うした任意 加入 団体 に よる相互 扶助 に対す る社会 的ニーズが な くな り、社 会 的 な機 能が非 常 に低

くなっていった。香港 は まさに この過 程 にあ ると言 え よう。そ うしたこ とを考 え ると、こうい う団

体 の現 代 におけ る存 在意 義は なになの か。 な にが求 め られ て、な にを求 めて人 び とはこ こに集

まって くるのか ということを考 える必要 があ る。

グローバ リゼーションが 進展 して、新 た に移民 が 出てい く。 中国 ・香港 や台湾 か らの移 住 、タイへ

の移民 、さ らには タイに住 んで いる中国系 住民 の他国へ の再移 民 な どの現象 が生 まれて いる。そ

うした移 民 や移動が 活性化 す る時代 において 、同姓 団体 には、祖先 祭祀 というい わば宗教 的 な機

能以外 に も重 要 な意 義付 けが され てい るので はないか。 なぜ 巨額 の資 金 を調 達 して これだ け立

派 な祖先 祭祀 のた めの祠 堂 を造 らなけれ ばな らないのか 。位牌 を並べ るだ けな らば、もうちょっ

と小 さい実質 的な もので も良 いので はな いか。中国風 で豪壮 な建物 を造 る理 由 につい て、我 々は

どう理解 す るべ きか。

私 は、エスニシティの積 極 的な表象 行為 として捉 えられ るの では ないか、エスニックな活動 をす

る拠 点 として、あ るい はエスニ ックなモニュメントとして意味 づ け られるの では ないか と考 えてい
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る。 なにぶ ん二 つの事 例 しか調査 してい ないので、これ はあ くまで仮 説 であるが 、同姓 団体 をす

べ て調べ て、すべ てがそ うであ る とい うこ とにな れば、この仮 説 はほぼ正 しい ということにな る

だろうが、現 在 まだ調査続 行 中であ る。

そ れで は、陳氏 の宗親総 会の事例 について、表[吉 原1998、 表3参 照]を 見 てい ただ きなが ら

話 を進 め たい。これ は陳姓 の同姓 団体 であ り、宗親総 会 に関連す るもの 数や種類 が分類 されてい

る。大陸 の出身 地別 に潮 州系 や広東系 などがあ り、しか もそれ らが県別 に組織 されて いる。また、

海南 島 出身者の 団体 もあ る。

歴 史 的プロセス を見 る と、1962年 の1月 に陳姓 の有 力者 が9人 ほ ど集 まって準 備 を始め ている。

この宗 親総 会が で きる前 に海南 島の 陳氏 の団体が先 にで きてい るが、 この 海南 陳氏の組 織以外

の潮 州 出身者、広 東 出身者 、福 建 出身者 、客家 人、台湾 人 らが集 まって、方 言集 団 によって分節化

され ていた華 人社 会 を横 断す る ような組 織が 立 ち上 げ られる。これが陳氏 宗親 総会 であ る。

つ ぎに、大 宗祠 の建造計 画 につい て述 べ たい。大宗祠 は大 変 な金 額 のお金 を募 金 して造 る。す

べ て寄 付 に よって、か なりの金額 を集め て造 るのであ る。 比較 的早 く豪壮 な組織 を作 った ところ

は、非 常 に裕福 な中国系 の人が メンバ ーに取 り込 まれて いる。「取 り込 まれ てい る」という表現 が

まさに正 しく、組織 を立 ち上 げ た人 たち は、かな らず しも並 はずれ た大金持 ちで はない。しか し彼

らは、様 々なコネクションに よって大 金 を寄 付す る人 たち を見つ け、組 織 に関与 させ る。た とえ ば、

バ ンコク銀行 の頭取 の陳氏 はチン・ソーポンパニットというタイ名 で呼 ばれ ている。バ ンコク銀行 は

非常 に大 きな銀行 で、日本 の銀行 を除 けば、アジアで トップクラスの銀 行 であ る。 こうした銀行 の

頭取 を、中国姓が 陳で ある とい うことで 、名誉 理 事長 にして高額 の寄付 をもらってい る。

1976年 に、この ような経過 で大宗祠 が建 設 されてい る。建造 費の総 額 は約600万 バーツで ある。

そ の内訳 は土地購 入 と建 設の 費用 であ るが、600万 バー ツの うち461万 バー ツを会員 か らの寄付

で集 め てい る。 寄付 以外 には、それ 以前 に使 っていた 旧会所 を売 却 して140万 バーツを得 て、総

額600万 バーツを調 達 している。ち なみに大宗祠 が建 設 され る準 備が始 まった60年 代 の終 わ り頃

は、バ ンコク大都 市 圏の普通 の労働 者 ・サ ラリーマンの平 均 月収 は500バ ーツに満 た ない 。こ こか

ら、600万 バ ーツの費 用 をかけた建築 物 が どれ ほ どの ものか理解 で きるであ ろう。 デー タが全 部

公 開 されてい るわけで はないが 、1万 バ ーツ以上 寄付 したのが どうい う人 々なのか は公 開され た

文献 資料 だ けでか なりわか る。

こ こで大 事 なこ とは、 潮州 語 を話す グループがか な りの資 金 を出している ということで ある。

.そこか ら、彼 らが 組織 の リーダーシップ を保 持 してい る とい うこ とが、あ る程 度分 か るで あろ う。

ちなみにタイの 華僑 は過 半数 が潮州系 で あり、陳氏宗 親総会 にお いてはそれ以 外の 出身地 の人 は

さほ ど多 くない。タイの経 済や 政治 におい て重要 な役割 を果た した人 の中 に、潮州系 の華僑 の子

孫 がた くさんい るこ とは よく知 られ ている(注3)。
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この高額寄 付者 のプロフィール に注 目してみ る と、あ る一 つの特 色が見 えて くる。 つ まり、1万

バーッ以上 の寄付 をした人 が募集 金額 のほ とん どを占めてい るのだが、この建物 を造った人た ち

はどん な人 たちだ ったのか。

分析 結果 だけ を示す と、1910年 か ら30年 まで の問 に中国で生 まれた男性 が多い。20歳 代 にな

る前 にタイに渡 って来 てい る。 この移 住 では、親 と一 緒 にタイに来た場合 もあ る し、父親が タイの

華僑 であって、た また ま中 国に帰った時 に現 地で 生 まれ た人が タイにやって きた とい うケースもあ

る。いずれ に しても、第二次 大戦 の前 にタイに入 国して いる。一 方、タイで生 まれ た人は半 分以下

であ るが、子供 の と きに親の故 郷 に送 られ て教育 を受 けた人 もいる。 ここか ら、彼 らのエスニッ

クなアイデンティティは、かな り中 国人性 が強い とい うこ とがわか るで あろう。当時 の平均年 齢 は

52歳 で、職業 は会社 や商店 の経営 者が多 い。 す で にタイの 国籍 を取 って いるので正 確 には華僑

では な く、華 人 という言 い方 がで きる。

また、宗親 総会 の活 動 やその社会 的 な機 能 には、相 互扶助 に関 わる活動 や会員 の子供 たち に

奨学金 を与 える という活動 があ る。タイか ら日本 に来 ている留学生 で、厂ファミリーの組 織」か ら奨

学金 をもらった とい う人 に、時 々会 うこ とがあ る。そ うい う人 は、宗親 団体 の奨学金 を もらってい

るので はないか と思 われ る。 奨学 金 を与 え るとい うこ とに関 して は、どこで どの ような機会 に奨

学 金 を与 えて いるか とい うのを考 えて い くと、単 に会 員の子弟 にお金 を渡 して、会員 のみ に役 立

ててい るだ けでは ない。奨 学金 につい て も非常 に巨額 の金額 を集 めて基金 を設 けてい る。そ して、

会員 はもちろん単 に同姓 であるだ けの非会員 も、会員 の紹介 があ れば奨学 金 を申請す るこ とが で

きる。 陳氏 と同様 に、後述 の林氏 の場 合 にも外 国へ の留学 生や博 士課程 の学 生に も奨 学金 を与

えてい る。その幅 は、小学校 か ら博 士課 程 まで広 が ってい る。

一方
、方言 集団別 に同姓 の小 さな組 織が あ り、それ らは宗親総 会 では なく宗 親会 と呼 ばれ てい

る。潮州系 の宗 親会が比 較 的多 く、そ のつ ぎに広 東系 の ものが 続 く。最 初 にで きた のは、さきほ ど

も触 れ た海南系 の団体 であ る。 この海 南人 の団体 は1946年 、第=二次大 戦直後 にで きてい る。 な

ぜ 海南 島出身者 の宗親会 設立 が早か ったか とい うと、マ イノリテ ィであ ればあ るほ ど相互扶 助 が

必 要で あった ことにあ る、と私 は理解 して いる。 潮州系 はマジョリティなので、か なり勢力 が あっ

た。だか ら、こうした組織 の立 ち上 げが遅 かったので はない だろうか。

タイの宗親総 会 には、二 つの側面 があ るだ ろう。 一つ は、宗 親会 や郷村 の同郷会 とい う、規模

が小 さな同姓 者の 団体 を統合 す るような形で作 られた もの、つ ま り宗 親会 や小 さな同郷会 の上位

団体 に当 たる もの であ る。 これが宗 親総会 の特色 の一 つであ ろう。 もう一 つ は、地 方 にある宗親

会 との関係 か ら言 える ことであ る。 それ らをタイ とい う全 国 レベ ルで まとめ てバ ンコク首都 圏 に

作 った ものが、宗 親総 会で ある。 宗親総 会 におけ る祖先 祭祀 のため の建物 は、宗祠 ではな くて大

宗祠 と呼 ばれてい る。
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つ ぎに、タイの林 氏 の同姓 団体 につ いて分析 したい。林 氏 の宗親総 会が結 成 される以前 は、総

会 ではな く、林氏 宗親会 あ るいは林氏 の同郷 会 と言 われ るものが あった。63年 に宗 親総会 がで き

るが、それ以前 にあ った団体 は表 を参照 して いただ きたい[吉 原2002、 表1参 照〕。こうい う団体

が統合 され て宗親総 会 になって い く。 また、宗親総 会 がで きた後 にも、同姓者 の宗親 会 あるい は

同郷組織 とい う小 さいレベルの ものが で きて いく。しか しそ れも、宗親 総会 の中 に組織 的 ・構 造的

に、あ るい は活動 の上 で統合 され てい く。宗親 総会設 立以後 に発足 した同姓 団体 も表 に示 してお

いた[吉 原2002、 表2参 照]。

面 白いの は、清朝 末の革命 期か らこういう団体 の組織 の原型が あった とい うこ とで ある。第 二

次大戦 後 になって この宗祠 を建 てた人 たちの組織 が立 ち上が るわ けだが、シンガポールで も海南

島 出身の林氏 が団体 を作 ってい たので、それ を真 似 して、あるい はそ こか ら情報 を得て、自分 た

ち もこういう組織 を作 ろうとした とい うところが 非常 に興味深 い。 つ ま り華 僑 の団体 とい うの は

一 つの 国の中 で完 結 して いるの ではな くて
、 情報 や刺激 が 国境 を越 えて トランスナショナルに入

って きて、そうい う国外 在住 の同姓 や同郷 の人 たち と交流 す る中で、自分 たち も活動 を広 げて い

く。 つ まり、トランスナ ショナルな活動 をす る一 つの拠 点 として、こうい う組織 の意 味が あるの だ

ろうと私 は考 えてい る。

詳細 は省か ざるを得 ないが 、林氏 が祭 る媽 祖 とい う福建 の女神 も同姓 の林氏 で ある ことだ。同

姓 の神様 が守 護神 に され、トランスナショナル な統合 シンボルにもなってい る。現 在で もシンガポー

ル、マ レー シア、タイの海南系 の林氏 が集 まって正 月 に会合 を開いた りす る し、また潮州系 の人 た

ちが主 導権 を握 って いる林氏 の 団体 の代表 もそこに招 かれて いく。そ うした様 々な懇親活 動や会

食 をす る ことを通 じて顔 がつ ながってい く、つ まりネ ットワーキ ングが され てい くきっかけがで き

る。食事 を通 して親 しくなる とい うのが、中国人 の人 間 関係 形成 の基本 であ る。 その 中に信 頼が

お ける人が見 つか れば、今度 は ビジネスのパ ー トナー になる とい うこ ともでて くる。 そ の他 にも、

今度 自分が どこか に移民す る ときにそ こで お世話 にな る というこ ともあ る。面 白いの は、一人 の

人が ある団体 に役 員 として入って いる場合 に、そ の同一 人物が他 の種類 の 団体 の役 員 を兼任 して

い るこ とであ る。 これ もや はりネットワーキング形 成 のポイントであ り、ネットワー クを緻密 にして

.いく一つ の要因 になってい る。

西河林 氏南 山公総 会 というのが あ る。これ も主 に潮 州人 が作ってい るが 、この 団体 の幹 部が や

は り泰 国林 氏宗 親会 の役 員 を兼ね てお り、ここにネットワークが で きて いる。林氏 宗親総 会 という

の は62年 か らその結 成準備 が始 まって い る。 設 立者 につい ては表 に まとめ てあ る[吉 原2002、

表4参 照]が 、現在 で は一 人 を除いて全 員亡 くなってい る。 設立 者 に台 湾 出身者が 一人お り、重要

な役割 を担ってい る。陳氏 の場合 も同様 であ る。その理 由 は何 か。

台湾 で は 「中華文化 復興 運動」とい う名前 の運 動が起 こされた ことが あった。 蒋介石 によって
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始 め られたの だが、言 うまで もな く大陸 の共産 党が行 った 「文化 大革命 」 に対す る一種 の対抗 的

なナショナリズムだ と考 え られ る。 左 の ナショナリズムに対 して、右 のナショナリズムが台湾 の国

民 党 によって唱道 され、海外 の華 人社会 を政治 的 に 自分た ちの陣営 に引 き込 もうとした。そ の草

の根 運動 として、これ ら宗親総 会の結 成が盛 ん になったの では ないか とも考 えられる。つ まり祖

先 祭祀 は儒 教 の根 本 であ り、大 陸の共産 党 はそれ を批 判 したの だが、中華 民国 ではそ れが国 の思

想 となって いる。 こうい うものが じつ は、タイにおけ る華 人た ちに よる文化 復興 運動 の追 い風 に

なってい たのだ と私 は見 てい る。

人的交流 も行 われ てい る。 実 際 に宗 祠や大 宗祠 とい う建物 を作 る ときのモデルが台湾 にあ り、

台湾へ そ れ を見学 しに行 き、そ れ らを建 造 した経験 の ある建築士 や建 築職人 を招 いて、バ ンコク

で建 造 してい るので ある。台湾 か らは 関連団体 の役員 や政府 高官が 重要行 事 に招 かれ た り、祝 辞

を送 った りしてい るし、同姓団体 の間 での相互 訪問 も頻繁 に行 われてい る。

大 宗祠 の建造 とその 目的 とい うの は、林氏 の場合 は非常 にはっ きりと打ち 出 され てい る。 こう

いう建物 を作 るのは、彼 らの立場 か らい くと「孝」の実践 で あ り、宗親総 会 は家 族 なのだ と見 な さ

れ てい る。 宗親 総会 がつ くるこの建物 は、死 後 の祖 先の位 牌 を祀 る家廟 と呼 ばれてお り、中国大

陸 にあったもの だ とい う位置 づ けがはっ きりしてい る。 実 際に は同一の姓 で あって もかな らず し

も父 系血縁 が ある とい うこ とで はないの だが、こうした血縁 の関係 を彼 らは強 調 し、同姓 な らば

父系血 縁 があ るはずだ と主張す るが、後 で もう一度考 え るように、じつ は ここが 非常 に大 切 な点

で ある。そ して、父系 血縁 があ るな らば家 族で あ り、家族 であ るな らば助 け合 うべ きでは ないか、

連帯す べ きでは ないか、と主 張 されるの であ る。

大宗 祠 の建 造費用 の調 達につ いて であるが、 これ もや は り大 口の寄付者 の大 多数 は潮 州 出身

者 によって 占め られ てい る。そ して台湾 出身者 も巻 き込ん ではい るが、林氏 の場合 にも潮 州系 の

指導力 が強 い とい うこ とが はっきりと分 かる。 高額の 寄付 をした 人物 像 を見 てみ る と、平均 年齢

が ほぼ53歳 、ほぼ全 員が 中国で生 まれ てい る。幼 少期 に中国 で学 校教 育 を受 けてお り、エスニ ッ

クなアイデンティティに中国 人性 を強 く残 してい る人た ちであ り、加 えて経 済力 も大 きい 。

林氏 の宗親 総会 の活動 としては、総会 の会員 に関 わるサービス を行 って いる。結婚式 の お祝 いて

葬式 の香 典、新 聞に慶 弔の広告 を載せ る ことな ども仕事 で あるが、重要 なの は育 英事 業つ まり奨

学 金 を与 える とい うことであ る。

先述 の ように、宗族 とは共有 財産 を持 ってい る親族 の組織 で ある。日本 の 同族組織 とは少 し異

な り、共有財 産が非常 に重 要 となる。 こういう宗族が 経済力 をもとに して なにをやったか。 一族

を繁栄 させ るた めには官僚 を出 さなければ な らない し、官僚 にな るため には科挙 の試験 を受 けな

ければ な らない。この科 挙 の試験 に合 格 させ るため には、受験勉 強 が必要 であ り、お金 がか か る。

そのた め、こ こで は教 育 とそれ を支 え る育英 事業 が重視 され る ことになる。 こういうことは、現
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在 で も国外 の 中国人 の諸団体 が行 って いる。 こうした活動 は言 うまで もなく、立 派な人材 を育 て

る とい うこ とにあ る。 立派 な人材 を育 てる ことは、儒 教 の考 え方 で は先祖 に関わ る大切 な こ と

であ る。立派 な子孫 が でる と 「先祖 が立 派で あるか ら」と言 われ るし、あ るい は 「先祖 が 見守 って

い るか ら」とい う論 理 になる。こうした考 え方 に より、育英 事業 が盛 んに行 われ る。

大 宗祠 を作 って位牌 を祭 るだけ ではな く、共 同墓地 も立派 な ものを作 る。それ はなぜ か。 中国

人性 が色 濃 い人 にとっては、位牌 は霊 魂の拠 り所 で あ り、墓 は遺 骨の入 る ところで ある。死 後 の

世界 が安 定す るため には、 この二 つ に対 す る儀礼 が きち ん と継 続 されて いなけ ればい けない か

らであ る。継 続 とは、子孫 がい るだけ では なくて、彼 らが こうした死者儀 礼 ・祖 先祭 祀の儀礼 を き

ちん と実施 す るということであ る。これ を維持す るため にこうした組織 があ り、こうした施 設が必

要 とな る。 これ らがあ れば、自分た ちの死後 の霊 的安定 が確保 ・保証 され るのだ と考 える。 こう

い うのが 中国人 の文化 に則 した考 え方で あろ うと私 は考 えてい る。一
以 上 を踏 まえて、考察 へ と進 みた い。 この中国人性 の強 い人 たちが なぜ、60年 代 か ら80年 代

にか けて こうい う組織 を作 り、また巨額 の資金 を集 めて祖先 祭祀 の建物 を作ったのだ ろ うか。 こ

れ は何 だったか とい うこ とを考 える際 には、歴史 的 な文脈 を押 さえる必要が あ る。

ご く簡単 に見 てい くと、歴 史的な要 因が 四つあ る と考 え られ る。一つ は母 国中 国の事 情が 激変

した こ とであ る。共産 党政権 が成立 す るまで は、いわ ば出稼 ぎ者 として タイに入 って きた華 僑が

ほ とん どであった。彼 らは、家族 に送金 しなが らお金 を貯 めた ら中国の故郷 に帰 るのが普 通で あ

った。それ が共産 党の支 配す る中国 になって、帰 るこ とが難 しくなった。彼 らは帰 国を断念 して 、

居住 国へ の永住 を決意 す る。つ まり華僑 か ら華 人 になっていった というこ とであ る。

2番 目としては、中 国が1949年 以 来、国外 に移 民 を出 さな くなる ということが あ る。そ の結果 、

タイ国 内では文化 を持続 させ る要 因で ある中国か らの新 た な人口流 入は途絶 えて しまう。人ロ の

高齢 化 に よって 少 しず つ大 陸出生者 が減 少 し、現 地生 まれの 人の比 率が高 くなってい く。現 地生

まれの子 供 たちは タイで学校 教育 を受 けるので 、タイの文化 を吸収 して育つ。 つ ま り、後続 世代

の中国人 としてのエスニシテ ィが徐 々 に薄 れてい くと考 えられ る。新規 流入 移民が 停止 する と同

時 に在 住華 僑が 減って い く、つ ま り中 国人 のナショナル ・アイデ ンティティを持 った人 の人 口が減

少 してい く傾 向がはっ きりして きた。華僑 は、現 在 ではす でに18万 人 ほ どしかい ない。

それか ら3番 目には、タイの いわ ゆる開発独 裁期 にお けるナショナ リズムの隆盛 があ る。1959

年 に発足 したサ リットの政権 は、近代 国家 建設 の推進 のため にタイの国民統 合 を重 視 した。したが

って、華僑 の同化 政策 を以前 にもまして進 めた。第二 次大戦 直後 までの タイの華 僑政 策の基 本方
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針 は華僑 の締 め付 けで あったが 、55年 以後 は締 め付 け よりも同化政 策 をとる ようになった。中国

人性 を弱 め捨 て さる一方 で、タイの国民 としてふ さわしい ように、タイ語 の名前 をつ け、タイ語 を

母語 にす る ことを要請 し、学校教 育 な どを厳 しく管理 した。また、帰化 条件 も緩 和 してい った。つ

まり、タイ国籍が取 り易 い ようにして、華僑 で はな く華人 にな るこ とを促進 す る政 策が進 め られ て

いった。その後 の政権 もこの路線 を続 け、また この 開発 独裁 期 に政 治家 と軍人が 強固 な利 害関係

で結 ばれ ていった。そ うした中、華 人資本 家層 が台頭 して くる。先述 のバ ンコク銀 行 の陳氏 は、こ

の ような流 れの中 での典型 的な人 に なるわけで ある。 こうした タイの 国家建設 の底流 には、ナシ

ョナリズムと呼 べ るような タイ国民 としての意識 を強化 す る運動 が形 成 され 、 中国伝 統 文化の継

続性 と発揚 にマイナスの影響 が与 え られ た。

4番 目は、台湾 国民党が 「中華文 化復興 運動 」を行った ことが挙 げ られる。 そ して二 つの 中国

が海外 の 中国人 を 自分 の 陣営 に入 れ ようとして取 り合 うとい う状 況が でて くる。 こうして、中 国

系 の人 もエスニック・アイデンティティ、エスニ シティというふ うなものが喚 起 される、あるい は、ア

イデンティティの維持 につ いての 関心 を引 き起 こす ことになる。

華 人の文化 復興 運動 は、文化 ナショナ リズムとい う言 い方 もで きるの ではないか と思 う。文化 ナ

ショナ リズ ムとい うの1ま、普通 は、文化 人が行 う執筆 活動 な どを指す もの であ る。 しか し、私 はこ

ういう民 間の 団体が起 こす運動 、 華人が 移民社 会の なかで 自分 た ちの故 国の伝統 文化 を復 興 さ

せ ようとい う運 動 も文化 ナショナ リズムの一つ のパ ター ンで はないか と考 え ている。 これに はま

だ疑 問がい ろい ろあ り、これ以上 は触 れ ない。

いず れ にせ よ、彼 らはエスニ ックなアイデ ンティティを保持 しなが ら、一 方で はナショナルなアイ

デンティティ、す なわ ちタイ国民 として のアイデ ンティティも持 ってい る。 タイの1980年 以後 の国

家政策 、国民統合 政策 は、そ ういうところに特 色 があ るので はないだ ろうか。 い たず らに同化 政

策 を行 うだ けでは国民統 合 はうまくいか ない。 中国系 は経済力 を持 ってい て、産業界 に大 きな勢

力 を持 ってい る。企 業の共 同経営 と婚姻 ・縁戚 関係 を通 じてタイ人 と中国系 人の一体化 も進 んで

い るので、そ の点 をうまくコントロールす る必要が あ る。華僑 ・華人 を差別 的 に遇 したインドネシア

やマレーシアの ようにや ったので は、タイの今 のような経済発 展 はなかった のでないか と思 われ る。

伝統 の再構成 に よる文化 復興 運動 を考 え るさい には、このように一方で は同化政 策が劇 的に進

め られ ていた こ とに留意 すべ きであ ろう。 華人 、とくに中 国生 まれ の人 に とって は、自分 の死 後

の安定 をはか るため には子孫 が 自分 たち と同 じ文化、同 じ世界観 、同 じ倫理 観 といった ものを継

承 して くれ る必 要が ある。 墓守 を して もらえない し位 牌 も放置 された ままに なるので は、自分 た

ちの死後 の霊 的安定が 心配 にな るわけで ある。しか しそ れだ けで は なく、自分 た ちの築い て きた

ものが歴 史的 に途絶 えて しまうという心 配 も若干 あっただ ろうと思 われ る。そ れで、こうい う世 界

観 、文化 とい うような もの を継 承 してい く、あるい は自分 た ち と同 じエスニシティを子 孫た ちに感
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じさせ持 たせ てい くとい う場 、拠点 が必要 とされたので はない か。 具体 的に言 えば、そ の ような

組 織 と活 動 も必 要で はないか 、施設 も必要 では ないか と考 えたで あろ う。

しか しなが らここで、す で に宗 親会 があ りなが ら、なぜ さ らに宗親 総会 を作 る必 要が あったの

か とい う次の疑 問が でて くる。 これに は当然、財政 基盤 の問題 があ る と考 え られ る。 よ り大 きな

もの をつ くり、方言集 団 としての宗 親会 の問 の壁 を打 ち破 った ところで、華人 社会 が一元化 され

る、もしくは凝集 性 をよ り高め てい く。 あ るい はこうい う大 きな資金 を動 か して、より大 きなネッ

トワーク、より緻密 なネットワークをつ くってい く。 そうした ことが 、や は り華人 のエスニ シティを

表 象す るうえで も有利 に働 くだ ろうと考 えたの では ない だろ うか 。

最後 に、仮説 を提示 して締 め くくりたい。す で にか な り触 れ たが、エ スニシティを表 象す る拠 点

として宗 親総 会 をつ くる ことは、文 化復 興運動 の重要 な局面 だ ろうと思 われ る。奨学 金 を与 える

こ とは、後続世 代の 関心 をつな ぎ止 め るこ とになる。 また、中国 の伝 統 を教 えてい く機会 で もあ

る。 陳氏 と林氏 の大宗祠 の場合 、祖 先祭祀 の場 で行 われる歴史 的 な儀礼 の 日に奨学金 を手渡 し

てい る。 子供 や学生 た ちはお金 だけが 目当て で来 るかもしれな いが、実 は宗 親総 会の大 人た ち

が 考 えてい るこ とはそ うでは ない。お 金で呼 び寄せ てお いて、中国人性 を植 え付 け る というこ と

を促 進 した い と考 えてい るのであ る。

こういう宗 親総 会 は、 じつ は父 系血縁 につ いての考 え方 をひ とひね りして、非常 にイデオロギ

ー的 な もの を作 り出す ことに よって組織 を うま く作 るこ とがで きたの で はな いか と思 わ れ る。

「同姓 イコール父系 血縁 関係」とい う、同姓 イデ オロギー とで も言 うべ きもの を作 り出 したの であ る。

もう少 し詳 しく言 うと、 中国の故郷 で は宗 族 というものがあった。 宗族 とい うのは父系 血縁 で

結 ばれ てい るので、その メンバー は外 婚集 団の シンボルマー クとしての姓す な わちファミリーネー

ムを持 って いる。 同 じ姓 の人 どうしは結 婚す るこ とが で きない。そ して、父 系血縁 のあ る人 たち

な らば 同姓 で ある とい う考 え方 が宗族 にお いて は自然 な認識 で あるが、 海外 に出 た人 々 によっ

て海外 で作 られた 同姓 団体 はそ こを逆転 させて いる と言 え る。 つ ま り、同姓 団体 は父系 血縁 の

人た ちだけが 集 まって作 ったわけで は なく、単 に同姓 であ る人 た ちが 集 まって作 ってい る。 同姓

の人で ある ということが 、メンバー シップの基本 的 な条件 として存在 す るだけで ある。 父 系血縁

のあ るこ とが はっきりしてい る人た ちだけで作 った団体 で はない こ とに注 意すべ きであ る。

これ が宗族 な らば、父系 血縁 のあ る人だ けが メンバー シップを獲得 で きる。 しか し、この宗 親

会 とか宗 親総 会 というの は、任意加入 である。父 系血縁 な ど確 認 しようもな いような移民 社会 の

人た ちであ り、単 に姓 が同 じであ る人 たち であ る。 しか し、同姓 の人た ちを集め て きて こうした

団体 をつ くるためには、全 員 に父系 血縁 があ るこ との証 としての族譜 を作 らなくてはな らないが、

これ は不 可能 であ る。 そ こで 、彼 らが 考 えた文化装 置 として のイデオロギ ーは、この点 を どの よ

うに見 なすのか。 このイデオロギ ーは 「同姓 の人 な らば、ず っと先祖 を遡 れば、同 じ一人 の父系 の
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先祖 に行 きつ くはず だ」とい うこ とを強調す る ことに なる。す なわ ち、同姓で あるな らば必 ず父系

の血縁 があ るはず だ と、逆 に見 てい るのであ る。 そしてその象徴 として先祖 の位牌 が あ り、先祖

の位牌 を祭 る祠 堂 があ る。 こうい うイデオロギー をつ くるこ とによって、宗 親会 や宗親総 会 とい

うもの をつ くるこ とが可能 に なったので ある。 宗 親会 や宗親総 会 は、基本 的 には こういうイデオ

ロギ ーに関 しては一緒 なわ けであ る。

しか し宗 親総会 は、先 述の ように、 より財政基 盤 の強 くよりメンバーの多 い、つ まりスケールメ

リットを発 揮す るような組 織 を作 るのであ る。それが さらに居住 国 と故郷 だけの 関係 を越 えて外

国に居住 す る同姓 の人 たち とも連携 すれ ば、非 常 に大 きくて強力 なネットワークを形成 で きるの

で、こういうもの が作 り上 げ られ たのだ ろうと考 え られ る。

しか し、これ はタイで独 自に発 明 された ということでは ない。じつ は大切 なの は、マレーシァや

シンガポールの方が、実態 としての宗親 総会 の歴史 が古 い とい う点 であ る。 組織 名称 こそ必 ず し

も宗親総 会で はないが、その真似 をして、つ まりアイデ ィアを生み 出したので はな く導入 して きて、

タイで も内容 がほ ぼ同 じ組織 を作った とい うことが きわめ て大 切で あ ろう。 そ こに、トランスナシ

ョナルな関係が あったか らこそ、こういうことが可 能で ある と言 えるかもしれない。中国 に同 じ文

化 のルーッを もつ人 たち は、違 った国に生活 して い るの だが、そ うい うところで相 互につ なが る

回路 が で きてい るのだ ろう。

さらに、エスニシティのモニュメントとしての大 宗祠 には、さま ざまな中国文化 の象徴 が満 ちあ

ふれて いる。しか し、それがエスノセントリ.ックか とい うと、けっしてそ うでは ない。中国人 的な も

の、中 国的 なものだ けを取 り入 れて、それ以外 の もの、つ まり自分 たちの住 んで いるタイ国 の文化

を排 除 して いるか というと、そ うで はな くむ しろ逆で ある。仏像 の 開眼 供養式 をした時 に、タイ仏

教 の僧侶 を呼 びタイ仏 教様式 の儀礼 も行 って いる。大乗仏 教の 中国系 の僧 侶 もタイには いるのだ

が、そ ういう人 は呼ば ない。彼 らは タイ式 の儀 礼 を行 い、タイ様 式の仏像 も祭 る。 また、国王 夫妻

の写真 も飾 り、国旗 も飾 る。 しか し建物 そ のもの は、まるっきり中国的で ある。 その ため、外 か ら

見てい るの と中に入って実際 に見た ので は、少 し見 え方が違 って くる とい うことが言 える。 つ ま

り、これ は、彼 ら華人 エスニシティのモニュメントなの であ る。 決 して大 陸にい る中国人 、中国の

宗族 がつ くった大宗 祠で はない。 あ くまで タイの華人社 会、移民社 会で作 られ た宗 親総 会の大 宗

祠 であ る。

したがって宗 親総 会は、中国の伝統 社会 とは異 な る海外 の移民社 会 におい て、新 たに再構築 さ

れたイデオロギーに よって再 構成 され た社 会 団体 で ある。 また、それ らどうしの連絡 と交流 に よ

ってネットワークが形 成 されてい る と言 える。そ して 、大宗祠 はそ うい う活動 をす る華人 のエ スニ

シティを象徴 す る記念碑 的 な建 物で あ ると言 え るの では ないだろ うか。

〈慶応義塾大学文学部教授〉
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1本 稿は、2002年12月20日 に大阪大学人間科学研究科においておこなわれた「トランスナショナリティ研究」セミナーでの講演

内容を収録した講演録である。

2同 姓団体の数は、本来はこれより多いが、この表を作成した時点ではこれ ぐらいしか私は把握 していなかった。今世紀に入っ

てからもいくつか新たに結成されている。

3よ く言われるように、現王朝の前のトンブリ王朝を築いた、タークシン(鄭昭)と いう人物は潮州人である。父親が潮州人で、母

親はタイ人である。 トンブリ王朝は短命に終わるが、それ以降も潮州系はロイヤル・チャイニーズと言われ、タイ王室の財政にかなり貢献してき

た。
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越境する華人たちを見つめる目

陳 天璽

本稿 は、華 商のネ ットワー クとアイデ ンティティを明 らかに しようとす る もの であ る。 私 の博 士

論 文 をベースに した ものだが、その中で提 示 した 「虹 のメタファー」につ い てご紹介 したい。 この

研 究プロジェク トの テーマであ る 「トランスナショナ リティ」を意識 しなが らテーマ を考 え、「越境 す

る華人 たちを見つ め る目」というタイトル をつ けた。 私 が ここで 言 う「越境 」とは、一 つ は国境 と

いう物理 的なボーダー と、もう一つ は華僑 ・華 人た ちの 厂世界」に存 在す る精神 的なボーダーを越

える ことを指 してい る。 華僑 ・華 人 にとって、国 というボーダーの みな らず 、いろい ろなボーダー

が あ り、それ は例 えば地域 的な ものであった り、従事 す る職業 であ った り、言語 や文化 で あった り

と、さまざまな形で 自分の立場 や アイデ ンティティを規 定す るもので あ る。そ うした もの を時 と場

合 に よって越 境 し、ネットワー クを築 いて生 きてい る華 僑 ・華人 たちに注 目したい。 また 同時 に、

「華 人た ちを見つ める 目」とタイトルをつ けたの は、華 僑 ・華 人 を見 つ めてい る観 察者 たち をも意

識 して いるか らであ る。 本稿 で は、華僑 ・華 人だ けでは なく、彼 らを観察 して いる人 たちの華僑 ・

華人 を見つ め る 「眼差 し」をも分析対 象 としている。 それ は直接、私 の虹の メタファー とも関係 を

してお り、なぜ虹 か というところに 「見 つめ る 目」というものが関係 して くる。対 象 と観察者 のダ

イナ ミズム、つ ま り可 変的 な ところをも感 じとって いただ けた ら と思 う。一
華僑 ・華人 は、海外 に散 在 している中 国人 たち を指す。日本 で聞 き慣 れた言葉 である華僑 の「僑」

の字 は、仮 住 まい とい う意 味が ある。よって華 僑 とは、中国 の国外 に一時 的に在住 して いる中国人

を指す。 学術 的には 国籍 で区別 してお り、依然 として中国 国籍 を保持 してい る人た ちを華僑、そ

れ に対 して、中国 の血 統 を持 つが 、中国 の国籍 を失 い、居住 国国籍 も持 ってい る人た ちを華人 と

呼 んで いる。 かつ ては華僑が 多数 を 占め、日本 で も90年 代 は じめ まで は華僑 という語が 海外の

中国人 を指す 語 として主 に使 われてい たのだが、最近 は居住 国の 国籍 を持 ってい る人 たちが多 く

なったこ ともあ り、華人 とい う言 葉が頻 繁 に使 われ る ようになって きた。 なお、近年 は華僑 ・華人

と呼 んだ り、あるい は華 人の みで もよ り包 括的 に海外 の中 国人 を表 す言葉 として、使 われ るよう

に なってい る。
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華僑 ・華 人 はしば しば 「金持 ち だ」とか 「い ろんな所 に分散 し、ネットワークを持 って いる」、「ど

こに行って もチャイナタウンが あ る」、さ らには 「一定 の経 済力 を持 ってい る」とい うようなイメー

ジが 持た れてい る。 そうい ったイメージは、多 くはビジネスマンに対 して抱 い てい るもので ある。

けれ ども華僑 ・華人 の人た ちのすべ てが ビジネスマ ンなの では ない。学者 や芸術 家 な どもお り、華

僑 ・華 人み んなが ビジネスをして いるわ けで はない。 イメージとして持 たれ てい る 「お金持 ち」だ

とか 「ネ ットワー クを持ってい る」とい うのは、華 人の なかで もビジネスマ ンのイメージで あるの だ

が、それ が華人全 体 に転 化 され ている といえる。この点 ははっ きり分 別すべ きである と考 え てい

る。 よって私 は、ビジネスマ ンたち を 「華商」と呼 ぶ ようにしてい る。 華 商 といった場 合、華僑 ・華

人の中で も特 にビジネスに従事 してい る人 たちの ことを指 す。 本稿 では、この華 商 たちのネット

ワークやアイデンティティの あ り方 を検 討す る。

1990年 代 にアジアの経 済が成 長 し、シンガポール、マレーシア、香港 などのチャイニーズの財 閥が、

『フォーブス』や 『エコノミス ト』といった経 済誌 で名 を連ね る ようにな り、注 目され始 めた。香 港 で

も、李嘉 誠(リ カシン)と いえ ば誰 で も知って いる ように、JerryYangが 、アメリカで学 生時代 に

ヤフーをつ くり、財 を成 した話 も有名 であ る。これ ほ どチャイニーズが成功 してい る理 由 につ いて、

華僑 ・華人 が組織 す るネットワークが あ り、そ のネットワークを通 してチ ャイニーズは情報交 換、もし

くはお 金の貸 し借 りを してい るためで はないか と一般 には見 られて いる。

もう一つ の理 由 として、トランスナ ショナル な活 動が ある。マ レーシァ華人 や、シンガポール華人、

香港 華人 な どは、彼 らが居住 す る国の中 だけで活 動 してい るわけで はな く、国境 を越 えてつ なが

ってい る。 自らが チャイニーズだ というアイデ ンティテ ィのゆ えに、トランスナショナルな活動 がで

きてい るのでは ないか と見 られ てい る。

さ らに、エスニックな排 他性 があ る。 華人 ネットワーク、もしくは華商 ネットワークとい うように、

中華 の華 の字で 区切 られてい るので、 ほかのエスニック・グループは入れ ないの ではな いか とい

うようなイメージが持 たれてい る。90年 代 以降 中国の市場 が ます ます成 長す る にしたが い、中 国

だ けでは な く台湾、香 港 、シンガポール などを結ぶ 大中華 経済 圏、さ らに は世界 各地 に散 らばっ

て いるチャイニーズ ・ディアスポラが つ なが った ら、そ れは ひとつ の排他 的 な経 済圏 を作 るので は

ないのか というような議論 も出 ている。

さて、チ ャイニーズの二世 として 日本 に生 まれ、当時大学 生だ った私 は、自分 が こうしたネット

ワークに入 った ら、 な にか財 を成せ るので はないか、 もしくはす ごいつ なが りが持 てるので は な

いか と思った。 大学 院に入 り、この華 商ネットワークをテーマ に選 び、香港 に留学 し、調 査 をは じ

め た。 留学 中、新 聞や雑誌 を含 めて、多 くの一次 資料 を見つ ける こ とがで きた。 た とえば、『フォ

ーブス』な どには、その年 の華商 トップ500な ど数 多 くの名 前が並 んで お り、所 有 してい る会社 、

その場 所、資 産な どリス トが 多数掲 載 されてい た。 多 くの資料 を収 集 したの ち、ネ ットワークのあ
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り方やそ の特徴 を、華 商ひ とりひ とりに対 す るインタヴューを通 して見 て行 こうと考 え、研究 を始

めた。

私 は、香 港 をは じめ として、東南 アジアのマレーシア、シンガポール、タイで フィール ド調査 を行っ

た。 イン ドネシアに は入 れ なか ったの だが、インドネシアの華 人 とは香 港や シンガポールで 会い、

インタヴュー調査 を行 った。アメリカ滞在 中 には、アメリカ、カナダ各地 のチャイニーズの ビジネスマ

ンにインタヴュー調査 をし、ヨーロッパ では、フランス とイタリア、イギ リスで調 査 をした。これ らの

調 査が 、私の研 究のベースに なってい る。

研究 を続 けてい くうちに、「な にかが違 う」と思 った。 華人 ネットワークどい う概 念の みで、華 商

の活動 を切 るこ とがで きるのか。華人 ネットワークと言 うので あれば、彼 らが 同 じチャイニーズ と

して のアイデ ンティティで つなが ってい て、は じめ て華 人 ネットワークと言 えるので はない か と思

った。そ こでアイデ ンティティとネットワークのつ なが りに関す る調 査 をは じめ た。一
図1で は、A国 、B国 、C国 、D国 と、大 きな円が 国のボーダーを表 してい る。 その 中で様 々な

エスニ ック・グループが暮 らしてい る。A国 をマ レーシァと

した場合、その 中にはマ レー系 の人 もいれ ばインド系 の人

もお り、チャイニーズ もいる。 場 合 によって は一時的 に来

ているほか の国の 人もい る。B国 も同様 であ る。 そ の中

にいる人形 をそれ ぞれ 白、黒 、灰 色、縞模 様 としたが 、そ

れ ぞれ民族別 に分 けてお り、縞模 様 はチャイニーズを指す6

そ して一般 でい わ れて い る華 人 ネ ットワー クの イメー ジ

に従 えば、彼 らは トランスナショナルにつ なが りを持って

お り、それ を表す のが中心 に描 いた弧形 であ る。 私 は こ

れ を 「虹 の ネットワーク」と呼 んでい る。

ところで、 なぜ 虹 か とい うと、虹が形 成 されるため に

は、水滴 と光 とい うの が非常 に重要 にな る。まず 、水 滴 の

メタファーであ る。私の見 方か らす る と、一 人一人 の華人c国

が、すべ て水滴 に相 当す る。なぜ か。華僑 ・華人が外 に出

る ためには、「出洋過 海」といって、海 を越 えて出て行 か

なけれ ばな らない。海 を越 えてデ ィアスポリックにい ろい

ろ な国に移民 する という意味 で、海 という水 の要 素が あ 番

B国
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る。また、華僑 ・華 人が現地 に行 って、一 朝一 夕 に経 済力 をもった わけでは なく、日々勤 勉 に働 い て

やっと財 を成 した。よって働 いて流す汗 とい う水 の要 素が存在 してい る。さ らに、彼 らが移民 し、

故郷 や家族 と離れ て寂 しく生活 をす ることにな る。 また、居住 国でマイノリティとして生 きる時、

様 々な苦 労 をす る。 その 中で彼 らが 流す涙 とい う意味で、もうひ とつ の水滴 とい うのが現 れて来

る。つ ま り華人 を海、汗 、涙に た とえ るこ とがで きる。

つ ぎに、光 というの は、本 日のタイ トルに もなってい る 「見つ める 目」の 方で ある。 見つ め る人

たちが注 目す るこ と、それが光 の要素 になってい る。その他 に、もう一 つの光 として、あ る程 度成

功 した ら「光宗 耀祖」、つ まり自分 た ちの功績 で祖先 を輝かせ ようという意欲 か ら放 たれ る光が あ

る。華 商大会 な ど大 きな大会 の際 に、旦那様 が きちん と奥様 を連 れ てくるの を見 かけ るが、そ の

奥 様 は、往 々にして非常 に綺 麗で、着 飾っていて、そして いか にも裕福 であ るこ とを見せ つ ける

かの ように大 きな宝石 をつけ ていた りす る。 さ らに、あ ま りお金持 ちで はない 日本 の華 人・華僑

は、保証 が ない、差別 され るか もしれ ない とい う意味で 、何か 身 につ けて 自分 の信用 を確保 す る、

もしくは何 か起 こった 時に、お金 に換 え られ るような もの を、念 のた めに着 けてお くというような

考 え方 もあ る。そうい った意味 で 自分 か ら放 つ光が他 者 の注 目の 光 を生 み出す こ ともあ る。

水滴 に光が あたって虹が 形成 され る。 そして、虹 は

七つの色 で構 成 され てい る。 私 はそれ を華人 たちが持
B国

ってい るアイデ ンティティ、もしくはアイデンティティか ら

派生す るネットワーク、社 会的 な関係 とい うものにた とえ

た。 また、光 の要素 であ るが、その見 る角度 、見 つめ る

角度 というの も、虹の ネットワークといった と き、非常 に

大切 になって くる。 虹 のネットワークが形 成 され、高 度

に トランスナショナルなチャイニーズ ・ネットワークのイメ

ージが現 れるのだ。

しか し、本当 にネットワークが ある のだろ うか。 インタ

ヴューでアイデンティティの こ とを聞 いた り、アンケー ト調

査 をした りして、 どのようなアイデ ンティティを持 ってい

て、ビジネスの活動 をす る時 に どんな人 たち と関 わ りを

持ってい るのか、というの を細 か く見 ていった時 に分 か

った のは、 必ず しもチ ャイニーズ の人た ちだけ でビジネ

スが成 り立 って いるわ けでは ない とい うこ とで ある。む

しろ、チ ャイニーズでは ない人た ち とのネットワークの方

華商 黼 警一 その他 が強 い場 合 も多い とい うこ とに気付 いた・

図2
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彼 らの トランスナショナルな活動 、もしくは トランスボーダー な活動 を見 る時 に大 切 なものに 「関

係 」(グァンシー)と いう概 念が ある。「有 関係 、就没 関係 。没 関係 、就有 関係」とい うこ とが しば し

ば言われ る。「関係」の前 に 「没」とい う字がつ く「没 関係 」という言葉 は 「大 丈夫」とい う意 味で あ

る。厂関係 が無 い と問題 にな り、関係 を持 って いればそ れで大丈 夫だ」とい う言 葉で ある。つ ま り、

ネットワークや個 人 的な関 わ りな ど、人脈 をた くさん持 ってい れば、 どこに行っても問題 は ない。

しか し反対 に、何 も関係 とい うもの を持 っていな ければ、どこに行 って も問題 にぶ ち 当たって何 も

で きな くな ると言 われ てい る。チ ャイニーズの人 たちの問 では、「関係 」というもの、いわ ゆるコネ

クションを持っている ということが 、それ ほ ど重要 に なってい る。「関係」の次 に、信 用 で きる人 間

か どうか とい うのが、ビジネス の中で彼 らが大切 に してい るもので ある。 約7割 の人が このふ た

つが ない と、ビジネスは成 り立 たない と答 えて いる。

また、彼 らの世 界観 を見 る時 に大切 なの は、倫 理精神 であ る。 徳 教 というマ レーシアのチャイ

ニーズの問で信 仰 されてい る新 興宗教 な どでは、天 と人が ひ とつ になる ことが説 かれ てお り、人

と天 との関 わ り方 とい うのが非常 に興味 深い テーマ となってい る。いろい ろな宗教 の中で信 仰 さ

れ ている ものがひ とつ に重 な り合 うこ ともあ る。 そ こでも自分 と天、そ して世界 とい うものの関

わ り方 が非常 に重要 にな る。図 で表す と図3の ようにな る。個 人 を中心 に置 き、家、そ して社 会、

国家、世 界、さ らには宇 宙、そういったもの を意 識 しなが ら自分の アイデンティティ、そ して社 会的

関 わ りというものが形成 され ている ように思わ れる。

そうした関係 の 中で、彼 らの 日常 の関 わ り合 いは、図2に 表 され る ように、か な らず しもチャイ

ニーズ のみ との 関わ りで はない。 た とえば、先 ほ どの社会 、国家 といった とき、マ レーシァのチ ャ

イニーズの場合 は、マ レー系 の人 たち との関わ りも持 っている し、マ レーシア国家 のもとの 人間で

あ るという国民 意識 もある。エ スニ ックな華人 とい う意識 だ けでな くて、シンガポール華 人や イン

ドネシア華 人 との 問で は、私 はマ レーシア人、あ なたはインドネシア人 、あ なたは シンガポール人

とい うような違 いも意識 して生 活 をして いる。

しか しなが ら、これ まで華僑 ・華 人 につ いて見 る場合 、多 くは中華 、もしくは華 という傘 をかぶ

ったもの ばか りを見て きた と言 える。 華 人ネットワークに関 しても、彼 らのエスニックな血 のつ な

が りというもの のみ を意識 していた。 よって、中 国、あ るいは中華 を彼 らの世界 に してしまい、そ

れ の持 つ内 向 きなネ ットワークばか りに注 目して きた。 そ こで は、主 に三縁 関係が 主要 な注 目点

であった。

三縁 関係の 一つ 目は、血 縁 のつ なが りであ る。華僑 ・華人社 会の 中で血縁 と言 った場 合 、第1に

家 のつ なが りを言 う。 陳氏 な ら、陳氏 宗親 会 と言 って、陳 という苗字 を持った人た ちの宗族 の集

まりがあ る。それ を血 縁 と呼ぶ。

二つ 目は地縁 であ る。 これは どこの人で あるのか を示 して いる。 それぞ れの地域 に よって言
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葉や 習慣 も異 なるので、地域 ご とに同郷 会 というのが あって、それぞ れに違 ったネットワークを持

ってい る。 た とえば、タイに多 い潮州系 のネットワークでは、シンガポールや香港 な どほかの地域

にもデ ィアスポリックに分散 してい る。タイで は、米 の流 通は潮 州系 ネットワー クが握 ってい た とい

うふ うに言 われて いる。 また、香 港 の海産物 も潮州 系ネ ットワークが握ってお り、福 建系 な どはそ

の ネットワークに は入 れ ない と聞い てい る。 また、マ レーシアでは、地縁 に よって従 事す るビジネ

スが異 なって お り、カフェを開 いてい るのは海南 系、ビジネス をして いるの は潮 州系、重労働 、も

しくは教育 に従事 しているの は客家系 、とい うふうにす み分 けが なされてい る。 この ように、地

縁 も彼 らの特 徴 となって いる。

三 つ 目は、業縁 であ る。 地縁 の中で紹介 した ように、業種 もみ なすみ分 けが な されて いる。 潮

州系 な ら米、 カフェを経営 してい るのは海南 系 というように、 地縁 とは少 し重 なった業種 のす み

分けが され てい る。 こうした特 徴が あ るので、これ までチ ャイニーズの リサーチをす る場合 には、

チャイニーズの 中で も福建 系住民 の研 究 をし、福建 系 ネットワー クを追 って行 くというような形 で、

非常 に内向 きな視点 が主 であった。

しか し、華人 の今 のネットワークは非常 に トランスナ ショナルに なってい る。一世 代前 であった ら

三縁 関係で 分析 で きた もの も、今で はか な り様 変 わ りしてい るの では ないか とい うことを、調査

の過程 で感 じた。 そ こで華 人 を見 る場合 は、その世界 を中華 とす るよ り、グローバ ル社 会 をベー

スに した認識 が重要 なの ではな いか と考 えた。 それ は個人 を中心 に、家 のつ なが り、出身地の つ

なが り、どの国 に住 んで いるか、 どの 国の国民 となってい るか とい う居住 国 とのつ なが り、さ ら

に中華 とい う世界 とのつ なが りな どをそれ ぞれ見 てい くので あ る。 なお 、この中華 とい うのは、

普通 に意識 され る中国 という国 ではな く、より広 い文脈 で、台湾 や香港 の中 国人社会 、世 界各 地

に散 在 して いる 中国系 の人 た ちをひ とま とめ にす るであ ろう文 明 としての中華 世界 を指 してい

る。これ ら以外 にも、グローバル社会 とつ ながった世界 というものがあ るだ ろうと考 えて いる。

トランスナショナルな華商ネットワークと多層的アイデンティティ

つ ぎに、華 商 ネットワークの実態 をい くつ か ご紹 介 したい。

華 商ネットワーク という名前 がつ いた きっかけ の一 つ は、 世界華 商大 会が 開催 され た点 にある

だ ろう。第1回 の世界 華 商大会 は、1991年 に シンガポールで 開催 され、組 織者 の リ・クワンユ ーが、

華僑 ・華 人研 究者 の王庚 武 や、香 港 や シンガ ポー ルの ビジネス界 の トップの人 たち な ど、著名 な

人 々を招待 した。もちろん華商 の組織 は、地域 ごとに存在 してお り、日本 な ら日本華 商総会 、そ し

てマ レーシアや タイにも華商総 会が ある。 しか し、よ りグローバル に、定期 的 に集 まって企画す る

とい う活動 は、多 くはなかった。その後世界 大会 は、香港 、バ ンコク、そ してオース トラリア、カナダ、
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中国 と、隔年で 開催 され て きて いる。

これが、まさに華 商ネットワークであ ると見 られて いるが、私がそ こで参与観 察 し感 じたこ とは、

そのイメージ とは異 なり、非 常 に トランスナショナル な活 動が行 われ てい る というこ とであ る。 つ

ま り、様 々 な国か ら集 まったチ ャイニーズが 、投 資や企 画の 問題 を話 している という点で、 トラン

スナ ショナルで ある とい うこ との他 に、様 々なエスニ ック・グループの人が集 まってい るという意

味 で トランスナショナルであった。 た とえば、バ ンクーバ ーで行 な われた華 商大会 で は、た.くさん

カナダの現 地 の白人 たちが参加 していた。 そ こでは ビジネス・ショーの ような ものが開催 され、多

種多 様 な会 社が 自分 たちのプロジェク トを紹 介す る。 しか し、そ こに来て いる営業 の人 は、ほ と

ん どチャイニーズで はない。 そ して、華僑 ・華人 の ビジネスマ ンたちの 問で合弁 が成立 す る とい う

よ り、むしろ、中国本 土か らきたい わゆ る華僑 ・華 人の カテゴリーに入 らない中 国商 人 と、カナダ

の現 地の企 業、つ まり自人 たちの 間で ビジネスが成 り立っていた。

つ まり、華僑 ・華 人、あ るいは カナダの華商組織 が演 じて いる役割 は、ビジネスの メインプレー

ヤーで はな くて、その橋渡 しとい うことであ る。 彼 らは カナダ現 地の企業 ともコネクションを持 っ

ている。 一方で 、中国か ら来 る中国商 人 とは、中 国 とい う括 りの下 でネットワークや コネクション

が ある。 よって彼 らは、橋 渡 し役 を主 に してい た。大 会の運営 委員 であ るカナダの華商 に、「あな

たはビジネスが成 り立 ち ましたか」と聞 くと、「私 は何 も成 立 しなかった。む しろ橋 渡 しをして いる

だ けだ」と述べ て いた。

オース トラリアで華 商大会 が開催 され たさい、 韓 国の代表 団が 来た時 に面 白い現 象が あった。

90年 代半 ばに韓 国で経済危 機が あった後 の こ とだが、韓 国の学 者や財 界、 そ して政界 の人た ち

が韓 国の経済 を立 て直す方 法 を話 し合 い、 そ のひ とつ の案 として チャイナタウンを建 設 しようと

い う話 が起 こったそ うであ る。プ ロジェク トに参 加 して いる学者 は、中 国 と関わ りを持ってい る経

済学者 たち であ り、政界 の人 たちは土 地 を提供 す る側 として参加 していた。 その韓 国ミッション

が、オース トラリアでの華 商大 会に参加 し、韓国 でチャイナ タウンをつ くりた いので海外 の華僑 ・華

人の人 た ちに投 資 して もらいた い とい うこ とを、そ の華商大 会で大 々的 に発 表 して いた。韓 国入

が華商 大会 に参 加 し、華商 に投資 をお願 いす る とい うものだった。

この プロジェク トで は、この大会 以外 の場、つ まりミクロレベルで も、トランスナショナル、トラン

スボー ダーなネットワークが はた らいてい た。 横浜 のチャイナタウンでの話 だが 、あ る 日、名古 屋

でパチ ンコ屋 を開い てい る在 日コリア ンが、横 浜 で中華料 理店 を開 いてい る女 性の所 に尋 ねて来

た。その女性 は在 日の華僑二 世 で、台湾留 学 中に 日本人 と知 り合 い、そ の人 と結婚 した。彼 女は、

日本 に帰 って来 て実家 の中華料 理店 を手伝 ってお り、一方、彼 女の夫 は台湾 にパチ ンコを入 れた

こ とで知 られて いる人物 で、日本人 だが台湾 に残 ってビジネスを始 め、パチ ンコ業界 で成 功 してい

る。パチンコを始め る時 に知 り合 い だった、名古 屋 にい る在 日コリアンとつ なが って いた。その在
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日コリアンは、今 回韓 国 のチャイナ タウン建 設構想 が ある ということで 、パ チ ンコ関係で知 り合 い

の人で 、華僑 と親戚 であ る友 人 を思 い出 し、横浜 にや って来 た。韓 国でチャイナタウンをつ くる計

画が あるので 、横 浜 中華街 の人 たちか ら援助 、もしくはアイディアが欲 しい とい う話 だった。そ の

在 日華僑 二世 の女性 は、家族 の中 で貿 易 な どをしてい る弟 に話 をし、その弟が 中国 に出張 に行 く

つ いで に、どの ような構 想で、実 際 どれ くらい ビジネスがで きるの かす ぐに見 に行 ったそ うであ る。

こうした状 況だ けを見て も、そ こで はパチ ンコ業界 でつ ながっている在 日コリアンと日本 人 との

関わ り、 そ してその妻 であ る在 日華僑 二世 の女性 とパチ ンコ業界 の在 日コリアンとの、 同 じ在 日

マイノリティとして の関 わ り、そ して、妻 と夫 との家族 としての 関わ りが ある ことが分 か る。 また、

その女性 が話 を持 ちかけ られたの だが、そ こでは彼女 はその ビジネス 自体 には関 わ らず、話 を国

際貿易 をやってい る弟 に託 し、この ビジネス に投 資す るか どうか を考 えてい る。 韓 国チャイナタ

ウン建 設 とい う構 想 は華 とい うもので くくられ てい るが、実際 に はチャイニーズの人 た ちだけ で

は成 り立 ってい ない ことが わか る。 そ こでは多様 なアイデンティティ、ネットワークが重 な り合 い、

様 々な形 でつ なが りが形 成 されてい る。そ れは、トランスナショナルであ る と同時 に、業種 を超 え

て、パチ ンコ業界 か ら貿 易業界 、レス トラン業界 など、業 種 という意味 で もボーダー を超 えてい る。

同時 に、その話 が国 を越 えて多 くの所 に移 動す る とい う意味 でも、越境 をしてい る と言 える。

彼 らがそれ を意識 的にやってい るか どうか とい う点も、重 要な要 素 になって くる。そ こで、もう

一つ
、香港 の ビジネスマ ンの例 を挙 げてお きたい。彼 は、不 動産 業、銀行 、貿易 、ホテル業 な ど、複

数の業種 をまたがってビジネス をしてい る。香 港 の九龍 にオフィスがあ るのだが 、「空 で過 ごす 時

間が一 年の三 分の一 」というほ ど、多 くの場所 に飛 び 回ってい る。 また、ビジネスだけで はな く、

テコンドーやバスケットボール な ど、スポーツの促進 や文化 事業 に も熱 心で、香 港や 台湾 など、多

くの場所 でスポーッ大会 を運営 してい る。 スポーツ事業 の ために飛 び回ってい るのだが、彼が あ

ち こち回る間 に、スポーツ事 業だ けで なく、ビジネスの話 な ど、無意 識の うち に様 々な情報 が入 っ

て くる。 文化 やスポーッ事業 を しようと思 ってい たのが、無意 識 のうち にい ろい ろな人 と関わ り

を持 ち、それが また ビジネスにつ なが って いる。

その ビジネスマンの娘 とハーバー ド大学 で一緒 で あった。彼 女 に、父の ネットワークと柔軟 なア

イデ ンティティにつ いて感想 を述べ 、「あ なたも同 じか なあ」と聞い た。 す る と彼 女は、「私 の場合

は父 とは違い 、それ ほ どトランスナ ショナルでは ない。 私 には香 港 人 としてのアイデンティティが

強 くあ るか ら」と言っていた。 二:世、三 世に なる と、国な ど生 まれ育った所 の アイデンティティは

強 くなり、自分が意 識 してい るものはそれ だけだ と思 うこ とが多 い。 しかしなが ら、彼女 の活動 を

見 てい る と、それ は香 港人 とい うアイデ ンティティだ けでは括 れない もので成 り立ってい るように

思 える。た とえば、MBAで ハ ーバ ー ドに通ってい る問、彼 女が 熱心 に取 り組 んでい た活 動 として、

"A
sianBusinessConference"と い うのが ある。日系人 を含 めたアジア系 の人 々が参加 して お
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り、アジア系の 人た ちのビジネスネットワーク、金融 危機後 の政 策 などをテーマ に、著 名 な先 生方

を集 めてシンポ ジウムを開いてい た。彼女 はそ のマネー ジメン トをしてお り、父 の事業 関係者 か ら

資金 を集め るな ど、様 々な方法 でお金 を集め ていた。 彼女 を見 る と、もちろ ん香 港人 としてのア

イデンティティはあ るの だが、アメリカに行 って、アジア系 としてのアイデ ンティティも芽 生 え、それ

に関す る活動 にも参加 していた。 また、ほかのNGOの 組織 にも参加 して いたの だが、そ こで は、

む しろ中国の留 学生 と一緒 にな り、中国 の問題 に取 り組 んでい た。 彼女 が編集 してい た雑 誌 も、

中国問題 をメインに した雑 誌 であった。

私 の 「見 つめ る 目」で彼 女 を捉 えるな ら、彼女 は香港 人 だけで は切 れない 、より広 い中華 とい

うものや、アジアというもの を背負 ったアイデ ンティティ、ネットワークを形 成 してい る。 彼 女 は意識

的 にや ってい るので はな く、無 意識 のうち にそうした活動 に参画 し、多 くのネットワークを築 いて

い るの であ る。

この無意識性 は、華僑 ・華人 のネットワークを見 る ときも同様 に重要 であ る。華僑 ・華 人 は意識

的 に、ネットワークを形 成 しようと思 って組織 を作 って きたわ けでは ない 。 彼 らが いろん な所 に

移 住 をした時 、彼 らはその地 に根 ざ し、生活 を成 り立 たせ るため に友 人に頼 った り、言葉が 通 じ

ないの で、同 じ地域 出身の人の所 に行 った り、同郷会 の ドア をノックした りす る。 つ ま り、意識 し

て組 織や ネットワークを形成 しようと思ってい た とい うよ りも、生活 の術 としてつなが った だけで

あったの だ と思 う。

私が知 って いる ひ とつ の例 に、日本 の華僑 ・華 人の事 例が あ る。 は じめ は、言葉 が通 じると こ

ろで しか、アルバ イトや仕事 を探 す ことが で きない。 日本 語が うまくで きず 、中華料 理の メニュー

な ら少 しは分か る とい うので、中華街 に行 く。 そして 、中華の レス トランで働 く。 そ ういう所 で仕

事 を見つ けて、少 しず つ小銭 を集め 、そ してやっ と今 度 は店 を開こうとか 、家 を買 って定住 しよう

ということにな る。 その際、ある程度 資金が 必要 となる。 資金 を集 めるた めにお金 を借 りた い。

80年 代 まで は、銀行 に行 って も外 国人 はお金 を借 りるこ とは難 しかった。全然 お金 は借 りられな

い状 況 下で、チ ャイニーズの人 た ち は 「無尽」をやってい た。「無 尽」とは、「無尽 講」とも言 う。親

にな る人 は数 十入 程度 の人 を集 め、各 自か ら数万 円 くらいずつ集 め る。そ の時 に誰 かが利 息 を

払 い、み んなが その利息分 をもらい、残 ったお金 は一番 高 い利 息 をつけ た人 に貸す 。 そ して、そ

の ま とまったお金 を資金 として運用 す る。そ こで は先 ほ ど言 つた信用 と関係 とい うものが 、大切

な要 素 になって いる。華 僑 ・華人 た ちはそれ で資金繰 りをし、ビジネスの資金 に した り、家 を買 っ

た り、投 資 に充 てた りという方法 を とっていた。銀行 で は借 りる ことが で きないので、そうい う所

で や りくりする しかな い。 そ こで は、ある一定 の信 用 と一定 の関係 というものが ない と成 り立 た

ない。華 僑 ・華 人 は意識 的 に 自分 た ちで集 まろうとしていた というより、むしろ生活 の術 として無

尽 を していたの だ と思 う。
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つ なが りをた どってインドに投 資 をす るであ ろう。

人 たち とネットワー クを組 んでインドに投 資す る という動 きが 出 るであ ろうと思 われ る。

大 切 なの は、多 層的 なアイデ ンティティの結合 に よって彼 らの活 動や ネットワークが成 立 してい

る というこ とだ。 先 述 の、自分 は香港 人だ とい うアイデンティティを持ってい る女性 も、意識 して

はいない のだが、様 々なアイデンティティが結合 されて彼女 の活動 が成 り立 って いる。それ は、「香

港 人」アイデ ンティティが コアになっているか もしれないが 、それ以外 に中華 とい う文明 のもとに

いる人た ち との共 通 したアイデ ンティティ、アジア系 としての アイデンティティ、さらに彼 女が 活動

してい るMBAや ビジネスの経営 学 を勉 強 してい る同僚 とい うアイデ ンティティ、もしくはハーバ ー

ド大 卒 として のアイデ ンティティな ど、多 くの結合 に よって彼女 の活動 が成 り立 って いる。彼 女 の

父 はスポーッとい った ところで、趣 味の レベルで もい ろんなネットワークを広げ てい る。 彼 はベ ト

ナムで生 まれた華 人で あるが、ベ トナムに投 資 する場合 は、ベ トナムとの関わ り、中国に投 資す る

場合 は、中国 との関 わ りとい うふ うに、様 々なレベルの もの を自分 の 中に組み込 んで、そ の中で 自

分 は今 日この カー ドを出す 、明 日は このお 面 をか ぶる という形で 、時 と場合 に よって複雑 なアイ

デ ンティティを取 捨選択 してい る。

そ う考 え ると、彼 らのネットワーク とい うのは、実際 には図2の ようであ るのが普 通 なので はな

いか と私 は考 えてい る。そ こには様 々な 関わ り合い があ り、場合 によって は華 人で はない人 た ち

との関わ りも華人 ネットワー クに入 って くる。 韓国 のチャイナ タウンの勧誘 のケースで も分 か るよ

うに、チャイニーズで ない韓国 人の方 たちが 、チャイナタウンをつ くる とい う中華 イメージを道具

にして ネットワークに参入 して くる とい う現 象 も見 られる。

華 商 ネットワークで ビジネスが成 り立った時、 合理 的で なけ

れ ばネットワー クを持 ってい て もしか たが ない とい うのが彼 ら

の よ く口にす るこ とで ある。た とえばマレーシア華 人が もの を

買 う時、同 じもの を華 人 とマ レー人が売 ってい た とす る。 マレ

ー人の 方が安 く売 っているので あれ ば、華人 よりももちろ んマ

レー人の方 を選ぶ と言 うこ とが多 い。Aが や って いる投資 がイ

ンドの投 資だ った ら、もち ろん、華人 よ りもインドの投 資家 、イ

ンド系 とのネットワークを選 んで投 資活動 をす る。 では、なぜ

今華 人ネットワークが 注 目され、興 味 をひ くか というと、改 革

開放 以降 中国の市場 が 開かれ、 中 国に投 資すれ ば儲 か る とい

う意識 があ るか らだ と思 われ る。将 来、今 度 はインド市場 が伸

び るだろ うといった とき、 マレーシアや シンガポールのチャイ

ニーズのビジネスマ ンは、 自分 の国 にい るイン ド系 の人 たち と

アメリカの華 商 も、アメリカにい るイン ド系 の
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一
ここで視点 の置 き方 につ いて考 えたい。 虹 のメタファー を提 出 したの も、自分の視 点 の置 き方

を意識 しなが ら、これか ら トランスナショナル な諸側 面 に考 慮 し、研 究者 として もの を見 てい くと

き、自分 が どの ようにイメージして いるのか とい うこ とにつ ねに気 をつけ なけれ ばいけ ないので

はない か と考 えたか らであ る。アイデ ンティテ ィも、そ の対象 が思ってい るアイデンティティと私 が

認識 してい るアイデ ンティティとは違 うか もしれ ない。 華 人ネットワークも、あ る意 味で は私 た ち

が見 る想像 の共 同体 であって、 本 来の姿 は実 は多種多 様 であ り華人 を越 えたネットワークか もし

れない。 真 実 を見 るため には、む しろ、観 察者 の視 点 の置 き方 とい うのを意識 しなけれ ばいけ な

い と考 える。

先 ほど水 と光 が必要 だ と述べ た ときに、角度 の大切 さも述 べ た。 虹が どの ようにイメージ され

てい るのか は分 か らないが、普 通絵 として表 れて くるの は、七色 の半 円形 であ ろう。しか し、それ

はあ る特 定の角 度でそ う見て いるか ら虹 がそ の ような画像 として見 え るのであって、実際虹 の真

下に私 たち はい るか もしれ ない。もしか した ら真 上 の どこか に虹が あ るか もしれ ない。 いま 日本

にい るの で見 えないけ れ ども、ハ ワイの どこか に行 った ら、複 数の虹が あ るか もしれ ない。そうい

った真相 を私た ちは忘 れが ちであ る。 よって、見 る角 度の重 要

性 を強調 したい。平 面 で見 るか 、立体 で見 るかで、ものの見 え方

が違 ってくる。 先 ほ ど自分 を香 港 人 とい うふ うにい った女性 を

例 に とったが、彼女 の中 の世 界 と、 世界 の中 にいる彼女 とのダ

イナミズ ムも大切 なの では ないだ ろうか。

視 点の置 き方 とい う意 味で、これ を円錐状 で表 して みた(図4)。

これ を様 々な色 に分 け、一つ の層 だけで ほか とつ ながって いる

とい うふ うに見 る と図5の ようにな るだ ろう。ここで は、線 は ネッ

トワークを意 味してい る。そ れ を上 か ら見 る と、図6の ように な

る。 次 に、これ をひ とつの カテゴリーだけで な くて い ろいろな

複数 のカテゴリーでつ なげ て、ば らばらに置い て見る と図7の よ

うになる。上か ら見 た ときの見 え方 はまった く異 なって くる。そ

れが ネットワークに なる ともっとわか らな くな る。

先 ほ ど個 人 と世界 との関係 を図3で 表 したが、 華僑 ・華人 を

見 る時 もまさに、この円錐で彼 らのアイデンテ ィティや活 動 を ど

う切 るか による と考 え られ る。 これを円錐 に表す と図4の よう

になる。先ほ ど三縁 関係 だけ では足 りない と述べ たの は、同郷 、

羅 、ニヌヌニセニハ

鑑∵

図4
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図6
一ズ 関係 でつ なが ってい る。先 ほ どの韓 国のケースを とって

も、複数 の カテゴリー、 つ まり在 日とい うマイノリティとして

のカテゴリー、 日本 に住 んでい る とい うカテゴリー、 同 じ大

学で学 んだ とい うカテゴリー、家族 というカテゴ リー、パチ ン

コ業界 とい うカテゴリー、 そ して横浜 や韓 国のチャイナタウ

ンとい うカテゴリー な どが存在 してい る。 そ こで重 な り合 っ

てい るのは二つ だ けかもしれ ない、 三つ だけか もしれない、

あ るい は一.つだけか もしれないが 、 そ こにはつ なが りがあ

リ、ネットワーク と化 してい く。図7

もし華僑 ・華人 とカテ ゴライズ して しまうと、チ ャイニーズ

の 人た ちに しか 目が行 かず、往 々 にして ほかの 関係 を見 落 としやす い。多 くの場合 、華僑 ・華 人が

つ なが るとい うのは、非華 人の人 とのネ ットワー クを強 く持 って いる場 合 であ り、そ こで ようや く

ほかの華 人の人 たち とのビジネスが成 立す る ことが多 い。 中国 に投 資す る場 合 でも、華僑 ・華人

が 金持 ちな ら歓迎 して もらえるが、何 もない在B華 人 が中 国に行 って も、あ まり相 手 にされ ない。

日本の某企 業 の人 た ち とのつ なが りや 、日本 の財界 や政界 とのつ なが りな どが あって、は じめ て

そ こでの話 が広が り、ビジネスが成 功す る。非華 人の人 たち とのネットワークがバ ックにあるおか

げで、在 日華人 と中国 とのビジネスネットワークにな るの だ。

その場合 、華僑 ・華 人 自体 は、橋 渡 しになっていず れ消 えて しまうということが よくあ る。そ こ

で 、私 の結論 として強調 した い ことの ひ とつ は無意識性 で ある。 当初ネ ットワークが形成 され る

時 、彼 らはそれ を意識 して作 った わけで はない。一 方 で、華人 ネットワークが ある というように見

られてい るが、私 た ちが見 る目 とい うのも、意 識 して見 たわ けで は ない か もしれ ない。 無 意識の

うちにそ ういうふ うに見 えて しまうとい うのが、自然 のあ り方 であ ろう。 華僑 ・華人 は一定 のイメ

ー ジが作 られ ているの で、無意識 の うちに 「金持 ちであ る」とか、「ほ かの国 の華 僑 ・華 人た ち とネ

ットワークが ある」な どといった イメージが先行 して、想 像が膨 らみ、ネットワークとい うのにつ な
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げて見 て しまうこ とがあ る ように思 う。

また、華商 のネットワークとアイデ ンティテ ィをよりよ く理解 す るため には、血やエスニ シティの

つ なが りよりも、む しろ経済合 理性 が非常 に重要 に なって くる。 それ を抜 きに して彼 らを語って

しまって は、非常 に一 面的 な もの になって しまう。さらに、何 度 も言 うように、多層 的なアイデ ンテ

ィティの結合 に よって彼 らのネ ットワークが成 り立 って い る とい うことを.認識 す る こ とも重 要 で

あ る。

最後に一 架け橋 としての華人ネットワーク

ところで華人 ネットワークが 実在 す るので あれば、彼 らは トランスナショナルな舞 台で どういっ

た役割 を演 じるので あろうか。 ここで、再 び虹 メタファーに戻 れ ば、カナダのバンクーバーや韓国

での例 を とってもわか る ように、グローバ ル社 会 の中で彼 らは、カナダ と中国 をつ ない だ り、韓国

と中国 をつない だ りして、どち らか とい うと架 け橋、そ の間 をつ なげ る仲 介者 としての役割 を演

じるのであ る。移 民 として、いろ いろ な国で の生 活 を通 して、ひ とつ の社会 的 ・文化 的愛着 だ け

で は割 り切 れ ない生 き方 を してい る。 た とえば私 は、日本 で は外 国人 に分類 され、中国人社 会 に

行 くと日本 人 に見 られ、アメリカにいる とアジア人に見 られ る。 私 の中 で どれ かひ とつ を とって

も自分 では なくなって しまう。 どれ もが 自分 であ り、もしくは時 と場合 に よって 自分の役 割や 立場

とい うのが変 わって い くと言 って もいい。 それ は華 僑 華 人すべ て に言 える こ とであ る。文化 の

狭 問に生 きてい る人た ちは、つね にそ ういった状 況に ある。

しか しなが ら、こうい った人 たち をマイノリティとして、周縁 、辺 境地帯 にお いた方 がいい のか

どうか というこ とを、これか らの グローバ ル化 す る社 会の 中で考 えてい かねば ならない と思 う。日

本 の ことも知 って お り、かつ 母国 や他 の 国の こ ともわか ってい る天た ちを どういうふ うに 日本 もし

くは社 会が 自分 の もの とす るのか。彼 らを周縁 に追 いや るよ りも有効 に この人 たち を利 用す る こ

との方 が、 これか らグローバ ルにビジネス をす るうえで も合 理 的で あるだろ うし、 文化 的な事業

を促 進す る ときで も合 理 的であ った りす るだろ う。 そ ういった架 け橋 的 な存在 にな り得 る人 たち

を どう身方 につけ るか とい うこ とを、これか ら社 会 は考え て行 くべ きであ ろう。

一方 で、彼 らは架 け橋 として国や文化 をつ な ぐ役 割 を演 じられ る反面、 常 にアウトサ イダー と

して、どち らに もつか ない人間 と扱 われ る悲哀 な宿命 も持ってい る。 エッセンシャル・アウトサイダ

ー とも言 われて いるが、本質 的 に、そ して潜在 的 に常 に外部 の人 と見 られるの である。 虹 のた と

えで説 明すれ ば、水滴 に光が 当た り、ある一定 の時間が 過 ぎると水 は蒸発 して しまい虹 は消 える。

華僑 ・華人 に関 して も、彼 らは架 け橋 の ような存在 であ り、ネットワークを形成 す るが、そ うした役

割が あ まりにも突出 した り、あ ま りにも多 くの人 に注 目される ような存 在 にな ると、そ れは嫉妬
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を導 き、ネットワークが機 能 しな くな るこ ともあ る。 た とえば、東 南 アジアで成功 した華 人へ の嫉

妬 がゆ えに、排華 暴動 が起 こる ことや 、成功 した華 僑 ・華人 の人た ちが嫉妬 の対象 となって、チャ

イニーズサークルの中で足 の引っ張 り合 いが お こる ことが ある。 横 浜 で も、お金 持 ちの華人 の家

が盗 難 にあ うことがあった。その犯人 は、じつ は同 じコミュニティティに住 ん でい る華 人で あった

り、もしくは自分 の従業 員で あった りす る ことが往 々に してあ る。そ れだ け、注 目をあび ると批 判

や嫉 妬の対象 にな り、関係 が こ じれて しまう。 こうした例 で見 られる ように、華人 とい うつ なが り

は、か な らず しもネットワークを形成す るだ けで なく、ネットワークを分 散 させ 、場 合 に よって は壊

して しまうことがあ るということも認識 する必要 が ある。虹 の ように、水 も光 を浴 びす ぎる と、蒸

発 し虹 が消 えて しまうの と同 じであ る。 そ ういう意味 も含め 、虹 のた とえか ら、華 商のネ ットワー

クや アイデ ンティティの問題 を理解 して いただ けた ら幸 いで ある。
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トランスナショナル ・コミュニティにおけるエスニシティの形成
.ふたつのナショナル ・イデオロギーと移民のス トラテジー

齋藤千恵

本稿 で は、インドネシアか らシンガポール に移 民 した トバ ・バ タックた ちが形成 した、キリス ト教教

会 コミュニティの成員、個 々人のエスニシティの表現 と、彼 らの 問でのエスニシティの形 成の プロセ

スを論 じる。特 に、トランスナショナル・コミュニティとして、この コミュニティがインドネ シアとシン

ガポール両 国のナ ショナル・イデ オロギーの葛藤 の場 であ ることか ら、こうしたふたつ のイデオロギ

ーを選択 的 に用 いて、シンガポール政府 の民族政 策や アイデ ンティティ政策 の下 に押 し付 け られ た

アイデ ンティティで はな く、独 自のアイデ ンティティを形 成 してい く過程 を分析 す る。

エスニシティに関 しては、FrederikBarth[Barth1969]を は じめ とした様 々な研 究者 に より

論 じられて いる。ひ とつ の国家 あ るい は社会 の中で その成員 に共有 され る価 値観が エスニシテ ィ

の形 成 に影響 す る とい う議論 は、Barth[Barth1969]やJohnComaroff[Comaroff1981]

らに より出 され てい る。 また 、BrackettWilliamsは 、国民 国家 は、文化 的 に同質の国民 を生 み

出そ うとしてお り、したが って民族 文化 とい うものは、国家 め コントロールの対象 であ る とし、エ

スニシティはそ うしたプ ロセスにおけ る文化 的 な異質性 であ る とす る。彼女 は、国家 イデ オロギー

が意味 の体系 に影響 し、国家の成 員 として好 まれ る特色 を提示 す る と述べ る。 そ して、こうした

ナショナル・イデオロギーが エスニ シティの形成 にかか わるので ある[Williams1989,1991]。

Williamsは その著書 及 び論 文[Williams1989,1991]で 、ひとつの国家 のイデオロギーに関

してのみ を扱 って いる・ しか し・ここで論 じる トバ ・バ タックコミュニティは、ふ たつ の国家 に また

がる トランスナショナル・コミュニティとして、その成 員のエスニ シティの形 成 には、移 民先 の国家

のイデ オロギーだけで な く、彼 らの祖 国 のナショナル・イデオロギー も人々のエスニ シティの形成 に

関わって くるので ある。

シン ガポ ール の トバ ・バ タック教 会 コミュニテ ィ

シンガポールの トバ ・バ タックた ちの教会 コミュニテ ィは、戦後 設立 された コミュニティであ り、ト

バ ・バ タック教会 であ るHKBPを 中心 として い る。HKBPは トバ ・バ タック語 の略語 であ り、正 式

名 称 はHuriaKristenBatakProtestant(バ タック・プロテスタント・キリス ト教 教会)で あ る。こ

の教会 が シンガポール にも設立 され、現在 は、シンガポ ール にお ける トバ ・バ タックの交流 の場 と
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しても機能 して いる。

トバ ・バ タックは元 々、インドネシアの北スマ トラ、なかで もタパヌリ地方の北 側 に居 住 してい た。

19世 紀 の中 ごろ に、ドイツ人宣教 師 によって宣教 が始 め られ、その後集 団改宗 が トバ ・バ タックた

ちの 問で顕著 な現象 となる(現 在、インドネシアの トバ ・バ タックの約90%が キリス ト教 徒 であ る)。

布 教活 動の過 程で 、ドイッ人宣教 師た ち は、キ リス ト教 教義 とは相 容れ ない トバ ・バ タックの文化

的要素 を、植民 地政府 の協 力の もとに排 除 していった[Pedersen1970]。 一方 で、トバ ・バ タック

文化 の中で、 キリス ト教 と葛 藤 を起 こ さない ものや特 定 の文化 的な要素 をキ リス ト教 の文 脈 にお

いて再解 釈す るこ とに より、キ リス ト教や信 者 の生活 に取 り入 れてい った。

ドイツ人宣教 師に よって設立 され た教 会 は1930年 にHKBPと 名乗 る ようになる。この教会 に

は、当時 、トバ ・バタックの牧師 もいた のだが、教 会の リーダー シップは ドイツ人 が取 っていた。 そ

の後1941年 に ドイツ人がオランダ植民 地政府 に よって抑留 され てか らは、HKBPは 名 目上外 国

のコン トロール か ら独 立 した教 会 となった[Pedersen1970]。 現在 では、この教会 はアジアで は

一番大 きなルーテル派の教 会 として知 られて いる。 また、この教 会 は、現 在で もトバ ・バ タックの

文化 を積 極的 に取 り入 れ ている。信者 や教会 の リーダー(牧 師 た ち)もほ とん どが トバ ・バ タックで、

礼 拝で はイン ドネシア語 あ るいは トバ ・バ タック語 のいず れかが使 われ てい る。

トバ ・バ タック教会 は、戦 後 トバ ・バ タックた ちが ホームランドの外 に移民 してい く過程 で、インド

ネシア各地 に設立 された。 こうして移民 して い く先 は、イン ドネシア国 内に限 らず 、彼 らはシンガ

ポールに も移民 し、こ こにも彼 らの教 会 を設 立 したの であった。

シンガポール の トバ ・バ タック教 会 は、1948年 に公的 にHKBP-Singaporeと して名乗 り始 めた。

1948年 は、英 国植民 地マラヤ でコミュニス トによる反乱 が起 き、イギリス政府が すべ ての団体 の

登録 を義務付 けた年で ある。 しか し、これ 以前 にもシンガポールに はHKBP-Singaporeの 前 身

とい われ るものは存在 していた。

1920年 代 に トバ ・バ タックはす でに シンガポール に来 てい た。 彼 らの多 くはセブンスデー・アド

ベンティス ト教会 設立 のマラヤン・セ ミナリー とい うところ に、英語 やそ のほか の科 目を学 び に来 て

い た。 このマラヤ ン・セミナリー は、スコラ・バ タック(バ タック学校)の 異名 を とるほ ど、バ タックの

生徒 が多か った学校 で ある。 しか し、トバ ・バ タックた ちキリス ト教徒 の集 まりは、1938年 になっ

て始 まる。 この年 の1月1日 に彼 らの祈祷 会が初 めて行 われ るのだ が、これ に出席 した人 々 は、

HKBP出 身の人 たちの ほかに も、セブンスデー・ア ドベ ンティス トな どの信 者 もいた。 こうして他

の教 派のキ リス ト教徒 を含 んでい たに も関わ らず 、1940年 にはHKBPの 祈祷 式文 を用 いる よう

になった。 しかし、1942年 にシンガポールが 第二次 世界大 戦 に巻 き込 まれ ると、戦 争 を恐 れた ト

バ ・バ タックた ちは次 々 とシンガポール を離 れ、故郷 に戻 っていった。 この 間、トバ ・バ タックた ち

による祈祷会 は開 かれ なかった。
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戦 後、1946年 に トバ ・バ タックキリス ト教徒 の集 ま りは再 開した。 戦直後 、シンガポール には200

万人 を越すバ タックがいた。 彼 らは、日本 軍 によって東南 アジアの各 地 に連 れて行 かれ て働 か さ

れて いた青年 たち であった。 彼 らはシンガポールに集め られ、インドネシアに帰 され るべ く、船 を

待っていた のであ る。 そ うした 中、ひ とりの トバ ・バ タック青年 が交 通事故 で死亡 した。他 のバ タ

ックた ちが、彼 の葬式 を出そうと思 ってい た ところ、現在 トバ ・バタックた ちが礼拝 を開い てい る

タミール ・メソジス ト教会 がそ の葬式 のため の場 所 の提 供 を 申し出た。 そ れ以来 、タミール人牧 師

の好意 に より、彼 らは、そ の教 会 で礼 拝 を開 くこ ととなったのであ る。様 々な変遷 はあ るが、トバ ・

バタックたち は現在 もこの教会 で礼拝 を行 ってい る。

1948年 か ら正 式 にHKBP-Singaporeを 名 乗 り始 めた この トバ ・バタック教会 は、1950年 代 に

教 会人 口が増 加 した。40年 代 の コミュニティの成 員 とい うの はほ とん どが独 身男性 であったが、

50年 代 に なって、彼 らは結 婚の ため に故 郷のスマ トラに戻 り、そ こで結婚花嫁 をシンガポール に

連れ て きたので あ る。 そ して、50年 代 ・60年代 に、二世 の トバ ・バ タックたちが次 々 に生 まれ、教

会 はそめ信徒数 を伸 ば して きたの であった。

しか し、1959年 か ら1970年 代 まで 、シンガポール政府 が移民 を制 限した ため、 当時独身 だっ

た トバ ・バ タックの男 性 たちは、インドネシアの トバ ・バ タック女性 と結 婚で きな くなってしまった。

その結果 、多 くの トバ ・バ タックの男 性が 未婚 の ままコミュニティに残 される ことになった。 この

間に結 婚 した トバ ・バ タック男 性の ほ とん どはイス ラム教徒 マ レー人 の女性 と結婚 して イスラム教

に改 宗 し、教会 コミュニティを離 れていった。

この ようにイスラム教徒 マレー人 と結 婚 し、教 会 コミュニティを離れ ていったの は、当 時の独 身

男性 のみで はない。 トバ ・バ タックシンガポール人二世 たちの 中にもこうした結 婚 をし、コミュニテ

ィを離 れてい く者が 少 なか らず いた。中 には、駆 け落 ちをしたま ま、私が 調査 して いた1997年 か

ら1998年 に、家族 か ら行方 をくらまして いた人 々も存 在 した。 こうした経緯 や、コミュニティ内

の トラブルか ら、多 くの人 々が教 会 を離 れ て行 き、.1970年 代 の終 わ りか ら1992年 まで は、 トバ ・

バ タック教会 コミュニティは縮小 の危機 にた たされて いた。

しか し、その一方 で、1980年 代 に な り移 民制 限が解 かれ、二世 たちが イン ドネシァ人 トバ ・バ タ

ックの伴 侶 を得 てい き、教 会 の信 徒数 もわず か なが ら増加 して いった。 また、1993年 には、縮小

しつつあ るコミュニテ ィを立 て直す ため、教 会の リーダー シップが一世 か ら二 世に代 わった。 こう

して教会 の建 て直 しを計 ったものの、 当時の教 会の 問題 の ひ とつ は、1993年 か らの教会 の無牧

師状態 であ った。 そ して、それ も、1997年 に、かね てか らイン ドネシアの教 会 本部 に依 頼 してい

た牧 師が、イン ドネシァか ら到着 した ことで解 決 したの であった。

1993年 以 来、教 会復興 の努力 が なされ、それが徐 々 に実 りだ した。そ れ まで シンガポールの ト

バ ・バ タック教会 を離 れてい た人々が徐 々 に教 会 に戻 り始め たので ある。1998年1月 の教会報 告
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で は、信 徒 中シンガポール人 は112名 で、32世 帯 か らなってい る。

私が 調査 した1997年 及 び1998年 当時 、シンガポールの トバ ・バ タック教会 の信徒会 は、主にふ

たつ の国籍 の人 々か らなっていた。 約半 数が インドネシア人で 、残 りの半数 が シンガポール人 で

あ る。教会 に は長老 が何 人か いるの だが、彼 らは全員 二世 のシンガポール人 トバ ・バ タックで ある。

牧師 はインドネシァか ら来た イン ドネシァ人 トバ ・バ タックであ った。教会 に は委 員会が あ り、この

委員会 の委員 長 と数 名の委員 もイン ドネシァ人で、残 りは シンガポール人で あった。 この ように、

リーダーシップ も信者 もイン ドネシア人 とシンガポール人が 半 々のコミュニティであ り、この教 会 自

体 が曖 昧 なナ ショナ ル・アイデンティティを持 って いるので あった。

教会コミュニティの曖昧なナショナル ・アイデンティティ

1997年 の2月 に教会 は新 たにインドネシア人 トバ ・バ タックの牧 師 を迎 えた。この教 会 はそれ以

来、シンガポール政府 に牧師 の就労 ビザ を申請 してい た。政府 は1度 これ を拒 否 し、教会 は2度 目

の 申請 を行っていた。 この期 間、牧 師 は長 期 間シンガポールに滞在 はで きないので、2週 間程 シ

ンガポールに滞在 し、インドネシァ に戻 る とい うこ とを繰 り返 していた。ところが、ある 日、シンガ

ポ ール移民 局 はこの牧師 の入 国を拒否 したのであ った。彼 はこのた め、就労 ビザ を得 るまでは入

国で きな くなって しまった。この 出来事 のため に、この 間の2、3ヶ 月間、信徒 会 は、不安 な 日々 を

過 ごさねば な らなか った。

この状 況 を受け て、あ る 日の聖書研 究会 の前 に、牧 師に就労 ビザ が与 え られ ない理 由につい て、

教 会 の委員会 長か ら説明が あった。 この委員長 の説 明に よる と、就労 ビザ を受 けてい るインドネ

シア系 の教会 の全て が、同 じ教 派 のシンガポールの教会 の名前 を用い てビザ を得 てい るので、シ

ンガポールの トバ ・バ タック教会 も、就労 ビザ を得 るために は、明確 なシンガポール のアイデンティ

ティの提 示 をしなけれ ばな らない とい うこ とであった。彼 が言 うには、シンガポール政府 は、就労

ビザ をシンガポール人 の利 益 のため に発行 す るの で、NPO(非 営利 組織)一 教 会 もNPOで あ

る 一 、特 に シンガポールのアイデンティティを持 た ないNPOに とって は、 これを得 るこ とは難

しい とい うこ とであった。

これ を聞い ていた一世 た ちは落胆 し、一世 の女性 の ひ とりは、「我 々は インドネシアが恋 しいの

に」と口に した。一世 に とって、教会 とインドネシア との繋が りは、彼 らとインドネシア との繋が り

で もあったので ある。

その後 まもなく、この牧 師は政府 か ら就労 ビザを受 けるこ とがで きたのだが、先 ほ どの女性 一

「インドネシアが 恋 しい」と述べ た女性 一 の息子(二 世 の教会 長老)ら が中心 とな り、シンガポール

のアイデンティティを教 会 に反 映 させ るた めの話 し合 いの場 を開い た。1997年 はHKBPに とっ
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て、特別 な年で あった。1996年 までは、この教会 のみ が トバ ・バタック教会 のインドネシアの外 に

あ る教会 で あったが、1997年 になって、アメリカのサ ンフランシスコ、 ドイツのハ ンブルグに次々

とHKBPが 設 立 され たので ある。 こうした背景 の中で 、長老 や信者 た ちの何 人 かは、インドネシ

アの外 に設 立 され た他 の トバ・バ タック教 会 と ともに、教 会の インターナショナル・セクションを設 け、

そ こにシンガポール教 会 も所 属 させ ようという案 を出 した。このインターナショナル ・セクションを

直 接 コン トロールす るの が教会本 部 で、現 在 のように、インドネシアの一教 区に はシンガポールの

教 会 は属 さない とい う主 張 をした。 こうしてインターナショナル ・セクションの下 で、インドネシア

の一教 区の支配 か ら外 れ、教会 の運営 、財 政 問題 の全 て をシンガポ「ルの信徒 た ちがコン トロー

ルす ることで、シンガポールの教会 として位 置 づけ ようとい う計 画 を彼 らは提 案 した。この上で、

彼 らは、シンガポールの トバ・バ タック教 会が インターナショナル・セクションに属す ことになって も、

教 会 は トバ ・バ タック教 会本部 の下 にあ り、また、教 会の教 義 と祈祷 式文 を用い てい る、従って、トバ ・

バ タックのアイデンティティとキリスト教徒 としてのアイデンティティは維持 で きる と他 の信徒 た ち

に説 明した。これ に対 して、イン ドネシア人 トバ ・バ タックで ある教 会委 員会長 は、トバ ・バ タック教

会 はシンガポールで唯 一、政府 がイン ドネシアの教会 として就労 ビザ を与 え た教 会 であ るとして、

シンガポール政府 が、この教会 のインドネシア とい うナショナ リティを認 めたの だ、と述べ た。 こ

の会合 では結局 意見 の統一 が見 られない まま、 この話 し合 い に出席 してい た教 会本部 の書記 か

ら、インターナ ショナル ・セクションの設立 は教会 の組織構 成 の問題で もあ り、先送 りされ るべ きで

ある と伝 え られ終 わった。

こうした話 し合 いに見 られる ように、教会 のナショナル・アイデ ンティティの主張 はふ たつ に分 か

れ てい る。 つ まり、インドネシアのアイデンテ ィティに愛 着 を感 じそ れを強 固に主張 す る者 と、シ

ンガポール のアイデ ンティティを強調 してい くべ きだ と主張 す る人 々が存 在 してい るの であ る。

ふ たつのナ ショナリティの 間で、トバ ・バ タック教 会 は揺 れ動 いてい るのであ る。そ して、こうした

曖昧 な、あ るいは確 固 としたふたつ のナショナル ・アイデ ンティティを持つ この教 会は、ナショナル ・

イデオロギーの葛藤 の場 でもあ るのだ。

イ ン ドネ シア の ナ シ ョナ ル ・イ デオ ロギ ー

インドネシアのナ ショナル ・イデオロギー を代 表す るもの は、パ ンチ ャシラ(Pancasila)に 表 され

て いる。パ ンチャシラは、唯一神 への信 仰 ・ヒューマニズム・ナショナリズム・民 主主義 ・社会正 義 の

5原 則 か らなってい る。中 でも最 も重 要 とされ るのが、唯「 神へ の信仰 であ る。 この 第1原 則 は、

必ず しも一 神教 の信仰 を意味せ ず、アガマ と呼 ばれ宗教 省 に認 可 された宗教 一 た とえ ば、キリ

ス ト教 カトリシズムや プロテスタンティズム、イスラム教や ヒンズー教 一 の信仰 を指 してい る。ア
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ガマへの信 仰 は、他 の4原 則(ヒ ューマニズム・ナショナ リズム ・民 主主義 ・社会 正義)の 基 盤 になっ

て いる と考 え られ てい る。インドネシア国家 はアガマ、つ まり公 的に認 め られ た宗教 を信 仰す るこ

とを国民 に勧 め てお り、インドネシアの経済 発展 は こうしたアガマの価 値 に基 づい たもので なけれ

ばな らな い としてい る。また、インドネシアで は一般的 に、アガマを持つ もの は 「進 歩的」で政府 に

忠実 であ る とみ なされ ている。一 方、アガマ以外 の宗教 を持 つ者 や無宗教 の者 は、それぞれ、「後

進 的」、コミュニス トだ と見 な され る[KippandRodgers1987:17,23]。 第2、 第3原 則で ある

ヒューマニズ ムとナ ショナ リズ ムは、インドネ シアの多様 な民族 と宗教 の間で の寛 容 さ と統一 を唱

える。そ して、多様 な民族 と多様 なアガマの共存 を認め てい る。第4則 の民 主主義 は、イン ドネシ

ア流 の民 主主義 であ り、話 し合 い の結果 の満場一 致 を 目指す ものだ。 第5則 の社 会正義 で は、社

会 的 ・経済 的 な平 等主義 が強調 され てい る。 インドネシアでは経済発 展の過 程 で集団性 が重要 視

され るので ある[Ramage1995:12-14]。

こうしたインドネシアの イデオ ロギ ーは、様 々な経路 でシンガポールの トバ ・バ タックのコミュニテ

ィに入ってい く。その ひ とつ は、た とえばテレビで ある。シンガポールで は特別 なア ンテナ を用 い

れ ば、インドネシアで放 送 されてい る番 組 を受信 で きる。インドネシアの放送局 にチャンネルを合

わせ れば、 インドネシァ国家 のモットーであ る 「多 様性 のなか の統一」 を 目指す キャンペー ンを見

るこ ともで きる。 様 々 な民 族衣装 をつ けた人 々が一列 に並 び、「多様性 の なかの統 一」を示 す シ

ー ンであ る。

また、トバ ・バ タック教 会で は1月1日 に、全 教会 が監督 の説教 を聴 くのだが、ここに もインドネ

シアのイデ オロギーが引用 されて いる。 た とえば、1998年 の新年 の説教 の一 部で ある。「絶 えず

祈 りましょう。 すべ ての インドネシア国民 が、民族や 宗教、地域 の違 い を超 えて、階級 を越 えて友

情 を築け るように。そうすれ ばわれ われは正 しく繁栄 した社 会 を実 現す るために互 いに支 えあい、

助 け合 えるで しょう。絶 えず祈 りましょう。 われ われが無秩 序や苦 しみ を起 こす不一 致 のための

[国家のコ不 統一 に よるショックを避 け るために。絶 えず祈 りましょう。すべ ての インドネシア国民

が文化 と宗教 的教 え との葛 藤か らくる、残忍 で極端 な行為 か ら自身を守 るこ とが で きるために」

[Simaluntakn。d.:40-41]。

この説教 の最初 の部 分 一 「すべ ての イン ドネシア国民が 、民 族や宗教 、地域 の違 い を超 えて、

階級 を越 えて友情 を築 ける ように」一 に、インドネシアのモットーで ある 「多様 性 のなか の統 一」

が み られ る。 また、「正 しく繁 栄 した社会 を実現 す るため に」とい う部分 に、集団 的な繁栄 と社 会

正 義の実 現 という第5則 がみ られ る。 さ らに、つ ぎの 「われわ れが無秩序 や苦 しみを起 こす 不一

致 のため の国家 の不 統 一に よるショックを避け るため に」とい う部分 で は、第4原 則 の民主 主義、

コンセ ンサ スにいた る話 し合 い の実 現が 失敗 した ときの状況 が描 かれて お り、そ れを避 けるため

に祈 りが ある。 最後 の 「すべ ての インドネシア国民 が文化 と宗教 的教 え との葛藤 か ら くる、残 忍
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で極 端 な行 為か ら自身 を守 るこ とがで きるため に」とい う部分 には、インドネシァのイデオロギー

に表 される ことが 実現 されない と きに起 こる と予想 され る事 態の 回避 を祈 って いる。

この他 、教 会 の教 義 を説 明す る 『信仰 告 白』(KantorPusatHKBPn.d.a,n.d。b)に もこうした

パ ンチャシラに代 表 されるイデオロギーが 含 まれてい るので ある[Saito2001]。 こうした母教会

の 『信 仰告 白』な どを当然 の ことなが ら、シンガポールの トバ ・バ タック教会 も受 け入 れてい る。ま

た、 絶 えずインドネシアに流入 して くる人々や インドネシアの新 聞 を含 むマスメディアが シンガポ

ールの トバ ・バ タック教 会 コミュニティに
、インドネ シアの イデオロギー をもた らす のであ る。 こう

して入って くるインドネシアの ナショナル・イデオロギー に加 え て、コミュニティには当然、シンガポ

ールのイデオロギーも存 在す る。

シ ンガポ ール の ナ シ ョナル ・イ デ オロギ ー

シンガポール は東 南アジア唯 一の華 人が多 数派 を占め る多 民族 国家で ある。政府 は、国民 を四

つの 「人種」カテゴ リー に分類 し、多 人種主 義(multi-racialism)を 唱 えている。この 四つの 「人種」

カテゴ リー とは、華人 ・マ レー人 ・インド人及 びその他 であ る。1990年 の国勢調査 による と、シン

ガポールは、華人 が77.7%、 マ レー人 が14.1%、 インド人 が7.1%、 そ の他 が1.1%の 人口構 成 とな

ってい る[DepartmentofStatistics1992b:xi]。 シンガポールの 国民は これ ら四つ の カテゴリ

ーのいずれ か に属 している
。 そ して、この 「人種」カテゴリー は、シンガポールの民族政 策、お よび

アイデンティティ政 策の根本 をなして いるので ある。

四つ の 「人種 」カテゴリーの うち、華人 ・マ レー人 ・インド人 の主要3カ テゴリーの 成員 は、それぞ

れ、カテ ゴリー ごとにひ とつ の文化 を共有 する とみ な され てい る。 同時 に、彼 らはそ れぞれ共 通

の母語 を持 つ とされて いる。シンガポールの国民 は、母語 として定め られた言語 を学校教 育 にお

いて習 うこ とによ り、また、その他 日常 的な場 面にお いて、「人種」として表 されるアイデ ンティティ

を経験 してい る。

これ に加 え て、シンガポールで重 要視 され ているの は、能力 主義 であ る。能力 主義 は、シンガポ

ールで は多入種 主義 と調和 す る もの と考え られてい る。いかな る 「人種」に属す る人 々も、生得 的

な 「人種 的」バ ックグランドに関係 な く、同 じ権 利 を持 ち、能力 があれ ば社 会 的に上昇 してい くこ

とがで きる とい うこ とが能力 主義 では示 されて いる。

しか し、四つ の 「人種 」カテゴ リーが シンガポール社会 に流通 してい るために、この 能力 主義 が

「人種」カテゴ リーに基づ い て新 聞 な どに示 され ることも多い。 後述 す るが 、た とえば、シンガポ

ールで は学校 を終 える際 の試験 の結果 が、毎 年 「人種」別 に新 聞に掲載 され、それが 、どの 「入種」

の合 格率 が高 いのかあ るい は低 いの か とい う、厂人種」あ るいは民族 ヒエ ラルキー を作 り出す ひ と
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つ の材 料 となって いるので ある。

こうした四つの 「人種 」カテゴ リーの 中で、トバ ・バ タックは 「マレー人」として分 類 されてい る。

「マ レー人」に は、インドネシアもしくはマ レーシアに起源 を もつ 人 々が分 類 されるた めであ る[cf

DepartmentofStatistics1992a:15]。 こうした 「人種 」カテゴリー におい て、それ に含 まれ る

様 々な民族 の差異 は、一般 的 に無 視 され る。 また、シンガポールで は、「マレー人」とい えば、イス

ラム教徒 であ ると考 え られ てい る。こうした理 由か ら、トバ ・バ タックは 自身のエスニシティの認識

との 問にギャップ を感 じて、アイデンティティに関す る葛藤 を経験 してい るのであ る。

また、「人種 」のイメージはシンガポールの経 済発 展 と深 い 関わ りを持 つ。「人種」イメージは、経

済発展 に関係す る形で 一 経 済発展 に適 してい るか 否か とい うこ とで 一 表 され、それ は、シンガ

ポールの 「人種 」あるい は民族 ヒエ ラルキーの説明基 盤 を提供 す るの であ る。「人種」のイメージや

特徴付 け には、シンガポールの経 済発展 に関 わるナショナル ・イデ オロギーが埋 め込 まれてい るの

で ある。こうしたイデオロギー をもとにした評価 が 「マ レー人」に対 してな され 、それ に よって、彼

らは民族 ヒエ ラルキーの中 に位 置づ け られ るので ある。

「マレー人」の表象

この民族 ヒエラルキーの一 番上 にい るのは、マジョリティであ る華 人で ある。 華 人 は一 般的 に

金銭欲 が強 い と見 られて いるが、同時 に勤勉 で、成功 してお り、進歩 的であ る とみ なされてい る。

こ うした華人 のイメージは、華人 が シンガポールの
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経 済発 展 をつ くり出 した とい うこ とを印 象 づ け

る。 この 裏返 しが 「マ レー人」のイメージであ る。

「マ レー人」は後進 的 ・伝統 的 であ り、以前 は怠惰 で

あ る と言 わ れ、最近 で は向上 心 と動 機が 欠如 して

い ると言 われて いる。迷 信的 であ るともみ られて

い る。 こうした特 色 は、近代 的で進歩 的 とされ、

また その ような発展 をめ ざしてい るシンガポール

で は、否定 的 な意 味合 い を持 つ。 また、こうした

特色 の ため に、「マ レー人」はシンガポールの経 済

発展 には適応 してい ない とも表 され る。

そ の一 方で、1990年 代 には 「マレー人 の進歩 」

という言葉 が新 聞紙 上 に出て きてお り、彼 らの 「進

歩」は しばしば評価 されて いる。しか し、依 然 とし

て、「マ レー人」は、「人種」ヒエラルキーで最下 位

表1「人種」集団別主要試験合格率[出 典 肪 θ5韵 ∫`5Tl'mθs1992a:2]
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の位 置 を与 え られ てい るの であ る。 た とえば、学校 終了 時 に受 けるテス トの評価 であ る。1992

年5月31日 付 けのス トレー ト・タイムスは、「マ レー人生 徒、より良い試験 結果 を得 る(Malaystu-

dentsgettingbetterresultsinexams)」 というタイ トル の下 に、「マ レー人」の生徒 たちが以

前 よ りもよい成績 をとる ようになった とい うことを報 じて いる(表1)。 この記事 には、教育 相 の

次 の ような コメン トが 載せ られ てい る。「マレー 人の生 徒 た ちは主 だった試 験 結果 で改 善 をみせ

てい るが 、 彼 らの成績 は いまだ国 の平均 よ りも低 い ままで ある」匚7hθ5麹 ノお 跏 θs1992a:

2]。 表1に は、1984年 と1991年 の全 「人種 」の試験合 格率 が 出てお り、「マ レー人 」の欄 をみる と、

1984年 に比べ て、1991年 は、全 ての試験 合格 率の数 値が上 がってい るのが分 かる(PSLEは 小

学校 の修 了 テス トで、0レ ベル は中学 校修 了 レベルのテス トであ る。Aレ ベル は、プレ・ユニバ ーシ

ティ修 了 レベ ルのテス トであ る。この試験 結果 は毎年新 聞 に掲 載 され る)。 教 育相 は、「マ レー人」

生徒 の試験結 果 を評価 してい るものの、実際 に華人 ・「マレー人」・インド人 ・その他 の4つ の カテゴ

リーで比較 してみてみ る と、どこの欄 で も合 格 率は 「マ レー人」が最低 で ある とい うこ とが表 か ら

見て取 れ るのであ る。

また、1993年 の試験 結果 の報告 記事 には、「マ レー人 とインド人 、試 験で 一層良 くやる(Malays

andIIldiansdobetterinexams)」 とい う見 出 しが つい ている。 ここで 「マレー人」とインド人

の リーダーがそれ ぞれ コメントを してい る。「マレー人」の リーダーで

あるイスラム省 の大 臣は、「今 や、マレー人の 親た ちは(中 略)教 育 に

よ りお金 を割 こうとして いる」「子 どもたちの教育 に時 間を費やす 努

力 をしてい る」[Teik1993:1]と コメントして いる。 しか し、こう評

価 はす るものの、図1を 見て い くと、PSLE合 格 率 の数値 は上が って

はい るが、華 人や インド人や その他 と比 較す る と、や は り「マ レー人」

の合 格率 は最低 であ るこ とが読 み取れ る。

これ らふ たつ の記 事が 示 した もの を見 て い くと、「マ レー 人の 進

歩」は評価 され てい るものの、「マ レー人」は民族 ヒエ ラルキー の中で

は最 下位 であ るこ とが見 て取 れる。 そ して、これ らの記 事 は、「マレ

ー人」が その底辺 か ら、他 の 「人種」に追いつ こうとしてい るプロセ

スを示 して いるので ある。この ように表や グラフを使 って、毎年、「マ

レー人」として一括 りにされた人 々の民族 ヒエ ラルキーで の位 置が示

され るの であ る。

こ うした試験結 果の他 に 「マ レー人」を民 族 ヒエラルキーの下位 に

位置 づ けるのは、新 聞紙上 で度 々指 摘 される 「マ レー問題」で ある。

様 々 な問題 が 「マ レー人」特 有 の、厂マ レー」文化 に根 ざ した 「マレー
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問題」 として提 示 され るが 、中で も教 育 に関す る問題が シンガポールの経済発 展 との関連 で しば

しば新聞紙 上 に載 る。

1990年 代 のシンガポールは、よ り高 度 なテクノロジーの導入 を 目指 して いた。 そ うした政策 の

もとで、シンガポールの リーダーたち は、「マ レー人」に対 して、より高い レベルの教 育の必 要性 を

繰 り返 し説 いた。1995年9月7日 付 けの記事 で は、「マ レー人」の リー ダーが次 の ように言ってい

る。「シンガポールのマ レー入 は教育 に関 して は進歩 して きたが、そ の業 績 は予 想 され る厳 しい競

争 時代 の到来 を考 える と、そ れほ どめ ざ ましい もの で はない。 重要 なの は、よ り大 きな向上心 で

あ る。(中 略)一 般 的 に彼 ら[マ レー人]は 、マ レー人が進 歩 して きた というこ とに 同意 してい る。

[マレー]コ ミュニティに支 障 をもた らして きた既 存 の障壁 は、小 学校 修了 試験 におい て、 数学で

62%の 合格 率 を出 したこ とで打 開 され た。 しか し、より速 い速 さで発展 して い くこ とを要 求 され

る、先進 国の新 しい時代 に入 るシンガポール に関 してみれ ば、ここで のマレー人 は、そ れに必要 な

調 整 をせ ね ばな らないのだ」[跖 θ5な ヨゴお 跏 θ51995a:12]。

また 、1995年11月5日 付 けの記 事で は、華人 のLee労 働相 は 「マ レー人で あ り、イスラム教徒

であ るシンガポール人 、特 にそ の親 たちは、政 府 を助 けるため にその子 どもた ちに、学校 で よく

やる ように、励 まし動機付 ける ことを促 した。マ レー人生徒 の合格 率 はかな り改善 され ているが、

実 際 に高等教 育 を終 えた資格 をもつ者 の割 合 は依然 としてか な り低 い と述べ た」[窃 θ5加 ノお

7fmθs1995b:15]。 ここで述 べ られ てい る割合 とは、1982年 の 「マレー人」小学1年 生が 、1995

年 にポリ・テクニ ック(日 本の 高等専 門学校 にあた る)に 入った割合 で、そ れは15.3%で あ る。 シ

ンガポール全体 でい えば、34.7%が ポ リテクニ ックに入 学 して いる。「マ レー人」 の二倍以 上 の割

合 で ある。 国内の大 学 に進学 す る率 は、「マ レー人」では3.2%、 国全体 で は18.5%で ある[π θ

5加 ノお7㎞ θs1995b:15]。 こうした数値 を この大 臣 は指 してい るのであ る。こうした入 念 な計

算 とそ れ に基づ く数字 の表示 に よって、この記 事 は、高等教 育 を受 ける 「マレー人」学生 の割合が

国全体 の割合 か ら程 遠い とい うこ とを示 して いる。

また、この華 人の労働 相 は、「マレー人」の将 来 につ いて も語っている。「彼 らの多 くは、低 い レ

ベ ルの教 育 や技術 しか 持たず 、これ は新 しい技 術 や生産方 法 に とって かわ られるで あろうものな

ので ある。彼 らは工業 が より安価 な労働 力 を提 供す る他 の国 に移 ってい った時 に、職 を失い うる。

人 は新 しい技術 を学 び続 け るよい教育基 盤 を持 っていな けれ ば な らない」[肪 θ3加fお7跏 θs

1995b:15]。 この ようなシンガポールの経済発 展 にお ける必要性 と進学 率 という数字 の裏づ け

に よって、「マ レー人 」が特 徴づ け られ、「マ レー人」が 経済発 展 に適 応 してい ない ということが示

され るのであ る。 そ して、こうした 厂マ レー人」の特 色 は彼 らの民 族 ヒエ ラルキーの中 での位置 を

再 認識 させ るので ある。

この ような低学 歴の 問題 の他 に、「マレー問題」として しば しば挙 げ られ るのが 「マレー入 」の家
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族問題 であ る。1993年 のあ る新 聞記事 では、「マ レー人」リーダーが、「マ レー人」の少 年犯罪 、麻

薬の乱用、高退学率、ギ ャングへ の加 入 の問題 を 「高 い離婚率 か ら生 じる粗 悪 な養育」〔窃 θS励 お

7㎞ θs1993:24]と 結 び付 けてい る。 この リーダーは、「離婚や別居 に関 して言 い争 う無責任 な両

親が、子 供 に家 では見 出せ ない安心感 をギャングに見 出 させ て しまっている[丑 θ5鰄 飴 跏 θs

1993:24]と 述 べて いる。他 の 「マレー人」リーダーは、厂麻 薬、離婚 、退学 問題 解決 の答 えは家族 の

価値 を強 めるこ とにあ る」[跣 θ5蹈 お7肋 θs1994:32]と して いる。こ うした問題 に加 えて、貧

困、向上心 と動機 の欠如 、保守 主義 、伝 統 主義が 、「マ レー問題 」あるい は 「マ レーの弱 点」として

シンガポールで言 われ ている。

こういった一連 の』「マ レー問題」に取 り組 んで いるのが、「マレー入」の 自助 組織 であ る。 シンガ

ポールで は、「人種」グループ内 の問題 は、そのグループ内で 自助 組織 を作 って解 決 する ことが政

府 に よって勧 め られて いる。 主要3カ テゴリーの各 に は、自助 集団 があ るが 、この活動 が一番 活

発 なのが 「マレー人」であ る。 た とえば、イスラム宗教委 員会(MUIS)と いう自助 集団 は、「マレ

ー人」の高い離婚 率 に対 応 して、イスラム教徒 「マ レー人」の ための結婚 講座 を開い てい る[肪 θ

5血 ∫お 跏 θ51998b:33]。 また、他 の 自助 集団 は、子 どもの学校 生活 や学習態 度 を改 善 させ る

ための親 たちの ためのプログラムを設 けてい る[π θ5勲1お 跏 θs1998a:33]。 こうした 自助

集 団の取 り組 み をシンガポールの リーダーた ちは評価 している。しか し、新 聞紙面 に こうした評価

が掲 載 される ことで、これ らが 「マ レー人」特 有 の問題 であ るという印象 を強め ていってしまうの

である。

新マ レー人

この ようにして 「マレー人」特有 のイメージが つ くられてい くの だが、一 方で シンガポール特有

の 厂新 マ レー人」像 も作 られつつ あ る。 た とえば、1996年 の教育 相 に よるシンガポールの 「マ レー

人」の将来 に対す るコメントであ る。「マ レー人 は、教育 と訓練 の問の 緊密 な関係や社 会的 経済 的

必要性 を意識 してい る。(中略)将 来の シンガポール のマ レー・コミュニティの性格 は他 の[マ レー]

コミュニティの レプ リカであってはな らない。 そ れは、イス ラム的価 値観 とマ レー文化 の独特 の混

合で あるべ きであ る。 シンガポール の高 度 に近 代化 された特 色 は、シンガポール人 マレー人が ダ

イナミックで洗 練 されたマ レー人、MelayuCanggihに な れる最 も恵 まれた環境 で ある」[π θ

5韵 ノお71mθ51996:47]。 ここでの教 育相 の主張 は、シンガポールの急 速な経済 発展 が 「マ レ

ー人」 を変 えて い き、 彼 らを近代 化 した社会 によ り適 した存 在 にす る ということを示 してい る。

1990年 代 の一連 の 「マ レー人」に対 して の批 判 におい て見 られ る ように、「マ レー人」は、シンガポ

ールの発展 に適応 する ように要求 され、彼 らの そうした要求へ の対応 が、「進歩 」とい う言葉 で評

価 されてい る。 この 「進歩 」とい う言葉 は、シンガポール国籍 を持 つ 「マ レー人」と彼 らの 出身地 に
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お ける 厂マ レー人」との違 い を作 り出 してい る。 この違 い は、Williams[Williams1989,1991]

が 述べ るように、テリトリアル・ナショナ リズムにお いて国民 が同質化 してい く過程 で、生 じるもの

であろ う。 シンガポールとい う国家 にお いて好 まれ る特色 あ るいは行為 の様式 を シンガポールの

「マレー人」が他 のシンガポール人 と共有 す るこ とに より、彼 らは他 の国家 にい る「マレー人」たち

とは区別 され るの であ る。

「新 マ レー人(newMalays>」 の出現 と、彼 らの表象 もまた、こうした国民 の同質化 プロセスに

お ける文化 の コン トロールの例 として理解 で きるもの であ る。「新 マレー人」とは、シンガポールで

成功 した 「マ レー人 」を指 し、彼 らは、マスメディアでは、「マ レー問 題」に挙 げ られ る「マ レーの弱

点」を克服 した 「マ レー人」として描 かれ る。彼 らは、向上心 を持 ち、ホワイ ト・カラーの職 を持 ち、

高学歴 で あ り、問題の ない家族 を持 ち、そ して、イスラム教 を信仰 してい るのであ る。マ レーシア

において も、「新マ レー人」と言わ れるマ レー人 は、しば しばマ スメディアで取 り上 げ られ るが 、シ

ンガポールにおけ る 「新 マ レー人 」は、シンガポールにおけ る 「マ レー問題」の文 脈の 中で作 り上 げ

られた ものであ るので、マ レーシアのそ れ とは、異 なるの である。 以下 に 「新 マレー人」を紹介 す

る新 聞記事 を幾つ か紹介 しよう。

1992年9月27日 のストレーッ・タイムスには、「新 マレー種 、危険 を冒 して前 進す る(Newbreed

Malaysventureforth)」 という見 出しの記事 が掲載 されて いる[cf7hθ5韵fお7㎞ θ51992b:

7]。 この 「新マ レー種 」という表現 には差別 的 な響 きが あるが、「危 険 を冒す」、「前進 す る」とい う

表現 に は、これ までの 「マ レー人」の イメー ジを払拭 す る響 きが ある。 この記事 に は、「マ レー人」

の ビジネスマンが 、大金 が動 くビジネスに成 功 した様子 が載せ られ てい る。 ここでの描写 は、「マ

レー問題」として提示 され てい る 「動 機付 けや向上 心 に欠け る」「マレー人」とは反 対の 「新 マ レー

人 」像 を提 示す る。

また、1995年 に は 「近代 的マ レー人花嫁(ModernMalayBrides)」 という見 出 しの記事 が

あ り、晩 婚で、高学 歴、職業 的キャリアを持 つ 「マ レー人」女性 につ い てレポー トされ てい る[cf

肪 θ5血 ノお7㎞ θs1995c:2]。 ここで は、遅 い結婚 をした女 性 は、結婚 を遅 らせ たた めに、教

育 や職業 的キャリアの追求 を可能 に してい るこ とが書 かれ、 また 、こうした晩婚 型 の女性 の精神

的 な成熟 が、離婚 の リスクを下 げさせ る とい うこ とも述べ られ ている。

この記事 が掲載 され た2週 間後 に は、 こうした 「マ レー人」女性 の夫 の意見が 載せ られた。「マ

レー人」男性 は しば しば大卒 の女 性 との結婚 を嫌 うが、ここで紹 介 されてい る男性 は、高学歴 で

職 を持つ 女性 と結 婚す る ことは、彼 の人生 にプラスだ と考 えて いる。つ まり、彼 らは ダブル ・イン

カムで、妻 は彼 と同 じ知的 レベルに ある とい うのであ る[cf顕e5韵 ノお7㎞ θs1995d:2]。 こ

うした 「近代 的マ レー人花嫁 」像 と、そのパー トナーに よるコメントを掲載 す るこ とで、「マ レー人」

夫婦 の理想 像や家 庭 問題の解 決法 の一つ を ここに掲 げ た と言って よいだ ろう。
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こうした記 事 に加 えて、「イスラム教 は 『新 マ レー人』のエッセンス

(Islamistheessenceof`NewMalays')」[Daud1995:29]と

い う見 出 しを持つ記 事 は、新 しい 「マレー人」家族 像 を提 示す る。 こ

の記事 に出 てい る写真(写 真1)は 、「新 マ レ・一人」家 族 を強 く印象付

けるもので ある。こ こに子 供三人 と写ってい る夫婦 と見 られ る男女

は、この写真 の中で、幸 せ そうに微 笑んで いる。 これ によ り、彼 らは

問題 のない、幸せ な家族 であ る とい うこ とが見 て取れ る。 また、こ

の写真 の背景 にあ るの は、個 人所 有の住宅 で ある。その前 に車 が写

って いる。これ ら個人所 有 の住 宅 と車 は、シンガポー ル人 が もっ とも

欲 して いる もの であ る。国土 の狭 いシンガポールでは、多 くの シンガ

ポール人は、公 営の高 層住宅 に住 み、土地付 きの家 というの は、彼 ら

の憧 れの的 であ る。 車 も、シンガポールでは 日本の2、3倍 の値段 が

す る高価 なもの だ。 これ らを背景 として写 真 にお さまってい る家 族

は、シンガポールで成 功 した 「マ レー人」家族 であ る ことが想 像で き

るQ

では、この家 族 は一般 的 なイスラム教徒 「マレー人」とどこが違 うのだ ろうか。 写真 に写ってい

る女性 を見 てい ただ きた い。「マレー人」(であ り、イスラム教 徒で ある)女 性 はたいて い長袖 で、く

るぶ しまでの丈 のスカー トやズボ ンを はいてい る。 写真の 女性 のように半 袖 を着 る ことはあ まり

ない。見出 しが なけれ ば、この家 族は どの 「人種 」なの か はわか らないので ある。シンガポールの

一般 的 なあ るいは華人 の幸せ な家族 とも見 える。しか し、見 出しに「Islam」や 「Malay」 とい う言

葉 がつ くことで、「マ レー人」を紹介 して いる とい うことが わか る。 ここで示 されてい る 「マ レー

人」は、イスラム教 徒で あ るこ とを除 いて、他 の成功 した シンガポール人 ある いは華人 の家族 と変

わ らないの であ る。

こうした ことか ら、「新マ レー人」の登場 は、文化 的 な同質化 の過程 での 、エスニシティの コント

ロールを示 した ものでは ないか と考 え られ る。 こうした 「新マ レー人」の表象 や、「マ レー問題」に

おいて論 じられ る 厂マレー入」のステレオタイプには、シ ンガポールが経 済発展 の中 で望 ましい と

す るシ ンガポール人像が埋 め込 まれ てい るの であ る。 こうした表象 を通 して、シンガポールはそ

のイデオロギー を示 してい るの であ る。

シンガポールにおけるキリスト教徒のイメージ

「マレー人」の否定的 なイメー ジに比べ て、トバ ・バ タックたちの宗教で あるキリス ト教 とその信者
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の イメージは、肯 定的 なもので あ る。シンガポー ルは多 宗教 国家 でもあ り、Tong[Tong1989:2]

が述 べ るように、その宗教 的所属 はだ いたい 「人種的」分 類 と一 致 してい る。 た とえば、「マレー

人」の大部分 はイスラム教 徒で あ り、ヒンズー教 徒 のほ とん どはインド人 、仏教徒 及 び道教徒 は主

に華 人で ある。 キリス ト教徒 だ けは、各 厂人種」カテゴリーか らその信 者が 出てい る[cfDepart-

mentofStatistics1992c:47]。

キ リス ト教 は、80年 代 にその信 者 の人 口比率 を10.3%(1980年)か ら18.7%(1988年)に 伸 ば

したので ある[cf7hθ5飽1おT㎞ θ81989:1]が 、Tong[Tong1989]に よれ ば、この キリス ト

教徒 人ロ の増 加 は、 カリスマ教 会 の熱 心 な布 教 とキリス ト教 やそ の信者 の肯定 的なイメージのた

めで ある[Tong1989]。 キリス ト教 は、英 語の宗教 で あ り、近代 的で合理 的 な宗教 であ る と見 ら

れて いる[Tong1989:32-33]。 この キリス ト教 の特徴 の ひとつ であ る合 理性 は、工 業化 に よる

シンガポールの急速 な経 済発 展 や洗練 され たテクノロジーの導入 と深 く結 びつ いてお り、また、英

語 は、シンガポールの公用語 の ひ とつで 、商業 と工業 の言語 であ る と見 なされて いるの であ る。

加 えて、シンガポールでは、多 くの議員 や教 員が キリス ト教徒 で ある ことが知 られ てお り、 また、

マスメディアは他 宗教 の信者 と比べ 、より多 くの キリス ト教徒 が高 学歴 を持 ち、上 ・中流 階級 に属

し、高 収入 であると報 告 している[cfTゐ θ5往 ∂1お跏 θs1989:1;HengandTan1989:19;

Soong1989:22]。 後述 する ように、トバ ・バ タックたちは、こうしたキリス ト教徒 の ステ レオタイ

プ を使 って、民族 あ るいは 「人種 」ヒエ ラルキーでの 自身の地位 を上 げ、トバ ・バ タック独 自の エス

ニシティを主 張す るので ある。

こうした宗教 や 「人種」カテゴリーのステ レオタイプに現 れるシンガポールのナショナル ・イデオロ

ギーに加 え、イン ドネシアのナショナル・イデオロギーもトバ ・バ タックの民族 アイデ ンティティの形成

に影響 してい る。シンガポールの中 にある このコミュニテ ィは、シンガポール とインドネシアのナシ

ョナル ・イデオロギーの葛藤 の場 とな り、人 々は、ふ たつのナショナル ・イデオロギーを選 択的 に用い

る ことに よって、エスニシティにお ける葛藤 を解決 しようとす るのであ る。

トバ ・バ タ ックの エス ニシ テ ィの 形 成

ナショナル ・イデオロギ ーとシンガポ ール 人像及 び イン ドネシア人像

シンガポールの ナショナル ・イデオロギ ーは、シンガポール人 トバ ・バ タックが 描 くシ ンガポール人

像や インドネシア人像 に表 れて いる。 シンガポールのイデオロギーは、彼 らの中 で内面化 され、彼

らはそれ を用 いて、シンガポール人で ある 自身 と、同 じ民族 で はあるが、国籍が異 なるインドネシ

ア人 トバ ・バタックを区別 して特徴 付 ける。 シンガポールの トバ ・バ タックコミュニティで は、シンガ

ポール人 トバ ・バ タックは、トバ ・バタックも含 め たインドネシア人 を経 済発展 にあ まり適応 していな
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い と見 る。 一方、自身に は、こうしたインドネシア人像 とは正 反対 のイメージをあて はめるので あ

る。シンガポール人 トバ ・バ タックた ちは、自身をシンガポールの経済発 展 が もた らす 多忙 な生活 に

順応 してい るとみな してい るのであ る。 そ して、こうしたシンガポール人 の 自己像 は、見事 に 「マ

レー人」の表象 とは逆 の もの となってい るのであ る。以下 にそ うした例 を幾つ か示そ う。

コミュニティ内での こうしたインドネシア人 とシンガポール人 の区別 のため、新 た にHKBP-Singa.

poreに 赴 任 したイ ンドネシア人 トバ ・バ タックの牧 師 は、様 々 な困難 にあった。シンガポール人 トバ・

バタックた ちは、インドネシア人 と自分 た ちとは異 なる とい う理 由か ら、こ とごとくこのインドネシ

ア人 トバ ・バ タックであ る牧 師の提 案 に反対 したの であった。ユ997年 に牧師 が赴任 して きた時 、聖

書研究 会 は、月に1度 しか 開かれ なかったのであ るが、これ を見 て牧 師は、より聖 書研究 会の 回

数 を増 やそ うと試 み 、様 々 な教会 信者 た ちに私的 に打 診 した。 また、牧 師は、聖書研 究会 に関す

る自身の計画 を教 会 の委員会 で も言 及 した。 ところが 、こうした私 的な打診 や委員 会の牧 師の提

案 に対 する反応 は、判で押 した ような ものであった 一 シンガポール人 トバ ・バ タックたちは、決 ま

って 「自分 たちは忙 しい(Kamisibuk)」 と言 ったの であ る。

なぜ シンガポール人た ちは、忙 しい と言 った のか。私 は疑 問 に思った。 とい うの は、他 の シンガ

ポールの教 会 では、聖書研 究 会は毎週 あ るいは隔週 、平 日に開か れてい たか らであ る。牧 師の打

診 に対 して私的 に答 えて きたのが 、主 に一世 の女性 で あった こ とか ら、私 は、彼 女 たち に、そ の

理 由を尋ね た。 す る と、彼女 た ちは、孫の面 倒 を見 た り、家事 をせ ねば な らない ので忙 しい とい

うことを述べ たので あった。また、彼女 た ちは、それ ぞれの家 族の成 員の代 弁 もしてお り、その家

族の成 員 は、毎週 の聖書研 究会 に出席 す るには、忙 しす ぎる とい うこ とであ った。 一世 の女性 の

うち数 人は、シンガポールの人 々はたいて い夜遅 くまで働 いてい るこ とを主張 しなが ら、「ここは、

インドネシア じゃないか らね(DisinibukanIndonesia)」 と言 い、「怠 けて はい られ ない(Tidak

bolehmalas)」 と答 えた。こうした意見 は、インドネシア人であ る牧師 のや り方が 、シンガポール

で は通 らない とい うこ とを意味 して いた。 発 言者 た ちは、インドネシアの経済状 況 をシンガポー

ルのそ れ とは明 らか に区別 してい るのであ る。第1に 、一世 の女性 たちが言 うように、シンガポー

ル人の労働 時 間は、インドネシアでのそ れに比べ て長 い と思 われて いる。第2に 、怠 惰で あった ら

その発 展か ら取 り残 されて しまう程 の競争社 会 であ る と、シンガポールは考 え られ てお り、そ れ

故 に、シンガポール人 はインドネシア人 よりも忙 しい と思 われて いる。 こうした こ とが、発 言者 の

発 言 に反映 されてい るので ある。

また、 こうしたシンガポール社 会 の特 徴づ け に表 れて いる二 国間の経済 格差 は、 インドネ シア

人 トバ ・バ タックに対 しての 「伝統 的」とい うイメージ と結 びつ く。シンガポール人 トバ ・バタックは、

北スマ トラにある彼 らのホームランドを真 の トバ ・バ タック文化 と 「伝 統」の宝庫 とイメージしてい

る。シンガポール人 トバ ・バ タックにとって、ホームランドは、彼 らの親族 が住 む場所 であ り、アダッ
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ト(慣習あ るいは慣習 法 としば しば訳 され る)儀 礼が 開か れる場所 であ る。ここで開か れ るアダッ

ト儀 礼 は、時折 、何 日も続 くことが あ り、一世 や二世 は、こうした儀 礼 に参加 した経験 が ある。

一方
、シンガポールで 開かれ るアダット儀礼 は数少 ない。た とえば、1946年 にHKBP-Singapore

が 設立 されて以来 、1998年 まで に、ふ たつ のアダット葬儀 しか行 われてい ない、さらに、アダット

結婚 式 は、しば しば、シンガポールで は省略 され、ほ とん どの人 が教会 の結婚 式の みを挙 げる(ま

た、インドネシア人 トバ ・バ タック と結 婚 した二 世の 中には、インドネシアで アダット結婚 式 を挙 げ る

者 も少 なくない)。 しか も、シンガポールで は、アダット儀礼 は開か れて も、インドネシアよりもかな

り短 い儀 礼 になってしまってい る。二世 たち は、こうした ことを受 け て、シンガポールで開か れ る

儀礼 は 「ショー トカット(short-cut)」 で ある と表現 す る。 この ショー トカット儀礼 は、他 の民族 の

儀礼 に も見 られ、ショー トカットとい う言葉 は、忙 しい シンガポールの生 活の ために これに合 わせ

て、儀礼 を祖 国で 開かれ るもの よ りも短 く略 して いる という意味 で用 い られ る。この ように、儀礼

は 「ショー トカット」で 、また、開か れ る頻 度 はイン ドネシァ よりも低 い ことか ら、シンガポール人 及

び イン ドネシア人 トバ ・バタックた ちは、彼 らのホームラン ドを 「伝統 」の源 とし、また、インドネシア

人 トバ ・バ タックの方が アダットあ るいは 「伝 統」について は よく知 ってい る と考え ている。

しか しなが ら、二世 たち の中に は、「伝 統 的」文化 に固執 す るこ とを倫 理的 に劣ってい ると見 る

者 もいる。「伝 統」と倫理 を結 びつ けた議論 は、牧 師を招 いての教会 の長老 た ちの ミーティングで

な され た。 このミーティングでは、インドネシア語 で、教会 員た ちの抱 える問題が ひ としきり議論

され、その後、出席者 た ちは夕 食 を取 った。 この夕 食の場 で は、言 語 は英 語 に切 り替 え られ、長老

た ちは、ワインを飲み なが ら子 供の保 育園 の ことや ワインの種 類や 年代、コンピューターの こ とを

話 してい た。

この会合 に出席 したシンガポール人では ない 人物は、私 とインドネシア人 トバ ・バタックの牧師 の

ふた りのみで あった。彼 らが私 に対 して話 した内容 に より、彼 らの中 の少 なくとも何 人か は、私 の

同席 をかな り意 識 してい るように感 じられ た。そ して、私 は、後 になって、教 会 の長老 たちの こう

した話 は、彼 らが、自身が子供 の教育 に熱心 な こと、コンピューター とい う比 較的新 しく社 会 に入

って きた機械(シ ンガポールでは、コンピュー ターを使 えるこ とは、その社 会発 展 に適 応 してい る

ような印象 を与 え る)を 使 い こなすか 、か な り関心 を持っている ことを示す ものだ ということに気

付 いた。 また、ワインの話 は、彼 らの生活 が豊か であ るこ と、「伝統 的」生 活に縛 られ ていない こ

とを示 してい た。こうした話 題 を通 して 、彼 らは、自身が発 展 した シンガポール の国民 であ るとい

う彼 らの アイデンティティを示 そ うとしたのであ る。

話が ひ としきりされ た後、ひと りの長老 が、当時 インドネシア政府 に干渉 され ていたHKBPの

紛 争 につ いて言 及 した。 この長老 は、インドネシア人 トバ ・バ タックの 「伝 統」へ の固執 がHKBP

のコンフリクトを招 いた とす る。 彼 は、当時のHKBPの 最 高指導者 で あったナババ ン監 督が 、牧
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師たちの会 議 に新 しい型 を導入 したところ、教 会で 高位 にある牧師 たちか ら反対 の声 が挙 がった

と述 べ た。 これ が、イン ドネシア国家の介 入 を許 し、1998年 まで続 いた教 会紛争 の発端 であ る と

いうので ある(こ れを聞い た牧師 は、話 の後 で、紛争 の この原 因 を否定 し、よ り複 雑 な原因 を述

べ た)。この話の 中で長老 は、「だか ら、インドネシア入は悪 い(bad)ん だ よ」と話 を締め くくった。

しば しば暴力 沙汰 にな り、流血 を見 た教会紛 争 を招 いた のは、イン ドネシア人 トバ ・バ タックが伝統

に固執 した ζとが 原因 であ り、こうした姿勢 は、否 が応で も変化 してい く社 会へ の不適 応 を招 き、

他者 を巻 き込む トラブルに発展 す るこ とを示す ので ある。 こうした結 果 を招 くため に、厂伝統 的」

で ある とい うこ とと道徳 的 な悪 が結 び付 け られ るの であ る。

また、この長老 は、インドネシアか ら移 民 して来 た一世 たち も、インドネシア人 同様 、「伝統 的 な」

や り方 に固執 して いる と述べ る。その例 として、"bukuende"と 呼 ばれ るHKBPの 賛美歌 集 の

中 に入って いる讃美歌 で はな く、インドネシア語 の賛 美歌 を聖書研 究会 に取 り入 れた ところ、一世

の 問か ら 「こうしたスタイル は、カリスマティックで はないの か」という疑問 が持 ち上 がった話 を挙

げ た。長老 によれ ば、この 「カリスマティック」とい う言葉 は、ここでは、リベ ラル とい うこ とを意 味

してい る という。こうした話 の中 で、この長老 は、一世 やインドネシア人 を 「伝統 的」で あ るとす る

こ とで、彼 自身を含 む二世 た ちを 「伝 統 的」ではな い とし、一世や インドネシア人 の対極 に位 置づ

けるので ある。

この ように、 伝統 に固執 す るこ とを道徳 的 な問題 と結 び付 けてい るの は この長 老の みで はな

い。もうひと りの長老 は、イン ドネシァ人 トバ・バ タックや一世 たち は、自分 の利益 のた めに、「伝統」

に基 づい て行 為す る と言 う。 彼 は、トバ ・バ タックの文 化 は 「未 開的(ptimitive)」 であ り、発展 し

つつ あるインドネシアで もシンガポールで も、い かなる 目的 に も通用 しない もの だ と述 べ る。この長

老 は、一世 た ちは、インドネシアの トバ ・バ タック文化 を教 会コミュニティの 中に取 り込 もうとして お

り、この ように「伝統 」を重要 視す る見方 とい うものは、「プリミティヴ」で あ り、誤解 を招 いた り、人 々

を誤 った行動 に走 らせ た りす る と述べ る。 そして、キリス ト教徒 には、神 との関係が 、社会 関係 よ

りも大切 なの であ るということを強調す る。

このふ たりの長老 たちの話 の中 で、一世 た ちは、インドネシアで彼 らが経験 した生活 をその ま

まシンガポール に持 ち込 もうとしてい る人 々 として印象付 け られてい る。ここで は、一世 た ちは、

インドネシァ出身で ある とい うこ とか ら、シンガポール人 とい うよ りは、インドネシア人 に分類 され

て いる。これ らの長老 た ちは、一世 やインドネシア人 トバ・バ タックたちが、文 化的 に保守 的であ る

と捉 えてお り、そ うした保 守的 な傾 向 は、変化 してい く社会 で は、「悪 い」結果 を招 くと主張 す る

ので ある。 だか ら、近代社 会 にも、また、神 との 関係が 第1で あ るキリス ト教 とも相容 れ ない もの

であ るのだ。 このふ た りの長老 が 「伝統 」に固執 す る ことを倫 理的 に劣 る と評 す る前提 には、社

会 は変化 し、発展 してい くとい うこ とが ある。 社会 が発展 していか なけれ ばな らない以上、それ
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を阻む結 果 を招 く姿 勢 は、「悪」として表 されるので あ る。 こうした二世 の長老 たちが描 い たイン

ドネシア人 トバ ・バ タックたち(及 び一世 たち)の 特 徴 は、伝 統 的であ り、保守 的で ある と言 われ る

「マレー人」の特 徴 と同 じものであ る。

この ように内面化 された シンガポールのナショナル・イデオロギーは、理想 的 なシンガポール人 と

して 自身 を描 くトバ ・バ タックたちに用 い られ、彼 らが インドネシア人及 びシンガポール人 を描 く時、

その違 いは、経 済発展 や変化 してい く社会 に適 して いるか否 か という基 準 をもって描 かれ るので

ある。

エスニシテ ィの代 替 としてのナ ショナル ・アイデ ンティティ

理想 的シンガポール人 として 自身 を描 くのにシ ンガポールのイデオロギーが用 い られ る一方で、

シンガポール人 トバ・バ タックは、インドネシアのイデ オロギーを無意識 的 にも意識 的に も用 い、自身

のアイデ ンティティを他 者 に提 示す る。前 述 した ように、彼 らは、「マ レー人」として人種 的 に分類

されるが 、彼 らの宗教 的 なアイデ ンティティや、「マ レー人」の ネガティヴなイメージは、しば しば彼

らに 「マ レー人」と名 乗 るのをた め らわせ る。 こうした時 に、シンガポールでは ほとん ど知 られて

いない民 族出 身の彼 らは、しば しば、自身 をインドネシア人 として名乗 るので ある。 こうしてイン

ドネシア人 として名乗 る人 々は シンガポール国籍 をす でに取得 しているの であ るが、その祖 国の

名 を名乗 る ことで、トバ ・バ タックアイデ ンティティの代替 とす るので ある。 ここで は、そ うした事

例 の うち、ふたつ を紹介 して お こう。

1998年1月 に開か れた一 月遅 れの イン ドネシア系キ リス ト教教 会の合 同クリスマス礼 拝 の帰途

の ことで あった。私 は大家 であ る トバ ・バ タックシンガポール人一世 のオ ンプン・セーラ・ドリ(セ ー

ラ0祖 父)と その妻、オンプ ン・セーラ・ボル(セ ー ラの祖母)と ともに、タクシーに乗 った。私 たち3

人 が タクシーに乗 り込 んだ後 、オンプ ン・セーラ・ドリは華人 の運転手 に英語 で行 く先 を告 げた。運

転 手 は、ち らりと私 の方 を見 、タクシーを発進 させ る とす ぐに、私 た ちが華人 か どうか尋ね た。 タ

クシーの運転手 に は、クリスマス礼拝 の後 、車 を待 つ ため にホテルの前 でた むろす る華 人(イ ン ド

ネシア国籍 であ る)の 問か ら出 て きた、半袖 を着 て、トバ ・バ タック語交 じりのイン ドネシア語 を話

す 私た ちが、シンガポール国家 が定 めた ところの どの 「人種 」区分 に属 して いるの か、アイデ ンテ

ィファイ出来 ない様 子で あった。 私 の外 見 は、華人 と似 てい るが 、熱帯 の強 い 日差 しの ため、シン

ガポールの華 人 よりも日に焼 けてい た。 また、オンプン・セーラ・ボルは、顔 と手、くるぶ しか ら下 の

みが外気 にさ らされ るシンガポールのイスラム教徒 「マ レー人」の女性 の服装 とは異 なり、半袖で

膝 丈の ワンピース を着 ていた。

タクシーの運転手 の この質問 に答 えるため には、私 は 日本 人で、一緒 にいる大家 夫婦 はインドネ

シア出身で、シンガポールで は知 られ てい ない トバ ・バ タック とい う民 族 に属 し、彼 らは、シンガポ
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一ルでは、「マ レー人」として 「人種 的」に分類 され るが、多 くの 「マレー人」が イスラム教 徒 であ る

の とは違 い、彼 らは、代 々キリス ト教 徒で あ るの だ とい うこ とを説 明 しなけれ ばな らない。こうし

た長 い説明 を避 け るため、私 は、沈黙 を守っていた。す る と、オンプン・ドリが英語 で 厂インドネシア

人だ よ(W6areIndonesians)」 と答 えた。彼 は、タクシーの運転 手が 「人種」あ るいは民族 を尋

ねた のに対 して、インドネシア とい うひ とつ の国籍 で答 えたのであ る。

この ようにオンプ ン・セー ラ・ドリが答 えた推 測 され る理 由は幾 つか ある。 ひ とつに は、この質

問が インドネシア系教 会 の合 同クリスマス礼 拝の帰 途 にな され、彼 がインドネシアと自身 との 関連、

また、キリス ト教 徒 として のアイデ ンテ ィティを強 く再 認識 していた ことであ る。ふ たつ には、オン

プン・セーラ・ドリ同様 、トバ ・バ タックで ある ことに誇 りを持 ってい るオンプン・セーラ・ボル と、トバ・

バ タック文化 を調査 してい る私 を前 に しては、ひ とつ の民 族名 で もあ り、イスラム教徒 と見 なされ

ているマ レー人 であ る とは、名乗 れ なかった こ とが考 え られ る。 また、「マレー人」は、シ ンガポー

ルで は、ネガティヴなイメー ジが与 え られ てい る というこ とも一 因であ ると考 えられる。オ ンプン・

セーラ・ドリ自身、庭付 きの家 に住み 、大卒 で女優 の娘 を持 ち、弁 護士 であ る息 子 を持 つの で、「マ

レー人」のイメージに 自身 とその家族 があ ては まらない と考 え るの は、自然 なこ とであ ろう。 加

えて、トバ ・バ タックとい う民族 は、一 般的 にシンガポールでは知 られて いない民族 であ る。こうし

た理 由の ため、トバ ・バ タックとして名乗 る代わ りに、トバ ・バ タックのホームランドが存 在す る彼 の

祖 国、インドネシアの名 をもって、自身をアイデ ンティファイした と考 え られ るのであ る。

この ように 「人種」やエ スニ ック・アイデ ンティティに関す る問い に対 して、インドネシアという

国籍 で答 えるのは、キリス ト教徒 トバ ・バ タックたちの 問では珍 しい ことではない。前述 した ように、

シンガポールで は、トバ ・バ タックとい う民族 は、ほ とん ど知 られてい ないマイノリティであ り、また、

彼 らは、「マ レー」とい う人種 カテゴリーに入 れ られてい る。「マ レー人」のイメージ と彼 ら自身の ア

イデンテイテイの理解 にはギ ャップが あ るのであ る。

対 外 的に 自身 のアイデ ンティティを示 す ものの ひ とつに身分 証明書 が ある。 シンガポール政府

発行 の 身分 証明書 には、人種欄 があ り、現 在、シンガポール人 トバ ・バタックの数 人の みが この欄 に

「マ レー人」で はなく、「バ タック」と記 載 され た もの を持 つ。それ以外 の大部 分の トバ ・バ タックたち

は、「マレー人」と記載 された 身分 証 明書 を持 つの である。そ うした身分証 明書 を持 つ多 くの者が、

「マ レー人 」よ りも「イン ドネシア人」として記載 され るべ きであ る と主張 す る。 以下 はそ うした事

例 のうちの ひ とつで ある。

オ ンプン・マルクス ・ボル(マ ルクスの祖 母)は 、20年 程前 にシンガポール国民 となった。これ は、

経済 的 な理 由か らであった。「もし、[シンガポール]国 民 で なけれ ば、常 にお金 を払 わな ければ な

らないの よ。そん なのは、金銭 的 な損 失 だわ」。彼女 は、シンガポール国民 となった理由 につい て

こう語 った。そ して彼 女は、シンガポール国家 が発行 す る身分証 明書 を作 った時 の ことを語 った。.
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彼女 の身分証 明書 の 「人種 」欄 には、「マ レー人 」と記載 され てい る。

「私 が身分 証明書 を作った時 は、村 が 身分証 明書の作 成単位 で した。私 の[身 分証 明書 の]申 込

み用紙 に記入 した役 人 は、私 の肌 を一 瞥 して、『マ レー』と書 きました。[それを見 て]私 は、イン ド

ネシア人 だ と主張 しましたが、その人 は この 『マ レー』は、民族 のマ レーの ことで はな く、「マ レー

グルー プ」の ことであ ると言 い ました。 もし、これ[身 分証 明書 の人種欄 に ある人種 の表記]を 変

えるな ら、200ド ル払 わね ばな らないので、渋 ってい るの です」。オンプ ン・マルクス・ボル は言 った。

私 が なぜ バ タックで はな く、インドネシア人 と書か れるべ きなのか 質問す る と、彼 女は、イン ドネ

シァ人 よ りは、バ タックと記載 され る方が良 い ことを述 べ た。

さ らに、オ ンプン・マ ルクス・ボル は、マ レー人 は、マルガ(父 系 リネージ)や 系譜 を持 たず 、父親

か ら 「ビン(bin)」 を継承す るのみであ る と述べ る。「マルガは、[系譜 の]先 か ら終 わ りまで続 く

んです」。こう彼女 は、主張 した。つ まり、リネージであ るマル ガの名 前 は、マ ルガの創 始者 か らそ

のマルガの一番 若い成 員 まで、全 て のマ ルガの成 員が 共有す るので ある。一方 、彼 女 にとって、「マ

レー人」で ある ことは、イスラム教 徒 の名 につ く「ビン」とい う語 に言及 した ことが示 す様 に、イス

ラム教 徒 であ るこ とを意味 し、イスラム教 徒 は、親子 関係以外 の親族 関係 を維持 で きない のであ

る。その ため、イスラム教徒 であ るこ とは、家 族や リネージの歴 史や 自 らが属す 親族 集団 を捨 て る

こ ととなるので ある。オンプ ン・マルクス・ボルに とって、「マ レー人」であ るこ とは、独特 の文化 を

持 った トバ ・バ タックであ るこ とと矛盾 す るのであ る。

上記 の2例 に見 られ る ように、インドネシア人 と名乗 られ るのは、多 くの場 合、自身の 「人種 的」

分 類 を意 識 し、それ を避 け ようとした場合 であ る。こうして インドネシァ人 と自身 を名乗 るオンプ

ン・セーラ・ドリやオンプ ン・マルクス ・ボル をは じめ とす る トバ ・バ タックたちは、シンガポールの国

籍 を持 ってい る人 々 である。 トバ ・バ タック というシンガポールで は、ほ とん ど知 られてい ない民

族 出身 の移 民 たちの 間で は、彼 らの祖 国で あるインドネ シァとい う国民 国家が 意識 され、そ れ故

にインドネシア人 とい う表現 が彼 らの民族 アイデ ンティティの代 替 的なアイデ ンティティとな る。

インドネシアという表現 には、その下 に トバ ・バタックが、シンガポールの民族 政策 とは、異 なっ

た形で含 まれ る、つ ま り、彼 らの祖 国で あるインドネシアは、多様 な民 族 と宗教 の存在 を認 め る

とい うこ とを前提 とする極 めて イデオロギー色 の 強い代 替的 なアイデ ンティティを提 供 す るので

ある。 この ように対 外 的に は、しば しば 「インドネシア人 」と名乗 る トバ ・バ タックた ちも、コミュニ

ティの 内部 で は、他 の民 族 との比 較 で、自民族 を特徴付 けている。

トバ ・バタックの自己像

インドネシアの トバ ・バタックた ちが、しば しば言 う自身の民 族イメージは、「頭が よく、勤勉 で、進

取 の気勢 に富み、粗 野で ある」とい うものであ る。粗 野(kasar)と いう特色 を含 め たこうした特 色
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は、ジャワ人 を始 め とす る他 の民 族 との比較 にお いて言 われる ものであ る。粗 野 とい う特徴 に関

して言ってみれ ば、トバ ・バタックの 問では、必 ず しも粗野 であ るこ とが尊 ばれ るわけで はない の

で ある。 こ うしたイメージに加 えて、キリスト教 徒 であ る というの もトバ・バ タックのアイデンティテ

ィには不可 欠 であ る。 そ して、シンガポールのキ リス ト教徒 のイメージを含 め た彼 らの 自己イメー

ジは、「マ レー人」の イメージ とは対 をなす もので あ る。

シンガポールの トバ ・バ タックは、上 記の 自民族 のイメージを、しば しば、シンガポールの文 脈 に置

き換 えて語 る。た とえば、シンガポール人 トバ ・バ タックニ世 の船員 であ り、インドネシア人 トバ ・バ

タックの母方交 叉イ トコを妻 に持つ1児 の父 であ るパパ ・アーロンであ る。彼 は、バ タックを攻撃 的

で、頑 固で賢 明だ と特徴 付 ける。 また、トバ ・バ タックは、上 中流 階級 に属 し、高い学歴 を持 ち、そ

して、西 洋化 され ている とす る。後者 の イメージはインドネシアにお ける トバ ・バタックのイメージ

と、シンガポールのキ リス ト教 及 びキリス ト教 徒の イメージを結 びつ けた もの であ る 。

また、パ パ ・アーロンは、トバ・バ タックの特徴 として、教 育へ の 関心 の深 さ と離婚 率の低 さを述

べ る。彼 は、「バ タックの母親 は、自身が干魚 しか食 べ られな くとも、子 供 を学校 にや るんだ」と言

う。 この発 言で 出て くる干魚(ikanasing)と い うの は、貧 しい食べ 物で あ り、この食 べ物 を食べ

る というこ とは、経 済 的に、困窮 している ことを示す。 そ うした状 態で も、なん とか食費 を切 り詰

め るこ とで、子供 を学校 に行 かせ る、つ まり、この干魚 を食べ る とい う表 現 を通 して、パパ・アーロ

ンは、トバ ・バ タックの教育へ の熱心 さを表 すので あ る。 これ に加 えて、彼 は、トバ ・バ タックは 「マ

レー人」とは異 な り、彼 ら特 有の アダット(慣習 、慣 習法)と キ リス ト教 の ため、離婚 は稀 であ る と

す る。前述 した ように、「マ レーの弱点」に は、低 学歴や 高い学校 中退 率、離婚 率が あげ られる。パ

パ・アー ロンが示 す トバ ・バ タックの特色 は、これ とは、反対 のもの なのであ る。

パパ ・アーロンの ように、離 婚 に関 して、トバ ・バタックと 「マ レー人」を区別す るこ とが、しば し

ばシ ンガポールで はな され る。 パパ ・シアントゥリは、シンガポール人 トバ ・バ タックニ世 の女性 と

結婚 した インドネシア人 トバ ・バ タックで あ り、船 長 としての肩書 を持 つ、1997年 の教 会 の委員会

長で ある。パパ ・シアントゥリは、トバ ・バ タックの問 では、離 婚 は稀 であ るが 、1度 イスラム教 に改

宗す る とそ の限 りで はない と述べ る。 彼 は、シンガポールの キリス ト教徒 トバ ・バ タックの約20%

が 「マ レー人」との結婚 を通 して、イスラム教 に改宗 してい き、改宗 した者 は、高 い確 率 で離婚 を

経験 する こ とにな ると言 う。これを、パパ ・シアントゥリは、ひ とつ の例 を出 して話す。

電話 の交換 手 をして いたイス ラム教徒 の女性 と トバ ・バ タックの船長が 結婚 し、この船長 は結婚

を通 して、キ リス ト教 か らイス ラム教 に改宗 した。この結婚 の直後 、船長 が所属 してい る会社 が倒

産 し、妻 に送金 で きな くなって しまった。 その後 、彼 は、妻 の もとに帰 るが 、妻 は他 所 に泊 まりに

行ってしまって家 には居 ない。後 に、彼 は、彼 女が そのボーイフレンドの ところに泊 まりに行 って

いた のだ とい うこ とを知 った。 イスラム法 に よれば、夫 が六 ヶ月以上、妻 に金銭 を渡 さね ば、それ
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は、離 婚の 理由 に成 り得 る とい うこ となの で、これ を理 由 に、元船 長は彼女 と離婚 した。

こ こまで話 して、パパ ・シアントゥリは、微 笑み なが ら、元 船長 は離婚後 、トバ ・バ タックの女性 と

結婚 した と述べ た。 そ して、トバ ・バ タックがバ タックでは ない者 と結婚 す る と大変 な困難 に会 う

の だ と付 け加 えた。

この話 の中で、パパ ・シアン トゥリの語 る トバ ・バ タックの男性 は、船長 とい う船 の 中で一番 高い

地位 を 占める人物 であ るが 、イスラム教 徒 であ る女性 との結 婚後 、彼 の人生 は暗礁 に乗 り上 げて

しまう。 この男性 の不幸 は、イスラム教へ の改宗 とともにやって くるので あ る。会 社 の倒 産 、妻の

浮気 、こうした 中で、主人 公の男性 は、ただ人生 の波 に押 し流 されて いく人 物 とのみ描 かれお り、

そ れに対 してス ラム教徒 の女性 は、夫が不 在 の問にボーイフレンドを作って しまい、彼 の もとに滞

在す る という倫 理 的に問題 があ る人物 として描 か れてい る。 この話 には、このイスラム教 徒 であ

る妻 の側か らの、彼女 が夫 の不在 の間 に どの ように過 ご したのか、また、なぜ 、ボーイフレンドを

持つ に至 ったか ということについ ての話 はない。 た だ、彼女 の、「姦 淫」として見 られ る行動 が話

されるのみ であ る。

パパ ・シアントゥリの この話 は、一種 のハ ッピー ・エ ンドで終 わって いる。この話 の主人公 は トバ ・

バ タックの女性 と結婚 したので ある。 この結婚 は、主人公 の男性 のキ リス ト教へ の再改 宗 を暗示

す るもので ある。また、パ パ・シアントゥリは、第2の 結婚 後 の主人公 の男性 につ いての話 を してい

ない こ とか ら、ハ ッピー ・エ ンドで終わ る御伽噺 の ように、聴衆 は この結 婚が成 功で あった こ とを

想 像す る。

こうしてパパ ・シアントゥリは{こ の話 で、ふたつ の結婚 を通 して、キリス ト教徒 とイスラム教徒 の

対 立 を描い てい る。 ネガティヴなイスラム教徒 の女性 の描 写 に対 して、トバ ・バ タックの女性 との

結 婚 につい ての描写 の不在 は、聴 衆ヘキ リス ト教徒 に対 する肯定 的 な印象 を与 える。この話 の中

で、キリス ト教徒 とイスラム教徒 は、この ふた りの女 性の評 価 を通 じて評価 されて いるので ある。

その一 方で、主 人公 であ る トバ ・バ タックの男性 の倫理 的 な問題 へ は言及 されて いない。彼 は、被

害 者 として描 か れてい るだけで ある。 こうした表 現技法 を用 い、パパ ・シアン トゥリは、この話 の

中で、イスラム教 徒 を道徳 的にキリス ト教徒 よりも劣 った もの として描 いてい るので ある。

この ようにキ リス ト教徒 アイデ ンティティは、「マ レー人」と トバ ・バ タックを分 ける一方 で、他 の

民 族 と彼 らを結 びつ けるた めに も用 い られ る。 た とえ ば、HKBP-Singaporeの 長老 の ひ とりで

あ り、日本人 女性 と結 婚 した銀 行員 のパ パ ・レーナ(レ ーナの父)は 、 トバ ・バ タックはマ イノリティ

であ るので、他 者 との関係 を築 き上げ、そ して維持 す るこ とが必 要で あ り、そ れ と同時に他者 か

ら区別 され るこ とが必要 で ある と述べ る。 彼 の考 えで は、キリス ト教徒 で ある ことは、この ふた

つの 目的のた めに働 く。 キ リス ト教 は トバ ・バ タックた ちをイスラム教徒 「マ レー人 」か ら区別 する

一方で
、他 の キリス ト教徒 一 た とえば西洋 人 一 との近 しい関係 を もた らす。

第3部 移 動 、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ、 ト ラ ン ス ナ シ ョ ナ リ テ ィ



パパ ・レーナの話の 中で、西 洋人 との関係 は、トバ ・バ タックに優 位性 を もた らしてい る。 パパ ・

レーナ は西 洋人 としてユ ダヤ人 を挙げ 、キリス ト教徒 の優位 性 を神 の助力 に言及 して話す。彼 は、

厂何 もひ とりで で きる こ とはない,成 功 というもの は、神の意 思か ら来 るの だ」と述べ る。そ して、

ユダヤ人は神 に選 ばれた人 たちで あ り、現在 でも、そ れは 同 じであ る と言 う。 パパ ・レーナは、ユ

ダヤ人 はマイノリティであ るが、アメリカ合衆 国 は、彼 らを援 助 してお り、ノーベ ル賞 を もらった多

くの人 もユ ダヤ系 の人 々で ある と主 張す る。 また、ユダヤ人は 旧約 聖書 で、神 と契約 を交 わ した

民 族で あ り、そ うした特色 か ら、アメリカ合 衆国 の法 律家 に はユ ダヤ系 が多い とす る。彼 に よれば、

ユ ダヤ人 の こうした成功 は神 の存在 の証拠 であ る。

この話 の 中で 、パ パ ・レーナは、アメリカ合 衆 国 とノーベ ル賞 とい うそれぞ れ、最 も力 があ り、ま

た、最 も価値 があ る と一般 的に考 え られて いる国家 や賞 の名前 に言及 し、それ に よってユ ダヤ人

の特 異性 や優位性 を示 そ うとしている。彼 がそ の話の 中で示 したの は、ユダヤ人 は神 に選 ばれた

人々で あ り、神 が望 ん だので、彼 らは成功 してい るの であ る とい うことであ る。

さらに、パパ ・レーナは、トバ ・バ タックも神 に より選 ばれた人 々であ るこ とを暗 に示す。 彼 は、

トバ ・バ タックの特異性 を次 の ように話す。「インドネシアで は、アンボンもキ リス ト教徒 だ けれ ど、

トバ ・バ タックの場合 は特別 だ よ。 それ はなぜ か とい うと、トバ ・バ タックは、スマ トラでは、イスラ

ム教徒 に囲 まれてい るけれ ども、いまだ に、キリス ト教 徒 であ るか ら」。 トバ ・バ タックの北スマ ト

ラにあ るホームランドは、実際 、その北 に はイスラム教 徒 アチェが 、南 には、これもまた、イスラム

教徒 で ある ミナンカバ ウが お り、イスラム教 徒 を北 と南 に分断 する形 で存 在 す るのであ る。 パパ ・

レーナは、神 が トバ ・バ タックをイスラム教 徒 に囲 まれた環境 の中 で守 り、支 え ようと選 んだ ので、

彼 らは、キリス ト教 徒 であ り続 ける ことがで きる とい うこ とを述べ てい るので ある。

このパパ ・レーナの話 は、トバ ・バ タックが キリス ト教 を通 して、ユダヤ人 と近 しい 関係 を持 ち、

ユ ダヤ人が そ うで ある ように、トバ ・バ タックも神 と特 別 な関係 にある とい うこ とを示 す。 ユ ダヤ

人 の成功 は、同様 に選民 であ る トバ ・バ タックの成功 の可 能性 をも暗示す るので あ る。

パパ ・レーナは、また、シンガポールでの トバ ・バ タックの物 質的 な成功 につい て語 って い る。彼

が2度 にわた りこの話 をして いるの を、私 は調査 中 に耳 に した。 日曜 日の礼拝 が終 わった後 に、

他 の信 者 と共に話 して いたの と、私が 、彼 の家 に訪ね た ときに、私 と彼 の妻 を前 にして話 した 時

の2度 であ る。 こうした機 会 に、パ パ ・レーナは、平均 的 なHKBP-Singaporeの 信徒 は、シンガポ

ール人の平均 よりも学 歴 も高 く、収入 も多 い ことを述べ た。 実 際 に、トバ ・バ タックキリス ト教 徒 の

学歴 や収入 がシンガポールの平均 よりも勝 るの か とい うこ とは別 にす ると、こ こで のパ パ ・レーナ

の トバ ・バ タックキ リス ト教 徒 のイメージは、シンガポールのキリス ト教 徒 のステレオタイプ と同様 の

ものであ る。

こうしてキリス ト教徒 のイメージを 自己 の民族 のイメージに用 い るこ とで、また、ユダヤ人 と自
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身 を結 びつ け、物質 的 な成 功 を暗 示す るこ とで、トバ ・バ タックは、自身 を 「マ レー人」か ら切 り離

す ことが で きるので ある。 この ように 「マ レー人 」と自身の民 族集 団 を区別す るのは、トバ ・バ タ

ックた ちがシンガポール国家 に より押 し付 け られた 「マ レー人」アイデ ンティティを意識 してい るか

らに他 な らない。トバ ・バ タックた ちは、キリス ト教徒 として、自身 の民族集 団 を述 べ るこ とに より、

また、その優位 性 を示 す こ とに よ り、彼 らは独立 した民 族集 団で あ り、公的 に与 え られ た 「マ レー

人 」の特徴 には当て はま らな い とい うこ とを示す ので ある。

また、ユ ダヤ人 や西洋 人 とのキリス ト教 を通 して の関係 に よって、トバ ・バ タックたちは、華 人 よ

りも自身 を上 に位置 づ ける ことが で きる。なぜ な らば、トバ ・バ タックの多 くの者 は、インドネ シア、

マ レーシア、シンガポール、そ して、中国 を植民 地化 してい た西洋 人 を華 人 よりも優 れて いる とみ

なすか らであ る。 パパ ・レーナは、ユ ダヤ人 を西洋 人 として分類 す るこ とに より、話 の中で、民族

的 なヒエ ラルキーを覆そ うとしたので ある。

以上 に挙 げたパ パ ・レーナ、パ パ ・アー ロン、パパ ・シアントゥリ3人 は、「マレー人」の特徴 とし

て公 に挙 げ られてい るもの とは正反対 の特徴 を トバ ・バ タックの特 徴 として 強調 してい る。 また、

彼 らの話 の中 で、キ リス ト教 は、トバ ・バ タックを 「マ レー人」か ら切 り離すマ ーカーの役割 を果 た

してお り、彼 らにポジティヴなイメージを運 ぶ ものであ る。つ ま り、これ らの話 し手 が述べ た トバ ・

バ タックの特 徴 は、シンガポールの経済 発展 とは相容 れ ない 「マ レー人 の弱点」としてマスメデ ィア

に取 り上 げ られ る特 徴 とは異 な り、急 速 な経 済発展 に適 したもの なので ある。 この ように、トバ ・

バ タックのキリス ト教徒 として のアイデ ンテ ィティの意識 は、彼 らに 「マ レー人 」の イメージ とは相

反 す る自己像 をもた らす 。 トバ ・バ タックの 自民族 像 はシンガポールの社会 的文脈 の中 で語 られ、

内面化 された シンガポール のイデオロギ ーをもとに、描 か れるの であ る。

トバ ・バタックと華 人

トバ ・バ タックたちは、また、シンガポール、イン ドネシア両方 の国家 イデオロギー を用 いて 自身

を華人 との関連 で民族 ヒエ ラルキーの 中 に位 置づ ける。 華人 を 自身 よ りも上 に位 置づ け る トバ ・

バ タックもい る一 方で、他 方で は、彼 らを自身 よりも下 に位 置づ け る トバ ・バ タックもい る。 ここで

は、この両 者の トバ ・バタックのエスニ ック・アイデンティティの表現 を見 てい く。

オンプ ン・エ リオット・ドリ(エ リオットの祖 父)は 、一世 の トバ ・バ タックであ り、退 職以前 は、船

員 をしてい た人物 であ る。 彼 は、インドネシア とシンガポールの間の経 済的 な相違 に関 して論 じ、

トバ ・バ タックを含 めた 「マ レー人」を民族 ヒエラルキーの 中に位置づ け る。 彼 は、シンガポールの

経 済的 な豊か さはそ の経済 政策 の故 だ と述 べ た。 この結果 が彼 の場合 では、彼 とその家 族が住

んで いる5ベ ッドルームの公 営 アパー トメン トで あった。彼 は、この住 居 を評価 して、インドネシア

では、「億万 長者 」の住 まい に匹敵す る と述べ た。彼 は貧 しい家 族の 出身で あるが、成 長 した子供
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たちが金 を稼 ぐので、また、シンガポール政府が 国民 に強制的 に貯蓄 させ るので、5ベ ッドルーム

のアパ ー トに住 め る と説 明 した。 そ して、彼 は、イン ドネシアやマレーシアで はな く、シンガポール

に住 む 「マレー人」の みが、豊 か に成 りえる と述べ た。

ここで 、オ ンプン・エ リオット・ドリが言 う「マレー人」とは、シンガポール国家 が 「人種 的」な分類

と して定め た 厂マレー人」の ことで ある。 こうした 「マ レー人」の 中で、シンガポール とイン ドネシ

アやマ レーシアの 間の経 済格 差が、シンガポールの 「マ レー人」と他の 国に住 む 「マレー人」の 間の

明確 な境界 線 となる。しか し、彼 の話の 中で、シンガポールの 「マ レー人」は、他の 国の 「マ レー人」

よ りも豊か であ るものの、受身 の存 在 として の印象 を与 える。 これは、華 人が多 数派 であ るシン

ガポール と、「マ レー人」が多数派 で あるインドネシアや 「マ レー人」が支配 的で あるマ レーシア と

の問の経済 力の差 のた めであ る。 オンプ ン・エリオット・ドリの話 の中 では、シンガポールの 「マ レ

ー人」は
、シンガポールの経 済政 策 に従 う存在 であ り、その経済発 展 をもた らしたの は 「政府 」で

あ り、「マレー人」では ない者、つ まり、華人 あ るいはインド人、あ るいはその両 方 ということを暗

に示 すの であ る。従って、ここでは、彼 らトバ・バタックを含 む 「マレー人」は、華人 やインド人 より

も低 い位置 を民族 ヒエ ラルキーの 中で与 え られ ているの であ る。

同様 に、シンガポール人 トバ ・バ タックニ世 とその インドネシア人配偶 者 の中に は、華人 を民 族 ヒ

エ ラルキー上 で高位 に位 置づ け、そ の上 で 自身の子供 た ちに華人 のアイデ ンティティの一 部 を共有

させ ようとす る動 きが あ る。華 人が民族 ヒエラルキーの上位 を 占め るため に、トバ ・バ タックの 親

の 中には、その子供 に学校 や保育 園で華 人の言 語で ある華語 を習 わせ ることで、華 人のアイデン

ティティの一部 を 自身 の子 供 に取 り込 もうとしてい る者 が少 なか らず い る。

私 が、これ を知 ったのが シンガポール人 トバ ・バ タックニ 世の教会 長老 であ るパ パ ・ケヴィン(ケ

ヴィンの父)の 家 を訪れ た時で あった。その時 、インドネシア人 トバ ・バ タックであ るパパ ・ケヴィン

の妻 、マ マ・ケヴィン(ケ ヴィンの母)と パパ ・ケヴィンの母で あるオンプ ン・ミカエ ル(ミ カエルの祖

母)が ケヴィンの保 育園 での言語 の選択 につ いて話 して いた。 ママ ・ケヴィンは、息 子 に華 語 を習

わせ たい とオンプン・ミカエル に言 うが、オンプ ン・ミカエルは、子 供 に華 語 を習 わせ る トバ ・バ タッ

クはい るが、その両 親が華語 が 出来ず、そのため家 で教 える こ とがで きないの で、小 学校 に なる

と子供 は良 い成 績 を取 れ な くなる と反対 してい た。 オ ンプン・ミカエルは、「D[仮 名]だ って、保

育園 か ら華語 を取 ってい たけれ ども、小学校 で は、難 しくて うま く行 か なかった。S[仮 名]な ら、

華人 のお母 さん を持つ か らいいけ ど、我 々は、家庭 で華語 を教 える ことは出来 ない よ」と言 った。

インタヴューに来 てい た私 が、家庭 教 師 をつ ければ と提 案す る と、オンプン・ミカエルは、即 座 に、

家庭教 師 をつ け るには一月 に幾 らか 払わ ねばな らない と言 う。そ して、彼女 は、「私 た ちは、子供

を賢 く育 てな ければ な らないん だ よ」とママ ・ケヴィンに向かって言った。ママ ・ケヴィンは不 満 そ

うな顔 を していたが 、その話 はそ こで終 わった。
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この会 話で、オンプ ン・ミカエル に とって重 要 なの は、学校 で孫 に良 い成績 を取 らせ る ことであ

るが 、ママ・ケヴィンに とって重 要 なの は、華語 を習 わせ るこ とによって、子供 の未来 を開 くことで

あ る。実 際、シンガポール でよ く読 まれてい る英 字新 聞であ るス トレーツ・タイムスの求 人欄 には、

華語 を話せ る とい う条件入 りの求 人広 告 が よく載せ られ ている。

しか し、ここで問題 となっていた のは、子供 の将来 の雇用 の ことだけで はないで あろ う。 華 人

のイメージは 「マ レー人」と比較 す る とか な りポジティヴな ものであ るので、華語 を取得 す るこ と

によ り、そ のポジティブ なイメージの一部 も共有 で きる と考 え られて いるので ある。 言語 の難解

さというの は、それ を母語 とする民族 の イメージに も関連す るもので あるか らであ る。

イン ドネシア人 トバ ・バ タックの船員 と牧 師の会話 がそ れ を示 してい る。トバ ・バ タックの船員 た

ち は、私の調査 当時 は、教 会が運 営す る トバ ・バ タックキ リス ト教徒 の船員 のた めのホステル に滞

在 してい たが、そ こにインドネシアか ら来 たHKBPの 牧師 も部屋 を持っていた。 私 がそ のホステ

ルを訪ね た時、ひ と りの船員 が、牧 師 に、華語 は、マレー語や インドネシア語 よりも難 しい ので、華

人 はインドネシア人や マレー人 よ りも頭が よい ということを言 って いた。 当時、トバ ・バ タックも含

め た 「マレー人」 がシ ンガポールで は、 低 い位置 に甘 ん じてい なけれ ばな らない ことに度 々憤慨

していた牧 師 は、これ を聞い て、イン ドネシァ語 もマ レー語 も難 しい とい うように答 え、インドネシ

ア語 を母語 に してい ない私 に、インドネシア語 は、他の言 語 と比較 して簡単 なのか尋 ね た。 この

問 いに対 して、私 は、返 事 に困 りなが らも、それ程 、簡単 だ とは言 え ない と答 え、自分 にとって、

一番簡 単 なの は、日本 語 であ ると答 え た。そ れを受 けて牧師 は この船 員 に、インドネシア語 も、そ

れ を母 語 にしていない人 々 にとって は、華 語 同様 難 しいの だ と述べ た。

この会話 で は、言語 の難解 さと、そ の言語 を母語 とす る人 々の頭 の良 さが 関連付 け られ、難解

な言語 を母語 とす る民族 が、 それ よりも簡単 であ る と考え られる他 の言語 を母語 とする民族 よ

りも、知 的 に優 れてい る ことが 前提 となっている。 牧 師は このため、イン ドネシア語 もマ レー語 も

そ れを母語 としない者 に とって は、難 しい言語 であ る と述 べ たので ある。 この前提 は、科 学 的な

装 いを持 ってお り、説得 力が ある ように聞 こえる。 一 般的 にも、母語 の難 しさと民族 の頭 の よさ

を関連 させ 、特 定 の言語 を習得 している者 は、そ うでない者 よりも頭 が よい という言説 が存在 す

る。 こうした言 説 と華人 の民 族 ヒエ ラルキーでの位置 及 び彼 らの イメー ジが結 びつ くこ とに より、

ここで船員が 主張 したような華 人の評価 が生 じるの であ る。 こうした 関連付 けのた め、子 供 に漢

字 の読 み書 きを伴 う華語 を習得 させ るのは、シンガポールで 成功す るため のひ とつ の戦略 とな り

得 るので ある。

こうした事例 とは対照 的 に、トバ ・バ タックた ちが 、インドネシアのイデオロギー を用 い るこ とに

よ り華 人 を 自分 たち の民 族 よ りも下 に位 置づ け るこ ともある。1997年8月 の聖書研 究会 で の こ

とであった。 こ こで は、キリス ト教徒 の食物 の禁 忌 に関す る議 論が なされ てお り、そ れが、華 人宗
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教(仏 教 や道教)に 関す る議論 に発展 していった。 この聖書研 究会 で は、ローマ人へ の手 紙 の14

章1節 か ら16節 までが、読 まれ てい た。 ここで の説教 で、トバ ・バ タックの牧 師 は、HKBPは 、セ

ヴンスデー・アドヴェンティス ト教 会 とは異 な り、いか なる食物へ の禁止 も持 たない とレ.・うことを述

べ た。こうした禁止が ない ために、HKBPの メンバ ーはいか なる民族 のいか なる宗教 の人 々 とも

共 に食事 がで きる とい うこ とを説 いた。 この説教 は、豚 肉 を食べ るこ とに対 して禁忌 を持つ イス

ラム教徒 が、人 口の約90%を 占め るイン ドネシアのそ れ とは違 う文脈 、つ ま り、シンガポールの文

脈 で話 されてい る。 トバ ・バ タックキ リス ト教 徒 と同様、豚 肉 を食 べ るの を好 む と考 え られ ている

華 人マジョリティとの共 食が可 能で ある ことを暗 に示 しているの であ る。 こ うした牧師 の説教 の

後、食物 の禁忌 に関す る議 論が な され た。

二世 の教 会長 老の ひ とりであ るパパ ・ケヴィンが華 人 の死 者へ 食物 を供 え る慣習 に言及 した時、

議論 の話題 は華 人の祖先 崇拝 に移った。パパ ・ケヴィンは、次 の ように質 問 した。

「8月に なる と、華人 は大 きな祭 りを開 き崇拝 を行 い ます。そ の崇 拝 には、食物 が必要 となるの

です が、こうした状 況 で、我 々[キ リス ト教徒]は 、華 人か らもて な され る食物 を食べ て もよいの で

しょうか?ま た、彼 と一緒 に食べ て も良い ものなの でしょうか?こ うした儀礼 の後 では、彼 らは、

一 同会食 を します
。(中略)キ リス ト者 は、[この時]ど うす るべ きなので しょうか。 私た ちは[彼 ら

と一緒 に食べ る こ とが]で きるので しょうか?そ れ とも、一緒 に食べ るこ とは出来 ない と言 うべ

きで しょうか?」

こ こでのパパ ・ケ ヴインの 関心 は、死 者、あ るいは、他の宗 教の神 に捧 げた食物 であ る。 シンガ

ポールでは、8月 に、大規模 な餓鬼 供養 が行 われる。 この祭祀 の 間、華 人の道教 徒 と仏 教徒 はシ

ンガポール全土 で、死 者の霊 のた めに紙銭 を燃や し、線香 を焚 く。 また、公営 アパー トの建物 の下

にある共有 スペース には、祭壇 が設 け られ 、死 者の霊 の ために供物 が置か れ、そ の前 にテーブル

が しつ らえ られ、人 々が飲 食 を共 にす る。パパ ・ケヴィンの 質問 はそ うした環境 での経 験 に基 づ い

た ものであ る。

パパ ・ケヴィンの 問い に対 して 、牧師 は 「我 々、キ リス ト者 は、[他の]神 に捧 げ られ た食物 を食べ

るこ とがで きるで しょうか?こ の食物 は、神 々 に捧 げ られ たもの では ない と思い ますが?お そ ら

く、ただの儀礼 的手順 なの では ないで しょうか」と答 えた。パパ ・シアントゥリは、この牧師 の言葉

に付 け足 して、「幽 霊へ のね」と言った。パパ ・ケ ヴィンもまた、「彼 らの神 は、幽霊 なんだ」と付 け

足 した。 この 、パパ ・ケヴィンとパパ ・シアントゥリの華 人宗教 ぺ の見 方 は、典型 的 なインドネシア入

トバ ・バ タックの華人 の仏教 に対 す る見方 であ る。後述 す る ように、インドネシア人 トバ ・バ タック

にとって、死者 に食物 を供 える ことは、幽霊 を崇拝す る とい うこ とを意 味す る。

パパ ・シアントゥリに続 いて、牧 師 はローマ人へ の手紙14章8節 を引用 して、説教 の中 で言った

ことを繰 り返 した。「もし、我 々の友 人が そ こ[祖先 崇拝 の場]に い て、[我々を招 い たものの、]我々
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が[そ こで]食 事 をしないの な らば、彼 らの気持 ち を傷 つけ ないで しょうか?ど うでしょう?し か

し、もし、我 々が[食 物 に対す る禁忌 を持つ]熱 狂 的 なキリス ト教徒 と共 にい るのな らば、我 々は、

そ の人 と同 じように熱狂 的 にな るこ とがで きます。そうい う場合 で ないの な ら、あ なた方 は、[華

人 の友人 たち と]一 緒 のテーブルについ て食べ る ことが で きます 。 さ もなければ、彼 らを傷つ け

て しまうで しょう。 どち らが よいで しょうか?」 牧 師は、こ こで、いかに好 ま しい社 会 関係 を他者

と築 くか を述べ てお り、キ リス ト教徒 が他宗 教の神 々や霊 的存在 に供 え られ た食物 を食 べ てよい

か否 か という質問 には答 えてい ない。

こうした牧師 とは異 な り、パパ ・シアントゥリは、例 を出 してそ うした食 物 を食 べ るこ とにつ いて

話 した。 彼 は、インドネシアでの経 験 を次 の ように述べ た。「私 の場合 は、[他の神 々へ の供物 を]

食べ る ことが出来 た よ。我 々 は、唯一神 を持 ってい る とい うこ とを知 ってい る。唯 ひ とりの神 だ

よ。 主が神 だ よね 。 だか ら、私 た ちは、彼 らの神 々に、彼 らと共 に祈 る とい うことはしな い。(中

略)小 さい とき、私の村 で は、この頃[8月]に なる と村 の子 供た ち総出 で華人 の墓 の食物 を食べ

た ものだ よ。果 物や他 の ものが一杯 あったね。彼 らは こうす るんだ[パ パ ・シアントゥリは コミカル

に仏教 徒が 手 を合 わせ て拝む姿 を真似 た]、 それ か ら、[墓を]後 にす る。(中略)そ の人が まだ、

100メ ー トルもいか ない うちに、子供 た ちが[出 て きて]供 え られた食べ物 を食べ る んだ よ。全然 、

問題 なん てない よ1私 はそ の子供 たちの ひ とりだったん だか らね」。

パパ ・シアントゥリの話が 終わ る と牧 師が す か さず言 った。「使 徒パ ウロが言ったの は、こうい う

ことです。食物 自体が悪 い分 けで はない。神 は唯一で す。彼[パ ウロ]は 、我 々に[全 ての食物 は

清 いので あるが、信 仰の弱 い者 には、汚 れた もの に映 る こともあるの で、]信仰 の弱 い者 にな らな

い ように、自分 自身 を守 りな さい と言って いるので す。 私 は、あ なた方 の中に、信 仰 の弱い者 が

い ない ことを願い ます」。

この議論 の中で の、パパ ・シアントゥリの死 者 に供 えられた食物 を食べ た という発 言 は、シペ レ・

ベ グゥ(sipelebegu=幽 霊崇拝)と キ リス ト教徒 トバ ・バ タックの間で呼 ばれ る土着 の信 仰へ の

インドネシア人 の見方 を、華人宗 教 にあて はめた ものであ る。HKBPの キリス ト教徒 た ちは、教

会 に より、墓や死 者 に食物 を供 えるこ とを固 く禁止 されて いる。これを行 うのは、キ リス ト教教 義

か ら逸 脱 し、シペ レ・ベグ ゥと同 じこ とになるか らであ る。 また、シペ レ・ベグゥは、アガマ と呼 ば

れ る政 府 に より認め られた宗教 には含 まれてい ない。前述 したように、イン ドネシアで は、アガマ

を信奉 す る者 は、国家 に対 して忠 実で あ り、また、進歩 的で あ るとみな されてお り、そ の逆 に、ア

ガマ以外 の宗教 を信奉 している者 は 「後進 的」で ある とみ な されて いる。 同様 に、トバ ・バ タック

社会 で シペレ・ベ グゥを行ってい る者 は、「後 進的」であ る とみ なされる。 上記 の聖書研 究会 での

議論 で は、 この見方 が死者 に食物 を供 える華人 に適用 され てい るのであ る。 こうした見 方 に従

えば 世界宗 教で ある仏教 を信仰 してい る華 人 も祖 先や その他 の死者 に食物 を供 えるこ とで、「後
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進的」であ る とみ られるので ある。パパ ・シアントゥリの コミカルな華 人 の崇 拝スタイルの物真似 や

話 の中での トバ ・バ タックの子 供 たちの行為 も、こうした華 人へ の評価 を反映 して いる。 この文 脈

で、パパ ・シアントゥリは、華人 を トバ ・バ タックよりも下 に位置付 けて いるの であ る。

今 まで、見 て来 た ように トバ ・バ タックたちは、様 々に華 人 に関 して 自身の民 族 を位 置付 けてい

る。 華人 を民 族 ヒエラルキーの一番上 に位 置付 けてい る者 、こうした華 人の位 置 を受 け入 れなが

ら、華人 のアイデ ンティティの一部 を共有 しようとす る者 、そ して、自身の民 族集 団 よりも下位 に

位置付 け る者 であ る。最初 の2例 は、シンガポールの国家 イデオロギー によ り支持 された民族 ヒエ

ラルキーを受 け入 れ、その上 で、自身の民族 的 なアイデンティティを規 定 しようとした例 であ るが、

最後 の例 はイン ドネシアのイデオロギーを用い て、民族 ヒエ ラルキー を操作 してい る例 で ある。第

3の 例 におけ る国家 イデ オロギーの用い 方は、 自己像 を形 成す る ときの イデオロギーの用 い方 と

は異 なる。最 も、両方 とも近代 化や発 展 を考慮 に入れ たもの ではあ るが 。自己像 を打 ち立 てる時、

トバ ・バ タックたちは、シンガポールの国家 イデオロギーを用 い て 自身 を 「マレー人」よりも上位 に

位置付 けて いる。 これ は、シンガポールの経済 発展 に関す るイデオロギーが 「マレー」文化へ の批

判の根 底 にあ り、また、民族 ヒエラルキーは これ に依拠 して いるか らであ る。一方 、華人 を自身 よ

りも下 に位 置付 け るために、トバ ・バ タックたち は、インドネシアの イデオロギー を用 いる。これは、

シンガポールの民族 ヒエ ラルキーの 中の華人 の位置 は同国のイデオロギーに よ り支 え られ てお り、

この ヒエラルキーを覆そ うとしてい る トバ ・バ タックた ちは、違 う強調点 を持 ち、尚且つ 、発展 を目

したイデオロギ ーが必 要で あるか らであ る と言 える。インドネシアの国家イデオロギーで は、アガ

マの価値 が経済発 展 の根 底 にあるべ きだ とされてい るが、シンガポールで は、そ うでは ないか ら

であ る。 このため 、トバ ・バ タックた ちは、インドネシアのイデォロギーを用 い るこ とによって、シ

ンガポールの民族 ヒエ ラルキー を覆 す こ とが で きたので ある。

おわりに

シンガポール人 トバ ・バ タックたちはアイデ ンティティの葛藤 を経験 して きた。第1に 、トバ ・バ タ

ックた ちは、シンガポールで はイスラム教徒 と認識 され ている 「マ レー人 」に分 類 されてい る。 こ

れが葛 藤の ひ とつの原 因で ある。第2に 、「マ レー人」のネガティブなイメージ と、トバ ・バ タックが

もつ 自身の民族 のイメージの相違 であ る。 このため、「マレー人」として のアイデ ンテ ィティを意識

はす るが、自身の民族 アイデ ンティティとは異 なるた め葛 藤 を感 じるのであ る。 こうした葛藤 を

解 決す るため に、シンガポール国家 によって 「マ レー人」に分類 され、付与 され たイメージや民 族

ヒエラルキーで の位 置 を操 作 しようと試 み、トバ ・バ タックた ちはシンガポールの国家 イデオロギ ー

のみ ならず、インドネシアの国家 イデオロギー をも利 用す るので ある。
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このふたつ の国家 イデオロギー は どち らも経 済発展 を意 識 してい るが、経済 発展 に対す る姿勢

や強調 点は異 なるの で、ひ とつ のイデ オロギーが一 方の イデオロギーのカウンター ・イデオロギー

に もな りえる。 これ らふたつ のイデオロギーは、シンガポールの トバ ・バ タックに内面化 され、トラ

ンスナショナル ・コミュニティの中で 、理想 的 なシンガポール人 トバ ・バ タック像 や 自己の民族 の位

置 づ けに選択 的に利用 され る。 一方 で、彼 らはシンガポールのイデオロギーに支 え られて いるキ

リス ト教徒 のポジティブなイメージを利用 しなが ら、他 方で シンガポールの 国家イデオロギーに支

え られ ている民族 ヒエ ラルキーを覆 す ためにイン ドネシアのイデオ ロギーも用 いてい るのであ る。

Williams[Williams1989,1991]が 述 べ る ように、ナショナル・イデ オロギーは、意味 のヒエ

ラルキーを創 出 し、どの ような特色 が当該 の国家 の成員 として好 まれるのか とい う基 準 を提示 す

る。しかしなが ら、祖 国 と受 け入 れ先国、両 方の 国家イデオロギーが存在 す る トランス・ナショナル・

コミュニティでは、両方 のイデオロギーが意味 の体 系 に影響 し、従 って、国家の 成員 として適切 で

ある とい う特 色 もこの両方 が提示 す る。この ため、好 まれ、適切 であ る とされる特 色 が異 なれば、

このふ たつ のイデオロギー は互い に挑 み あ うこ ととな る。 この 結果 として、トバ ・バタックたちの

教 会 コミュニティは、イデオロギー的な闘争 の場 とな るの であ る。 このイデオロギーの闘争 の場 に

お いて、トバ ・バタックは、こうしたイデオロギー を多 様 な関心 と 目的に絡 まる文脈 で言及 し、多様

な方法 で、自己のエスニ ック・アイデンティティをコントロールす るため に、所 与 の意味 のヒエ ラルキ

ー を転 覆 させ た り、再編 成 した りす るので ある。

〈南 山大学 人類学研 究所研究員〉
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マレーシア・ペナンの宗教組織と華文教育に関する

人類学的研究の課題 と展望

黄 蘊

マ レーシアは1957年 にイギ リス植民 地 よ り独 立 を果 た した、マ レー人、移 民 としての華 人、イン

ド人、お よびそ の他 の人 び とか ら構成 され た新 生 の国で ある。 多元社 会の典 型 として これ まで

内外の 関心 を呼んで きた。本報 告 では、マイノリティとしての華 人の教 育問題 を主題 に、華人 の母

語 教育 と宗教 に注 目しなが ら、マイノリティが どこ まで 自分の文化 を維 持で きてい るのか、マ レー

シア社会 にお いて、'多文化 主義 と国民統 合 という二つ の課題 がいか に実践 されてい るの か といっ

た諸課題 に、人類学 か らの アプローチ を試み る。具体 的 には、マラッカ海峡 に面 したマ レーシア北

部 の都市 ペナンの宗教 組織 と華文教 育 との連 関を研究 対象 に、宗教 組織 とマイノリティの母 語教

育 との相 互 関係、 お よび多民族 国家 にお けるこの両者 の連 関の意義 を検討 して、今 後の研 究の

可 能性 と方向性 を探 りたい。

マ レー シアは、マレー語 を公 用語 に、イスラームを国教 に してい る国 であ りなが ら、各民族 が 自

分 の民族 文化 、宗教 を保持 す る 自由 も保 障 されてい る、いわ ゆる多 文化 主義 を唱えて いる国で あ

る。 しか し、これ までマイノリティであ る華 人、インド人の民 族文化 の維 持 に関して は、国民 統合

との 間に矛盾 が生 じる とされ 、種 々の問題が お きて きた。華 人の文 化、教 育の発展 は独 立前 よ り

政治 に左 右 され、政治 化 されて きた。 一方、イスラームが国教 であ るマ レーシアで は、イスラーム

以外 の宗教 の発展 の空 間も限 られてい る。 社 会奉仕 の内 容の一 つ として、 これ まで宗教 組織 は

華人 の母語教 育 に協 力 をして きた事 例 があ る。 この両者 の連 関、そ れ を取 り巻 く社会現 象 は、多

文化社 会研 究 に興 味深 い研 究材 料 を提供 す るもの と思 われ る。

政治と絡み合う教育問題一 華文教育の歴史と現在

マ レーシアで は、言 語、食文化 、生活 習慣 な どの面 にお ける、諸 民族 の 自然 な交流 ・融合 が行 わ

れて いる。 しか し、こうした生 活面 におけ る自然 な動 きとは裏 腹 に、文化 ・教 育政 策は、多 くの矛

盾 と不安 をは らんで いる。

教育 政策 に関 して、独立 前 に作 成 された 「1952年 教 育法 令」は、マ レー語 と英語 のみ を教育言

語 と規 定 したが、華人 、インド人 の反対 で華語(本 稿 にお いて「華語」は、中国語 マンダ リンを指す)、

タミール語 も教 育言語 として認 め られ た[林1998:232-235]。 しか し、教育 言語 の問題 は潜 在 的
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な問題 として残 った。1969年 の5・13事 件(注1)以 後、文 化 の違 いが民 族衝 突の一 つの原 因 とされ、

政府 は各民族 の文化融 合政 策 を急 ぎ、国家 文化大 会 を開いて、国家 文化 政策 を提 出 した。そ れは、

国家文化 は土着 民族(マ レー人)の 文化 を中心 に、その他 の文化 の適 当なもの を国家文化 に組 み

入れ、さ らにイスラームを国家文 化の重 要 な部分 とす る もの であった。国家 文化政 策 はマ レー文化

中心 の文化 政 策 に政 治 的 な正 当性 を付 与 し、今 日に至 る まで 大 きな影 響 を与 えてい る。マレー

文化 以外 の外 来文化 を国家 文化 に認定す るか どうか は、政府 の権限 であ り、国家 文化 か らはず さ

れた ものは政府 か らの推 奨や 支援が ない。国家 文化 政策 が制 定 され た1970年 代 以後、華 人文 化

は政府 のサポー トを期 待 で きなか った うえ、これ まで以 上 に数々の制 限 を受 けて きた[何2002:

102-105](注2>。 マ レー民族主 義者 の 「一つ の国家 、一つ の民族 、一 つの文化 、一 つの言 語」とい

う考 え方 は変 わ らず、文化 ・教 育政 策 において、一 元性 を基 礎 に、華人 、インド人 の要求 に対応 し

てい る。 こうした一 元性 と多元性 の矛盾 は教育 問題 に中心 的 に現 れて いる。華人、インド人 は 自

分 の言語 、文化 を維 持す るため 、教 育政 策の多元 化、つ ま り母語 に よる教育 の権利 を求 め続 けて

いる。しか し、それが しばしば政 治化 され、教 育 問題が 政治 的課題 にな る例 はめず らしくない 恠3)。

マラヤ連邦 の独 立 当初 は、華 人人 口が全 人口の37%を 占め 、華人 は華語 の公用 語化 運動 を起

こしたが、失 敗 に終 わった。 その後、母語 による教 育 の権 利 を華人社 会 の最後 の防衛線 として、

華 人社 会は一致 して守 ろうとして きた 。

マレーシアの華文教 育は、1819年 にペナ ンに初 めて作 られた私塾 「五福書 院」か ら始 ま り、今 日

まですで に180年 の歴 史 を有 する[郭1994]。 華人 は教育 に情熱 を注 ぎ、1957年 まで に、マラヤ

連邦 の華 文学校 は1,347校 に達 した[郭1994]。1957年 に 「1957年 教育法令 」が発表 され、マレー

語 の国語化 が決 定 され る と同時 に、そ の他 の民族 の言語 と文化 の発展 も保 障 され る。これ により、

マ レー語 小学校 を国民 学校 とし、華 語、英語 、タミール語小 学校 を国民型 小学校(準 国民学校)と

す る ことが発 表 された 。華 文小学校 は正 式 に国家教育 システムに組み 込 まれ、華 文中学校 の従 来

の教 育言語 の母語 化 も認め られた[林1998:236-237]。 ちなみ に、マレーシアの学 校教 育制度 に

おけ る修学 年数 は、小学 校6年 、中 学校6年(マ レーシアの 「中学校 」には 「初等 中学 校 」と 「高等

中学 校」が含 まれ、そ れぞれ修 学年 数 は3年)で あ り、義務教 育年数 は小学校 と中学校 の計12年 で

ある。

その後、「1961年 教育 法令」が制 定 され、国語(マ レー語)を 主 な教 育言語 とす る教育制 度の 設

立が 強調 された。 この法令 は、政府 の教育 システム内の華文 中学校 の教育 言語 を英語 に変換 す

るこ とも要求 し、それが さ らに1977年 か らは英 語か ら国語 に変 換 した。 教 育言語 の変換 を拒否

す る中学校 は政府 か らの補助 が受 け られず、独 自運営 の 「独立 中学校」となった。その結 果、当 時

71校 の華 文 中学校(初 等 中学 と高 等中学 の両 者 を含 む)の うち、54校 の学校 が教 育 言語 の変換

を行 い、17校 は変換 を断 り、私立 の独 立 中学 校 になった[古2000:65-67]。
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1969年 の5・13事 件 は、マレーシアの体制変 換の 契機 にな り、これまで政 策面 では表面化 してい

なかったマ レー人優 先 の政 策が表 面化 した。5・13事 件 の主 な原 因は、 民 族 聞の経済格 差 に よる

もの とされ、1971年 か らその経 済格差 を調節 す るための 「新 経済政 策」が実施 され た。その政 策

の 一環 として、ブ ミプ トラ政 策 とよばれ るマ レー系優 先 政策が提 出 された。 ブミプ トラ政策 は90

年代 に緩和 され た もの の、基本 的に現在 まで継承 されてい る。5・13事 件 の記憶 とその あ との ブ

ミプ トラ政策 の実施 は、政 治、経 済 、教育 な どの面 において華 人社会 に影響 を与 えてい る。た と

えば、 経済面 で は、70年 代 まで華 人は各工 業、商業 分野 にお いて先頭 に立ってい たが、70年 代

以後 マレー人 の企業 は資金、行政 面 において、政策 的 に優 遇 される こと とな り、華 人企業 は従 来

の優 勢 を失ってい る。 ハ イテ ク企業 と大 企業へ の華 人 の参与 が劣 勢で あ る一 方 で、中小 企業 の

90%以 上 が華人企 業 に よって 占め られてい る[劉1998:89]。 民族 間 の経 済格差 を是正 して、国

民 の団結 ・融合 を目標 にしてい る この政 策は、華 人 に とって行 政面 にお ける様 々な不 平等 があ り、

皮 肉に も華 人意識 の強化 を促す こととなった。

1969年 以後、マ レー語 の国語化 は一層 強化 され始 めた。1970年 以降、そ れ まで許 され ていた

英語小 学校 の教育 言語 はマレー語 に転換 し初 め、1975年 までにすべ ての英 語小学 校 の教 育言 語

の 国語 化が 完了 した 。英語 中学 校 の教 育言語 も1976年 か ら国語 にシフトして、1980年 か ら従 来

の英語 中学校 はな くなった[何2002:135]。,

この影響 を受 けて、 英語小 学校 の華 人学生 は徐 々に華文小 学校 にシフ トし、 小 学校段 階 では

90%の 華人 学生 は華文小 学校 を選択す るようになった。 中学校 の段 階 では英語 学校 の国語化 で

英語教 育 の選択肢 が な くな り、華人 学生 は国民学校 に集 中 した[何2002]。

60年 代 まで は、マレー シア華 人 のなか に英 語教育 者 と華 語教 育者 とい う区別 があ り、華人文 化

の伝 承や華 文教 育 に関 して意 見が分 かれ てい た。 マレーシアで は英語 と国語 の実用性 が高 いた

め 、50年 代 、60年 代 は、華人 に とっては英語 の地位 が至上 であ った。とくに60年 代以 降 は、それ

まで制 限され ていた英語 学校 の門戸 が開 き、英 語小 学校 に入学す る華 人学生 の増 加率 が華文 小

学校 の それ を上 回っている。 しか し、70年 代以 降の 国語化 の強化 に より、英語 学校が な くなり、

大 多数 の華 人 は国語学校 と華 文学校 とい う二つの選 択肢 のなか で後者 を選 んだ。 小 学校教 育 ま

での レベルで は、華 人 は華 文教育 にほ ぼ一本化 され たので ある。英語教 育者 とい う枠組 み も徐 々

に薄 くなってい る。 これ は華文教 育 の復 興 というよりマ レー化 への抵 抗 として とらえ られる[何

2002:139]。

英語教 育 の消滅 とともに、70年 代 か ら始 まる 「新 経済 政策」に よる経 済、教 育 な どの行政 面の

不 平等 に対 す る不 満 は、英語教 育華 人 と華文 教育華 人の 一体 化 を さ らにすす めた。

今 日マ レーシアで は1285校 の華文小 学校 が あるが、そ の大多数 は1957年 の独 立前 に、華 人 に

よって作 られて いる[馬 来 西亜華 校董事 聯合 会総会2001]。 華 人学生 の年 々の増加 に より、華 人

第3部 、 移 動 、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ、 ト ラ ン ス ナ シ ョナ リ テ ィ



社 会か ら華 文小学 校の増 設、 校舎 の拡大 といった要求 の声 が続 いて いるが、 政府 か らの反応 は

渋 い ものであ る。 華文小 学校 は国家教 育 システム内 にあ りなが ら、政 府か らの財政補 助 は学校 の

発展 に十分 で はないた め、財政 面で は華 人社会 の支援 を受 けてい る。

華文独 立中学校 は60年 代以 降 国家教 育 システムか ら外 されたが、華 人社 会 の支援 を受け、 ま

た中国語 の商業価 値が上 昇 してい るこ とも手伝 って、華語 、英語 、国語 とい うマルチ言語 の習得

を売 り物 に、復興 の道 をた どってい る。 独立 中学校 は60年 代 の17校 か ら現在 の60校 に増加 し

た[何2002]。 「1996年 教 育法令 」に よる高 等教育 の政 策緩 和 に より、私立 の華文 高等教 育機 関

の設 立 も認 可 され 、大学教 育 レベルまで の華 文教育 システムが成立 した 。

教 育 は華 人文化 継承 の基 礎 であ るため、華 人大衆 は華文小 学校、独 立 中学校 を精 力 的に支援

してい る。 各種 の名 目の教育 募金活 動 は 日常 的 に行 われ てい る。 華 文学校へ の 自発 的 な支援 は

マ レー シア華 人の生 活の一 部 にもなっている。

一 方、華 文教育 に対 して は、華人 大衆 のほか、宗教 団体 か らの支援 もあ る。 マレーシアではイス

ラームが 国教 で あるため、その他 の宗教 団体 の発 展 は行 政 的な制約 を受 けてい る。これ らの宗 教

団体 は慈善 と社 会奉仕 を行 う中で、マイノリティの華人 の教育 を支援 して きた。本 論 は、ペナンに

あ る道教、仏教 、カ トリック、プロテスタントの運営 してい る華文学校 に注 目し、これ らの宗 教 団体 が

華文学 校 を開設す る歴 史 的・社 会 的状 況 を明 らか に しなが ら、宗教 団体 と華文 学校 の相 互 関係 及

び多元 社会 におけ るそ の連携 の意 義 を探 り、多文化社 会研 究 の一 つの研 究課題 として提示 したい。一
ペナ ンは1786年 に英領 植民 地 とな り、シンガポール、マラッカとともに海峡植 民地 と呼 ばれ て

い る。19世 紀 半 ば以 後、ペナンはマ レー半 島 の工 業原料 の輸 出港 として栄 え、植民 地政府 が最 も

早 くアジァより労働 移民 を導入す る窓 口 となった[王2003:6-8コ 。 なかで も中国人の労 働移民

が大多 数 を占め、ペナンは歴 史的 に中国系 がマジョリティで ある都 市 となっている[王2003]。 開

港以 来、 国際港 と商業 の中継地 として成長 して きたペナンには、 華人 中心 の多元 社会 が築か れ

て きた。 華人 は当初労 働者 であったが、後 に手工 業、商業 、貿易 な ど、さまざ まな職業 をもつ よ

うに なった。今 日100万 以 上の 人口 をもつ ペナンは、電子工 業、観 光業 中心の都 市 になって いる。

2000年 のペナ ン州政府 の人 口統計 では、民 族別 の比 率 は華人55%、 マ レー人33%、 イン ド人11%、

その他1%で あ る。

移民 した当初の華 人 は、祖 先 の位 牌 と郷 土の神 、つ ま り故 郷の文 化 と信仰 をもって、マ レーシア

にや って きた。移民 はまず郷 土神 の廟 をつ くり、廟の なか に、教 育の ための塾 をひ ら き、その後 に

血縁 をもとにした宗族 組織 と、地縁 を中心 に した同郷会館 が で きた。 郷 土の神信 仰、学校 、同郷
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会館 の三者 一体 は華人社 会の なかの典型 的 な結合 形態 であった。

ペナ ンの華人 は生活が 安定す ると、 まず教 育 に取 り掛 かる ようになった。 華 文教育 は19世 紀

にお いて、裕福 な華人 階層 が家 で開 いてい る塾 と団体組 織の作 って い る「義学 」、「義塾 」(学費が

無料 か、安 い学校)の ようなかた ちで展 開 されてい た。マ レー シアで初 めての塾 は1819年 にペ ナ

ンで作 られた 「五福書 院」であ る。当時、華文 教育 はイギ リス植民 地政府 にとって利益 が ないため

に、植民 地政府 か らまった く関与が な く、学 校 は華 人大衆 の支持 に よって運営 されて いた。20世

紀 になって、旧式の塾 教育 も徐 々 に近代的 な学校教 育 に変 身 した[林1998:216-217]。

マ レーシアで最初 の近代 的な華 文学校 は、ペナ ンの 「中華義 学」であ る。この学 校 は1904年 に、

当時 の清政府 の推進 と華人社 会 のリーダーで あった張 弼士 の呼 びか け によって、創立 され た学校

で ある。「中華 義学」(のち に 「中華学校 」と改名)は 、儒教 を学校 のモ ットーに して、学 校内 に孔子

廟 を建 てて お り、典型 的な儒教 式学校 で ある。 この学校 では華語 、古典 経典以 外、英 語、歴 史、地

理、算 数、物 理 な どの近代 的 な科 目が設 け られ ていた。 ペナ ンの 「中華義 学」はマレーシアの華文

教育 の新天地 を開 き、その後 、全 国各 地の華 人 はそ こを模範 に、続 々 と近代 的 な華 文学校 を作 っ

て いった[林1998:218-219]。 その主力 になったの は、各種 の華 人 団体 であ った。

独立 前 は、政庸の 支援が ほ とんどなかったため、学校 の運 営 に関 しては、資金 を出資 したメン

バーに よって構 成 され る 「董 事会」(理事会)が 責任 を負 ってい た。「董 事会」は学校 の財政 と運営

を担 当 してい る[林1998]。 独 立後 、華文小 学校 と一部 の華文 中学校 は国民 型学校 に なり、行政

面 では政府が 管理す る ようになった。しか し、学校 の土地 の所有権 は依然 として 「董事 会」にある

た め、「董事 会」は従 来 どお り学校建 設 に関す る財 政面の 支援 を行 っている。

ペ ナンで は、独 立前 、一般 の華人 団体 以外 に、華文教 育 を支援 し、かつ 宣教拡 大の ため、カトリ

ック教 会や プロテスタント教 会、仏教組織 によって華文 学校 が設立 され ている 。一 方、宗 親団体 、

同郷 団体 を母 体 とする道教組 織 は、 教育 を華人社 会生存 の必須 手段 として積 極 的に華文教 育 に

か かわっていた。

独 立後 、イスラームの国教 としての地位 が憲 法に明示 され たが、非 イスラーム宗 教 の信 仰の 自

由も保 障 されてい る 。しか し、政府 による行政 及び財 政面 の支援 が限 られ、政策 的制限 も加 え ら

れ てい る。非イスラーム宗教 は場所 や宗教 活動 の展 開な どにおい てさ まざまな制 限 を受 けてい る

[劉1998:230-231]。 これ らの宗教 組織 は組織 の発展 のため に、華 人社会 の支持 を求 める一方 、

華文教 育 に対 す る支援 を通 じて 、華人社 会 との連携 をはか り、自 らの正 当性 を訴 え ようとした。

ペナンの宗教組織の運営している華文学校

マ レーシア華人 の宗教信 仰 は、基 本的 に初期 の移 民 の宗教 を継 承 して いる。仏 教、道教信 仰 は
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華 人の宗教 信仰 の88%を 占めてい る。1991年 の宗教 人 口の調査 に よると、仏 教信 者 は華 人人 口

の68%を 占め 、道教 信者 は20%、 キ リス ト教 は7.8%を 占め てい る。80年 代 か ら90年 代 まで の

華人の宗教 信仰 の変化 をみ る と、キ リス ト教信 者の増加 が 目立ち、増加 率は47.9%に なってい る

[劉1998:226-227]。 一 方、実際 に華人 の宗教信 仰 には不確 定 な要素 が あ り、自身の宗教 信仰

に対 す る認 識 は曖 昧で、また二つ の宗教 を同時 に信 仰す る ことが あ り、宗教信 者 の境 界線 は必ず

しもはっきりしていな い。

ペ ナンの華 人の宗教信 仰 は全 国 の状況 とほぼ 同率 で ある。 道教 、仏 教 の信 者 の大多 数は華 人

である。 ペナンでは、カ トリック教 会 とプロテスタント教 会 は、主 に独 立前西 洋人 の神父 と華人神

父(牧 師)に よって開かれ、いず れも華 人が主 な信 者 になって いる。使 用言語 に よって、華 文教会

と英語 教会 に分か れて いる場 合が 多い。

ペ ナンで は、道教 団体 、仏教 団体 、カトリック教 会、プロテス タント教会 が、独 立前 に華 文学校 を

設立 した。 独立後 これ らの学校 はほ とん ど政府 型学校 に なったが、今 で もペナ ンで は、重 要 な教

育施 設 として華人 学生 に華文教 育の機 会 を提 供 してい る。上記 の宗教 団体 の学校 設立 の歴 史 は、

華文 教育 の歴 史 を表 してい る と同時 に、宗 教 団体 の歴 史 をも描 いて いる。

こ こで、これ らの宗教 団体 の活動 と華文学 校 の起 源 と現状 につ い て紹 介す る。

道教組 纔

血縁 、地縁 を中心 とす る宗族 団体 ・同郷 団体 と同業 団体 は、海外 の中 国人 社会 の結合 の三つの

伝統形 態で ある。ペナ ンでは、福 建か らの移民 が大多数 を占めてい る。 今 日でも福建語 はペナ ン

の華人社 会 の共 通語 になって いる。18世 紀 末の華 人労働移 民 の導 入 にともない、まず 宗族組織 が

徐 々に現 われ ている。 ペナンで は福 建系住 民の なかで謝、邱 、楊 、林 、陳、とい う五 つの宗族 団体

があ る。1820年 にで きた 厂謝公 司」という宗親会 はマ レーシア初 の華 人宗親会 であ る[顔1998:

7]。 これ らの宗 族団体 は、道教 の廟 を信 仰 の中心 として結合 されて いる。道教 は血縁 の継承 、祖

先崇拝 を重 要視 して いる。 こうした道教の教 えの もとに、宗 族団体 を中心 とす る華人社 会 のネッ

トワークが築 かれ ている。 この五 大姓 の宗族 団体 は19世 紀 半 ば以 後 より独 立前 に至 る まで、ペ ナ

ンの福建 系華 人社会 におい て、主導的 な地位 を占め ていた。

この五 大宗親 会 は広福 宮(仏 ・道結合)、天公 壇(仏 ・道結合)な どの道教 の廟 を中心 に運営 され

てい る。道教 の廟 の管理 か ら始 まった宗親会 は、道教 信仰 の もとに徐 々 に会員 を拡大 させ ている。

19世 紀 か ら華 文学校 や塾 を代 表 とする華文教 育 が始 まってい る。この時期 の華文教育 の 内容 は

「四書五 経」の習得 の ような中国 の旧式教 育で あった。20世 紀 に入 る と、宗親 団体 や 同郷 団体 が

殻立 した 「義学 」や 「義塾」と呼 ばれ る学校 や塾 は、近 代の華 文学校 のモデル となった[林1998:

218-219]。20世 紀 の初 め よりマ レー シアの華文教 育 も近 代化 の道 を歩 み始 めた。
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ペナ ンでは、20世 紀 の初期 に道教 組織 の一 形態 であ る宗 親会 は この ような新 しい学校 を設立

してい る。「謝 公司」が 「育才学校 」、「邱 公司」が 「頴 川学校 」、「陳公司」が 「新 江学校 」を設立 して

い る。 また、奨学 金制度 も設立 され た。 これ らの宗親 会 は独 立前 か ら独立後 まで 、積 極 的に華人

社 会の教 育 に関わっていた。

これ ら以外 に、道教聯合 組織 としての 「ペ ナン中元聯合 会」は もっ とも組織 的 な力 として、華文

教 育 をサ ポー トしてい る。1970年 代 か ら 「ペ ナン中元 聯合会」は、毎年 恒例 的 に教 育基金 を供 出

し、多 数の華 文小学校 や 中学校 に寄付 している。

旧暦 の7月 は華人社会 の 「中元節 」であ る。「中元節 」は道教 に由来 し、毎年 区域 ご とに道 教儀

礼(注4>が 行 われてい る[王2001:105-107]。 ペナ ンでは、1970年 代 に各 区域が 連合 して、「ペ

ナン中元 聯合会 」を設 立 した。「中元聯合 会」は各 区域 の分会 に 「酬神 不 忘教育 」(神を拝 む以外、

教 育 をも忘れ ない)、「酬神 不忘慈 善」(神を拝 む以外 、慈 善 をも忘れ ない)と 呼 びか け、華文教 育

及 び慈善 事業へ の募 金活動 を始 めた[蘇1998:459]。 具 体的 に は、祖 先祭祀 や供養 などの儀礼

を行 うさい、「義演 」(歌、劇 な どの上 演 活動 を組 織、そ の収 入 をすべ て寄付す る)や 「義売」(「中

元 節」の 時に小売 り市 場 を設け、その収入 をすべ て寄付 す る)に よって大衆 の寄付 を集 め、そ の

資 金 をすべ て華 文学校 と慈善 団体 に寄付す る。ペ ナンの 「中元 聯合 会」が発 足 して30年 以来 、毎

年 欠か さず、華 文小学 校、独 立 中学校 に教育基 金 を寄付 し、多大 な力 を捧 げて きた。 毎年 の 「中

元 節」は華人 の伝統 ・宗教 文化 の維持 に貢献 し、区域 住民 の連帯 を強め る一方、長年 の華文 教育

へ の寄 付 運動 は民 衆 の華 文 教 育 へ の 関心 と支 持 を集 め て い る。 「中 元聯 合 会 」に属 してい る

分 会 は年々増加 し、 現在 は200以 上 に達 してお り、 今後 もその活躍 が続 くと思 われる[光 華 日報

2003.8.28]。

仏 教組織

マ レーシア にお ける仏教 団体 の作 った華文学校 は、ペナ ンの「菩提 学校」とマラッカの「香 林学 校」

の二箇所 だ けであ る。

20世 紀初頭 より30年 代 までの華 人渡来 の ピーク期 におい て、宣教 に来 た仏 教信者 もいた。 ペ

ナンで は1935年 に仏教 学校 としての 「菩提 学 院」が 設立 された。 これ は、1930年 に福 建省 廈 門

よりきた仏教 徒 の芳蓮尼 師の提 唱 によって作 られた もので ある[陳 英1980]。

芳蓮尼 師 は16歳 の時福建 省 で出家 し、1930年 にペナンに渡 来 した。 ペ ナンで仏教 を宣教 し、

現 地の華 人信者 の信 頼 をえていた。1935年 に弟子 たち の協 力 をえて、土地 を購 入 し、「菩提学 院」

を設立 した。 芳蓮尼 師 は、教 育 を通 じて、青年 たち に大乗 仏教 の教 えを伝 え ようとした。「菩提 学

院」設立 した当時の 目標 の 「闡揚佛 法」(仏教 の宣 教)、「収 容孤幼 」(孤児 の収容)、「設立佛 化教 育」

(仏教式教 育 の設立)か ら分 か るように、当時 の 「菩提 学院」設立 の 目的 は主 に仏教 の宣教 と、孤
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児 の収容 とい う慈 善活動 のた めであった[陳 英1980]。

芳 蓮尼 師の後任 は孤児 の収 容 と教 育活動 を続 け、1940年 には慈航 法師 な どの提 唱で、社 会 の

教育 事業 に協力す るた め、華文 の 「菩提 義学」を設立 した。紆 余曲折 を経 て、1945年 に正 式の学

校 として「菩提 華文小 学校」の名前 で学校登 録 を した。小 学校所 在 の区域 に貧困家庭 が多 いた め、

学 費免 除 を受 ける学生が3分 の1を 占めた。 その あ と、仏教教育 を系統 化 させ るた めに、1952年

に「菩提 華 文中学」を増設 した。1954年 に、香 港 より竺摩 法 師を招 き、仏教 学 を担 当 してもらった。

「菩提 中学 」の その後 の運営 は、一 般大衆 やペナ ンの各仏教 寺院 の熱心 な支援 をえて続 け られ た

〔馬 来西亜佛教 総会2003]。

1955年 、佛 暦2500年 「衛 塞 節 」を記念 す るため、新 たな土 地 を購 入 し、「菩提 中学」の校 舎 の

拡大 と高校 の増設 が計画 され た。 ペナ ンの仏教 各界 の熱心 な支持 をえて、1961年 に高校 が増設

され た[馬 来 西亜佛教 総会2003]。

厂菩提 学 院」は この ように小 学校 か ら高校 まで系統 的 な仏 教系教 育機 関に なってい る。 菩提 小

学校 、中学校 で は、授業 以外 に仏 教学 の授業 があ り、学生 の間で は、仏教研 究 会 も組織 されてい る。

「菩提 小学 校」はその後、1958年 に国民 型小 学校 にな り、政府 の教育 システムに入った。「菩提 中

学」も1962年 に国民型 中学校 になったが、両者 の管理 、運営 は旧来 どお り「菩提 学 院」が担 当 して

い る。「菩提 中学 」は1962年 に国民型 中学校 になった と同時 に、社 会 の需要 に より、かつ従 来の

華文教 育 を続 け るため、華 文 を教 育言語 として使 う「菩 提独 立中学」を別個 につ くった[馬 来西 亜

佛教総 会2003]。

ペナ ンで は 「菩提学 校」という正 規 の華文学校 以外 に、もう一校 の仏教 系華 文教育機 関が あ る。

1961年 の教 育法令 に より、教育 制度 の変換 が行 われ、教 育のチ ャンスを失 った華 人青年 が増加 し

てい た(注5)。1963年 に 「妙香林 寺」の広余法 師の主 導 によって、ペナ ンの仏教徒 と華 文教 育 に熱

心 な人々が、1963年 に 「ペナ ン仏 教義 学」(学費 無 料の ボランテ ィア機 関)を 創 立、華 人青 年 に教

育の機 会 を提 供 してい る[梁 国興1985]。

カ トリック教会

マレーシァで は独 立前 より、キ リス ト教 会 は華人 のなか で宣教 し、華文教 育 を支援す る ことで華

人 との連携 をもって いたが、独 立後、その傾 向は より強 まって いた。イスラームの国教 としての地

位が ます ます 強化 され た なか 、イスラーム以外 の宗教 の発 展 は難局 に向かっていた。 道教、仏教

は もともと華人信 者 の信 仰 を集 めて いたが、カ トリック教 会 とプロテスタン ト教 会 は自分 自身 の生

き残 りの ため に、よ り華 人社会 の支持 を求 め ようとした。

政 策面で は、独立 後政府 の法律 に より、イスラーム以外 の宗教 が教 会 を増 設 し、発 展す るこ と

は容易 な ことでは なくなった。独 立前 か ら土 地 をもってい た一部 の宗 教組織 で は、あ まった土 地
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を華入 組織 に寄付 し、華文 学校 の建設 にあて ていた。た とえば、1970年 に 「聖方済 修士協 会」(キ

リス ト教 神父 の協会)が 自分 所有 の空 き地 を 「ペナ ン商務華 文小学校 」に寄付 し、学校 の移転事 業

を協力 した例 があ る[林1992:51]。

西洋 人の宣 教者 に よる華文 学校 設立の歴 史 は古 い。1852年 に、ペナ ンでは カトリックの神 父 に

より、華文学校 で ある 「聖心 学校」が 設立 された。 そ こで は中国の 旧式 の塾教 育 を行 い、「四書 五

経 」を教 えて いた。西 洋人 の神父 は華人社 会で の宣教 と、華文教 育の支 援 という社 会 的責任感 か

ら華人 の母語教 育 に関わっていたが、最初 は濃厚 な宗教色 をもち、華人社 会 か ら敬遠 されて いた。

ペナ ンでは3校 の華 文学校 が、ベルギー出身の余廉 神父 の主導 に よって作 られた。 余廉神 父 は

1917年 にベルギー に生 まれ、1944年 に 「パ リ神 学 院」を卒 業 後、神 父 に なった。1946年 か ら中

国の貴州省 で6年 間宣教 したあ と、中 国の共産化 により、1952年 にマレーシアのペ ナンに派遣 さ

れて きた。ペナンの「聖母 七苦 堂」で宣教 した のち、1956年 に趙仲生 神父 とともに教 会付 近 に「恒

毅 小学校 」を設 立 した。 余廉i神父 は中国語 が分か り、中国文化 に関心 を もってい る西 洋人神 父の

一人 であった。華文 教育 を発 展 させ 、とくに貧 困家 庭の子 供 に中華文化 の勉 強のチャンスを与 え

るため に学 校 を作 ろうとした。当時余廉神 父 はローマ法王 に10万 ドルの援 助 を申請 し、かつペ ナ

ンで一 般大衆 に募金 を呼 びか け、学校 の建設 を実現 した。その後1957年 に、私 立の 「恒 毅中学 校」

を設立 し、それがの ち に、1966年 に政府 の補助 を えて、国民型 中学校 になった。さ らに、1969年

に貧 困家庭 の子 供 に教 育 を提 供す るため に、華文 の 「恒毅 幼稚 園」を設立 した(注6)。

余廉 神父 は この三 つの学校 の建 設の ために、自分 の遺 産 としての6万RM(約200万 円)を 寄付

したほか、ペナ ン各地 で募金活 動 をお こなった。「恒毅 幼稚 園」の校 舎移転 は、1997年 の金融危 機

に より経 済的 に困難 になった ため、余 廉神 父は1998年 にベルギーへ帰郷 し、20万RM(約660万 円)

の幼稚 園建設 基金 を募った。 余廉神 父 はペ ナンの華文 教育 に半世紀 の 間、力 を捧 げ、恒 毅3校 の

創 立 の父 として、華人社 会 に広 く尊敬 され ている。 この3校 の華文学 校 は地 域社会 、特 に貧 困家

庭 の華 人学生 に母語教 育 の機 会 を提 供 して いる。 余 廉神 父の社会 貢献 はペナン州 政府 にも認め

られ、1995年 にペナ ン州知事 か らDatol(高 い社 会身分 の一つ)の 称号 を授与 され た(注7)。

プロテス タン ト教 会

ペナ ンのプロテスタン ト教会 が作 った華 文学校 には、「協和華 文小学校 」と 「協和 華文 中学校 」が

ある。

1928年 、在 マラヤ の華 僑教育 の ために、ペナ ンの華人教 会 リー ダーで あった邱清 浩、駱 文萃、洪

清江、黄金榜 、李渓泉 、鄭珍 恩 な どの主導 によ り、幼 稚 園の設立 が提唱 され た。最:初はプ ロテス タ

ン ト教会 の 「美 以美教 会」を校 舎 として、「協和幼稚 園」を設立 した。幼 稚園 の「董事 会」(理事 会)は 、

教 会 の牧師 を含め て10数 人 を選 出 し、財 政 や総 務 な どを担 当 していた。幼 稚園 の運営経 費 は 「美
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以美教 会」、「聖公 会」、「福 音堂 」とい う「循 道衛理 宗」(注8)に属す る三つ のプロテスタント教会 が

出資 してい た[鄭 良樹 ・魏維 賢1975:136]。

翌年 の1929年 に学生 の数が大 幅 に増加 し、幼稚 園が3ク ラス増 えたほか、小学 校 のクラスも増

設 され た。1935年 に旧校舎 が手狭 に なったため、学校 が移転 し、「協 和幼稚 園」か ら 「協和 学校 」

へ と改名 した。厂協和学 校」は、幼稚 園 と小 学校 の両部分 か らなってい る。 その後、さ らに学生 数

が増 えたため、1936年 に学校 の 「董 事会」が募金活 動 し、教師 と生徒 とともに一般大衆 向 けの募

金 を始 めた1938年 に新 校舎 が建 設 され、 幼稚 園 と小 学校 がそ こに移った。1939年 には社会 的

な需要 に従 い、「協 和 中学校 」を増設 した[鄭 良樹 ・魏 維賢1975:137]。

その 聞校 長 は、教会 の牧 師や教育 関係者何 人か の人が順 番 に担 当 してい た。創 立30年 の1958

年に は、当初40人 であった生 徒数 が1,358人 に増加 し、教職員 数 も49人 へ と規模 を拡大 した[鄭

良樹 ・魏維 賢1975:138]。1957年 の教 育法令 に より、「協 和華文 小学校 」は国民型小 学校 に なり、

「協 和 中学校」も国民 型 中学校 になったが 、教会 は旧来 どお り学校 の管理 にあたっている。 今 日、

協和 小 学校お よび 中学校 は、ともに1,000人 以 上の学 生 をもつ大型学 校 として多 数 の華 人学生 を

受け入 れてい る[槙 城 協和 中小 学贊幼 稚園董 事会2002]。

宗教団体、華文学校と華人社会のあいだ

前節 でみ たように、ペナ ンで は宗教 団体 は積 極 的に華文学 校 を作 り、華人 の教 育 にかか わって

いた。華 人学生 は これ らの学校 に入学 し、母 語 による学校教 育 を受け てい る(注9)。

華文教 育 の維 持 はマ レーシアの華 人社会 の至上 課題 であ る。マレーシアで は華 文教育 を支持 す

る ことは華 人 を支 持す るこ とになってい る。マレー人優 先の行 政政 策 とイスラーム中心 の社会 環

境 にお いて、上 記 の宗 教団体 は、 華文教 育 を支 持す るこ とで華 人社会 と連盟 を組 んでい る局 面

がみ られる。

第三 節で見 た ように 「ペ ナン中元 聯合会」は、各 区域 の 「中元会」の聯合組 織 であ る。 ペ ナンに

おけ る地域 単位 の 「中元 節」の組織 的 な儀礼 活動 は、早い もので は1920年 代 に遡 る。1970年 代

以前、地域 の 「中元節」の組織 は、「私 会党」(華人の地 下派 閥組織)、地域住 民、地域 の廟 か ら結 合

した ものが多 かった。この3者 の リー ダー と成員 は重複 して いる ものが多 く、同 じ道教信 仰 のもと

に動員 され結合 している。 一 方、1970年 以後 、「ペナ ン中元聯合 会」の成立 に よって地域 住民 の

自発 的参加 が 目立 ち、よ り多 くの民衆 は 「中元会」を支持す る ようになった。1970年 以後 、華文 教

育へ の 慈 善募 金 が始 まり、その 規模 が年 々拡 大 す るこ とに よって、社会 にお ける 「中元 会」の影

響 も大 きくなって いる。

た とえば、「ペナ ン中元聯合 会」は成 立直後 の1973年 に、「商務華 文小学 校」創立 のた めに8万
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RMの 基金 を募 り、1974年 に は、「三民華 文小学校 」創 立の ため に25万8千RMを 募 った。1975

年 には、「韓江独 立華 文中学校 」に50万RMの 図書館建 設資金 を寄付 した[蘇1998:459]。 前述

のカ トリック教会所 有 の 「恒毅学 校」や 「修 道 院華文学 校」にも募金 を行った。90年 代 に入 り、そ の

募 金活 動の 内容 はよ り多 様 になった。各分 会 に よる個別 の学校 へ の寄 付の ほか、分 会の寄付 金 を

集 め、長 期的 な 「ペナ ン中元 聯合 会教育 及 び発 展基 金」を設 け、貧 困な華 人学生 向けの奨 学金 を

支 給 して いる。 毎年7月 、8月 になる と、全 国の華 字新 聞に は 「中元節」の報道 が 目立つ が、そ の

中で 「ペナ ン中元聯合 会」は全 国で唯一 の州 レベルの聯合 組織 であ り、その活 動 は最 も組織 的で、

影響 力 も最 も大 きい[光 華 日報2003.8.25,8.26,8.27,8.28;南 洋商 報2003.8.26,8.27,8.28]。

「ペナン中元聯合 会」及 びその分 会 による華文 学校 と慈 善 団体 へ の寄付活 動 は、社 会的 に好評

を受け、特 に華 人社会 に支持 され ている。その過程 にお いて、新 しい参 加者 がその活 動 に動 員 さ

れ てい る。共通 の道教 信仰 に結 ばれて いる人 たちの 間に、華文教 育 という慈善 活動 に よって新 し

い絆 が で き、そ れに より、華 人社 会 との一体 化 も深 まってい る。

次 は仏 教団体 と華 文教育、華 人社会 の関係 をみ てみ よう。 マレーシアには、大乗仏 教 と上 座部

仏教 の両 方が ある。 華人 の仏教寺 院が 最 も多 く、大乗仏教 を信 仰す る華人 は仏教徒 の大多 数 を

占めて いる。ペナ ンは仏教 の歴史 の長 い ところであ る。20世 紀の初 め ごろか ら華 人社会 では仏

教 活動 が徐 々に始 まり、中 国か ら きた仏 教僧 侶 は マレー シア仏教 の発展 に重 要 な貢 献 をしてい

た。ペ ナンにお け る1959年 の 「マ レーシア仏教 総会」の成 立は、マ レーシア仏 教史 にお ける画期

的な出来 事で あった。「マレーシア仏教 総会 」は国 内の300以 上の華 人寺 院か らな り、マ レーシア

大 乗仏 教の 最高機 関 に なってい る。ペナ ンにあ る もう一つ の全 国的仏教 団体 は、1970年 にで き

た 「マ レーシア仏教 青年 総会 」で あ る。 この総会 の特徴 は、大 乗仏 教 と上座 部仏教 の両 方 の会員

を含み、かつ漢語 系 と英語系 仏教 団体 の両 方 を含 んで い ることであ る[梁1985a]。

仏教 と華人社 会 は深い相 互関係 にあ るなかで 、華 文教 育 はそのうちの重 要 なポイントになって

い る。前述 した ように仏 教 団体 はペナ ンを中心 に華文教 育事業 を展 開 してい る。前 述の 「菩 提小

学 校」、「菩提 中学校」は 「菩提 学院」に よって創立 され てお り、そ のうち、「菩提 中学 校」は全 国 で

唯一仏 教 団体 所有 の 中学校 であ る。 幼稚 園教育 で は、「ペナン仏教 学 院幼稚 園」、「ペナ ン正 化幼

稚 園」が あ り、いずれ も華人対象 の仏 教教育 機 関であ る[梁1985a]。

華入 は仏 教信 者の多 数 を占めて お り、一方、仏教 も華人文化 の重 要 な構 成要素 であ るため、両

者 は離 せ ない関係 にあ る[頼1985a、1985b;梁1985a、1985b]。 仏 教界 の頼 は華人が 宗教 を

中心 に一体化 す るこ との重要 性 を唱 え、仏教 はそ うい う役 割 を果 たせ る とい う。今 日華人社 会 の

至 上課 題は依 然 として華 人文化 の継承 と維持 であ り、 民族 文化 の維持 には宗教 の力 を借 りるの

は無視 で きない課題 であ ると唱 えて いる[頼1985a、1985b]。 梁 は仏 教 と華 人文化 の 関係 につ

いて、仏教 団体 は華文 教育 を支持 し、華 人文化 の発展 に寄与 してい ると指摘 す る。言語の 面で は
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仏教 学 の研 究 には漢文が 欠かせ ない とい う例 の ように、 仏教 の発展 と華文 の維持 は表裏 一体 の

関係 にあ る とい う[梁1985b]。

この ように、華 文教育 とい う絆 を通 じて、宗 教 団体 と華人社 会が 連盟 を組む局 面が み られ る。

一方
、ブ ミプ トラ政 策の実施 とイスラームの 国教 として の地位 の存 在 は、華 人 と非 イスラームの宗

教 団体 とにマ イノリティ意識 をもたせ てい る。 共通 の立場 にあ るこ とか ら、これ らの宗教 団体 は

意識 的 に華 人社会 と一体化 をはか る ことがあ る。

独立 後、特 に1969年 の 「新 経 済政策」実施後 、華人 の権利 は より制 限 され るようになった。 道

教 と仏 教の信 者の大 多数 は華人 であ るため、教育 、経 済問 題の権利 主張 に関 して、華人 か らなる

道教 団体 と仏教 団体 は、よ り積極 的 に支援す るようになってい る。前 述 した1970年 以 降の 「ペ ナ

ン中元 聯合会 」の華 文教 育 支援 とその後 の活動 の拡大 は、そ の例 の一つ で ある。1996年 に成立

した 「馬来西 亜道教 組織聯 合総 会」は1999年 に華文高 等教育機 関 の 厂新 紀元 学院」(注10)に110

万RM(約3800万 円)の 建 設基金 を寄付 し、さらに2002年 に厂拉 曼大学」(注11)に 多 額 な建設 基

金 を寄 付 した[凱 憶 出版社2000:119]。

キ リス ト教の場合 、近年 のマ レーシアの イスラーム化 に注 目し、キ リス ト教徒 の社会 参加 を呼 び

かけ ている。国内のイス ラーム強硬 派の圧 力 による行政 政策 のイスラーム化(注12)は 、非 イスラー

ム宗教 の活 動 を束縛 してい る面 があ る。 自由 な宗教環境 及 び公平 な政策 の実現 という要求 を抱

え、キリス ト教 会 は他 のマイノリティ団体 と連携 を図 り、ともに立 ち向か うこ との重要性 を呼 びか

けて いる[伍1999:4-7]。

前節 に上 げたキリス ト教 会 による華文学校 建 設以外、近年 教会 が華文教 育 を支援す る例 も出て

いる。 た とえば、ペナンの 「キリス ト教衛 理公 会」は、1948年 に設 立 された55年 の歴 史 をもつて

いる教 会であ る。この教 会 は1990年 に 「衛理幼 稚 園」を開設、主 に華人児 童 を対象 に社 会奉仕 に

努め ている。 教会 の今後 の方針 は、華 人社会 と融合 し、母語教 育 と華 人文化 の維持 のた めに、華

人 と陣 営 を共 にす るこ とで ある。2003年8月 の教 会 の55周 年記念 活動 におい て、「新華 小学」、

「新 紀元学 院」な どの華 文教育機 関 に教 育基 金 を寄付 した[光 華B報2003.8,17]。

宗教 団体 は独 立前 よ り華文教 育のサ ポー トをして きたが、その活 動の 意味合 いが徐 々に変 わっ

て きて いる。独 立前 は社 会奉 仕 と宣教 が主 な目的であ るが、独 立 後の政 治状況 の変化 に従い 、意

識 的 に市民 団体 として華人 の教 育 とい う社会 事務 に参加 し、不 公平 な政策 に異議 を唱 え、自由な

社 会環境 を求 める ようになって いる。一
華人 はマ レー シァ とい う国家枠 組 みの なかでの 国民統合 の重要性 を認 めつつ、 同時 にエスニ ッ

179



180

ク・グループの固有文 化 を主 張 し、文化 の多様性 に基づ く国民統合 を唱 えてい る。独 立期 の華語公

用 語化 の主張 か ら今 日の華文教 育の正 当性 の訴 えに至 るまで、教育 問題 は、文化存 続の基礎 かつ

マイノリティの権 利 として、華人社 会の至 上課題 に なってい る。 これ は、マ レー系 主導 の政府 と華

人 の対立 の、一 番大 きな政 治的 争点 である。マレー化 に代 表 され る国民統 合 によ るエスニック・グ

ループの文化 の消滅 を危 惧 し、マ レー語 に一本 化 した 国民 教育政 策 に とくに強い反 対 を示 してい

るのは、2番 目に大 きいエスニック・グループの華 人で ある。現実 に華人社 会の訴 え と圧力 の結 果、

初等教 育 まで華 文小学校 は国民 教育 システムのなか に存 続 し、公的教 育の 制度 的多 元制 が部分 的

に実現 で きて いる。 これ は華 人の多 い東南 アジア諸国 におい てマレーシア特有 の事例 で ある。 こ

の点 を含 め、マイノリティとして の華 人 は政 策制 定 にさまざ まなインパ クトを与 え、多元 的社会 形

成 の重要 な要素 として とらえ られ る。

マレー化一 本化 の文化 ・教 育政 策以外 、イスラームを国教 に してい るマ レーシアで は宗教 政策 の

イスラーム化 も行 われ ている。 非 イスラーム宗 教 は政策的 制限 に反対 し、宗教 の 自由な空 間を求

めてい る。 独 立後 の政治状 況 の変 化 に従 い、非 イスラーム宗教 は自 らの宗教 活動 だけで な く、広

く社会 活動 に参加 し、多 元社 会の一 員 としての存在 感が 強 まっそい る。前 述の宗 教 団体 と華文教

育 の事例 か らみ られ るように、宗 教 団体は、独 立 前の慈 善 と宣教 という単純 な 目的 か ら、今 日は

ともに戦 うべ きマイノリティ側 の教育 事業 として華文教 育 を支 持 してい る姿が 目立って いる。

両者 の連 携 は、独 立後 のマ レー化 とイスラーム化 に代表 される一元 的な国民統合 か ら排 除 され

た もの としての反応 の一部 であ る。宗 教 団体 と華文教 育 の連携 は双 方の影響 力 を強め、市民 団体

として政府権 力の譲歩 と市民 空間の拡 大 に積極 的 な影響 を与 えてい る。 これ は華 人社会 及び宗

教団体 のマレーシア化 、ローカル化 を意味 して いる一方、両 者の活 動 は、一元 化 に対 抗す る社 会 的

基盤作 りの強化 に寄与 し、多元社 会 としてのマ レーシアの成立 の重要 な要素 として とらえられ る。

従来 のマ レーシアの政治 とマイノリティの研 究 は、政 治政 策の変化 とそ れに対 するマイノリティ

の対応 に注 目して いるが[金 子2001;杉 村2000;陳1984;Tan1986,1988]、 複 合社 会で あ

るマレーシァでは、上 にある政治 政策 と宗 教 とマ イノリティの母語教 育 という下 にあ る違 う要素 と

の絡 み合 いへ の注 目とい う、本 論 で展 開 を試 み た視 点 も重 要で ある。本 論 の事 例 はマ レーシァ研

究及 び他 の多 元社 会の研 究に興味 深 い課 題 を提 供 して いる。

一方 、上記 の宗教組 織 は華文教 育 を支援 す る過程 におい て、それ 自体 に変 革 をもた らしてい る

こともある。 た どえば仏 教、カ トリック教会 のそ れぞれ は、独立前 にお いて、華 文教 育 を支持 し、

社 会 的な事務 に参与 す る革新 派 と、それ を拒 む保守 派 に分 かれ ていた。 革新 派 は華 文教 育 を行

うことで 自分 の基 盤作 りを はか り、徐 々 に力 を拡大 し主導 的 になった。 そ の過程が はいか に行 わ

れ、宗教 組織 の改革 がい かに なされた のか を、今後 の課題 として考察 を続 けたい。
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【謝辞 】本 論文 の もとになった調査 は、2度 にわ たって助成 を受 けたCOE厂 トランスナショナリテ

イ研 究」プロジェクトの院生 派遣事 業、お よび 「西村 留学 生財 団」奨学 金の おかげ で実現 で きた も

の である。こ こに、厚 く御礼 を申 し上 げ る。本 調査 の実施 に関 して、元マ レーシア理科 大学 の金碧

霞教授、孝恩文化基金の王珠発博士より貴重な意見と情報をいただいた。あわせて、御礼を申し

上 げたい。 〈大阪大学人間科学研究科博士後期課程〉

11969年5月 、総選挙の3日 後にあたる13日 にマレー系 と華人の問に大規模な衝突が起こり、死者196人 、負傷者439人 の犠牲

者をだした流血事件。勃発した日付から「5・13事件」と呼ばれている[金子2001:267]。

2国 家文化政策の実施後、警察署などの政府部門は、華人の文化活動に種々の制限を加え始めた。最も話題になったのは、公共

の場での獅子舞の上演の禁止であった。その他、工芸大学の卒業式における、華人学生に対するマレー伝統衣装の着用の義務や看板に使う華

語の大きさの制限などがある。華人文化の自由な空間は、これまでにない制限が加えられた。90年 代に入ると、文化問題の対立は経済発展

への関心に移り変わった 匚何2002ユ 。政府要人は多元文化の存在 という事実を意識し、かつそれを有力な資源に変えようとしていた。マハティ

ール首相を初めとする政府高官は、しばしば華人の文化活動に姿を現していた。90年代は建国以来、民族関係の一番穏やかな時期 といえる。

32002年 の小学校の数学 と理科を英語で教えるという政府の教育政策に対し、華文小学校の変質の始まりとして、華人社会よ

り反対の声が大きかった。これは政治問題になったが、華人政党のMCA(MalaysianChineseAssociation)と ほかの政府与党の調整で一

応の解決策を見出した。

4「 中元節」に行われる道教儀礼は、祖先及び鬼の祭祀を内容 としている匚王環 発2001:105-107]。

51960年 の教育法令により、年齢制限を超える華人学生は国民中学校で教育を受ける権利を失った。それにより、多数の華人学

生は教育のチャンスを失った。

6「 洋神父力・華校」『星洲 日報』1995.6.26、「余廉神父」『光華日報』2002.9.21

7「 上帝請多給他一点時間」「光明 日報』1998.11.15、「余廉神父献身華教」「光明日報』20029.17

8「 美以美教会」、「聖公会」、「福音堂」はともにMethodlstChurchに 属す。この宗派はイギリスの神学者のJohnW6sley(1703

・1791)の宗教思想を基礎にできた各教会(中 国語では「衛理公会」、「循道公会」、或いは「循道衛理宗」という)の総称である。18世紀に、まず

イギリスとアメリカにその宗派ができた。1847年 に、アメリカにある「美以美教会」は中国に入 り、その後、英、米の各MethodistChurchの

宗派が中国各地で教会を作 り始めた。マレーシアでのこの宗派の教会の中国名は中国のそれによるものと思われる匚中国大百科全書出版社

1988:415-416]。 一

9上 記の宗教団体所有の華文小学校は1957年 以後、政府教育システムに入る国民型小学校になったが、教育法令により、教育言

語はやはり華語とする。華文中学校は、1961年 以後国語を教育言語 とする国民型中学校になったが、その前身は華文学校であったため、華人

学生にとって、比較的華文学習のよい環境をもっている。

101997年 に民営化 ・多様化を特徴とした高等教育の拡充策の一環 として、華人教育関係者が提案 した私立高等教育機関「新紀元

学院」の設立が認められた[杉村2000:164]。

11マ レーシアで.は大学の入学における民族比率制度があり、そのため、毎年多数の成績優秀者は大学に拒 まれている。最大の華

人政党MCAは1968年 に民族比率制度によって大学教育を受けられない華人学生のために、「拉曼学院」を設立した。2003年 に、さらに大学

としての「拉曼大学」を設立した。ただし両方の教育言語はともに英語である。

12た とえば、イスラーム刑法導入を含むイスラーム国家建設を唱導するイスラーム党PASの 圧力で、最大の与党UMNOは 行政の

イスラーム化を強いられている。

13た とえば、教会用地、教会活動の制限、非イスラーム用語使用の制限、道徳教育の権限はChrlstianDisciplesChurchか らイ

スラーム内部の教育部に移り変わるなど[伍1999:6]。
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蜜柑のシニフィエ
.北済州における開発の記憶 と在日同胞の存在についての試論

太田心平一
韓 国社 会 は 「在 日同胞(jaeildongpo,ス 刊望暑 王)」と呼 ばれ る人 々を どの ように受 け とめて き

たので あろ うか。 ここで は、大韓 民 国済 州道 北済州 郡 にある一集 落 に見 られ るひ とつ の感情的

傾 向、そ してそれ らが構成 され る上で重 要 な要 因 となる在 日コリア ンの存 在 につい て研 究 ノー ト

を展 開する(注1)。

在 日と韓 国社 会

20世 紀 の100年 問、朝鮮 半 島か らは全人 口の一割 近 くが流出 した と言 われ る(注2)。「海外 同胞」

とか 「在 外韓 人」と呼 ばれるこの ような流出者 たちの多 くは、新天 地で も閉鎖 的 なコミュニティを作

り、適 応 の中で も出自に基づ いた人 間関 係 を保 ちつつ、彼(女)ら 特有 のアイデンティティを見せ て

きた。この ような特徴 か ら「海外 同胞 」は数々の先行研 究で取 り上 げ られて きた。例 えば 日本の 「在

日同胞 」(以下 では便宜上 で 「在 日」と表記)(注3)に 関する人類学 的研究 があ る。 在 日が公私 の両

面 で重厚 な社 会組織 を形成 してい る という研 究[原 尻1989;原 尻1998]や 、同郷 の在 日同士 の関

係 が深層的 であ るという報 告[李 文雄1998;李2000]、 そ して在 日のアイデンティティの形成 と作

用 に関す る緒 論[李1996;浜 本1996;松 田1998;Ryang2002]が この分 野で は代 表的 だ(注4)。

これ らの在 日研 究 は、韓 国朝鮮研 究で も頻繁 に繰 り返 されて きた血縁 ・地 縁 ・民族主 義ナショナリ

ズムな どの韓民 族 をめ ぐる主要 なイシューと、日本 の状 況下 で 「移民」が たどる生 き方へ の着 目か

ら在 日を見つ め ようというもの だ と言 える。

同時 にこの分野 には、在 日が 「強制移住 的少 数民族」[綾部1990]と して故郷 との 断絶 を余儀

なくされ た人 々だ という考 え方 と、主 に 「出かせ ぎ的 に往 来 してい た人々」[森田1996]か ら発 し

た集団 である とい う考 え方 の軋轢 があ る。 また、どうにか しなければ な らない在 日の諸 問題 に対

して どのような立場 を取 るのか が研 究 におい て重 要視 され る傾 向 も強 く、在 日その ものに対す る

諸 々の レヴェルでの政 治的見解 が在 日研究 の世界 には根 を張 ってい る。

これ らの点か ら在 日研 究は、世 界の 厂移 民 研 究」の中で の特色 を見 せつ つ、同時 に多様 な論考

を織 り成 してい る と言 える。しか し他方 で在 日に関す る先 行研 究の ほ とん どは、日本 に暮 らす在
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日や、在 日に とっての在 日イメージ を論 じる に尽 きて いる。 もし本 当 に在 日が、出 自に基づ いた

人問関係 を重視 しつ つ も、韓 国人 と異 なったアイデ ンティティを見 せて いるの な ら、彼(女)ら に と

って出発 点で あ り自己 を区別す る対象 でもあ る故 郷 の人 々と彼(女)ら 自身 との関係 が、彼(女)

らに少 なか らず影 響 してい るこ ととなる。「出かせ ぎ的 に往 来 して いた人 々」は、故 郷で どの よう

に受 け とめ られ て きた のだ ろう。 本稿 は、上記 の ような諸研究 が明 らか にして こなかった点 、つ

ま り在 日の存 在が韓 国社 会で持 つ文化 的意味 に取 り組 む ための もの であ る。

韓国 人に とって在 日が どの ような存在 で あるか という問題 は、社 会学 ・政治学 ・国際 関係 学 ・経

済学 な どの分 野にお いて若干 の研究 が なされて いる。 ただ しこれ らは、巨視 的 な次 元か ら漠 然

とした在 日のイメー ジを論 じるものか、あ るいはスパイ容疑 事件 ・投 資活動 ・財 産問題 な どの極 端

な例 しか扱 ってい ない。そ れに対 し韓 国人の 目には、韓 国現代 史の所 どころに玄海灘 を渡 る者 た

ちの存在 が残 ってい る。例 えば、韓国 の心 象世 界 を描 いて前 代未 聞の観客 動員 数 を記録 した映画

『友 へ/チ ング』(郭曝 澤 監督,2001年)で は、日本 に行 き来す る個 人貿 易商 の家へ 珍品 を見 るた

めに しきりに集 まる1970年 代 の人 々の姿 が描か れて いる。 日本 にい る親戚 が里 帰 りに来 る時 の

逸 話 は、多 くの韓 国人の語 り草 となって いる。 韓 国で民 主化 が進 ん だ90年 代 後半 には記録 的 な

数 の民 主化 運 動世代 が海外 に流 出 し、 政 治行政 に関す る世論 の形成 と有権者 の人 口の両面 で韓

国社会 に無視 で きない変化 を及ぼ して いる。そ して在 日社 会 との断絶 は、著者 が本稿 で主 に論 じ

る ように、韓 国社 会 にも顕著 な影 を落 として いる。 こ こで は、韓 国社 会 にお いて も特 に多 くの在

日を産 み出 した済州 島(注5)を事 例 に、韓 国社会 にお いて在 日が持つ 意味 の一側面 を論 じてみ る。

記号 と意味世 界

この事例 で著者 が着 目した のは、北 済州 におけ るミカン栽培 とそれ による富 の蓄積が 、そ こに

暮 らす人 々 と同地 域 出身者 た ちの在 日社 会 との蜜 月期 間 と相 まって語 られ てい る ということで

あ る。 詳 しくはIH節 以 降 に論 じるが 、この 「旧 き良 き時代」を表現 す る際 に現地 の人 々は、「蜜柑

(milgam,望 イ})」というシニフィァンを印象 的 に用v.・て い る。 一般 的 にこのシニフィアン(名 辞)

に は農 産物 としての 「ミカン」というシニフィエ(意 味 され るもの)が 強 く想 起 され るが、予 備調査

にお いて著者 が見 聞 きした個別 的 な状況 において、 このシニフィアンとシニフィエの距離 は一般

的に想 定 される以上 に遠 いもの だった。

地域 史(localhistory)や 小 史(micro-history)な どの研 究で は、人 々の意味 世界 を研 究す

る手法 として、物 品の象徴 分析 を用い るこ とが多 い[ex.Mintz1985;Darnton1989;全 遇容

2001]。 しか しその象徴 分析 で は、象 徴 として選定 された特 定の物 品 に対応 す る意 味が研 究者 に

よって特 定 され、シニフィア ンとシニ フィエが 常 に一 対一対応 を成 す とい うソシュール的 な図式 で

しか記 号の解 釈が 行わ れ ない。
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しか し、例 えば現代 韓国 におい て 厂パ ルケンイ(ア カ)」・「IMF」 ・「新 自由主義 」とい うこ とばは、

原義(1exicalmeaning)を 離 れ、国権 に抗 す る もの な どとい う「社 会 的・歴 史 的に展 開 された用 法」

(一種の デノテーション)と、賞賛す べ き美徳 や忌避 す るべ き悪徳 としか換言 で きない ような漠然 と

した 「色 合 い」(コノテーション)を 含み 、様 々に逸 脱 した数多 くの意味作用 の群 を内包す る ように

なる。 この ような場合 、シニフィア ンとシニフィエ との 関係 は一対複 数 の対 応で あ りえ る。 しか も

その場合 には、シニ フィエ群 に含 まれ る もの の範囲が 曖味で あ りえ もす る。 かつ これ らのこ とば

を使 った発 話 では、各 々の シニフィエが区別 されず、原義 とお りの存在(注6)に 対 す る人 々の感情

や認識 や評価 を織 り成す[太 田2002;太 田2003]。 北 済州 におけ る 「蜜柑 」の例 も同様 に、ソシュ

ール的言語 理論 では説 明が付 かない シニフィアンーシニフィエ関係 を呈 している。本稿 で著 者 は、

「蜜柑」 につ いての このシニフィアン ーシニフィエ関係 を もとに、 現地 の人 び との意 味世界 を紐 解

こうとす る。

た だ しこ とばに は、その こ とば の 厂肌地 」を解す る者 で ない限 り、厳密 にはそ の意味 を理解 で

きな いもの もあ る。その ような場合 には、シニフィア ンが持つ 各種 の意 味作用 につ いて逐 一 に説

明を加 えた ところで、現地 の人 々の心 に見 えて いるシニフィエを我 われが理解 で きる とは考 え に

くい。本稿 で は、北 済州 において 「蜜 柑」が持 つ曖昧 な意 味を概観 してい く。 しか し本稿 で著 者が

論 じるのは、「蜜 柑」の意 味が結 論 として何 であ るかより、現地 の人 々の意味世 界 におけ る在 日の

位 置づ けに この こ とばが どれ ほ ど介入 しているか であ る。一
地理 と歴史

こ こで事 例 とす るの は、大韓民 国済 州道北 済州郡 のN里(仮 名)と い う、ある 「中 山間マウル」で

あ る。中 山間マウル とは、標 高200～600メ ー トルに位 置 し、海 に接す る ことな く、農 業 に依 存 し、

交通 が不便 な集落 を指す[大 城2001:26]。 しか し実 際に は、この条件 の うちい くつか を満た し

生活 が 困難 で ある集落 はすべ て 中山間マ ウル と呼 ばれ てお り、N里 もおお よそ標 高が55～100

メー トル にしか満 た ない狭 い盆 地 に位 置 してい る。 東 西 は160メ ー トル前後 の山 に挟 まれ、南 に

は韓 国の最 高峰 である漢 拏山(1,950メ ー トル)に 続 く斜 面が迫 って いる。 北 方 には、約2キ ロの

丘陵 地帯 を隔て て、漁村 を中心 とした別 の集落 があ る。

N里 で は、16世 紀半 ばに入村 が始 まり、点在 してい た家 々が17世 紀 後半 になって集 まるこ と

で現在 の 中心 部が 形成 された[済 州道1993a](注7)。2000年10月 の人 口は約1,300名 、世帯 数

は約380世 帯 で、その うち大半が16～17世 紀 よりこの地 に住み続 けるい くつか の同族 門中の人 々

であ る。
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N里 には知識 人 を多 く輩 出 して きた とい う特徴 が あ り、済 州 島で は教 育水準 が高 い集落 として

知 られ てい る。朝鮮 時代 には、優秀 な 「ソンビ(s6nbi,旭 日D」(学徳 を備 えた名 士)を 多 く輩 出 し、

現在 で も済州道 で奉職 す る教 師の 中に はN里 の 出身者が多 い とか、集 落の人 口に比べ て大 学教

授 や資格 試験 の合 格者 を多 く輩 出す るな ど という認識 があ る。 例 えば済州 島出 身者 にN里 を知

ってい るか と尋 ねる と、「N里P知 って るよ。頭 のいい人 が多 い ところだろP」(71年 に北 済州郡

で出生。90年 ソウルに転出)と 返って きた。またN里 につ いて調べ てい る と言 うと第一声 で、「あ

そ こか らは昔 か ら偉 い人 たちが た くさん出た んです よ」(72年 に済州市 で出生 。91年 ソウルに転

出)と 言 われ るこ ともあ った。

済 州島 の人 口を紐 解 く際 に重 要 な要 素 となるのが 、歴史 上の 閉鎖 政策、日本 への人 口流 出、そ

して四.三 事態8)で あ る。 近世 に行 われた閉鎖 政策 は、岩が多 く農耕 に不 向 きな島に増 え続 け る

人 口を封 じ込めて きた。そ のせい もあ り、また地 理的 に近いせ い もあ り、例 の 「強制 移住」か 「出か

せ ぎ」か という日本へ の人 口流 出が、近 代 に入 ってか ら済州 島で特 に多 くなった。N里 もそ の例外

で はなか った。 もともと平 地が少 な く農業生 産力 に限界が あった ため、日帝時代 か ら大量 の 日本

渡航 者が 出た。なおN里 では、四.三事態 の被害 が比較 的 に少 な く、人 口の減少 度 も低 かった(注g)。

生産 と歴史

南済州(南 済 州郡 と西 帰浦 市)に あ る多 くの集落 では、交 通が不 便 な中 山間マウルで あって も、

ミカン栽培 に よって住民 の生活 が潤 って いた。1,000年 以上 の歴 史 を持 つ と言 われ る済州 の ミカ

ン栽培 は、特 に15世 紀 の初め か ら大 々的 に奨励 され、朝鮮 時代 の末 まで に栽培 種 が30種 以上 に

達 してい た[済 州 島1993a]。1910年 頃 に 日本人 お よび済 州人 の数人 が 日本 の温州 ミカンの苗木

を もた らして か らは、 ミカン栽培 が済州 島、特 に南済 州の経 済の活性 化 に大 きな力 を持 って きた

[済少卜1島1993b]Q

これ に対 し南 を漢 拏 山に塞が れた岩 だ らけの集落N里 は、雑穀 ・野菜類 ・若干 の米 な どの農業

生 産 に依 存 した経済 システムを持 ってい た。 しか しそ れだ けでは、増 え続 け る人口 を支 え るこ と

も、他 の地域並 に高級 化 してい く住 民た ちの嗜好 に応 える ことも、まった く望 め なかった。 しか も

交通が 不便 なN里 では、新 たな第二 次 ・第三 次産業 を誘致 す るこ とも、済 州市 な どの都市 へ通勤

す るこ とも、ほぼ不可 能であ った。 漢 拏 山を隔て た南側 に経済発展 をもた らした ミカン栽培 は温

かい気候 と豊 かな 日照量 を必 要 とす るた め、 済州 島の 中山間マ ウルに は南北 の経 済格差 が広が

って いった。60年 代初 め頃 の状況 を、N里 の ある老 人 は次 の ように語 った。「南 の連 中 はミカン

のお陰 で金持 ちに なったの に、ワシらは依然 として貧 しかったんだ。 どこか で(ミ カンの)木 をも

らって きて も、み んなす ぐに死 ん じまった もん さ。 だか ら人 々は、蜜 柑が 憎い、蜜 柑が憎 いって、

蜜柑 を恨 み まで しておったんだ よ」。
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日本 に数百 人単位 で住 むN里 出身の在 日た ちは、この ような状 況下 にあ る故 郷 に対 し、い くつ

かの支 援 を行 って いた。在 日N里 親睦会(別 称:在 日N里 郷友 会)と い う組織 が、N里 出身の者

た ちにた びたび寄 付金 を募 り、N里 住 民 たちが 自主的 に行 う里内 の道路 の舗装事 業 や電化事 業

を支 えて きた。 この 頃のN里 出身 の在 日たち は、 この組織 を単 位 として ソウル市 の在京N親 睦

会や済 州市 の在 市N親 睦会 と競 うように送金 活動 を行 うだけで はな く、さ らには地縁 と血縁 のネ

ットワークによ りN里 の若 者 たち を日本 に呼 び寄せ定 期就労 させ る ことによって も、 経済 難 に喘

ぐN里 の人 々を支 えて いた。N里 に住 む50代 の男性 は、80年 代 頃 までの状 況 を大 阪弁 で こう

語った。「昔 は(N里 に)い て も、出来 るこ と、何 もない ねん。 若 いのん は、大阪 に行 って、二年か

三年そ こで働 いて。親戚や近 所 の人が助 けてや って。二年か 三年 そ こで働 いて、帰 って きた。帰

って きて、また行 く。 三寸(叔 父の こ と)も 、兄 貴 も、俺 もそれ を続 けた。(中略)在 日や 、在 日で な

いや、ぜ んぜ ん関係 ない時代 や」。一
ミカン景 気 とソンビたちの復活

そ して、在 日N親 睦会 の有志 はN里 に特 別 な贈 物 をする。彼(女)ら が 日本 で開発 され た温 州

ミカンの改良種 をN里 に寄贈 したの は、N里 の里事 務所 に残 る頌 徳碑 の碑 文 に よれ ば、1963年

の ことだった とい う。この改良種 はN里 の劣 悪 な環境 の下 で も枯 れ るこ とが なく、秋 口 には豊 か

な実 を実 らせ た。

この頃 にN里 な どい くつか の集落 に根差 した ミカンは、周辺 の集落 にもす ぐに移植 され、済州 島

中山問マウルの南北 経済格 差 を是 正す る糸 口 と見 なされた。北済 州で は、「蜜 柑 の村 を作 りま しょ

う」厂蜜 柑 を植 えて金 持 ちにな ろう」がスローガンとなり、道 路 には横 断幕 が掲 げ られ た とい う。ミ

カン栽 培 は済州 島全 体 の経済 の起爆 剤 とも考 え られ る ようになり、1967年 に農漁村 民所 得増 大

特 別事業 に策定 された。この結 果、1969年 には413ヘ クタール に過 ぎなか った済 州島の ミカンの

栽培 面積 が、5年 後 の1974年 には27倍 の11,200ヘ クタールとなる[済 州 島1993b:698-700]。

半 島の農 漁村 や済 州の漁村 の大部分 が貧 困 に苦 しみ続 け る中で、60～80年 代 の 済州 の農村 は

ミカン栽培 の効 果 によ り過 疎化 が穏や か にな り、経済力 をも蓄 えて いった。キ リス ト教徒 の中年男

性 が言 った。「(蜜柑 を)救 世主 だ と思 ったね。救世 主が 来た んだって。」

N里 は北済 州郡 でもい ち早 くミカン栽培 に着手 した。これ以降N里 はミカン栽培 を主 産業 とす

るようになる。セマウル運動 の昂揚 の時期 とも重 なった ことで、N里 の ミカン栽 培振興 は さらに加

速 度 を増 し、最盛 期 には ミカンの作付 面積 が約2,500ヘ クタール、約8万 トンの収穫 量 を上 げた。

さ らに は、集 落 を貫通 して済州市 へ と繋 が る国道16号 線(別 称:中 山間道路 ・済州 第二迂 回道路)
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が1980年 に舗 装 され、済州 市 まで 自動車 で1時 間以 内 になった。 ほぼすべ ての世 帯が ミカン栽

培 に従事 す るように なり、所得 の上 で もそ の他 の生 活水準 の上 でも、N里 は南 済州 の村 々には負

けない集落へ と成 長 していった。苗木 を送った在 ロたち は、美 徳の英 雄 となった。

N里 の里事 務所 には、普段 は子 どもたちの遊 び場 となってい る広場 の脇 に、五 つの頌 徳碑が 威

風 堂 々 と立 って いる。ふたつ は集落 の発展 に寄与 した名 士の頌 徳碑 で、ひ とつ は電気 架設事業 に

寄付 した集落 内の有志 た ちのもの、ひ とつ は同事業 に貢献 した在 日・在市 親睦会 の頌徳碑 、そ し

て残 りの ひ とつが在 日N親 睦会 の苗木寄贈 に関す る頌 徳碑 であ る。 これ らは各 々が建 立 当時の

里 長や地元 有力者 た ちに よって立て られた ものであ る。 ミカンの頌徳碑 には、例 の 「蜜 柑 の村 を

作 りま しょう」とい うこ とばに続 き、在 日同胞 を称 える ことばや、生活水 準 を高 め よう、子 どもを

学 校 に送 ろ うな どの碑文 が刻 まれて いる。著者 とともに頌 徳碑 の裏 に立って碑 文 を読 み、中年の

男女 が言 った。「希 望 に溢 れて いるで しょう瑁 「ρ らい時代 に、これか ら少 しず つ良 くなってい く、

良 い村 を作 ろうってい う、光 が見 えてい たのさ」。「旧 き良 き時代 よね」。「そうだ な。…そ の とお り

だ な」。この碑 文 は、建 立 当時 には横 断幕 などに書か れてい たスローガンとの相互 テクス ト性 に よ

り成 り立 っていた はず であ る。希 望 のテクス トで あるだ けでは なく決 意の テクス トでもあったもの

が 、当時 のソー シャル ・テクス トを介 さな い人々 には こう読 み取 られる。

N里 に改 良種の苗 木が届 い た直 後 の頃の思 い出 を老 人 たちに尋 ねた。「あの時 は、本 当 に気 分

が よかった。やっぱ りワシ らの村 は優秀 だって感 じたもの さ」。N里 の中心 部か ら500メ ー トル ほ

ど離れ た森 は、集落 の子 どもたちの厳格 な漢 文教育 の場 だった と伝 え られ る。名士 を出 した家 に

は、近 隣の ソンビた ち と交換 した とい う漢 詩の文書 が残 され てい る。住 民た ちは、そ の ようにして、

上で述べ た ようなソ ンビの輩 出 を行 って きた。昔 か らのソンビの里 として、彼(女)ら は 自尊心 を

持 って いたわ けであ る。

在 日た ちの活 動 とい う外 在 的経 済 システムに頼 ってい たN里 の ミカン景気 が この集 落 の優 秀

さ と結 びつ い た ところ には、儒 教の教 え を導 引 した解釈 があ る。「ワシらの村 は優秀 なん じゃよ。

優 秀だ か ら、在 日同胞 も故郷 を忘 れなかったん じゃ。 子女 が父母 に孝道 を見せ る ように、在 日同

胞 もN里 に孝 道 を見せ て くれ たん じゃ」。

宴 の終 わりと小 学校廃校 騒動

N里 の良 き時代 は長 くは続 か なかった。 ミカン栽培 に よって都 市 の学校 に送 られた子 どもた ち

が学業 を終 えてもUタ ーンしな くなった頃か ら、N里 には急 激な高齢 化が やって きた。 そ して そ

れに拍 車 を掛 け るように、中国産 の安 いミカンが国 内の市場 に参入 して きた。90年 代 中盤、ミカ

ン景気 は済州 島か ら去った。 農協 や柑協(注10)や 行 政で は、済 州の特 産品 として温 州 ミカンよ り

競 争力 があ る新種 の柑 橘類(「漢拏 峰」な ど)を 開発 す る一 方で、それ らや キウイな ど別 の作 物へ
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の転作 を呼 びか け た。 が、時すで に遅 く、中山間マウルの経 済 はミカンのモノカルチ ャーか ら簡単

に抜 け出せ なくなってい た。 農家 で は 「蜜 柑 では もう儲 か らない よ」とこぼ し、「蜜柑 の村 を作 り

ましょうなんて、そん なこ とい ま言 った らお笑い種 さ」と苦笑 する。 しか し、N里 の ミカンの作 付

面積 は未だ に約2,300ヘ クタール もあ り、 出荷 量 も6万 トン、 栽培世 帯 も350世 帯 のラインを割 っ

てい ない。出荷 目的で栽培 され ず、実っても放置 され るミカンが、少 しずつ多 くな る状況 にある。

この不 景気 はN里 の誇 りた る教 育環境 にも破 綻 を来 た した。N里 にあ る唯一 の学校 、N小 学

校 が、児童 数60名 以上 とい う存 続の 条件 を満 たせ な くな り、厂廃校 」の危機 に瀕 した のであ る。こ

の時、韓 国の行 政上 で言 う「廃校 」とは分校化 の ことであ り、「廃校 」となって も児童 はN小 学校 に

二年次 まで通 うこ ととなる(注11)。 しか し、これ を完全 な廃校 と誤 認 した者がN里 住民 の中 には

少 なくなか った。ソンビの集 落 に学 校が な くな るという話 は、N里 に一大騒動 を巻 き起 こした。

N里 住民 た ちは、学校 を残す ため、あ る運動 を開始 した。 韓 国全 土が経 済危機 へ と邁 進す る

97年 に約4億 ウォン(約5,700万 円相 当)を投 じ、小 学生 の児童 を持つ 家族 に無料 で提供 す るアパ

ートを集落 の共有地 に建築 す るこ ととしたの である
。済 州道 と北 済州郡 か ら各1億 ウォンの支援

を受 け、住民 た ちが用 意 出来 る金額 を足 して も、 まだ1億5千 万 ウォンほ どが必 要 だ と見積 もら

れた。そ こでN里 で は、これ までに成 し遂 げて きた電化 事業 な どの事 業 と同 じ方法 、つ まりN里

出身者 たち に寄付 を募 る こと とした。 連絡 を受 けた在京N親 睦会 と在市N親 睦会 は、合 わせ て

約1億 ウォンを捻 出 し送金 して きた。

しか し、い くら待っても、い くら連 絡 を取 っても、在 日N親 睦会 か らは何 の返事 も返って は来 な

かった。改良種 の温州 ミカンで英雄 となって30年 あ まりが経過 してい た。在 日N親 睦会 は、世代

交代 によって 「脱故 郷化」 を果 た した せい か、 あるい はそもそ も構 成員 たち のつ なが りが希薄 に

なったせ いか、とにか くもN里 へ 「孝 道」を示 さなくなってい た(注12>。N里 の指導 者た ちは動揺

した という。「何 度 も手紙 を書 いたん じゃよ。で も返 事す らなか った」。「俺 は大 阪 に電話 した。何

もあれへ んかった。 なかってん」。「結局 、反チ ョッパ リさ」。「チョッパ リ」は 日本人 の蔑称 であ り、

「反 チョッパ リ」は在 日の蔑 称 であ る。英 雄 は、武雄伝 を維持 で きなくなった と同時に、悪徳 に成 り

下 がった。

アパー トは完 成 した。この運動 がマスコミの関心 を呼 んだ ことも効 を奏 し、思った以上 の入居希

望者 が あった。周 辺の村 落か らだけ ではな く、済州市か らも、著 しくは半島 か らも、人 々は押 し寄

せ た。15世 帯が入 居 で きる3階 建て のアパー トは入居待 ちの状 態が続 き、N里 では集落 内の空家

を改 装 して抽選 に漏れ た希 望者 の一部 にあてが い始め た。アパー トに入居 した新 参者 たちの間 で

は、都 会の喧騒 の中 よりもN里 に残 る伝 統的 な規範の 中で子 どもを育 てる方が いい、 とい うよう

な言 説が広 まり始め た(注13)。N小 学校 は、児童 数が100名 以上 を維持す るようにな り、さらには

2000年 度 か ら 「自治 活動 の統 合 的運 営 を通 じた民主市 民意識 の育成」 とい うスローガ ンを掲 げ る
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実験 学校 として済 州 道教 育庁 の重 点 的予 算 を給付 される ようにまでなった。 歴 史的 な特性 に住

民 たちの これ らの諸 活動が加 味 され、2000年 秋 にN里 は北 済州郡 の 厂孝道示範 マ ウル」に も選定

された。

しか しその 反面 で、在 日たち に期待 してい たアパー トの残 りの建築 費用 は、N里 住民 たちが 自

ら負担 す る こととなった。 結局、住 民た ちが持 ち寄ったのは6,750万 ウォンにもな り、それ に加 え

てN里 老人会 の基 金か らも費用 が割か れた。 これ らの費用 を捻 出す るた めN里 で は、ベビー・ブ

ーム世代 が寿 命 を迎 える時 に備 えて共 同墓地 用 に準備 してい た共有 地 まで売 りさばいて しまっ

た という。

自分が入 る墓 を死 ぬ までに各 自で準備 しなけれ ばな らな くなった人 々を訪ね歩 くうち に、こん

な語 りに出会 った。「世 の中、そ う甘 くはない わ。(沈黙)私 ね、腐った蜜柑 を見 る と、在 日同胞 を思

い 出す の」。 その理 由 を尋 ねる と、「ホント、どうしてか しらね。子 どもたちが、会 った こ とない在

日同胞 の こ とを、蜜 柑 の人た ちって呼ぶ か らか しら(微 笑)。 私 も小 さい時 はそうだった …」とい

う。 ミカンはN里 の住民 の心象 におい て在 日に映 ることがあ り、それ は彼(女)ら に とっても意識

して考 えてみ る と妙 なこ とだ と観察 された。一
N里 の住民 たちがN里 の歴 史 を どう記憶 して いるか を追 った結 果が、以上 の とお りで ある。こ

の種 の追跡 の結果 としてN里 の場合 に特 徴 的なキーワー ドは、「儒教 的伝統 」、「在 日同胞」、そ し

て 「蜜柑」であ る。 このうち 「儒 教 的伝 統」が常 に美徳 としての コノテーションを持 ってい るの に

対 して、残 りのふ たつの名辞 の コノテーションは時代 に より変化 していったこ とが確 認で きる。著

者 が注 目す るの は、この二語 の コノテーションの変化 が重 なってい る点で ある。

記 号 としての 「蜜柑 」

南 済州が ミカン景気 に沸 き済 州 の中山間マ ウルの南北経 済格 差が顕 在化 する以前 、N里 の人 々

に とって 「蜜柑 」が何 で あったか は、以上 の叙述 か ら論 じる ことは出来 ない。だが 、南北経 済格差

が顕 在化 した後 に 「蜜柑 」が 「憎 い」もの になった こ とは確認 で きる。「蜜柑」は、不 平等 の原因 で

あ り、南 済州 の富 を示す とい うデノテーションを与 え られ、うらや ましく、恨 め しい もの となって

い た。「蜜柑 」は北 済 州全 体 に劣 等 感 を植 え付 けた というが、「儒 教 的伝 統 」による優 越感 を持つ

N里 にお いてその劣 等感 が他の集 落以上 に屈辱 的だった ことも想 像 に難 くは ない(注14)。

N里 が北済 州で いち早 くミカン栽培 を開始 した後、「蜜 柑」は 「儒教 的伝統 」の美 徳 を可 視化 さ

せ るもの となった。価 値の 高い もの とい う「儒 教 的伝 統」のコノテーションが 「蜜 柑」の新 たなコノ
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テーションを湧 出させ 、一方 で村落 経済 を潤 す点 で 「蜜柑」は 「救 世主」に比 喩 された。 神 と同 じ

ほどの美徳 を付与 され るこ とす ら出て きた訳 であ る。 こうして、「蜜柑 の村 を作 りましょう」がス

ローガンになるほ どまで、「蜜柑 の村」は実現可 能 な豊 かな村 落 とい うデ ノテーションを獲得 し、つ

まり「蜜柑 」に込 め られ た美徳 のコノテーションは高 まった。

そ してミカン景気が 去った。「蜜柑 の村 を作 りましょう」は 「お笑い種」にまで落 ち、つ ま りは価

値 を失 った。「蜜柑 」は、「儲 か らない」もの、キウイや漢拏 峰に取 って代 わ られ るべ きもの とい う

新 しいデノテー ションを附与 され、悪 徳の コノテー ションを持 た され てい る。 ミカン産地 におけ る

「蜜柑 」の このコノテーションは、現代 韓国 の消 費経 済 において 「蜜 柑」が持 つ独 特の コノテーシ ョ

ンか らも影響 を受 けた ものであ る。30代 後 半 のある韓 国人 によれ ば、かつ て 厂蜜柑 をた くさん食

べ られ るの は、金持 ちの証拠 だ った」という。 ただ し90年 代 半 ば以降 の韓 国社会 で は、裕福 な家

庭の若 者が 「オレンジ族 」と呼 ばれ るの に対 し、そ うとは言 えない若 者 は 「蜜 柑族」と呼ば れる(注

15)。済 州の ミカンは、安い 中国産 ミカンに市 場 を奪 わ れただ けで はな く、アメリカや ブラジルな ど

か ら輸 入 され るオレンジにその地 位 まで奪 わ れたので ある。

以上 の ように 「蜜柑 」のコノテーションの変 化 は、それ 自身で完結 す るもの ではな く、ひ とつの

閉 じた社 会的 テクス トの中で他 の ことばの コノテーションとの 関係 にお いて推 進 され ている。こ

とば のコノテー ションは、ひ とつの社 会の言 語が織 り成すテクス ト全体 の 中で》他 の ことばを使 っ

て意 図的 ・非意 図的 に操作 されてい る[太 田2002:109]。

記 号 としての 「在 日同胞」 ・

同様 の こ とば の操作 は、N里 で 「在 日同胞」の コノテーションが変化 した過程 にも指 摘 で きる。

「出かせ ぎ的 に往 来 してい た時代」の在 日社 会 をN里 の人 々は、地理 的に切 り離 され たに過 ぎぬ

もうひとつの 自己 として受 け止 め ていた。「在 日や、在 日でない や、ぜ んぜん 関係 ない時代」にこ

そ、「在 日同胞」は 日本 に在 る同胞(は らか ら)とい う原 義、それ 自体 に限 りな く近い もの だった。

著 者が予 測す る 「在 日同胞 」の当時 の様 相 は、後 に言説 を織 り成 し言説 によって流布 する こと と

なる諸 々のデノテーションやコノテーションが まだ共有 されず、 そ れぞれ の個 人 と状 況 に依 存す

るフィギュール に過 ぎなか った とい うもの だ。

在外 同胞 が築 き始め た富は、電気 架設事 業や 公共事 業へ の寄付 となって韓国社 会 を潤 した。一

方 で、自己 と何 ら変 わ らなかった在外 一世 が富裕 な名士 として里帰 りして もくる。 敵国北 朝鮮 よ

りもはるか に貧 しかったと され る50年 代か ら60年 代 の韓国社 会 にとって、この ことはインパ クト

の強い ものであった。在外 同胞が 自己 を脱 してい く段 階 の原点 だ。在外 二世 は、自己 とは明 らか

に どこか違 ってい る もの として韓 国社 会が 受 け止 め 始 め、 在外 同胞 は 自己か ら切 り離 されてい

く。「在 日同胞」の場 合 も、これに加 えてスパ イ疑惑 ・「半チ ョッパリ」な どの レッテルな どを貼 られ、
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50年 代以 降 に韓 国社 会の 自己像か ら切 り離 されてい く。 自己では ないが他者 で もない。 二世 や

三世 の登場 とともに、韓 国社 会 と在 日社 会 との境界 は少 しずつ 明白化 してい った。忠清 南道天 安

出身 の30代 の韓 国人 は、 在 日が小学校 に現 れて児童 た ちに服 を一着 ずつ プレゼ ントして行 った

70年 代の ある 日、下 校 して大 人た ちにそ の服 を見せ た時の ことを こう語 る。「あ りが たい って言

いなが らも、悪 い ことして稼 いだ金 で良 い格 好 した んだろ うって悪 口を言っていた よ。 嫉 妬 して

いた んだ」。 韓 国社 会の在 日イメージは、感 謝 と嫉妬 、親 愛 と隔離 な どの矛盾 した感情 によ り、複

雑 に構 築 され てい く。

この時 にN里 で は英 雄が誕 生 した。N里 で は、上記 の ような寄付 に引 き続 き、温州 ミカンの改

良種 に よって在 日が集 落 を救 った。 救世 主 なみ の美徳 が、「在 日同胞」の コノテー ションとして登

場 した。 これ まで のミカンとは違 って この ミカンは死 に絶 えぬ どころかたわ わに実 り、「蜜 柑」に

美徳 のコノテーションが 附与 され るまで とな る。美徳 を送 った美徳 。「在 日同胞」の 美徳 のコノテ

ーションは色濃 くなって い く。

この ことによ り「在 日同胞 」は、「やっぱ りワシらの村 は優秀 だ」とい う認 識 までをN里 に植 え付

けた。ミカン景気 に より、N里 の 「儒教 的伝統」が美徳 であ る ことが証 明 された という認識 が生 ま

れ る。「在 日同胞 」は 「儒教 的伝 統」の美 徳 に取 り込 まれ たのであ る。「在 日同胞 」は 「儒教 的伝 統」

のコノテーションの展 開 にこ うして参 画 した。 また この ことを別 の観 点で論 じる な ら、美徳 であ

る「儒教 的伝統 」を守 った 「在 日同胞」は、美徳 の崩壊 を止 めた とい う点 で も救世 主 であ りえた。「儒

教的伝 統」も「在 日同胞」のコノテー ションの展 開 にこうして参 画 したの であ る。

以 上で は、「在 日同胞」の コノテーションの操作 に 「蜜 柑」の コノテーションの変 化が影 響 してい る

ことが解 き明 かせ た。しか し、両者 の こ とばが悪 徳 となる最後 の段 階 は、コノテーションの相 互作

用 では説 明が 出来 ない。 最 後の段 階 で 「在 日同胞 」は、ミカン景気 が去 り村 落 に再 び危機 が訪 れ

た時 に寄付 を送 らなかったこ とで悪 徳化 され、他者 として強 く拒絶 され る。しか しここでは、「蜜

柑」と「在 日同胞」のコノテー ションの変化 が直接 連動 してい るとは言 えない。それ にも関わ らず 、

「在 日同胞」と「蜜柑」は この段 階で も重ね て語 られる ことが 少 なか らず確認 される。あ る住 民 に

在 日同胞 を どう思 うか とい う質 問 をす る と、 い きな り、厂腐 れ蜜柑 みたい な奴 らさ、在 日同胞 は」

と返 って来 た ことが あった。腐 り始 めた 「蜜柑 」は、「在 日同胞」の姿 と重 な り、人 々の認識 へ と微

妙 に反 映 されて いる。この 問題 につ い ては、本 稿 の最後 に論 じる。一
トランスナショナリティの研 究で は、トランスナショナリティな状 況 の発 生 によ り社会 の経済構 造が

変化 して も、「文化 システム」は変化 しない ことが ある と既 に報告 されてい る[Koizumi2003]が 、
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以上 の ようなN里 の状況 を注視 してい くこ とに より、そ のような現象 を北東 アジアの 国際情勢 に

合 わせて報 告す る ひ とつの研 究空 間が生 じるので はない か と考 え られる。 人 々の海外 流 出は、

当事者 た ちの生 活 を変 え新 しい生活 世界 を築い てい くだけ ではな く、流 出元 の社会 の経済構 造 を

(お よび政 治構 造 な どを も)変 化 させ る。 流出者 た ちの社 会 と流 出元 の社 会の 関係の 変化 も、流

出元 の社会構 造 に作 用す る。 しか しそ の ことが、社会 の様相 の根底 にあ る無機 的・有機 的 なベ ー

スまで を変化 させ る十全 な要 因にな るとは、必ず しも限 らないので あ る。流 出者 た ちが流 出元 に

はない 産業 を流 出元へ ともた らした ところで、そ の ような産 業 は長 続 きしないこ とが多 く、流 出

元の社 会 は変 わ らぬ沈 降 を続 けるこ とが ある。「蜜柑」も「在 日同胞」も去 ろうとす るいま、N里 は

儒 教 の村 か ら儒教 の村へ とインボリューションを続 けて いっている。

インボ リューションにおけ る社 会的 退廃 感 を論 じる中で周 蕾は、既存 の システムを温存 させ るた

め に特 定の人物 集 団を批判す る言説 が登場 す るこ とに着 目して い る。そ の言 説 の登 場過程 で は、

人び との間 で特 定 の物 品 と人 物が 認識や 感情 や評価 の各側 面で ひ とつ に扱 われ る こと.がある と

いう[Chow1991]。 「蜜柑 」と「在 日同胞」のような複 数の シニフィアンの重な り合 い は、トランス

ナショナルな状況 下 にお い て既 存 のシステムが変化 しない ような インボ リュー ションで、どれほ ど

共通 して確認 で きるのだ ろうか。

「蜜柑 」と厂在 日同胞」が最後 の段 階で も記 号 として連動 してい るのは、なぜ だ ろうか。コノテー

ションの面で長 らく連動 して きた二つ の シニ フィアンは、 我 われ の説明体系 で は既 に連 動 してい

る と言 えない状況 になって も、現 地の 人々 に とって は簡 単 に分 離 され えないもの であるの だろ う

か。厂在 日同胞」の言 い換 え として今 でも「蜜柑 の人 たち」が使 われ る場 合が あ るこ とは、これ ら

の問い に肯 定的 な答 えを示 してい る。

N里 の生産経 済が大 きく変化 した裏 に は、在 日 とミカンの存在 があった。 改 良種 の ミカンが 栽

培 され始 めた背景 は、在 日なしに語 る ことが 出来 ない。 それ と関連 して、なぜ か は分 か らないに

せ よ、N里 の人 々は 「蜜柑 」と 「在 日同胞 」を重 ね合 わせ てい た。N里 の 「蜜柑」は在 日の存在 を暗

示す る もの である ことに なる。つ まり、「蜜柑 」の シニフィエは翻訳不 能 なもので ある として も、「蜜

柑」は在 日のインデ ックス(注16)な のであ る。インデックスは、多 くの場合 に感情 の無意識 的 な表 出

に関す る記 号 として論 じられ、感情 が意 識 によ り制 御 され作 り変 え られ るものであ る点 で、他 の

種類 の象徴 による感情表現 に対 して劣勢 とされる。「在 日同胞」の言 い換 えに関す るイーミックな

記述 を根拠 に、厂蜜柑 」と厂在 日同胞」の最後 の段 階 での重 な り合 い は、このインデ ックスの概念 で

我 われの説 明体系 に収 まるこ とが 出来 る。N里 の事 例 の場 合 には、 インボリューションの過程 で

社会 か ら排 除 され てい く二つ の新 しい シニフィエが 、インデックス作 用 によって結 びつ き、 シニフ

ィアンの重 な り合 い を形 成 させ てい る。

在 日社会 との蜜 月の 間に 「金持 ち」に なるための手段 で あった 「蜜 柑」は、蜜月 を懐 か しむ今 で
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は手 出 し無用 の禁断 の果実 になった。厂蜜 柑」の蜜 も、厂在 日同胞」との蜜 月の蜜 も、い まや尽 き、あ

の舗装 され た道路 を流 されて いくので ある。

〈大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程/ソ ウル大学校社 会科学研 究院比較文化研究所研 究員〉

1現 地調査は、文部省科学研究費補助金による研究「環東中国海におけるふたつの周辺文化に関する研究」(基礎研究A(2)課 題

番号100440U.研 究代表者は津波高司)に 研究補助者として参加することにより2000年11月 に行い、その後に電話による聞き取り調査と、

ソゥル在住の北済州郡出身者たちへの面会により捕捉した。御支援・御協力いただいた関係者各位に感謝を申し上げる。また、本稿の執筆に

あたり御指導いただいた大阪大学大学院の栗本英世先生、 および草稿の段階でコメントを頂いた韓国精神文化研究院の周永河先生(民俗学・

小史研究)と 高麗大学校大学院の大田高子氏(社 会学・在日研究)に 謝意を示したい。

2大 韓民国政府の発表によると、2003年8月 現在で海外に居住するコリアンは総計6,076,683人 で、その主な居住先はアメリカ

合衆国(36%)・中華人民共和国(35%)・日本(11%)・旧ソ連諸国(9%)・カナダ(3%)の 順になっている(比率は概算)[外交通商部2003]。 なお、

ここには韓国政府の管理下にないコリアンの数は含まれていない。また、韓国と北朝鮮に居住するコリアンの人口は、それぞれ4,700万 あまり

と2200万 あまりである。

3略 称として「在日」と呼ばれる韓国・朝鮮籍の人々には色々な呼称があり、それぞれには呼称を使う者の見解や政治的方向性が

込められている。これらの問題は本稿の埒外であるため、ここでは「在 日」という略称を便宜上で借用する。

41977年 から95年 まで韓国国内の定期刊行物に掲載 された在日研究は343編 で、人権問題(38%)・ 社会(8%)・ 政策(7%)・ 歴史

(6%)・人口と実態(6%)の 順で、教育・国際法・未来像などが続いている匚鄭炳浩1996:132-133]。

5在 日本大韓民国居留民団中央本部の統計(http;〃wwwmlndan.org/toukei.php)に よれば、在 日韓国人のうち17%以 上が済

州道に本籍 を持っている。政府統計庁の統計(http:〃www皿sogolkr/)に よれば、韓国の総人口に占める済州道の人口比は1%程 度である。

つまり、済州島出身者は在 日にとても多いこととなる。

6こ こで挙げた例に関して言えば、原義とは順に、共産主義者 ・国際通貨基金・構造的秩序政策の完了後の調節的秩序政策を含

む市場経済の自由主義を指す。

7N里 住民に対する匿名化への配慮か ら、N里 を特定しうる年号や出典を本稿では曖昧にさせて頂く。

81948～49年 、共産主義勢力駆逐を名目に済州島に派兵した当時のソウル政府と済州島民たちとの大規模 な抗争をいう。

9四.三 事態に際する各集落の被害状況の報告は、集計者により大きな差が見られる。ここではN里 住民たちの語 りを根拠とし、

N里 の被害は少なかったものとする。 なお、四.三事態の被害が大きかった集落では一般的に女性に比べて男性住民が少ないが、当時からN

里に住 む住民の男女比はほぼ一対一を成 しており、その点からもこのことは計 り知れる。

10「 済州柑橘農業協同組合」という統合組織を持つ諸々の「柑橘協同組合」を示す略称。済州島においてはセマウル金庫・農協 ・水

協・畜協とともに地域社会に参与する組織として独 自の活動を行っている。

11N小 学校の当時の校長が著者に行った説明による。

12在 日N親 睦会がある大阪市では、1988年 の時点で一世の比率が全体の10%に まで低下し、在日の故郷ばなれが危惧されてい

た(cfNHK第 一放送 『NHK発 信基地1020∬ 新・猪飼野物語」1988年11月18日 放送)。

13ア パート入居者たち五人へのインタビューでこの種の語りが共通して確認されたことによる。

14こ の時期にN里 の 「儒教的伝統」が古臭く役 に立たないものという意味を与えられたことも予想できるが、現在までの調査で

はその点が分明でない。二人の住民が「保守的な考えに固執しているから」「南の蜜柑よりいいものが作れなかったんだ」とか 「儒教では食べ

ていけなかったということだ」と言う語 り方をしたが、その他の住民からはそのような語 りが収集されなかった。 しかも他方で(ミカンを植え

る努力はしたのだから)「仕方がなかった。儒教とは関係がない」と語る住民もいた。

15例 えば、「オレンジ族は小遣いをひと月に50万 ウォンをもらって自分の車を乗 り回す。ミカン族は30万 ウォンもらって親の車を

乗り回す」[真鍋1996:175]な どと言われる。

16こ こで言う厂インデックス」とは、C,パースの記号理論に依る概念である。例えば金曜島の砂の上にある足跡がロビンソン・クル

ーソーにとって人の存在 を示すインデックスとして捉えられたように、 インデックスとは現象や存在自体を人々が認識する上で作用する無意

識レベルの記号である[Scholes1982:144]。
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移民コミュニティにおける宗教実践上の差異 と調整.台 湾ムスリム

社会における泰緬ムスリム/外 省人ムスリム間の差異を事例として

木村 自

吉 原和男 はアジア系 移民 のエスニシティと宗教 をあつ かった論 文集 の総論 で、移民エスニシティ

と宗 教 との関係様 式 として、宗 教 を媒介 としたエ スニ シティの共 鳴や提 携 といった現象 が生 じて

いる と同時 に、逆 に宗教 が 「エスこシティの差異 化 の象 徴」とな り、同 じ出身 国か ら移動 した人 々

の問でのエスニシティの差 異化現 象 も見 られ る として いる[吉 原2001:23]。 筆者 は これ まで、台

湾へ と移住 した中 国系 ムスリム(以 下台湾 ムス リム)エ スニ ック・コミュニティにお ける、移 住 ・移 動

と宗 教 の問題 を、と くに彼 らのコミュニティ内部 にお けるアイデ ンティティの調整 プロセス に焦 点 を

当てて、研究 を進 めて きた。そ の成果 の一つ として筆者 は、台湾社 会 で現 在行 われ てい る予言 者

マウリド(中 国語 で 「聖紀 」と呼 ばれ る)の 、共時 的多様性 や通 時的変 容 に注 目し、移民 背景 の差

異 に基づ く、ムス リム内部 での差異 がネゴシエ イ トされ るプロセスを分析 した[木 村2003]。

本 稿 では、台 湾ムスリムの うち、筆 者が外 省人 ムス リム と呼 ぶ人 々 と泰 緬 ムスリム と呼ぶ 人々の

間の宗教実 践 をめ ぐる差 異 とアイデ ンティティの問 題 に着 目す る。後述 の ように、外省 人ムスリム

/泰 緬 ムスリム問の宗教 実践 上の差 異 は、台湾へ の移住 の過程 で生 じて いる とい える。本稿 では、

まず第1節 で台湾 ムス リム ・コミュニテ ィを概観 す る。 つ ぎに第2節 で、泰緬 ムスリムの ミャンマー

か ら台湾へ の移 住 を紹 介 し、第3節 で泰緬 ムス リム/外 省 人 ムスリム間の宗教 実践 上の差 異 を分

析 す る。 最後 に、宗教 実践 上の差 異が泰 緬ムスリム/外 省人 ムスリム問の差 異 をの りこえて結ぶ

結節 点 にもなってお り、台湾 ムス リム ・コミュニテ ィを再編 成 してい くうえでの、調整 が見 られ るこ

とを示す。

台湾ムスリム社会の概況 と泰緬ムスリム

台湾 ムス リムは、1945年 に台湾 が 日本 の植民 地統治 か ら解放 され、 国民党 政府 に接 収 された

後 に、中 国か ら直接 、あるい は第3国 を経 て、台湾 へ移住 して きた移 民で ある。彼 らは、中華 人民

共和 国 では「回族」という民 族名 称 を付 与 され、55の 少数 民族 の一つ として位置付 け られ てい る。

しか し、台 湾で は少 数民 族 とは認定 されて いない。 よって、台湾 の民族 別の 人口統 計の 中には 中

国系 ムスリム(回 族)の 項 目は登 場 しない。 また、宗 教人 口の点 か ら見 ても、統 計が 容易 でない た

めに、正確 な人 口は算 出 され ていな い。
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台湾 の中 国回教協 会(台 湾 ムス リムをま とめ る最大 の協会)(注1)は 、1945年 以 降1950年 代初

頭 までの問 に中国大 陸か ら台 湾へ と移住 した 中国系ムスリムが 約2万 人 お り、それが 自然増加 に

よって、現 在 では5万 人 か ら6万 人 の人 口規 模 に増加 してい る と推 測 して いる。一方、1998年 に

発行 された 中国回教協 会会員 名簿 には、約8000人 の名前 しか あがって いない。 中華 人民共和 国

で は、民 族名称 で ある 「回族」は身分 証 明証 に記 載 され 、イスラームの信仰 を失 って も「回族」とし

てのアイデンティティが維 持 され る。 しか し台湾 で は、アイデンティティが 「回族」として身分 証明

書 に記載 され るこ とはないの で、信仰 の薄れ た人 々は、自然 とムスリム・コミュニティを離 れてい く

こ とになる。 こうした ことか ら、台湾ムス リムの人 口は、多 く見積 もって も1万 人強 に過 ぎないの

で はないか と筆者 は推測 してい る。

台湾 ムス リム を、そ の移住経 路 と移 住時期 の違 いか ら分類 す る と、1945年 に国民 党軍 とともに

中国か ら台湾へ と直接 移住 した 中国系 ムスリム(以 下外省 人 ムスリム)と 、第3国 へ の移住 を経 て、

1950年 代以 降 に台湾 へ と再 移住 した台 湾 ムスリム(以 下帰僑 ムスリム)に 分け るこ とが で きる。

ち なみ に、「外省 人ムスリム」も「帰僑 ムスリム」も筆者 の造語 であ り、分析概 念 であって、ローカル

タームではな い。また、台 湾ムスリムはすべ て、教 義上 スンナ派のハ ナーフィー学 派 に属 している。

外省 人ムスリムは、1945年 の 台湾の光復 以 降か ら1949年 の 国共内戦 の敗 北 まで の間に、中国

大 陸か ら直接 台湾へ と移 住 して きた、い わゆる外省 人(注2)の カテゴリー に入 る人 々であ る。彼 ら

の原籍 は、中国全 土 にわたってい るが、安 徽省 や河南省 な どの出 身者が多 い。国民党 政府 の中心

部 に位置 していた人 が多 く、軍人や 公務員 、教 員、中に は国大代 表(国 会 議員)な どを務 め ていた

人 もお り、比 較的安 定 した生活 を維持 していた。

一方
、帰 僑ムス リムは、国 共内戦 の戦禍 をのが れて、第 三国へ 移住 し、その後台湾 へ と再 移住 し

た中国系 ムス リムの ことを指す。帰 僑ムスリムの台湾へ の移住 元国家 は多 岐に わたってお り、トル

コ、ネパール、サウジアラビアな ど様 々な国家 か ら台 湾へ と再 移住 して きてい る。 中で も、タイ・ミャ

ンマーか らの帰 僑ムス リム(以 下泰緬 ムスリム)の 人ロ の増加が著 しい。彼 らは、1945年 前 後 に国

共 内戦の戦 禍か らの逃避 や交易 関係 な どの理 由で、中 国雲南省 か らミャンマーへ と逃 れた(そ の

後 一部 はタイ北 部へ再 移住)(注3)。 その後1953年 以 降現 在 に至 るまでに、断続 的 に台 湾へ と移

住 して きてお り、そ のす べて が中国雲 南省籍 で ある。本報 告の主 人公 も、彼 ら泰緬 ムス リムで ある。

1951年 に台湾 でイス ラーム組織(中 国回教 協会)が 再 興 されて以 降、台湾 ムスリム・コミュニティ

の 中心 を占めてい たの は、外 省人 ムスリムで あった。 しかし、近 年台湾 ムス リム・コミュニティにお

ける、泰 緬ムスリムの影 響力 が増大 してい る。 た とえば、筆者が 把握 している限 り(2003年6月

現在)、台北市 及 び台北県 内に は、12軒 の 「清真(ハ ラール)」レス トランや 「小 吃店(小 規模 の食 堂)」

が あるが、うち9軒 までが泰緬 ムス リムによって経営 され てい る。 また、台湾 には現在6つ のモス

クがあ り、それぞ れに専属 のアホン(宗 教 指導者)が 一 人ずつ(台 北新 生モスクのみ二人)い て、計
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7人 の アホンがい るが、うち4人 までが泰 緬 ムスリムであ る。

ミャンマーか ら台湾へ華僑の移住と泰緬ムスリム

ミャンマー華僑 の台 湾へ の移住 プロセス

泰緬 ムス リムの台湾 へ の移住 は、北 タイ・ミャンマーか らの華僑 の台 湾移 住 と軌 を一 にして い

る。 その ため、ここでは まず 、泰緬 ムスリムを含 めた ミャンマー ・北 タイ華僑、特 に ミャンマー華僑

の台湾 への移 住 につい て検 討 した い。朱浤源 は ミャンマー帰 僑(注4)の 台湾 への移 住形態 を、そ の

性 質 の違い か ら、次 の6つ に分類 してい る[朱2000:300-302コ 。

(1)ミ ャンマーへ逃 れた国民 党軍 及び その家族 の台湾移 住。

(2)台 湾へ の公費留 学 に よる台湾移 住。

(3)ミ ャンマー政府 に よる私有 財産 国有化 か らの逃 避 を 目的 として台 湾移住 。

(4)中 華 文化学 習 のため の台 湾移住 。

(5)現 地の民 族主義(排 華 運動)の 影響 を受 けた台湾移住 。

(6)家 族 引 き寄せ 方式 に よる台湾移住(チ ェー ンマイグ レーション)。

ミャンマーか ら台湾へ の華僑 の移住 は、大 きく二つの波 に分 けるこ とがで きる。第1波 は、1953

年、54年 、61年 を中心 とした時期 の移住 で、国共内戦 で敗 れた こ とか ら、雲南省 か らミャンマー

(さらには北 タイ)へ と移住 した軍 人 と、その家族 を中心 とした人 々の移住 であ る。先 の朱浤源 の

6分 類 で は、(1)が 第1波 の時期 に相 当す る。彼 らは台湾移住 後、政府か ら陸軍総 司令部 のあ った

桃園県 中瀝 市龍 岡地 区 を中心 とした地域 に土地 を与 えられ 、居住 してい る。第2波 は、1970年 代

以降、台 湾の経 済状 況が、高度経 済成 長 か ら安定成 長へ と向か う中で、ミャンマーの軍事政 権下 に

おけ る弾圧や経 済 的困難 をか ら逃 れ るために、台湾 へ と移 住 して きた人々で ある。彼 らのなか に

は、第1波 の移住 者 を追 って桃 園県 中歴 市 龍岡地 区 に移住 した人 もいるが、多 くが中永和 地 区に

定住 した。そ の後1980年 代 以 降に、中和 市 には緬甸街(ミ ャンマー街)と 呼 ばれ るように なる、ミ

ャンマー帰僑 集住 地域が 形成 され る。上記 の朱浤源 の移住形 態分類 を用 い るな らば、(2)～(6)

に分類 され る人 々の多 くが、この第2波 の時期 に台湾へ 移住 して いる と言 え る。

ミャンマーは1948年 の独立 以降、ビルマ民族 主義 政策 を採 用 し、遅 れて ミャンマーに移住 した外

国人移 民 に対 して、外 国 人登録 を強要 した。1956年 か らは、ミャンマー政府 は外 国人登録 され た

人 々に対 して外僑税 を徴 収す る ようにな り、1962年 にネ・ウィン軍事政 権が 誕生す る と、私有企

業の 国有化 が強行 され た。 私 有企業 の多 くが 華僑 ・華 人やイン ド系 住民 に よって経 営 されてい た

と言 われる。1965年 には、中国語の新 聞 ・雑 誌が発 禁 にな り、華文学校 が 閉鎖 された。1967年 に

は、ヤンゴンで排 華運 動が起 こった[翌 振 孝1996:32]。 また、1982年 には国籍法 が改正 され、
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多 くの華僑 ・華 人子弟 が、大 学で の医療、工 学、農 業、経 済学分 野へ の就学 を禁止 され た[Mya

Than1998:144]。 こうした理 由か ら、自分 の子 供た ちに よりよい学 習環境 を与 えるた めに、子

弟た ち を台湾へ と移住 させ た人 も多 い。 これ らミャンマーにお ける政 治的 ・社 会的状 況 を土 台 と

して、1970年 代 か らは じまる台湾の急 激 な経 済成長 とが重 な り、1970年 代以 降 「家族 呼 び寄 せ

方式」での台湾 への移 住者 が増 加 する[翌 振孝1996;34]。

一方、台湾側 の華僑 受入政 策か ら見 れば、台湾へ 移住 を希 望す る華僑 ・華 人の3親 等以 内の親

戚 が、中華民 国の国籍 を持 って台 湾 に居住 していれ ば、入台証 を申請 で きる。 申請 が許可 され、台

湾に移動 してか ら1年 間で 「暫 時居 留証」が、3年 目に 「国民 身分 証」が取得 で きる[翌 振 孝1996

:49]。 台湾へ の 「帰 国」が始 まった当初 は、入台 者数 に制限が なかったが 、その後1年 間の受入 人

口が480人 前後 に制 限され、1999年 以降 は120人 前 後 に制 限 され ている[朱2000:294]。 華僑 ・

華 人の ミャンマーか ら台湾へ の移住 を背景 に して、泰緬 ムス リムも台湾 へ移住 した。泰緬 ムス リム

人口 を示す 正確 な統 計 はないが、現 在で は中歴 市龍 岡地区 に1500～2000人 、中永和 地 区に約

140戸 が居住 してい るとされてい る。本稿 で は特 に、1970年 代 以降 中永 和 地区 に移住 して きた、

泰 緬ムスリム移民 を分析 の対象 とす る。

A氏 の原籍 地 は 中国雲 南省 の騰衝 であ る。1948

年 にミャンマーの北東 部、シャン州 のラショーで生 まれ、

1985年 に台湾へ移住 す る まで、ラショーで過 ごした。

A氏 の両親 は、国共 内戦 が終 了 した時期 に、中国共

産 党の 政治 的圧 力 を逃 れ るため に、騰 衝 か らミャン

マーのラショーへ と移住 した。 一 方、A氏 の母 親の妹

は、国共 内戦で 国民党 が敗れ、台 湾へ と全 面撤 退 した

泰 緬ムスリ厶の トランスナ ショナル な親族 ネットワーク

上記 のような移住 のプ ロセス を得 て台 湾へ と移 住 した泰緬 ムス リムで あるが、家 族 を単位 とし

て見 た場合 、ミャンマーか ら台湾へ の単線 的 に移 住が行 われ たわけで は ない。 移住 の プロセスの

なかで、ミャンマー ・台湾 という国境 を越 えてい るだけで はな く、ミャンマー/タ イ、ミャンマー/

中 国、中 国/台 湾 という国境 や、外 省人/「 帰僑」とい う境 界 も越 えて いる。 こうした移 住 プロセ

ス を経 たこ とか ら、泰 緬ムスリムの親族 関係 は、中国雲南省 、ミャンマー、タイ、台湾 を中心 に、ト

ランスナショナルな広が りを見 せ てい る。 こ こで は、以下 の3家 族 の移 住史 と移住 の過程 で生 じ

た親族 ネットワークに注 目す るこ とで、彼 らの親 族 関係 が国境 を越 えて トランスナショナルに拡大

してい るこ とを確認 したい。

1。A氏 の鏃 ネ・ト・一クとその移 住(図 ・)鐇 講 マー

△O;タ イ
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1949年 に台湾へ移住
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o 爽Q一 夲
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図1A氏 の親族ネットワーク
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1949年 に、 ミャンマーへ は移 住せ ず に、中 国大 陸 か ら国民 党軍 と ともに直接 台湾へ と移住 した。

よって、A氏 の母親 の妹 は、台湾 では外省 人カテゴリー に含 まれ る。また、A氏 の母親 の姉夫婦 も、

A氏 の両 親 と同様 に、国共 内戦 終了 時 に雲南省 か ら中国 ・ミャンマー 間の国境 線上 の 町ムセー を

経 由 してラショーへ と移住 し、そ の後台湾 へ と再 移住 している。

先 述 のように、海外 華僑 が 「帰 国」す る場合 、台 湾 に居 住 してい る3親 等内 の親戚 の一人が 、保

証人 に なる必要 があ る。A氏 親族 の台湾 への移 住 とその保 証人 との 関係 を見 る と、A氏 が台湾

へ と移 住 した さい、A氏 の保 証人 に なったの は、A氏 よりも先 に台湾 に移住 していたA氏 の母 親

で ある。A氏 の母親 は、A氏 が 台湾 に来 る約5年 前、1980年 前 後 に台 湾 に移 住 してい る。そ して、

A氏 の母親 が台湾 へ と移 住す る さい、A氏 の母 親 の保 証人 となったの は、1949年 に中国か ら直

接台 湾へ と移 住 し、いわ ゆる外 省 人カテゴリー に属 す るA氏 の母 親の妹 であ った。 一方 、A氏 の

母親 の姉 は、まず息 子の一 人 を台湾 に送 り込んで就 学 させ て、中華民 国国籍 を取 得 させ 、後 にそ

の息子 を保 証人 として、一家全 員が台 湾へ移 住 してい る。

一 方
、A氏 のキ ョウダイ関係 を見 てみ る と、A氏 のみが 台湾 に移 住 して いる。A氏 には4人 の キ

ョウダイが いるが、その うち二人 が ミャンマーに、一人 がタイのチェンマイに居住 してお り、A氏 が 台

湾 に居 住 して いる。 また、A氏 は台 湾移住 後、3回 に分 け て妻 と4人 の子 どもを台湾 に呼び寄せ

て いる。

2.B氏 の親族 ネットワークとその移住(図2)

B氏 は1969年 、13人 キ ョウダイの末子 として、ミャンマー ・シャン州 の州都 タウンジー に生 まれ

た。父親 は中 国生 まれで、9歳 の ときに雲 南省南 部の景 洪か らミャンマーへ と移住 した。一方 、母

親 は ミャンマー生 まれ であ る。

B氏 は1980年 代末 に渡 台 した。当 時、タウンジーの大 学 に在籍 してお り、大 学在 学中 に「入 台証」

が発 行 された。「入 台証」が発 行 されてか ら6ヶ 月以内 に渡台 しなければ な らなかったの で、大 学

卒業 と同時 に台湾 へ と渡 った。 渡 台後 は、先 に台湾 に移住 して いた兄二 人 と姉 の夫 と協 力 して、

天井 工事 の請 け負 い業 をお こなってい る。 現在 は、

△○:ミヤンマー 台 湾 に居 住 して いたB氏 の兄 の一人 が ミャンマー に

△◎:台湾

の
雲南

一奉.h

△△△
B
氏

帰 り、代 わ りに別 の兄弟 が台湾 へ と移 って きた。ミャ

ンマー と台湾 との間 を往復 す る、ヨーヨーマイグ レー

ション現象 が見 られ る。

さ きほ ど、B氏 の母 親 は ミャンマー生 まれで あ る

と述べ たが 、彼 女 には、中国雲南省 に異母 キョウダイ

が いる。 つ まり、B氏 の母 の父(B氏 の母 方の祖 父)

には二人の妻 がお り、 一人 は中国雲南 省 に、 もう一

図2B氏 の親族 ネットワーク
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人が ミャンマーにいた。1996年 頃 に、B氏 の母 はB氏 の兄 たち と一緒 に、彼女 の異母 キョウダイを

探 しに雲南省 へ行 った。 雲南 省で は、ぶ じ母 の異母 姉 を探 しだす こ とがで きた。 そ こでミャンマ

ーにいるB氏 の母 親 と、雲 南省 にい るB氏 の母 親 のキ ョウダイが、関係 をつ なげ るこ とで、ミャン

マー と中国雲南省 、それ に台湾 とにまたが る親族 関係が生 み出 された。 一方 、B氏 の父 親の シン

セキ に関 しても、B氏 の兄 たちが 雲南 まで探 しに行 ったが 、B氏 の父 親が残 した情 報が あ まりに

も少 なく、結 局見つ か らなか った。時 間がで きれ ば、もう一 度探 しに行 きたい とB氏 は述べ ていた。

節 の まとめ

以 上 の二つの家 族 の移住 と親族 ネットワークの広 が りをま とめ ると、 まずA氏 一家 の台 湾へ の

移住 は、1949年 にA氏 の母 の妹が 台湾へ と移住 した ことに始 まってい る。 そ の後 、約30数 年 の

時 間 を経 て、このA氏 の母 の妹 と2親 等 の関係 にあ るA氏 の母 親が台 湾へ と移 住 した。この段 階

にお いて、 台湾 とミャンマー とい うナショナルな境界 を越 えてい ると同時 に、 切 れ ていた血縁 関

係 をつ な げる こ とで 、外 省 人 と「帰僑 」との境界 も超 えてい る。また、A氏 、A氏 の母親 、A氏 の

子 ども、A氏 の妻、A氏 の母の姉 の家族 に関 しては、台湾 一 ミャンマー間 のチ ェーンマイグレーシ

ョンが 見受 け られ る。さらに、A氏 のキ ョウダイ問 には、タイ、ミャンマー、台湾 をつな ぐ、親族 ネッ

トワークが存在 してい る。

B氏 家族 にお いて も、移 住の結 果、ミャンマー一 台 湾 間に トランスナショナルな親族 関係 を維 持

す る ことが可 能 になって いる。また、B氏 の場合 に は、移住 におい て親 族 関係 が トランスナシ ョナ

ルに広 がって いる と同時に、1990年 代 に申国へ 親族 を探 しに出か けた こ とに代表 され るように、

国境 を越 えて親族 関係 を発掘 し、広 げ ようとしてい る。

宗教実践から見た泰緬ムスリムと外省人ムスリムの差異

宗教 実践か ら見 た泰 緬ムスリム と外 省人ムス リム との差 異

さて、中華 人民共和 国 では 「回族 」カテゴ リーに含 め られ る台湾 ムスリムは、統一 した民 族名称

が与 え られ てはい ない もの の、中 国人 ムスリムとしての アイデ ンティティは共 有 されてい る。泰緬

ムスリム も中国系 ムスリムとしてのアイデ ンティティを維持 して いる。 しか し、中国か ら直接 台湾

へ と移住 して きた外 省人 ムス リム と、ミャンマーのムスリム・コミュニティでの生活 を経 て、1970年

代以 降 に台湾 へ と移住 した泰緬 ムス リムとは、微 妙 に異 なる宗教実践 を有 す るに至った。 そ のた

め、泰緬 ムス リムが台 湾へ と移 住 し、台湾 でムス リム・コミュニティに参 加す る ようになる と、外省

人ムスリムとの間 に、宗 教実践 上 の差異が 生 じる。以下 第3節 で は、宗教 実践か ら見 た、台湾 ムス

リム・コミュニティ内 におけ る、外 省人 ムス リム/泰 緬 ムスリム問 の差 異 を分 析す る。そ の上で、宗
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教 実践 が差異 として現れ てい る と同時 に、外省 人ムスリム と泰 緬 ムス リム とを結 ぶ結節 点 ともな

ってお り、そ うした差 異の 結節点 を越 えるか たちで、台湾 ムス リム ・コミュニティにおけ る移 住者

間の差異 が調 整 される ことを示 したい。

1.タ ーリン(Thar-linn):金 曜礼拝 後の イスラーム勉 強会

台北新 生モスクで は、毎 週 ジュマー(金 曜 日の集団礼 拝)が 終 了 した後 に、モスクの礼 拝 堂内で

ターリンと呼ば れる、イスラームの勉 強会 が開か れてい る。 毎週 ジュマーのター リンで は、普通参

加 者 の一人(ほ ぼ毎週特 定 のあ る人物)が 、ハ ディース(予 言者 ムハ ンマ ドの言行録)の 一部 を参

加 者 に読 み聞 かせ る。 読み終 わった後 に、そのハディースの 内容 を、現在彼 ら台湾 ムス リムが置

かれて いる状 況に照 らし合 わせ て解 説す る。毎 回の ター リンごとに時 間の長短 はあ るが 、だい た

い20分 か ら30分 で終了す る。最 後 に参 加者全 員で祈祷 をして、ターリンが終了 す る。

台北新生 モスクでは普通 、毎週二 つ のグル ープが ター リンを行ってい る。一つ は、在台 湾パキス

タン人 を中心 としたグループで、約20人 が集 まって ターリンを開いて いる。もう一つの グルー プは、

泰 緬ムスリムに よって 開かれ てい るターリンで あ る。 日によって人数 が異 なるが、少 ない ときは

5人 ほ ど、多い 時 には10人 ほ どが集 まって 、ビルマ語 でター リンを行 ってい る。 私 が2000年7月

に、最初 にター リンに参加 しは じめ た ときには、か な りの人数 が集 まってい たが、近年 参加 人数 は

減 少 してい る ように思 われ る。 ターリンが ビルマ語 で開か れてい る ことか らも分 かる ように、毎

回参加 して いるの は、ほぼ全 員が ミャンマーか らの帰 国者 であ り、外 省人 ムスリムやそ の他 の ムス

リムはあ まり参加 してい ない。もち ろん、泰緬 ムス リム以外 に開か れて いないわ けで はないが、実

質的 に参加 者 のほ とん どは泰緬 ムスリムで あ る。ち なみに、ミャンマーで は、必ず しも金 曜礼拝 日

だけで はな く、毎 日 日の入 り前 の礼拝 が終 わった後 に行 われて い る。 台湾 で は、金 曜礼拝 時以外

には、モスクに人が集 まれ ないの で、金曜礼 拝時 のみ にお こなわれ ている、

2.断 食 明 けの祭 りにおけ る家 庭訪 問

断食 明 けの祭 り(Id-lFitre)は 、犠牲 祭(Id-1Adhar)と 並 んで盛大 に行 われ る、イスラームの

2大 祭 の一つ であ る。 イスラーム暦 第9月 の ラマダーン月 に行 わ れる断食 が無事 終了 した こ とを

祝 し、イスラーム暦 第10月 の シャッワール 月の1日 か ら3日 にか けて盛大 に行 われ る。 中国語 で

は 「開齋 節」と呼 ばれ 、台湾 ムス リム社 会 で も盛大 に行 われ る。 しか し、台湾で は、非 イスラームの

台湾社 会 と個 々人 の仕 事 との折 りあわせが 難 しい ことか ら、 開齋 節 は1日 だけ しか行 われ ない。

近年 は、イン ドネシァ人労働 者 の増加 を受 けて、開齋 節(断 食 明 けの祭 り)に参加 する ムス リムの

人数が 増加 している。た とえば、2000年12月27日 の開齋節 で は、約1300人 の ムスリムが参加 し、

2001年12月16日 の 開齋節 では、2000人 以上 のムスリムが参 加 してい る。

開齋 節の 当 日に は、約1時 間 にお よぶモスクでの礼拝 終了後 の慣行 に、外省人 ムス リムと泰緬

ムス リムの問 に宗教実 践上 の差異 が見 られ る。 礼 拝終 了後、外省 人ムスリムが 身内 だけで集 まり
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断食 の無事終 了 を祝 うの に対 して、泰緬 ムス リム は未婚 のムスリムを中心 に数十人 が集 まり、泰緬

ムスリム家庭 を1軒 ずつ 回って、断食 が無事終 了 した こ とを祝 う。2000年12月26日 に行 われ た

開齋節 の 日には、次 のようなか たちの家庭 訪 問が行 われ た。

断食 明けの祭 りの礼拝 が正午前 に終 わって、モスクの隣 にあったハラール・レストランで、断食明

けの 日に無 料 で客 に振 る舞 われ る料 理 を食 べて いる と、泰緬 ムス リムの一 人が断食 明 けの家庭 回

りに出発す る と呼び に きた。 その 日家庭 回 りには、主 に未婚 のムスリム30人 以上 が参加 し、貸 し

切 りの大型 の観光バ ス1台 と乗 用車1台 とで、モスクの前 を出発 した。この 日家庭 回 りに参加 した

のは、6人 を除い て、すべ て泰緬 ムス リムで あった。非泰 緬ムスリムのうち、3人 はモスクの幹 部(常

務 理事1人 、アホ ン1人 、新任 の新生 モスクの董事 長1人(注5))で あ り、残 りの うち1人 は幹部 の妻 、

もう1人 は入信 ムス リム、最後 に筆 者 である。 家庭 訪問 団を組織 している中心 人物L氏 に対 して、

各 家庭 か ら訪問要 請のオファーが あ り、L氏 は訪 問先 リス トを見 なが ら、訪 問順 を考 えて訪問す る。

訪問 の さい には、30数 名の ムス リムが、各家 庭 を一度 に訪問す る。参加者 の多 くはその 時訪問

して いる家が、誰 の家 なのか分 かって いない。 家 に上 が る と「開齋節 快楽(断 食 明けの祭 りおめ

で とう)」と言 い合 って、断食 が無事 終了 した こ とを祝 う。各 家庭 では、準備 してあった ミャンマー

風 の軽食類(注6>を 少 しずつ小 分 けに して家庭 訪問参加 者 に配 る。10分 か ら20分 程度 ひ としき

り歓談 す る と、最後 に ドゥアー(祈 祷)を して、その家庭 へ の訪問 は終了す る。この 日の家庭 訪 問は、

新 生モスク前 を出発 した当初 の予定 で は、30軒 以上の泰 緬 ムス リム家 庭 を訪 問 し、家庭訪 問が終

わった後 にマ レーシア経済 交流 センター(大 使 館業 務 を行 って いる)を 訪問す る予定 であった。 し

か し、20数 軒 を回 り終 わった ところです でに夜 の10:00過 ぎにな り、筆者 を含 め多 くの参 加者 が

帰宅 した。残 りの訪 問予定先 は、家庭 訪 問団組織 者数 人で 回った はずで ある。以上 は中永和 地 区、

及 び新 店市 を中心 にした泰 緬ムスリムの活動 であ るが、中歴龍 岡モスク周 辺で も、泰 緬ムスリムに

よって 、同様 に家 庭訪 問が行 われ てい る。

泰緬 ムスリムの話 に よる と、こうした相 互訪 問は、ミャンマ ーで は三 日間にわ たって行 われ る と

い う。 三 日間家 の戸 を開放 して、一 日目には男 性が 、二 日 目に は女性 が、三 日目には子供 たちが

家 々を回って いる。 台湾 におい ては、日数 は一 日に短縮 され、訪 問す る人 も未婚 のムスリムに限

られ て しまってい るが、台湾 ムスリム・コミュニ ティにお いて も、泰緬 ムス リム独 自の宗 教実践 を再

現 してい る。 泰緬 ムスリムに よる、開齋節後 の家庭 訪 問は、台湾 ムス リムコミュニティにお け る非

泰緬 ムス リムに よっても、泰緬 ムス リムの特徴 として認識 され ている。筆者 も複数 の非泰緬 ムスリ

ムか ら、台 湾のムスリム・コミュニティにお ける興味深 い活 動 として、泰緬 ムス リム開齋 節の礼 拝後

の家庭 訪問 を紹介 された。

3.外 省 人 ムスリムの 薄れ ゆ く伊 瑪尼(イ マー ン)

泰緬 ムスリムが台 湾でムスリム としての宗教 実践 を行 って い く上 で、 危 機感 を感 じてい るこ と
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の最大 の もの は、台 湾ムス リムの薄れ ゆく伊瑪尼 である。伊瑪尼 とはアラビア語 「iman」 の音 訳で、

「信 仰」の意味 であ り、コーランやムハ ンマ ドの 言行 に従 う心 や、確 か な信 仰 を もって、イスラーム

の教 えに したがって生 きるこ とを意 味 してい る。 泰緬 ムス リムが しばしば 口にす るのが、台湾 で

伊 瑪尼 を維持 してい くことの 困難 さであ る。 ミャンマー では、至 る所 にムスリムがお り、モスクが

あ り、ハ ラール の食堂や レス トランが存 在 してい る。どこへ行 って も礼 拝 の場所 を見つ け るこ とが

で きるし、食 事 に困 るこ ともない(注7)。 また、至 る所 にモスクが ある ため、仕 事 の合 間や 仕事帰

りにモスクに寄 って礼拝 を済 ます こ ともで きる。台湾 はミャンマー と異 な り、信仰 の 自由が保証 さ

れてい るが、一方 でムス リムの人 口が絶対 的 に少 なく、ムス リムとしての伊 瑪尼 を維持 してい くこ

とが難 しい、と彼 らは言 う。

そ うした薄 れゆ く伊瑪尼 のイメージとして、泰緬 ムス リムのB氏 は、一部 の外 省 人ムス リムが葬

儀 の際 に、伊 瑪尼 を失 い、漢 人的 な宗教 実践 を行 って いる と述べ てい る。

イス ラームで は普 通の 漢人 の宗教 と異 なり、祖先 祭祀 を行わ ない。 崇拝 の対 象 は唯一神 アッラ

ーの みで あ り
、祖 先 を奉 る ことは許 されてい ない。そ れは葬儀 の際 に も同様 であ る。もちろん、「孝

順」(親孝行)と い う言葉 もしば しば使 われ、清 明節 な どに墓参す るムスリムもい る。 しか し、一般

の漢人 の祖先祭 祀 観念 と決定 的 に異 な るの は、台湾 ムスリムの言 い方 に よれ ば、「彼 ら漢 人 は祖

先 に祈 るが、我 々 は祖 先の ため に神 に祈 る」とい うところにあ る。 つ まり、我 々が 祖先 の加護 を

求めて祖 先 に祈 るので はな く、祖 先が 最後 の審判 の 日に無 事 に天 国 に行 け るように神 に祈 るの で

ある。 よって 、祖 先 の墓の前 で 「叩頭(ひ たい を床 につ けるか たちの礼拝)」す る ようなこ とは、イ

スラーム教義 上考 え られ ない。

そ れは、た とえばモスクで行 われる葬儀 の礼拝(Janaza)に おいて顕 著 に現 れ る。2000年9月

22日 金 曜 日に行 われた葬儀 で は、 通常 の金 曜礼拝 が終 了 した後 に、遺体安 置室 か ら遺体 の入 っ

た棺 が 運 び出 され、モスクの礼 拝 堂の 中に置 かれた。 外 国人 ムス リム を含 めた、金 曜礼拝 参加者

のほ とん どが残 ってお り、葬儀 の礼拝 に参加 した。参 加者 は全員 キブラの方 角(メ ッカの方 角)に

向かって立 ち、礼拝 をした。 台湾 ムス リム による と、葬儀礼 拝 におけ る礼 拝形式 は、基本 的 に普

段 の礼 拝 と同 じなの だが、決定 的 に異 な るの は、立 った ま まタクビール(「アッラーは偉大 な り」と

い う文句)を 唱 えるの みで、ひたい を床 に付 けて礼拝(厂叩頭」)をしない。 普段 の礼 拝 では、ひ ざ

まづ き、ひた いを床 につ け る動作 が くりかえ されるが、葬儀 の礼 拝 では、それが お こなわれ ない。

つ まり、死 者の遺体 を前 に して、死者 に対す る崇拝行 為 ともとれ る礼拝行 為 はお こなわない。

しか し、私 が インタビュー した泰 緬ムス リムB氏 に よると、現在 の台湾 では、外 省人 ムスリムの

中に、祖先 の墓 の前で香 を焚 いた り、「叩頭」した りす る人 々が 出て きてい るという。B氏 はこれ

を、伊瑪尼 が薄 らい だ人々 と述 べて いる。B氏 が言 うには、外省 人ムスリムも、渡 台 した一 世世代

は非常 に強固 な伊 瑪尼 を維持 してい たはず なのだが、 二世 、 三世 にな るにつれ て伊瑪尼 が徐 々
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に薄 らいで きてしまった人が 出現 して いる。その ため、一世 世代 のムス リムが亡 くなって、埋 葬 を

す る際 に、二世 、三世 代 のムス リムた ちの なか には、自分 の親 の墓 の前 で 「叩頭 」す る もの もい る。

二世世 代の ムス リムには、 もうす で にムス リム としての伊瑪尼 は存在 しないの だ。 移 住後 まだ時

間が浅 い時期 は よいが 、この ま ま台湾 にい る と、自分 たちの子 どもた ちも、伊瑪尼 が消 滅 して し

まうか もしれない。B氏 は、こうした危 惧か ら、ミャンマーへ帰 った方が 伊瑪尼 の維持 に有利 で あ

る と考 えてい る。

4.中 永和 地 区にお けるムスリム活動 セ ンターの創設

前節 で述べ た ように、 中永和 地区 の ミャンマー帰僑 コミュニティは、1980年 代か ら形成 されて

くる。 泰緬 ムス リムが中永和 地 区にモスク、もしくはムス リム活動 センター を建 設 したい という話

は、1990年 初 頭か ら出て いた。その後、約10年 の歳月 を経 て、それが現 在実 現 しつつ ある。

中永和 地 区のムスリム活動 センターは、 特 に泰 緬 ムス リムのみ を対 象 に創 設 され るものでは な

い。 しか しなが ら、中永和 地 区 に居住 す るムス リムの多 くが泰 緬ムスリムであ るこ とを考 えれ ば、

中永和 地区 にムス リム活動 センター を創 設す る ことは、 第1に 泰 緬 ムスリムに対す る利便 を想 定

したもの と言 える。 た とえば、台北新 生モスクの馬 アホンは、中永和 地 区のムス リム活動 センター

創 設 のための募 金活動 を紹介 した記 事 の中で、つ ぎの ように述 べて いる。「彼 ら(中 永和 地 区)の

イスラームの実践(教 門)は 、い まだ に雲 南地 方のムスリムの特 色 を維 持 して いる。… 親戚 問の往

来は頻繁 で、互助 的精神 は濃厚 であ る。 将 来的 には、台湾北 部地 区にお けるイス ラームの重要 な

資産 と希望 となるだろ う。」[馬2002:29]。 ミャンマ ーか ら台湾へ と再移住 して きた中永和地 区

の雲南系 ムス リムは、 外省 人ムス リムとは異 な る宗教 実践 をお こなって お り、将 来的 にそれが 台

湾 ムス リム・コミュニティにとって、重 要 な役 割 を果 たす可 能性 があ るとい うことを示唆 して いる。

センター開設 は泰緬 ムス リムで あるD氏 を中心 に進め られ、 セ ンター を開設 す る土 地 は、D氏

が 自宅の横 の土地 を提供 した。また、ムス リム活動 センター にも常駐 のアホ ンを置 くことが決定 さ

れ たが、 そのアホンにもミャンマー生 まれの雲南 ムスリムで、 サウジアラビアのメジナの大 学 を卒

業 した人 物、つ ま り泰 緬 ムスリムを起 用す る。ムスリム活動 センターの運営資 金及 び常駐 のアホン

へ の給与 は、 中永和市 に居住 す る約140戸 の家庭 が、 それ ぞれ少 しず つ寄付 金 を出す ことで ま

かな うほか、サウジアラビアにあ る世 界イスラーム連 盟が 資金提供 をす る。

節 の まとめ

この ように、宗 教実践 か ら見 た場合 、泰 緬 ムス リム と外省 人ムス リムの 問には、い くつ かの差異

が 生 じて いる。 それが 、葬儀 の事例 で見 た ように、と きにイス ラーム解釈 上 の大 きな差 異 となっ

ている。

しか し、ここで重要 なの は、泰緬 ムス リム/外 省 人ムスリム問の差異 は、この両者 を分か つ本質
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的 な差 異 として存 在 してい るわけで はない とい うことであ る。 まず、ターリンや 断食明 けの祭 の

家庭 訪問、それ にムスリム活 動セ ンターの解説 など、泰 緬 ムス リム と外省 人ムスリムとの違 い を際

立たせ る宗教 実践 は、活 動主体 が必ず しも泰緬 ムス リムのみ に限定 されてい るわけ ではない。 タ

ーリンに参加 してい るの は、普通 は泰緬 ムス リムであ るが、それ以外 の外省 人ムスリムや入 信ムス

リムが参加 す るこ ともあ り、そ の際 には、ミャンマー語 と中国語 との両方 で開か れる。 また、先述

の ように、断食 明けの祭 の家庭 訪問 において も、大部分 の泰緬 ムス リムに混 ざって、外省 人ムスリ

ムや入信 ムス リムが参加 してい る。 さらに、中永 和地 区のムスリム活 動セ ンターに 関して は、そ の

設立 の 目的が 実質 的に は、泰緬 ムスリムの宗教 活動 に対す る利便 であ るが、その設 立準備 委員 に

は、外省 人ムスリムも加 わってい る。 そ して、見 解 の相 違 はあ るものの、外省 人ムスリムが 主導権

をに ぎって いる、中国回教 協会 の支持 と世界 イスラーム連 盟の 資金援助 を受 けなが ら、運 営が さ

れてい る。

また、外 省人二 世、三世 の伊瑪 尼 と泰緬 ムスリムの伊瑪尼 の差異 に関 して言 えば、そ こに見 出

され る泰緬 ムスリム と外 省人 ムス リムとの差 異 は、「正 しい」イスラームに向けて、克服 され るべ き

もので あ り、泰緬 ムス リムと外省 人ムスリム との本質 的 な差異 で はない。

つ ま り、実践宗教 の中で差異 化 された泰緬 ムス リム/外 省人 ムスリムの関係 は、明確 に区別 さ

れた対 立項 では なく、移住 者の集 まりで ある台湾 ムス リム ・コミュニティを再 編成 してい く上で の

結節点 に なってい るので ある。一
アフメッドと ドナンはムス リム ・デ ィアスポ ラにつ いて、つ ぎの ように記 述 してい る。「移民 ムス リ

ムはその移 住地 にお けるマイノリティとして、マ ジョリティ文 化 と対 面 しなけれ ばな らないだ けで

はない。移民 ムスリム自身 も、多様 な教 派や文化 的伝 統 を背 景 に移住 してい るのだ」[Ahmed&

Donnan1994:6]。 その ため、移住 地 におい て彼 らは、「イスラームに関 して、他 のムスリム と交

渉 し、合意 しなければ な らない とい う問題 」を抱 えて いる[Ahmed&Donnan1994:6]。 よって、

アパ デュライの述べ るように、「脱領域 化 が … イスラームやヒンドゥー・ファンダメンタリズムを含 め

た、グローバ ル・ファンダメンタリズムの核 心 にあ る」[Appadurai1996:38]の だ として も、移民 ム

スリムは 「共通 のホームランドさえ共有 して」[Ahmed&Donnan1994:7]お らず、内部の様 々

な差異 を調整 す る必 要が あるの だ。

冒頭 で紹 介 した ように吉 原 は、移民 エスニシティが 移住社 会 におい て再構 築 され るさい に、宗

教 を媒 介 としたエ スニシティの共 鳴や提 携現象 が ある一方 で、 宗教 がエスニシティの差異 化 の象

徴 とな るこ とで、エスニシテ ィの差異 化現象 も見 られ るこ とを指摘 してい る。しか しなが ら、台 湾
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ムスリム・コミュニティの ように、様 々な移住 背景 や文化 的背景 を もつ人 々が集 まったエスニック・コ

ミュニティにお いて は、宗教 実践 上の差異 が、エスニシティの差異 化 を招 くことは必 然的 な ことに

思 える。 台湾 ムス リム 自身がマ イノリティとして、台湾 漢人文化 に接 しなけれ ばな らない だけで

はな く、台湾 ムス リム・コミュニテ ィ内の差 異 に対 面せ ねば な らない のだ。 本稿 で はそれ を、泰緬

ムスリム/外 省 人ムス リム間の宗教 実践上 の差異 に見 た。

しか し、先述 の ように、泰緬 ムス リム/外 省 人ムスリム間の差異 は、実際 には台湾 ムスリム・コミ

ュニティの構 成員 に よって しばしばの り越 え られて いる。それ はバ ル トが述 べ る ように、境 界 をパ

ッシング しなが らも、境 界 その ものが 維持 され る[Barth1969]と い うよりは、境 界が 境界 の両端

をつ な ぐ結節点 に もなってい る とい うこ とであ る。そ うした宗教 実践上 の差異 をインターフェイス

としなが ら、差異 を調 整 し、台湾 ムスリム・コミュニティが再 編成 されて いる。よって、台 湾ムスリム・

コミュニテ ィ内部 での差異化 現象 は、 共鳴 や提携 関係へ と向 けた試み を導 くもの としても存在 し

てい るのだ。そ うした差 異の調 整プ ロセスのなか に、台 湾 ムスリム・ゴミュニテ ィは存在 してい る。
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〈大阪大学人間科学研 究科博士後期課程〉

1台 湾 には全台湾 のムス リム をま とめ る組 織 として「中 国回教協 会」と「中国回教 青年 会」の二 つが あったが 現 在 では統合 され て、

「中国回教 青年会 」は 「中国 回教協 会」の傘下 に ある。また、台湾 に ある6つ のモスクも、「中国 回教協 会」の もとに統合 されてい る。

2台 湾で は普通 、原住 民 ・聞南 人 ・客家人 ・外 省人 の4大 エスニック・グループが想定 され てい る。 そ のうち、1945年 以前 か ら台湾

に居住 して・い た前3者 を本省 人、1945年 以 降の台 湾移住 者 を外 省 人とい う。

3雲 南省 か らミャンマー・北 タイへ の移住 に関しては、 イエーガー[Y6gar1966]、 フォーブスとヘンリー[ForbesandHenley

1997コ 、松 本光太 郎[松 本2001、2001]、 吉 松久 美子[吉 松1998]、 張 佐[張1998コ な どに詳 しいので こ こで は省略 す るが 、す で に300年 の移

住の歴 史が ある ともい われて いる 匚Anonymous1990]。

4華 僑 の台 湾へ の移住 し、中華民 国台湾 の国籍 を取得 して 「中 国人」となった人々 は、中華 民国へ の帰 国 した華僑 とい う意味 で、

俗 にr帰 僑 」と呼 ばれて いる。しか し、中華民 国台 湾にお いて は、法 律上 は 「帰僑 」とい う身分 は存在 しない。

5理 事 は台 湾の ムスリム・コミュニティを統 括す る中国 回教協会 の役 職で あ り、董事 長は個 別のモ スクを管 轄す る役職 であ る。

6出 され る軽食 は様 々であるが 、甘いデザ ー ト風 のお菓子 や ビルマ語 でカウスェ と呼 ばれ る麺 類 な どで、い ずれ もミャンマー料 理

であ る。

7筆 者は2003年5月19日 か ら6月3日 までの 間、ミャンマーのヤ ンゴン、マンダレー、タウンジー、ラショーの4都 市 に滞在 し、ミャン

マー・ムスリムの生 活 を観 察 して きた。至 る所 にモスクが あ り、ハラール ・レストランが あって、ムスリムとして の宗教生 活 を送 る上で は、全 く支障 が
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ない ようすで あった。 ミャンマー を紹 介 したホームページ 『バ ダウ』には、ミャンマーの イスラーム教 が紹介 されて いる。『バダウ』の記述 による と、

1997年 に出版 された ミャンマー情報省 の刊行物 『黄金色 の光 を放つ宗教 』には、ミャンマーの首都 ヤンゴンに171の 、マンダレー に200の モスクが

あ り、ミャンマー全土 では2266の モスクがあ ると記 述 され ている[バ ダウhttp;〃www.geocitiesjp/badauk2001/sinjiru/lsl㎜_03.html]。
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東南アジア島嶼部のフロンティァ空間
一 ボルネオ島西部インドネシァ/マ レーシア国境地帯からの視点

石川 登

まず 、詳細 に入 る前 に、フロンティア とインターフェイスにつ い て、意 味 を明 らか にして お きた

い。 た とえ ば、フロンティアであ るが 、これ につい ては筆者 が所属 してい る東南 アジア研 究セ ンタ

ーにか な りの研 究 蓄積が あ る。東 南 アジア島嶼部 にお けるフロンティアにつ いては、インドネシア

やマ レーシアで調査 してい る研 究者が 、重要 な研究 領域 のひ とつ として議論 を続 けて きた。 そ こ

で語 られて いるフロンティアは、た とえばアメリカ史 におけ るフレデ リック・ジャクソン・ターナー

の、「フロンティア仮説 」を思 いお こさせ るもので ある。アメリカが西 に向か って、つ ま りカリフォル

ニアに向かって広が ってい くという、無限 定的、非 限定 的なベク トルのイメージで ある。 この よう

な意味 での フロンティア概念 が、東南 アジアの フロンティア研 究で もひ とつ の基礎 的 な視 点 として

流 用 されて きた とい える。 そ こで取 り上 げ られ てい るイメー ジは、開拓前線 、開拓 され る農業空

間の最 前線 であ り、農民が 土地 を拓 き、成功 を求め て移動 する とい うイメージであ る。 まさにギ

ャンブ ラー とで も言 えるような、 非常 に投機 的 な東 南アジアの農民像 が、 これまで取 り上 げ られ

て きた。 これは現在 の人類 学 的な言葉 で用い れ ば、まさにエージェンシー(agency)へ の注 目と

い うこ とに なろう。構造 や システムの 中でい かに個 人が動 き回 るか 、意志 を もって動 くか、とい う

ような流 れの 中で農 民像が語 られて きた とい うわけだ。

もうひ とつ 、まさに語 義 的な意味 で、英語 の フロンティアとは国境 を意味 してい る。国の一番 最

周縁部 、とい う意味 での フロンティアが、二つ 目の意味 であ る。政治的 なシステムの中で の最周縁

部で あるだ けで はな く、経 済的 な らびに文化 的な領域 の 中で、一番端 、つ ぎの システム との境 目

とい う意味 でのフロンティアであ る。一種 の インターフェイス、す なわち二つ のシステムのあ いだ、

二つ の文化 、二つ の経 済、二 つの政 治 システムの 問に位置 す るような、非常 にファジーな「はざま」

としての社 会空 間であ る。本 稿で は、開拓前 線 として のフロンティア と文化 、経 済 政治 的システ

ムの境 界域 、この二 つ の言 葉 を中心 に議 論 を進 め たい。一
構 造 な らびにシステムにたい する人 々のエージェンシー は多 くの研究 者が 日々考 えてい る問 題

であ ろう。 システムや構 造 の中で、いか に人 々が 自分 で意志 決定 をお こない なが ら、と きに反 シ
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ステム、反構造 的 な行 動す るか。 フィール ドか らもの を考 える人類 学 は、他 の社 会科学 や人文 学

に くらべ て、エ ージェンシーに より良 いアクセスを持 った学 問で ある。 しか しなが ら、本稿 で はそ

れ をひっくり返 し、フロンティアやインター フェイス という空 問が 、い かにシステム として構 造化 さ

れるか を考 えてい きた い。言 いか えれば、権 力が どの ように生 成 され、フロンティアや インターフ

ェイス な どの社 会空 間 をかた ち作 って い くか とい う、一種 の権力 論 という立 場 か ら話 を進 め る。

本稿 で は基 本 的に、 いか に権力 的な構造 が フロンティアな らび にインターフェイス と言わ れる空

間で立 ち上 がって くるか、そ の様式 を中心 に議論す る。

ここで は、権 力 を以 下の2つ の視点 か ら、規 定 してお きたい。一 つめ は、組 織 的権 力(organi-

zationalpower)と よべ るもの である。 た とえば、フロンティア空 間 を考 える にあ た り、ファーン

ニバル な どの言 う「複 合社 会」モデ ル[Furnivall1944]の もとで、マ レーシアな どの例 を考 えて

みた らよいだ ろう。 無主 の土地 と呼べ る ような社 会空 間、人が いた として もきわめ て小 人 口であ

った ところに、植 民地行 政 のもとで ゴムのプ ランテーションや錫 の生産が 行 なわれた。 ほ とん ど

ノー・マンズ ・ラン ドであった場 所 に、様 々な民族集 団が動 員 されて、労働 市場 が形成 され る。そ う

いうか たちで、東南 アジアの辺境 部が生 産 システムの 中に入って きた という歴 史が あ る。 こうし

たコロニァル な状況 の みな らず、た とえば現代 の シンガポー ル沖 のインドネシア領 では、シンガポ

ールか らフェリーで40分 ほ どのインドネシアの 島々 に多数 の工場 がで きてい る
。 安い インドネシ

ア人の労 働力 を使 うため に、日系 、中国系、アメリカ系 な ど、様 々な多国籍企 業 が工場 を作 ってい

る。そ こでは資本 の動 きが発生 して、商 品を作 るため に組織 化 され、資本 のみ な らず に労 働力 が

動員 され、一種 の囲い込 みがお きる。 この ような資本 、人 、商 品のモ ビリティを収 奪す るシステム

や構造 に対 して、もちろん反 システムも起 きてお り、国境 を越 えて人々が動 き、モノを動か して、

利潤 を上 げる とい うインフォーマル・エコノミーも形成 され る。これ らのせ め ぎ合 い という点か ら、

フロンティア を見 てい こうとい うのが 私の基 本的 な視 点 であ る。 この場合 、多 国籍企 業や工 場 に

対 して は、オペレー ショナル ・ユニットとい う言葉 を用 い るのが よい。つ まり、労働 力が動 員 されて、

そ こに定着 させ られ、何 か の生産 のため に囲われ て存在 する ようにな る。 そ こで は、多 国籍 企業

の工場 をは じめ、ゴムや アブ ラヤシの プランテー ションな どのオペ レーショナル ・ユニ ットが生成 し

てくる時 に、必 要 な権 力が顕在 化 して くる。 フロンティア空 問 において生 産活動 のた めに入 々の

空 間的移動 の管理 がすす み、国家 に よる組織 的権 力が行 使 され るようにな る。

こうした組 織 的権 力 にたい して、 もうひ とつ の権 カ ー もしくは大 きな諸 力 とで も言った方が

よいか もしれ ないが 一 を見 る ことが で きる。 そ れは、こうした オペ レーショナル・ユニ ットー

プ ランテーション、多 国籍 企業体 、国家 の領域 な ど一 自体 をつ くり上 げ る、さ らに大 きな構 造的

な力(structuralpower)で あ る。 フロンティアや インターフェイス といった空間 を、この ような

構造 的諸力 で見 てい くことは重 要 だ。特 に、国家 経済 や政治 、文化 な どの システムの はざ まにあ
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るインターフェイスで は、こうした構造 的権力 と反作用 が見 えやす くなる。 構造 的権力 は、コミュ

ニティや労働 市場 、ひいては国家領域 な どのオペ レーショナル・ユニット自体 をつ くり上 げるような、

さ らに上位 な力 となる。 い わば資本 主義 的 な近代 世界 システムが 成立 した後 に世界 を覆 った構

造 であ る。蒸 気エ ンジンが 開発 され、西 洋の植 民 地 主義 がお こり、非 西洋 世界 が 植民 地化 され、

労働 力が動 員 され、生産 システムに絡 め とられ てい くとい う、まさに500年 という長い タイムスパ

ンで語 られ るような大 きな構 造 的力 といえ る。これ を二 つ めの 権力 として 注 目してい く必 要が

ある。

そ ういう構 造 的な大 きな力 は、世界 のポ リティカル ・エ コノミー を規定 して きた わけだが 、'これ

は後述 の近 代世界 システムのみ な らず、いわ ゆる国際主 義、インターナショナリズムや グローバ リ

ズム と無 関係 ではない力 とい うこ とに なる。 この ような、組織 的権力 と構 造的権 力 を、い かにフ

ロンテ ィア、また はインターフェイスの中か ら抽出 して い くか。 そ の作 業 をす るにあたって、実際

の例 として、私 が関 わって きたボルネオ島西 部の インドネシア・マ レーシア国境地帯 を紹 介 した い。

ボルネオ島西部のインドネシア/マ レーシアの国境地帯

ボルネオ西部 の国境地 帯 の一番海側 にダ トゥ岬が あ り、 ここを突端 としなが ら内 陸に向 かって

国境 が走 って いる(地 図1)。 これが現在 のボルネオ島を二つ に分 ける国境 であ り、上左 側 がサラ

ワク州 マレーシア、上右側 がサバ 州マ レーシア、 そして下が カリマ ンタン といわれ てい るインドネ

シア領で ある。基 点 となるのが ダ トゥ岬 であ り、分水 嶺が 国境線 として規定 され てい る。

この地域 か らまず、1870年 代 と1930年 代 の二つ の事 例 に着 目した い。 ボルネオ西 部 は、イギ

リスの植 民地 にな る前 に、二つ のイスラムの スルタンが 緩や かな支 配 を確立 していた。 現 在の イ

ンドネシア西 カリマ ンタン側 にはサ ンバ ス・スルタンが あ り、北 部 にはブルネイ・スルタンの シンボリ

ックな政治 的領域 が あり、ボルネオ西 部は、これ らの スルタンの支配権 の ちょうどは ざまであった。

1841年 にジェームズ・ブルックという白人 の若者 が、クチンというところに寄港 し、当時内戦状 態

にあったサラワクをお さめ、ブルネイ・スルタンか ら植 民 地 を得 た こ とに よって、サラワク植 民地

が 出現 した。 一方 、時 期 を同 じくして、国境 の 向 こう側 ではサ ンバ スを中心 に、オランダの植 民地

が 形成 された。この ように二つ のスルタンの はざ まで あった地域 が、植 民地期 に なる と、オランダ

の植 民地 とジェームズ・ブルックとい う白入王 の植 民 地 との ちょうどは ざまに なった。 このは ざま

が 、現在 のマ レーシアとインドネシア とい う近代 国家 の は ざま、つ ま り国境 として受 け継が れ るに

いたる。 このサ ラワクとカリマンタンの南 西部 の国境 地帯 は、前植 民地 、植民 地、そ して独立 後の

国民国 家 とい う三つ の ジオ ・ポ リティのタイムスパ ンの なか で、常 に社 会的 な境 界 となって きた。

ここで とくに興 味深 い問題 は、非常 にぼやけ た領 域 であった、スルタンの前近代 的 なフロンティア
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が、植 民地 、そ してポス ト植民 地の近代 国家 の領域 形成 のプロセスにお いて、いか に実 効性 のあ

る国境 として変 わって きたか、ということであ る。

社会的 「場」としてのインターフェイス

社 会的 なインターフェイス を考 える にあたっては、borderlandにsを つ けた、非常 に両義 的 も

しくは両属的 な空 間であ るborderlandsと い う空 間が、 社 会学 的に どれだ け汎用 性が あ る議 論

を提供 して くれるの か、とい うこ とを明 らかにす る必要が あ る。 た とえば、1870年 当 時、ダ トゥ

岬 には じまるこの国境 地帯 は、1平 方キロメー トルの人 口密 度が2人 で あ り、ほ とん どノー ・マ ン

ズ・ランド に近 い状 態 であった。 私 が最初 に調査 に入った90年 代 前半 で も、ダ トゥ岬近辺 で は1

平方 キロあ た りが13人 の人 口密度 であった。こういうところで国境 が、果 た して私 たちが考 える

社会 学的 な何 か しらの意 味 を持 つか どうか を考 え てみたい。

ダ トゥ岬か ら二分 されて いる国境 を はさんで、 左 側 がインドネシア側 、 右 側がサ ラワク側 とな

る。 国境付 近の黒 い点 がコミュニティで あるが、ここにテロック・ムラノー、プエ、ビヤ ワック、カン

ダイ、ス タース、パダワン、トゥブ ドゥ、グナ ン・グナ、パ ントゥー、バ トゥ・リンタンといった コミュニテ

ィが、国境 に張 り付 いて点在 してい る(地 図1)。
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こ こで面 白い のは、これ らの一 つ一つ のコミュニティが、エスニ ックな意味 で非常 に特 定 的であ

るこ とだ。た とえば、マ レー人 のコミュニティで あるテロック・ムラノー には、この コミュニティには

りつ いい たか たち で、イン ドネシァ側 にタマジョというマレー人 コミュニテ ィがあ る。 ビヤ ワックと

い うの はララというダヤック・コミュニティで あるが、ここには ジャゴイ・ババ ンというインドネシア

人 のダヤック・コミュニティが は りつ いてい る。 この地 図で は全 て の国境 コミュニテ ィを挙 げたわ

けでは ないが、国境 地帯 がほ ぼ2,800キ ロあるサラワク とカリマ ンタンの国境 上 に、無 数の コミュ

ニティが あ る。それが民 族 的に特定 の関係 を持 って、国境 を越 えた形 で、ひとつ のカップリングの

関係 を持 ちなが ら存 在 してい る。

地図1は 、サ ラワクの保 健省 の人 と話 を してい る時 につ くったもの をもとにして いる。これ らの

コミュニティは、マレー語 で言 うとカワサ ン・ヒタム(kawasanhitam)、 つ ま りブラック・エ リァと

して指定 され、マラリア原虫 の撲滅 の ためのスプ レー散布 が保健 省 の人 々に よって定 期的 に行 わ

れ てい る。マラリアの発 生率 が高 い地域 であ り、だか らこそ サラワク州 の保 健省 が注 目してい る。

ここが マラリアの ブラック・エ リアで ある というの は、 インドネシア側 か らの人 々の通行 が いか に

激 しいか とい うこ とを示 している。サラワクの保健省 の人 に言 わせ れ ば、マラリア原 虫を持ったイ

ンドネシアの人々が、国境 を越 えて入 って くるので、病気 が広 が る とい うこ とであ る。この地 図 を

見 て も、い かに国境 空間が例 外 的な場所 で はな く、一種 の社 会類型 として興味 深い検 討対象 とな

るこ とが わか るだろう。マ レー語 で、ジャラン・ティクス(ジ ャランは道、テ ィクス というの はネズ ミ)、

す なわ ちネズ ミの道 と訳 され る毛 細血管 に似 た トランスナショナルな無数 の小 道 が、マ レーシア と

インドネシアを密接 につ ないで いる。 ジャングルの真 ん中で あ るが 、人 々、物流 、情報 の流 れの密

度 の非常 に濃 い空 間が 、形成 されて いる。 この 国家 的 インターフェイスが、あ なが ちた だの辺境

では なく、社 会学 的 に興 味深 い ことが言 える場 所 なの だ というこ とがお わか りい ただけ ただろ う。

東南アジア島嶼部フロンティア.三 つのインターフェイス

1870年 代～1920年 代

人 口稠 密 なジャワに比 べ て、1平 方キロに2人 しかい ない ような地域で 、 いか にジオ・ポ リティ

や国家 の領域性 が 国境 社 会の歴 史の なかで形成 され て きた のか。 それ を知 るた めに、私 はサ ラ

ワク・ ガゼ ットとい うサラワク植民 地政府 の官 報 を読 み、1870年 か ら1941年 までの国境 に関係

す る記述 を集 めてみ た。以下 では まず丶1870年 代 の 白人 ラジャ、チ ャールス ・ブル ックの治 世 を中

心 としなが ら、サラワク南西 部 国境 地帯 にお ける国 のかた ちの現 れ方 を見 てい きたい。

植民 地政府 は国境 の管理 につ いて様 々な こ とを してい る。婚姻 の 問題 、とくに重 婚 はゆゆ しき

問題 と され、 オランダ領 にい るものが サラワク領 に来て妻 を娶 って子供 を作 る といった ことが早
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い時期 に問題化 している。その後 、パスポー トの所 持や 、焼 畑耕作 をす る際 の越 境 の禁 止、サ ンバ

ス領 で耕 作 を してい るものが、サラワク領 で森林 産物 を採 取す る際 の納 税の義 務 な ど、様 々なお

達 しが 国境 をは さん で両方 の政 府か ら出 される。結 婚登録 の義務化 、他 国者 の重 婚 の禁 止、領 内

で移 民が 結婚 した場合 の妻 や子の扶 養義務 、森林物 産(自 然の ゴムの樹 液や籐 、エンカバ ンな ど)

へ の課税 、農作 物へ の関税 、鉄砲 、塩 、タバ コな どの密貿 易の取 り締 まり、パスポー トの携 帯 の義.

務化 、トランスナショナルな阿片 の動 き(阿 片 は国庫 の非 常 に重 要 な部 分 を占めてお り、阿片 の管

理 はオランダ政 府、サ ンバ ス とサ ラワク政府 の気 にす る ところで あった)、領 域外 での焼畑 耕作 の

禁止 、人頭税 、自分 が耕作 す る土地 登録 義務 な ど様 々な規則 がつ くられ る。

ひ とた び犯 罪が起 きた ときに は、オランダ政 府 とサ ラワク政府が 、そ の犯罪 人を逮捕 す るこ と

になる。 それか ら、両領 土 で行 われ ていた プランテーション、とくに胡椒 のプランテーションで働

か されて いた契約移 民で ある華人 クー リーが逃 げた した時 に、 いかに両 方の政府 が捕 ま えるか

というような取 り決めが な された。 領 内で商人 が商売 をす る ときの度 量衡 の管理、さらには、ど

ち らか の領域 でコレラや天然痘 が発生 した時 に、いか に国境や領 域 を閉 じるか。人々の移 動 を制

限 し領土 を迅速 に閉 じるための システムな どが作 られ る。 人 々が帰化 を申請 した時 に は、ナショ

ナリティを変 えて、新 しくサ ラワク臣民 にな る際 や、逆 にサ ンバスのオランダ政府 の臣民 にな る際

の帰化 手続 きな ど、様 々な取 り決め がな された。

この ようなフロンティア空 間で、国家 が領土 的刻 印を、サラワク領 土 とサ ンバ ス領 土 に押 す こ と

がで きたか というと、私の感 覚で は、それ は不 可能 であった と感 じてい る。 行政 単位 でルン ドゥ

地区 とよばれ るサ ラワクの南 西部 の国境地帯 は、約1,600平 方キロの面積 があ る。 そ こで取 り締

まっていた行政 官 は2人 だけ であった。そ して在 地社会 の人 口密 度 も1平 方キロで2入 で あった。

こうい う小 人口社 会 にたい して きわ めて脆弱 な官僚組 織 しか もた ない 国家 に、どれ だけ実効 的 な

支 配が で きたか 。 これは はなはだ あやしい と言 わざ るをえない。 オランダ領 の西 ボルネオで は、

1872年 には行政 官が15人 であった。 この 西ボル ネオ というの はジャワ島 とマ ドゥラ島 を合 わせ

た広 さが あ る。 よって、国境 を越 えた オランダ側 で も、国家の実効 的 支配 はほ とんど不 可能 であ

った ろうと思わ れる。

こうい うところで、 国家 的 なフロンテ ィアにお ける組 織 的権 力が 、実 際 に運 用 され る際 に どう

い うモデル を考 えた らいいのか。 た とえば、政治 学 な どでは、強 い国家(strongstate)と 弱 い社

会(weaksociety)と いう二項対 立 的 なコラム を作 って論 じる とい うのが普 通 の手続 きで ある。

ミグダル(Migdal)と いう政治 学者 が言 い は じめた のだが 、強 い国 家 にたい して弱 い社 会 、でな

ければ弱 い国家 に対 して強 い社 会[Migdal1988]と い うような二項対 立 を持 ち出 して も、少 な く

ともサ ラワク領 とオランダ領 のインターフェイス にお ける国家 の組織 的権 力 お よび これ に対 する

社 会のエージェンシーの関係性 とい うもの は見 え ない だろ うと考 えて いる。様 々 な規制 が実行 さ
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れ ても、人 々は意 に介 さずパ スポー トを持 た ないで動 き回 り、阿片 も持 ち出して売 りさば き、あち

こちに妻 を持 っている、という状況 があ る。 それ にたい して さ らに また 国家 側 は法 令 をもって、

同様 の布告 をくり返 しなが ら対応す る。 た とえば トランスナショナルな重 婚 や密貿 易 が表 面化 す

ると、政 府が これ を通告 をもって禁止 す る。1870年 か ら1930年 までほ ぼ同 じような法令が 繰 り

返 され る。 とい うの は、人々が それ だけ無視 していて、同 じことを繰 り返 したか らであ る。 それ

にたい してア ド・ホックな対処 をして、法 令が また通告 され る。それ を人 々は また守 らな い。その

ため に また手続 きと して 同 じような法律が 通告 され る。 つ まり、一種 の共 鳴関係、社 会 と国家 の

一種 のい たち ごっこの ような状況 の なか で国の かた ちが立 ち上が って きたのだ と見 た方が よい。

70余 年の フロンテ ィアの歴史 をサ ラワク官報 の なかで 眺め てみ る と、 この ような共鳴 関係 もしく

は弁 証法的 な関係 、 あるい は国家 か ら社 会 に対す る一方 的な制 度的 な支配 のみが行 われ てい る

わ けでは な く、強 い国境社 会 というものがあ り、 それ が反 システム的 な動 きをしてい ることが見

て とれる。この ような共鳴 関係 を繰 り返 し、何 か し ら他 のイギリスやオランダの植民地 と同 じよう

な状況 にや っとな った というのが、白人 ラジャのサラワク王 国 にお ける フロンティアの小 人口社 会

の状 況で はない のか と考 えてい る。

この ようなフロンティア社 会 におけ る小 人 口社 会 と国家の実 効的支 配 について は、第 一次森 林

が優 勢 な極 めて厳 しい生 態基 盤 に注 目す るこ とによって、 国家 と社 会 の関係 につい ての新 しい

モデルが見 えるの では ないか。 た とえ ば、ウィットフォーゲ ルが 議論 した ような大 陸部 の 灌漑 社

会、 つ まり国家の力 が強 く灌漑 事業 を行 って生産 力 を上 げて、 人頭税 をしっか り取 る ような社 会

モデルや、ジャワを中心 とした きわめ て人口稠密 な東 南アジアの島嶼部 世界 か ら考 え られ るモデ

ル とは異 な るもの を、東 南アジア島嶼部 か ら提 出す る必 要が あ るの では ないか。

1930年 代

つ ぎに、国家 をこえた帝 国 という分析枠 組 に話 を移 そう。 第2の 事例 として以下 では、考 察の

焦点 を1930年 代 にあ ててみた い。 すで に繰 り返 し触れ て きた組織 的権 力 につ いて であるが 、国

家 を こえ たオペ レーショナル・ユニ ットが ボルネオの インターフェイスで出現 す る。 そ れは1930年

代 の戦間期 の ことで、これは世界 の歴 史の上 で も非常 に興 味 深 い第一 次世 界大 戦 と第二 次世 界

大戦 の間の 時期 であ る。先 述の組 織 的権 力 と構 造 的権 力 の一つ の実例 として議論す る意図 か ら、

具体 的 には戦間期 にお ける国際 ゴム協定 の もとでの帝 国 と農 民 につ いて記述 してみ たい。

1920年 代 の初 頭 か らボ ルネオの僻 地 に もゴムの 生産 が普及 し始 めた。 ルンドゥ地 区 の内 陸部

で は華入資本 を中心 として ゴムの植付 けが活 発 に行 われ る ようになる。1930年 代 にな ると、 こ

の地域 の ダヤ ックお よびマ レー人の 自作 農が 自分 の土地 でゴム栽培 をす る ようになる。 お りしも

1929年 に大恐慌 があ り、ゴムの価格 が大暴 落 した。 た とえば、1925年 のロンドンにお いて、ピー
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ク時 には1キ ロ4ド ル17セ ントで あった ゴムの価格 が 、1932年 には13セ ン トまで落 ちて しまう。

このた め、東 南 アジア島嶼部 では、ゴム生 産の植 民地 を持ってい るオランダ とイギ リスが 生産調 整

を行 った。

1934年 に、国際ゴム協 定(lnterllationalRubberAgreement)を 締結 し、セイロン、インド、

マラヤ 、北 ボルネオ、サラワク 、インドシナ 、オランダ領 の現 在 のインドネシアな ど 、ゴムの生 産 を

行 う植 民地 に対 して、非常 に厳 しい生 産調整 策 を押 し付 けて きた。 基 本 的に はイギ リス帝国 とオ

ランダ帝 国の両 国が決 めた こ とで、徹底 的 な生 産調整 が行 われ たので ある。その方法 としては ま

ず 、ゴム樹 液 を採取 で きる 日数 を制限 した。しか し、そ れ を守 る人 はまずい ない。そ こでつ ぎに、

クーポン券 を配 り、各 農民 に対 して、 その クーポンに匹敵す る量 だ けを仲買 人に卸 す ことがで き

る とした。そして 、仲 買人 も集 めたクーポ ンを持 って、実際 に輸 出をす る時 にクーポ ンと同 じ量 の

生 ゴムだけ を輸 出する という、市場 に行 きわた る生 ゴムの量 をクーポ ンとい う一種 の紙 幣 を付 加

して制 限す るこ とが1934年 に行 われ た。この 時 に何 が起 きたのか 。非常 に面 自いこ となのだが、

ボル ネオの西部 では、現在 のインドネシア、カリマ ンタン側 、当時のサ ンバスか らサ ラワク側 に向か

って大量 のゴム板 が移動 したのであ る。農 民た ちが、ゴム板 をビヤワック 、カンダイ、プエ、テロッ

ク・ムラノー などの国境 沿い のコミュニティに運 ぶ。サ ラワク側 の これ らの 国境 コミュニティでは華

人商 人が待 ってお り、ゴム板 を受 け取 る。 それが クチ ンに行 き、また シンガポール に流 れ るとい う

形 であ る。 密 貿易 の流 れは、サ ンバ ス(イ ンドネシア)か らサ ラワク(マ レーシア)へ の一 方通行 で

あった。 このゴムの 密貿 易 の流 れが1934年 の国際 ゴム協定 が 施工 され た直 後 か ら始 まり1963

年 まで続 く。1963年 にインドネシア とマレー シアの軍事衝 突が起 きた結 果、実質 的な国境 線が暴

力的 に ひか れ、両 国の軍 隊が駐在 す る前 線 と化 し、 人 々と商品の トランスナシ ョナル な移 動が禁

止 され る状況 に なるまで この ような状況 は続い たので あ る。 戦 間期 か ら30年 近 くにわた って、

この 国家 フロンティア にお いてインフォーマ ル・エコノミーが形成 され ていた こ とは、歴 史の本 に

はもちろん でて こない。

国家 が組織 的 な権 力 を行使 して、国境 お よび国家経 済 に もとつ く商 品の交 易 圏を作 ろうとし

た。 す でに見 た ように重 婚 の禁止 や焼畑 農 業の禁 止 は、ほ とん ど有名 無実 な法律 で あったわ け

だが 、1934年 の国 際 ゴム協定 に よって国境 線 を越 えたゴムの移動 を規制 しようとした瞬 間 に非

常 に広 い範 囲で反 システムへ の動 きが 起 こったわ けであ る。これ は、ネグリとハー トが 『帝 国』[ネ

グリ/ハ ー ト2003]で 論 じて いる ようなもので は ない。 よ.り簡 単な、領 域的 に東南 アジア島嶼部

に存在 したイギ リス とオランダの帝 国 レベ ルでの国際 協調 に対す る在地社 会の 反応 であ る。東南

アジアの植民 地状 況 を大 きく眺め てみ ると、シンガポールの南が オランダ、シンガポールか ら北が

イギリスというか たちで、1824年 の 英蘭 協 定で 分 け られた のが 東南 アジアのジオ・ポリティック

スであ る。 ゴムの密貿易 経済 圏が 国境 をまたいで形 成 され たの は、イギリス帝国 とオランダ帝 国
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が ちょうど境 を接す る、大 きな意 味での コロニアルな インターフェイスだった わけだ。 これ を 「植

民地 的 フロンティアの 円弧」(ColonialFrontierArc)と いう言葉 を使 って説 明 して い る研 究者

もい るが 、大 きく東南 アジァの 島嶼部 を考 えた場 合、ボルネオ西部 は まさにオランダ帝 国 とイギ リ

ス帝 国 というふたつ の帝 国の はざ まで あった わけであ る。 帝 国が 生産調 整 をしようとす ると き、

農民 たちが見事 にひ とつの行 動 を起 こした。1930年 代 、サ ラワクで はゴムの生 産の ほぼ90%が

小 作農 の手 による もので、残 りの10%が プランテーション生 産で あった。 同様 に、オランダ植 民地

のサ ンバ ス側 で は、 ほぼ50%に 近い状況 で小作 農が伸 びてお り、残 りの50%が プランテーション

であった。 このプ ランテーションで は、白人の入植 者 たちが大 きなエステー トを作 って 、クーリー

を使って生産 をお こなってい た。 この ような状 況で 、小作農 か ら吐 き出 され る生 ゴム量 を減少 さ

せ 、プランテー ションで 自分 た ちが生産す る量 をロンドンの ゴム市場 に直結 させ るため に、生産調

整 を行 なった のであ り、 小作 農 の帝 国に対 す る一種 の宣戦布 告が ボルネオのインター フェイスで

1930年 代 に起 きた と考 え られる。 帝 国側 は 自分 の生産物 を高 く売 ろうとして、市場 に流 れ る量

を少 な くす る。その ために小作 農 にたい して、非常 に理不 尽 な生 産調整 策 をお しつ けた。 これ に

対 応す るか たちで農民 た ちは即 座 に、領域 を越 えた市場 を求め てサラワク側 にゴムを密 輸貿易 し

て、システムに対 す る一つの 反応 を起 こした。 先 ほ どの組織 的権 力、国家 とは異 な り、1930年 代

戦 間期 の この事 例 は、国家 よりさらに上 位 の帝国 レベルでのインターフェイスの動 きを示 してい る。

1990年 代 ～ 現在

第三 の例 として、 現 在 のマレー シア とインドネシアの国境で起 こってい るこ とについ て述べ た

い。 第 一の例 が1870年 代 か ら1920年 代、ふたづ めが1930年 代、最 後の事 例が現 在の ボルネオ

の トランスナショナリティに 関す るもの となる。

以下 で考察 す るケースで は、じつ は国境 には りつ いたフロンティア空間 では なく、非領域化 した

新 しい形態 のボルネオの フロンテ ィアであ る。す なわち、国家領域 の問 には さまれてい たインター

フェイスが、いか に して都 市 部の労働 市場 に出現 したか、人 の移 動 と資本の移 動の新 しいかた ち

をサラワク北 部 の工 業都市 に探 ってみ たい。

西ボ ルネオの国境 地帯 の調査 に加 えて、新 しい調 査プロジェク トとして、この5年 ほ どビンッル

とい う工 業都市 を調査 してい る。 そ こにクムナ川 とい う川があ り、沿岸 部の ビンツルか ら国境近

くまで総延 長約250キ ロの長 さで、下流 と上流 の社 会 をつ ないでい る(地 図2)。 この川沿 いの民

族 を見 る と、サ ラワク中の ほぼすべ ての民族 が ひ とつの 川筋 に生 きて いる。 約140年 のタイムス

パ ンで、この川 筋社 会の社 会史 を調べ てお り、主 にふ たつの柱 をたてて考 え を進 めてい る。 ひ と

つは、焼 畑 をやって いる伝統 的 なダヤ ックの生 活世 界 の構 造的 変化 であ る。 それ に対 して、この

河 口 におけ る非常 に大 規模 な工業都 市の形 成が もうひ とつの調査 対象 となってい る。 非 常 に大
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きな労働 市 場 が で きてい る状 況 にお

い て、なにが この川筋社 会 に起 きてい

るか ということを、川 を移動 しなが ら

調査 しているので あ る。

このビンッルでは工場 な らびにプラ

ンテー ション労働 者 のほ とん どすべ て

が、イン ドネシアのサ ンバ ス地 方、もし

くは ジャカル タを中心 とした ジャワか

ら来て いる人 たちであった。 現地 の

人で はな く、 国境 を越 え たインドネシ

アの女性 や青 年た ちであ る。と くに注

目すべ きは、インドネシアとマレーシア

の 間の インターフェイスが 限 りな く非

領 域化 している とい うこ とだ。要す る
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に、この ビンッル とい う工 業都市 が ひ とつの フロンティアになって きてい る。 イ ンドネシア人(サ

ンバス な らびに ジャワか らの契約 労働 者)と 在 地 のマレーシア人の社会 的 なインタラクションを通

して、新 た なイ ンターフェイス状 況が生 まれ てい る。巨大 な労働 市場 が形成 されて いる ところで、

新 たな フロンティァ状況 が成立 している わけだ。 いわ ゆるポス ト・フォーディズム(Fordism)、 も

しくは、非常 にフレキシブルな資本 の蓄積が 起 きて、外 国 の企業体 が非常 に自由なか たちで労働

力 と資本 を動 か して工場 生産 をお こなって いる。 そこで起 きてい るのは、企 業体 、もしくは 国家

が フロンティアを都 市部 に作 り、労働 力 の動 員 と組 織化 を行 うという状況 であ る。

ビンッルは、30年 前 は漁民 が1,500人 しか いない コミュニティだった。液化 天然ガスが発見 され、

東南 アジァで も最大 の 液化 天然 ガスプラントがで き、ペ トロナス(マ レーシアの 巨大 石油 会社)な

どの大 企業 が巨大 な コンビナー トを作 る町に変 わった。 エネルギ ー資源 が豊富 にあ るため、現在

で はその電力 を使 ってアル ミニウム工 場や 、ガラス生産 のため のシリカ工場 、肥 料工 場 までが で き

て お り、ボル ネオのイメージ とかけ離 れた軽工 業地 帯 となってい る。加 えて、川 筋社 会で あるため、

国境部 に近 い川上 の熱帯雨 林か ら木 を切 り出 して、川 で送 り、その木材 を使 った合板 工場 が数多

く建設 されて いる。 それ はほ とん ど技 術移 転 であ り、日本 の企業 が技術 を教 えて、華人 の資本が

工場 を作 ってい る。

た とえば、合 板工場 は8ヶ 所 ほ どあるが、インドネシアのサ ンバ ス地 方や ジャワ島 か ら、ひとつ

の工場 に約3,000人 の労 働 者が 働 きに来て いる。 パスポー ト上 で は全 員が18歳 以 上 になって い

るが 、私 が調べ た ところで はサ ンバスの少女 は大体14歳 、一 番若 いケース で12歳 であった。 そ

地図2
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の少女 たちが2～3シ フト、す なわち8時 間 もしくは12時 間働 き、1ヶ月に休み が3日 間 という状

況であ る。 彼女 らインドネ シァの少女 たちが合板 工場 で働 いて もらえ る賃金 は、一 日に約8リ ン

ギ、240円 くらいであ る。 残業 を加 えても1ヶ 月 で約280リ ンギ にす ぎない。た とえば、彼女 らを

監督 してい る中国人 は、 けっして 高い ランクに位置づ け られ ない ような人 で も、1ヶ 月に約3000

リンギ はもらってい る。 また、工 場で一 番高 い給与 を得て いる人 は、約1万 リンギ を得 てい る。こ

の ような状 況 において、インドネシアの青 年た ちや少女 たち は、約280リ ンギで3年 間の契約 労働

を してい る。こ こで は、深刻 な労働収 奪が 行 われてい る と言 える。 沿岸 部 と上 流部 には、アブラ

椰子 プランテーション、な らびにアカシア ・マ ンギゥムなどのパルプ用木材 プランテーションが拡 が

ってい る。 こ こで働 いて いるの も、木 材 関係 の工 場 と同 じくサ ンバ スや ジャワの契 約労 働者 で

ある。

ビンツルには、インドネシア人のバ ン ドが、の りの良 い 歌 謡 曲(ダ ンドゥット)を朝 まで演 奏 して

いる カラオケ・パブが あ り、町 を歩 け ば 「インドネシアへ の送金承 ります 」と看板 をだしたインドネ

シア銀行 のエージェントの オフィスな どが 目につ く。インドネシア人 の友人 と夜 に ひ らかれ る市 場

を散 歩 した時 に、そ の友 人が 町 を歩 いて いるインドネシア人の多 さに驚 いてい た。私 もす れ違 い

ざ まに聞 こ える仲 間同士 のサ ンバ ス弁 の会話 な どか ら、生活 の様 々な局面 で ビンツル にお け るイ

ンドネ シァの存在 を感 じて きた。同胞 の インドネシア人 か らみた ビンッル は、表面 的に私 たちの 目

に入って くるマ レーシアの町 とは違 うフロンティア性 を醸 し出 して いる ところ と言 える。30年 前

には車 は1台 だ け、人 口1,500人 の漁村 が、現在 では人 ロ13万 人 を数え るまで になってい る。 も

ちろ ん公 式 の統 計 はないが 、この人 口13万 に対 して約5万 人 にのぼ るインドネシア人労働 者が 、

工場や プランテー ションにいる と言 われ ている。人 の動 きのみ な らず、インドネシアの丁子 タバ コ、

カインと呼 ばれ る布 、ドリアンな どの高価 な森林 産物 、原木 丸太 な ど、人 と同様 にインドネ シア領

か らビンツル にむけて、様 々な商 品が ア ンダーグラウンドのチ ャンネルを とお して運 び込 まれ て

いる。

このビンツルのケース は、現在 の労働 移動 の なかで、インドネシアとマ レーシアのあいだ のイン

ターフェイスが、いか に脱空 間化 され は じめて いるか を物 語 るひ とつ の傍 証 とな るだ ろう。 これ

らの社会 空 間は、従前 のふ たつの事 例 とは異 な り、決 して国境沿 い には りつい たインターフェイス

では ない。しか し、ボルネオで進 ん でい る労働 市場 の新 たな形成 、それ に ともなう人の動 き、す な

わち労働 力 の動 きが 、いか に地理 的 な限定性 を こえ て様 々 な場 所 にフロンティア空 間 を創 出 して

いるか のひ とつ の例 にはな るか と思 う。 そ こで は、1870年 代 か ら西 ボルネオで くり返 されて き

た国境 の持つ浸 透圧 、商品 や人 間の空間移 動、とくにハーヴェィ[Harvey1989]な どの指摘 した

ような 「空 間の圧 縮」の進 行す る新 しい状 況の もとで、フロンティア空 間が 国境地 帯 とい う地理 的

な限定性 をこえてサラワク全 土 で労 働市場 が形 成 されてい る。
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本 稿 で三 つの フロンティアの風 景 を紹 介 しなが ら、これ らの 国家 的 インターフェイスが どの よう

につ くられて きたか を示 し、それ らを取 り巻 く社 会的状 況 に留 意 しなが ら、そ こで発 生す る権力

を組織 的権力 や構 造的権 力 という視 点か ら明 らかに してい く可 能性 を探 ってみ た。 歴 史的 には、

1870年 代 、1930年 代、 そ して1990年 代 以降 と三つの時期 を並列 させ なが ら考 えたが 、 これ ら

の事 例の あいだ にあ る類 似性 とそれ ぞれ がもつ個 別性 に意識 的で ある こ とは肝要 であ る と考 え

る。時系 列的 な考察 に加 えて、農業 フロンティア と都市 の労働 市場 といった、空間 的に も異 な るニ

ッチで形成 され る国家 的 インターフェイスの意味 を さ ぐりなが ら、時空 間の なかで の新 しい フロン

ティア仮説 を、フレデ リック・ジャクソン・ターナー にな らって、東 南 アジアのフィール ドか ら提 出す

る ことが で きれば と考 えてい る。

〈京都大学東南 アジア研究センター助教授〉
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海域アジア史構築への展望 わたしの地域研究法

赤嶺 淳

本稿 で は、「海域 アジア史」をタイ トル にかか げ、その再構 築へ の展望 をのべ てみ たい。 とはい

え、わた しの意 図す る 厂歴 史」は、いわ ゆる正統 的文献 史学 ではな い。 既存 の国民 国家 の枠 組 み

をとっば らった ときに何 がみ えて くるのか。アジアの沿 海域 に立 脚 して地球 史 を把 握 するの が、

わ たしの めざす地域 研究 であ る。その ために、まず 、東南 アジア と日本 の海 をつ な ぐ地 域のモ ノ、

人、情報 の流 れ につ いて、大 雑把 なデッサ ン、あるい は青写真 を描 くこ とを 目論 みた い。

わた しが大 学院 に入 ったのは、1990年 であ る。当時 の東 南 アジア研 究 界 隈の 雰 囲気 は、京都

大学 の東南 アジア研 究セ ンター を中心 として、東 南 アジア研 究 を 「東 南 アジア学」という、ひとつ

の学 問体系 として確 立 しようとい う熱気 につ つ まれ ていた。東 南アジア社 会 を理解 す る枠 組 み と

して、現在 、「フロンティア世界 」とい うことばが定着 しつ つあ るが 、当時 は、まだそ のこ とばも存

在 して いなかった。 とはい え、人 やモノ、情報 の 「移動 」を中心 に東南 アジア社会 を考察 してみ よ

うとい った、「フロンテ ィア」史観 なる ものが 、生 まれつつ あ る時期 であ った。

わた しが調査研 究 して いるの は、お もに漁 師社会 であ る。 かれ らが、魚群 を追って移動す る こ

とは、しごく当然 の こ とであ る。 、しか し、興 味深 い ことに、東南 アジアの大 陸部 におい ては、焼 畑

に顕 著 なように、「農 」民 も、さか んに動い てい る。そ して、焼畑 民のみ な らず 、いわ ゆる水 田耕作

民 も、移動 する傾 向にあ る らしい。た とえば、タイには 「ハーナディー」とい うことばがあ る。厂より

よい田 を探 す」という意味 だ。 日本 人の 感覚で は、百姓 は先祖代 々受 け継 いで きた田 を守 る とい

うのが 、お おかたが納 得す る価値 観で あろ う。しか し、タイの稲作 民 たち は、よ りよい 田を探 して、

み ずか らが 移動す るという、まった くわれ われの感 覚 と違 う農業 を営 んでい る。

東南 アジアの農村 では、たん に人 が動 くだけで はな く、情報 も往来 してい る。それ は、そ の時分

の ブームに なった換 金作 物 の導入 に熱心 な ことに顕 著 であ る。それ まで稲 を植 えていた百姓 が、

蒸留 酒 の原 料 にな るハ トムギがい い とい うこ とになれば、い きな りそ れ を植 える ようにな るな ど、

商業 的 に敏 感で あ る点 も特 徴 的だ。

その ような人や情 報 の動 きに興 味 を覚 え て、 わた しは博士 課程後 期で 、フィリピン南 部か らボ

ルネオ島、 それ にインドネシアの スラウェシ島あた りを中心 に生活 してい るサマ人(バ ジャウ人 と

い う方 が通 じるか もしれない)の 言語 と文化 につい て研 究 する こ とに した。サマ人 は、フィリピン

の ミンダナオ島 の西 端 にあ るサ ンボアンガ(Zamboanga)と いう港 か ら、ボルネオ島にか けての
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スル諸島、現在 のマ レーシア・サバ州 の東海岸 、インドネシアの カリマ ンタン島の東海 岸 にかけて

生活す る人 び とで、 ス ラウェシ島の沿岸部 か らオース トラリア北端 に近 いサンゴ礁海 域 にまで点

在 してい る(地 図1)。

サマ人 たち は、基 本 的に魚介類 、とくに高価 なフカヒレのた めのサメ、ナマ コ、真珠 貝 な どを獲

って売 り、 自分 たち は缶 詰 などを買って食べ る とい う貨 幣経済 にどっぷ りつか った生 活 をしてい

る。サ ンゴ礁 の離 島に住 んでい るか らといって、自給 自足 を してい るわけで はない。 む しろ 自分

たちは高 く売 れ るもの を獲 って、それ を売却 したお金 で、みず か らの食 糧 を購 入す るの である。一
現 在 の わ た しの研 究 関心 を端 的 に述 べ る

と、「特 殊 海 産 物 の フー ドシステ ム」 とい うこ

とにつ きる。フー ドシステム というの は、やや

馴 染み がない かもしれ ないが 、 農産物 流通 を

研 究す る分 野 での用語 であ り、 農産物 の生産

か ら、流通 、消費 まで をひ とくくりのシステム

としてみ てみ よう、とい う考 え方で ある(フ ー

ドシステムの名 を冠 した学 会 もある)。 ここで

言 う「特 殊海 産物」とい うのは、鶴 見良行 の造

語 で、みずか らが食べ ない海産 物 を、最 初か

ら外 部市場 に出荷す る目的で採 取 され る 「特

殊 」な海産 物の こ とであ る。 なかで もとくに、

わ たしが 関心 を寄せ るのは、 中国市場 を 目的

としたフカヒレや ナマ コの採 取 と加 工 の流 通

ネットワークで ある。

海 洋民族学 者 の秋 道智彌 は、 ここで のフー

ドシステム を「エスノネットワー ク」とよぶ 。生

産の現場 、 た とえばサマ人の場合 、 サマ人の

手 か らイン ドネシアで はブギ ス人 とい う仲 買

人 を通 して 、 最終 的には香港 や シンガポール

な どの申国人(華 人)の 手 に渡 ってい く。 この

ように流 通の過程 にお いて、 さまざ まな民族
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社 会 の手 を経 由す る、民族 関係 に着 目して、秋 道は 「エス ノネットワーク」とい う概 念 を提唱 した

のだが、ナマコや フカヒレなどの貿易 には大手 商社 な ども参 入 しつつ あるた め、 ほかの水 産物 と

も比 較検 討で きる よう、よ り大 きな枠組 み として、わた しはフー ドシステム という術語 で よいので

はないか と考 えてい る。

わ たしは、冒頭 に述べ た ような課題 を達成 す るため、特殊 海産物 に注 目して 人やモ ノ、情 報 の

移動 を追 うとい う、「モノ研究 」の手法 に魅 力 を感 じてい る。モノ研 究 を推 進す る人の 中には、「モ

ノ研 究」と「モノ」の研究 を区別 す る考 え もある。 た とえ ば、ナマコを通 して何 を見 たいの か、と

いうのが 「モノ研究 」にあた り、ナマ コその もの を研 究す る立場 は 「ナマ コ」の研 究 であって、「ナマ

コ研 究」では ない、とい うのであ る。わ たし自身は、生物 としてのナマコの こ とが わか らなければ、

ナマ コ研 究 もあ りえないだ ろう、とい う立場 を とって いる。 よって、あ まり「モノ研 究」と「モノの

研 究」を区別 す るつ もりは ない。 とはい え、以前 書 いた論文 に対 して は、「ナマコの こ とは よくわ

かったが、問題意識 が希 薄で ある」との批 判 をうけ た。今 か ら考 えてみ る と、や は りモ ノを通 して

何 を見 るのか、とい うわた し自身 の視 点が 定 まってい なかった のは事実 であ る。好 事家 的なモノ

との対話 を抑 えて、モノ との対話 の先 に、どの ような展 開があ りうるのか 、とい う点 をつ ねに模 索

しな い とい けない、と自省 してい る。一
大学 院時代 、わた しはフィリピンのスル諸島 を中心 に、方言 差 も含 めて 、サマ語 の広域調査 をお

こなった。 調査 の過程 で、スル海 を隔てた 反対 側 の島 であ るパ ラワン島 に分村 を作 って いるサマ

入集落 に遭遇 した。 フィリピンの地図 を思 い浮かべ てい ただ きたい。スル海 を西 進す ればボルネ

オ島だ し、北上 すれ ばパ ラワン島にた どりつ く。 この話 を聞い たのは、ち ょうどスル諸島 での調査

が一段 落つ いた ときだった ので、 パラワン島に わた り、 その南端 のバ ラバ ク島 まで訪 ねて い くこ

とに した。サマ人の 集落 は、行政 的に はバ ラバ ク町で あったが、さらに60キ ロメー トル南に くだっ

たマ ンシ島 とい うところであ った。

マ ンシ島 は非常 に小 さく、大 きい地 図 には表記 されて いない(地 図2)。 隆起 サ ンゴ礁 の平 たい

島だ。 マ レーシア との国境線 までお よそ2キ ロメー トル しか なく、フィリピンのなか でも、マ ンシ島

が最 も国境 に近 い 島であ る。 干潮 時 にマンシ島 にた どりつ くには、島の南側 に広が る大環礁 を迂

回す るため、必然 的 にマレーシァ領 に入 らねば な らない。

マ ンシの人 び とは、 南沙 諸島 とい うサ ンゴ礁 が散 らば った ところに2ヶ 月 間 くらい 出かけ てい

き、ナマ コを獲 って帰 って 来 る。 それか らプエル ト・プ リンセサ(PuertoPrincesa)と い うフィリ

ピン側 の都 市 に持 って い く場 合 もあれ ば、 違法 で はあるが、 国境 を越 えてマレーシァの クダット
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(Kudat)に ナマコを持 ってい く場合 もあ る。どちらに持って行 くか は、価 格 が左 右 す るわけだ。フ

ィリピン側 の買値が 高 い ときに はフィリピン側 に持 ってい くし、マ レーシア側 の買値 が高 い と きに

はマ レーシア に持 ってい く。 わた しが初 めてマ ンシ島に行 ったの は1997年 だが 、ちょうどアジア

の通貨 危機 が起 こった年 で、フィリピン・ペ ソとマ レーシア・リンギ ットの交 換 レー トが揺 れ動い て

い た最中で あった。その ような揺 れ動 く現実 を、調査 地 のマンシ島の 人た ちは冷 静 に捉 えてお り、

マレー シア とフィリピンを往 来す る ことで、うまく立 ち回って利益 をうみ だ していた。

この島で気 になった ことが 、ふ たつ あった。まず、2ヶ月間 も南 沙諸 島(SpratlyIslands)に 出

かけ る ことに驚 いた。 というの もスル諸 島で は、集 団で何 ヶ月も操業 す るということはなか った

か らで ある。スル諸島 では、基本 的 には島の周 辺で、個 人 または家族 単位 で漁業 を営 んでい たの

で、男性 だけが2ヶ 月間 も共 同漁 をお こなう、という操業形 態そ の もの が珍 しく感 じられた。 しか

も、南沙諸 島 は、南 シナ海 に存 在す るサ ンゴ礁 ・群 島の ひ とつで あるが、基本 的に は現 在 も領有権

が確 定 してお らず 、フィリピン、ベ トナム、中国、台湾、マ レーシア、ブルネイ といった国 ぐにが 、領

有権 を主張 しあってい るように、国際紛争 の現場 であ る。とはい え、マンシ島 の漁民 に よると、島

は8～10く らい しか なく、残 りはすべ てサ ンゴ礁 であ る らしい。なか にはベ トナム軍、中 国軍や フ

ィリピン軍が実 効支 配す る島もあ り、漁民 の なか には、危 うく撃 たれそ うになった経 験 をもつ もの

もい る。

2番 目に、マ ンシ島のバブル経済 とそ れに ともなう多民 族社会化 で ある。マ ンシ島は、島外 の人

び とか ら、「マネー アイランド」とよばれ るくらいバ ブルな島 であ る。マ ンシ島を拠点 に、南 沙諸 島

でナマコを獲 って くれ ば、か な りの収入 に なる とい うこ とで、フィリピン諸 島の各地 か らさ まざま

な民族 が 集 まって くる多 民族 社

会 で もある。

この ような壮 大 なナマ コ漁 を

眼 に して、わた しは びっ くりして

しまった 。 これ まで の研 究 にお

いて も、ナマ コが 島嶼 経 済 にお

いて 重 要 な商 品 で あ る こ とは、

多 くの 書物 で説 か れ て き た し、

わた し自身 もスル 諸 島 でナマ コ

経 済 を理 解 した つ もりに なって

いた。 しか し、マ ンシ島の現状 を

みてい る と、これ までのイメージ

とのズ レを感 じざ るを えな かっ
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た。 それ は、わ たし自身のナマコの捉 えか たが、ナマ コは干潟 でチョロチ ョロと採取 して くる商 品

であ る、とい う牧歌 的 なイメージだったか らであ る。ところが、わた しが 目にしたナマコ漁 は資本

投 下型 の もの で、潜水 器具 を用 いて、水深30か ら50メ ー トルも潜 ってい た。30メ ー トルは、アマ

チュア・ダイバーの潜水 限界 とされ る水深 であ る。 そ れ以上 の深 さまで潜 る と、潜 水病 にかか る

危 険が非 常 に高 くな る。 しか し、マンシ島の ダイバ ーたち は、水深30メ ー トル くらい のポイントか

ら潜 水 をは じめ、もっ と深 く潜 るのだ という。実 際、潜水 病で亡 くな る人 も少 な くない。

この ように深 く潜 るダイバ ーのなか には、た しか に経 済 的に食 い詰め た人 もいる。しか し、そ の

一 方で
、「フロンテ ィア精神」 とも表現す べ き、 ギャンブラー的 なダイバ ーもい るのも事実 であ る。

タガログ語 で 「ラカス ・ナ ン・ロオブ(1akasngloob)」 とい うこ とばが ある。訳 す と、「内 な る力」、

転 じて、「勇 気」とい う感 じであ る。未知 の世 界 に挑 戦 してい くことを表現 す るこ とばで ある。漁

師た ちに危 険 を顧 みず に潜 る理由 を尋ね る と、ほ とん どが 「ラカス・ナン・ロオブだ」と答 える。経

済的な要 因 と内面 的精神 的な要 因とを、どの ように整合 させていくのか、が 目下 の研 究課 題であ る。

ナマ コ研究 の動機 として もう1点 あげ よう。 そ れは、 さきにふれ た ように牧 歌 的なイメージを

内包 す る、これまで のナマ コ研 究へ の違和 感 であ る。 た とえば、現在 、熱帯 では20種 以上 のナマ

コが採取 され てい る。1997年 、98年 当時の段 階で 、 最 も高い ものは、1キ ログラムが3000円 ～

4000円 で あった。 これ と最 も安い ナマ コの価格 差 は、80倍 ～90倍 もあった。 これほ ど価 格差 の

はげ しい商 品群 を、はた して 「干 ナマコ」という一般名 称 で くくって よいのだ ろうか。 深 い ところ

にい る高価 なナマ コなのか、そ れ とも浅 瀬 にいる屑ナマ コなのか 、を区別 しない と、漁 師た ちの

いう「ラカス ・ナン・ロオブ」を理解 で きない ので はないのか。 そこで、ナマ コの種類 の詳細 につ い

て、調べ る ようになった。

とはいうものの、 いったい どうやってナマ コ研 究 を進め ていけ ば よいの か、思 案の連 続で あっ

た。先述 の ように、ナマコの研 究 は、そ れな りにマニアックにや れた し、楽 しい作 業で あった。それ

をいか に広 げてい くのか 、というところで壁 にぶ ちあたったわけ だ。 その ときに参考 になったの

が、京都 大学東 南アジア研 究セ ンターが蓄積 して きた 「稲 作文 化論」で ある。稲作 の起源 を問題 に

する わけで はない。 む しろパ キスタン、バ ングラデシュには じまり、東 南アジア、日本 まで含 めた、

「アジア」の さまざ まな稲作 形態 、つ まり技術 だ とか、文化 的な要素 まで含 めた多様 な稲作 文化 を

比 較検 討す る作 業 であ る。

後述 す るように、同 じ熱帯種 のナマ コの加工 や流通 も、インドネシアとフィリピンで は異 なって

いる。 なぜ なのか 。ナマ コの なかに は、消 費地 が特定 で きるものが あ る。 なぜ なの か。調 査地 を

広 げ るこ とで、おのず と、さまざ まな疑 問が生 じて きた。

この広 域比較 という視点 か ら、わた しは、必 然的 に 日本 のナマ コ生産 ・加工 に も関心 をいだ くこ

ととなった。江 戸時 代の 日本 は、俵 物 として 中国(当 時の清)の 上海 あた りに干 ナマコを輸 出 して
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い た。 日本 史研究 による俵 物貿易 の研 究 は、 とうぜ ん なが ら日本列 島社 会の話 に限定 され てい

る。 しか し、同時期 に、広東 に向 けて東南 アジアか らもナマコや フカヒレが輸 出 されて いた。 日本

列 島 と東南 アジアか ら、干ナマコが 当時 の清国 に流れ ていた事実 を再 認識す る とともに、現 在の

東南 アジア と日本 の生産流 通事情 の比較 研究 をお こなうとの方針 を定 めた。一
干 ナマ コはいつ か ら食べ られ る ようになったの か。 厳密 な意味 での起 源 をあ きらか にす るこ

とは、非常 に難 しい。 たしか に 『古事 記』や平城京 の木 簡 に干 ナマコ、イリコ(熬 海鼠)と いう名前

がで て くるが、当 時 どの ように調理 していた のか とい うことは、なか なかわか らない。

中国料 理の本 に は、中国料 理4000年 の歴 史 とい うフレーズ に引 きず られて いる と思 われ るが、

ナマ コ料理 は1000年 以上 の歴史 をもつ と書 かれ てい た りす る。しか し、中 国料 理 におけ る干 ナマ

コの利用 として は、『五雑俎 』(明末 に書 かれた もの)の 、「海参 は遼東 、朝 鮮半 島の海 で とれ る」と

の記述 が 最初 の ようだ。 そうだ とする と、中 国にお けるナマコ食文化 は、たか だか400年 くらい

の歴史 というこ とにな る。

清代 に編集 された 『本 草綱 目拾 遺 』には、「刺が あるナマコを刺 参、刺 の無 いもの を光参 とよぶ」

との記述 がみ られる。一部 は、『五雑俎 』の記述 と一 緒 であ るものの、「遼 東省近 海の ものが、最 上

.で 、色 が黒 く、肉も柔 らか く、刺 が多 い。 次 に、福 建産 の ものは色が 白 く刺が無 い … 」と、かな り

具体 的 になって いる。

また、袁 枚 とい う文 人の書 いた 『隋 園食單 』なるグルメ・エ ッセイには、「昔 は八珍(入 つ の珍 し

い美 味 なもの)に は海産 物 は入 って なかったが 、現 在、世 の人 び とが海産 物 を非 常 に珍 重す る よ

うになった ので、わた しも大衆 の意見 に従 わざ るを得 ない」 として、「海産 物の八 珍」 とい う項 目

を設 け、そ こにアワビ、ナマコ、フカヒレ、魚 の浮 き袋 などについ て記述 している。この あた りが根

拠 に され て、清の 時代 に中国で干 しナマ コが定着 した であ ろうと考 えられてい る。

したが って、 日本 が公式 に俵物 貿易 を開始 した1698年 は、 まさに清 国でナマ コ需要が拡 大 し

つつ あった時代 だ とい えるし、東 南アジアや オース トラリア北 部で干 ナマ コの生 産が始 まった とさ

れ る時期 を18世 紀 初頭 とす るマ ックナイト(Macnight)の 推察 もじゅうぶん妥 当性が ある もの と

い える。一
特 殊海 産物 の場合 、生 産 を規定 す るのは、消 費であ り、流 通 であ る。以下 、か んたん に集荷 と消
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費 について、具体例 をあ げ よう。

フィリピン諸 島に は、現在4つ の大 きな海産物 問屋 が あ る。それ らの問屋 は、マニラに本 社が あ

り、フィリピン各地 の島 じまに支店 を張 り巡 らしてい る。 その ひ とつが0社 で ある。 買 いつ けて

い るものは、干 ナマコ、フカヒレ、高瀬貝 や真珠 貝、タツノオ トシゴ、「海 龍」とよばれ るシー ドラゴ

ンな どで ある。 興 味深 いの は、海産物 な らなんで も買 う、と言いつ つ、か れ らは生鮮海 産物 を扱

わず 、乾燥 物 のみ であ るこ とであ る。

これ らの問屋 の役 割は、どこにあ るのであ ろ うか。 わた しは最近、山口県の周 防大 島 とい うと

ころで干 ナマコ生 産の調査 を始 めたの だが、 日本 の場 合、加工業 者が カチ ンカチ ンに干 しあ げた

段 階 で、神 戸 の問屋 に出荷 して いる。 ところが、フィリピンで は、か な り湿った段 階 で出荷 して し

まう。 そ こで、また仕 分 けして 、干 しなお し、ゆで方 のゆ るいもの はもう1回 ゆでて、形 を整 えて、

付 加価値 をつ け るこ とが、フィリピンの 問屋 の仕事 になる。

で は、いか な るい きさつで 、フィリピンに4問 屋体 制が で きあが ったのだろ うか。 聞 き取 り調査

に よる と、1980年 代後 半か ら90年 代前半 にか けて、 集荷体 制 の再 編成 がお こなわれ た らしい、

とい うこ とがわ かって きた。 なお、マニラの大 問屋 は、わ た しをいぶ か しが って、なか なか会って

くれない。 そのため 、わた しの調査 データは、フィリピン各地 の仲 買 人が語 るマニラのボスにつ い

ての物語 の寄 せ集 めであ る点 を明 記 してお きたい。か れ らの話 を総合 す る と、以 下の ようにな る。

1980年 代 なか ばに、シンガポール系 の華 人が フィリピン諸 島にや って きて、フィリピン国籍 をも

つ華 人系 女性 と結婚 し、その義兄 弟 をさま ざまな場所 に配量 して、買付 け ネットワークを築 いて

いった。 その人 の進 出を きっか け として、す でにマニラで ナマ コの買付 け をお こなっていた華 人

系 フィリピン人 たちが、新 たな買付 け 人を、フィリピンのい ろんな 島に配置 す るように なった。 そ

の結 果、在 来の フィリピン人 、つ まり中国系 で ない人 び とが買付 け て、マニラの 問屋 に納 め ていた

ルー トが機能 しな くな り、マニラの華 人た ちが直接 に買付 け をお こな うように なった。これが わた

しの言 う流 通の再 編成、もしくは統合 を意味 してい る。 秋 道 のエスノネットワークを意識す る と、

さまざ まな民族 集 団の買付 け人 たちは、独 自の経済活 動 か ら、華 人系 問屋 の系 列下 に組み 込 ま

れ てい くようになった と表現 で ぎる。

マニラにあ る4つ の問屋 は、基本 的 に香港 と関係 の ある商社 に輸 出して いる。香 港 には、「南北

行 」という乾燥 海産物 の問屋 街が あ る。そ こは世界 の乾燥海 産物 を牛耳 る一大 問屋 街 で、南北行

を通 じて、中国 をは じめ とす る世界 各地 に海産物 が輸 出 されてい る。 ところが、統 計 による と、

2000年 以後 は、香港 を経 由せず 、フィリピンか ら直接 中国 に輸 出され ている ことが わか る。

わたしが 、南北 行で インタビュー したか ぎ りでは、もともと「南北行 」が持ってい た威 信が 、最近

は失 われつつ あ るとの危 惧 が大 きい とい う印象 をもった。そのひ とつ の理 由が インターネ ットの

出現 であ る。 た とえば、インターネットでナマコ、英 語でsea-cucumberを 検索 す る とわか るだ
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ろう。オース トラリアの華人が 営業す る輸 出商社が ヒットした り、マ レーシアのジョホールバ ルの商

社 がヒットした りす る。 つ ま り、現在 は、わ ざわ ざ香 港 の南北行 を経 由しなくとも、ナマコを世界

的 に売 るこ とが可能 なの である。 そ のあ らわれの断片 を、2000年 に始 まった フィリピンか ら中

国へ の直接 の輸 出にみて とれ る。本 当 は、4人 の ビッグ・エ クスポーターにインタビューで きれば、

より興 味深い移 動や お金 のや り取 りが わか る と思うが 、なかなか そ こには入 り込 めない状態 に あ

る。今 後の課 題で ある。

消 費動向 も、変化 して きて いる。 た とえば、1980年 代 後半以 降、韓 国 のナマコ消費 が拡大 して

い る。ソウルに南大 門 とい う市 場が あ り、市場 に北接 してポッチ ャンドン(北 倉 洞)と いう長 さ100

メー トル ぐらいの中華 街が ある。 ソウルの中華 街で は、なぜ か熱 帯のスティコプス・バ リエ ガタス

(Sがchopロsvarfeg3加S)と いう種の ナマ コだけが 売 られ てい る。フィリピンの問屋 が、韓:国、ソ

ウルにい くナマコだ と言って いたが 、実 際 にソウルに行 ってみる と、まさにその通 りであ った。 ソ

ウルでは、ナマコをサムス ンとして使 う。サ ムス ンは 「三鮮」と書 き、エビや 貝、ナマコという3種 類

の海 の幸 を、焼 き飯 に した り、麺類 の具 とした りす る。「サムスン何 々」とい う料 理が た くさん あり、

そ のほ とん どが熱帯 産のスティコプス・バ リエガタス とい うナマコを用 いてい る。なぜ 、20種 の 中

の これなのか とい うの はい まだにわか らない のだが、お そ らくは食感 であ ろう。 とにか く、この

ナマコを買付 けるため に、東 南アジア各地 を韓 国人の買付 け人た ちが 訪れ た り、フィリピンの4問

屋 か らも、韓 国へ輸 出 した りしている ようであ る。 その結 果、このナマ コの買付 け価格 は、現 在 に

い たる まで、どん どん上昇 してお り、韓 国 にお け る需要 の高 さが しれ る。

「日本なまこ」の謎 ・感覚にこだわった食文化研究

この ようなナマコに まつ わる話 か ら、何が み えて くるのか。 柳 田國男 の 『木 綿以前 の事』を例

に、食文 化研究 の意義 を考 えてみた い。柳 田 は一貫 して、「感覚 」にこだわ る。それ までは麻 を着

てい た 日本で は、江 戸 時代 に木綿 の栽培 が始 まる。 今 で こそ リネン、麻 とい えばか っこい い夏服

の素材 として注 目を浴 びて いるが、それ は麻の加 工法 が洗練 され たか らで あって、柳 田に よれ ば、

以前 は非常 に ごわ ごわ した着づ らい素材 であった。 そ れに くらべ る と、木綿 は着 やすい うえに、

い ろんな染色 が簡単 なので、カラフルな ものに染 め上 が る。そ うい うもの を着 る ことで、われ われ

の心 は豊か になったの だ、とい う仮 説 を提 示 してい る。 わた しも衣 ・食 ・住の うちの食 を研 究す る

1人 として、「食べ てお いしい」だ とか、「柔 らか くて、この歯 ごた えがた ま らない」といった、食 感

を大切 にしたい と考 えてい る。

そ こで、や やマニアックになるが 、以下ナマ コの種 類 につ いて述べ たい。「奉 天(現 在 の瀋 陽あ

た り)の ものが いい」という記 述が 中国の書 籍 に記 され てい る。 日本 を含め て、刺 ナマコ(刺 参)
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がい い とい うこ とだ。香港 の 問屋 に訊 くと、「刺が 目に効 く」、「刺 は とぎす ま さっているほ どいい」

とい う説 明 をうける。

一般 的 には熱 帯産 のナマ コは20種 くらいあ る。 そ の中で刺 が ある漢語 名 をもつ もの に気 付 く

だろ う(表1)。Sc躍oro刀o加sは 、方刺 参 と呼ばれ てい る。7:∂η∂舶sは 、梅花 ナマ コと日本語 で

も呼ん でい るが、これ はおそ ら く中国語 の翻 訳借用 で あろう。 中国語 では、梅花 参、もしくは刺 参

と呼 ばれ てい る。R劇 ヨθ艶 ノは、三方 参で ある。 この3種 が、熱帯 では珍 しく刺 とげのあ るナマ

一般名 学名 英語名 漢語名

1bakungan H.ηoわf万s blackteatfish 顔参、烏石参、鳥岩参、黒参

2putian Hscabrヨ sandfish 禿参、頽参、脱皮参、白脱参

3blackbeauty Haなa lollyfish 黒虫参

4khaki Aη1ヨ 醐ゴがa11ヨ surfredfish 沙参

5hudhud AθCカ ∫ηゴ亡θS deepwaterred丘sh 大鳥参、大烏元参、鳥料参

6susuan 正{齢coρ1昭 whiteteatfish 猪婆参、白石参、岩参

7hanginan Sゐorreηs(注2) ?

・
黄肉参

8hanginan S11θrロ1aηηfG主2) curryfish 玉参

9katrokantos 3Cカ10ro110加5 green五sh 方刺参、小方参、四方参

101abuyuq ?

■

?

「
光頭参

11talipan,tinikan . プaηaηa5 pricklyred丘sh 梅花参、刺参

12patola H1θ りCO爭ρ∫10亡ヨ ?

鹽
虫龍参

131egs Zaηax amber丘sh 美人腿参

14brownbeauty り

■

?

■
赤虫参

15treskantos Eμrヨe漉f orange且sh 三方参

16redbeauty 丑 θゴα左s P三nkfish
P

■

171awayan BoゐaゴschfaSPP,(注3) ?

鹽
赤参

181eopard B.∂即s leopard且sh 花斑参、紋参

19buliq-buliq /1c匠ηOP㎎ ヨspp.(注4> ?
9

鳥丸参、小烏参、小鳥元参、烏圓参

20sapatos H血5COP齟C厩 ヨ elephantFstrunk且sh 象牙参、象鼻参、虎皮参

21whitebeauty ?

・

?
.

?
.

221awayanhongkong(注1)Boha(fschfヨsp. ?
.

大赤参

23hodhodpayat(注1) ?
.

?
'

?
.

24patolared ?

・

?
.

?

・

25patolawhite P
'

り

'
?
.

表1フ ィリピンで流 通す るナマコの 一般名 と学名 、英 語名 、漢 語名

出所:[赤 嶺n.d.]。 学名 と英語 名 はCannon,Silve葛andEstep(1994),SPC(1994),McElroy(1990>,Preston(1990),Holland(1994)を

参 照 した。

注12000年10月 以 降にあ らた に流 通 しは じめた。

注2以 前はS四 が㎎a加sと よばれて いた もの(Samyn2000;Lambeth2000)。 流 通過程 にお いて は、名 称 も価 格 もお な じであ る。

注3Ema㎜o凹`3(chalkfish)あ るいは81イ 漉 ηsで5(brownsan面sh)で あ る とお もわれ る。Cannon,SilveLandEstep(1994)は 両種

を異名 としてい る。

注4=Am辺 ヨrfs(blas㎞sh)とAlecaηora(stone且sh)の2種 を さす。
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コであ る。最 後のR卿 θ漉 ノを例 外 として、刺 をもつ ナマ コは、や は り、熱帯 産の ものの中 でも人

気 があ る。

大雑把 に言 えば、中国料 理 は、広東 料理 と北京料 理、上 海料理 、四川料理 とい う四大料理 に分

か れるが、北京料 理 には 日本 や朝 鮮半 島あ た りのナマコを使 う。広 東料 理 は熱 帯産 のナマ コを多

く使ってお り、大 きい。 そ のため、肉詰 め にした りし、調 理法 が北京料 理 とは まった く異 な る。 わ

た したち は、中 国料理 とい うひ とつ の範 躊で考 えが ちだが 、地 域 によって大 きな差が あ る。 ここ

で は、料 理 の仕 方が違 い、使 うナマコの種類 も違 う、ということを覚 えて おいて いただ きたい。

驚 くべ きは、「日本 なまこ」とい う名称が 、クロー フォー ド(Crawfurd)と いう、当 時のイギリス

の東 イ ンド会社 で番頭 の.ような仕 事 をしてい た人物 に よって記 録 され てい るこ とだ。 か れは、

1810年 代 にスラウェシ島の あた りを航 海 して、い くつ か のナマ コの名 称 を記 録 して いる。 その

なか にtrepangjaponと い う名 前が で て くる。trepangは イ ンドネシア語 でナマコを意味す る。

1810年 代 は 日本 では江戸 時代 で、「鎖国」 をしてお り、対外 的 な貿 易 は、公的 に は長 崎一港 に制

限 され ていた(も ちろ ん実態 は違 ったようで あるが、徳 川幕府 としては、 長崎 で貿易 の統 制 をし

てい たわ けだ)。 その ような時 代 に 日本 なまこ と言 う名 称の ナマ コが、イン ドネシァにあった とい

うの は、その こと じたいが愉 快 な話 で ある。そ れが、現在 の 中国語 で四方参 あ るいは方刺参 とよ

ばれ るSc西10roηo加sで あ る。現在 もインドネシアでは、Sc酊oroηo加sをtrepangjaponと

よんで いる ことか ら、この 同定は 間違い ない と考 えてい る。

わた しが不思 議 に思 うの は、 どの ような情 報網 に よって 日本 なま ことい う名称が インドネシア

に伝 わったのか とい うことだ。 熱 帯 と温 帯の違 いか ら、種 は異 なってい るが 、日本 なまこは、日

本 近海 に産す るマナマ コ(3がC加 ραS頂ρ0ηfc囎)と 非常 に よく似 てい る。

よく似 て いる として も、なぜ 、日本 ナマ コとい う名前がつ い たのか。別 の名称 でもよかった はず

であ る。た とえ ばフィリピンで は同 じものをkatrokantosと よんでい る。katroはcuatroで 、ス

ペ イン語 で4を 意味 す る。kantosも 角 とい うスペイン語で、中 国語 の四方 参の翻 訳借用 であ ろう

(フィリピンは、スペインの影響 で、dos、tres、cuatroな ど と数 字 は今 で もスペ イン語 を使 うこ と

が ある)。 ともか く、現在 フィリピンで はtrepangjaponと よん でお らず、katrokantosと よんで

いる。しか も、フィリピン側 の資料 には、このナマコは19世 紀 の記録 にはで てこな い。とい うの は、

これのナマコは水 か ら揚 げ ると溶 けやす く、加工 する直前 まで海水 につ けてお いて、一気 に加工

しな くて はいけ ないな ど、扱い に くい。 また、サンゴ礁 の縁 の部 分い るナマ コなの で、採 りづ らい

ということもあ り、あ ま り記 録 にでて こないの だろうと思 う。わ た しが フィリピンの記 録 で確 認で

きたの は、20世 紀初 頭 の 「方参」とい う記 述 くらい であ る。

ところが先 ほ ど述 べた ように、 インドネシアで は1810年 代 にtrepangjaponと 言 う名前 でか

な り流 通 してい たこ とが わか る。 インドネシアとフィリピンは非常 に近 く、同 じtrepangjaponと
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い う名称 が情報 として出回 るので はないか と思 うの だが、どうもそ うではなか った。 当時 、清 は、

一般的 には広東 で貿易 をしていた
。 例外 的 に、フィリピンとの貿易 は、福建省 の厦 門(ア モイ)で

認 め られてい た。 おそ らくフィリピンでtrepangjaponと いう名前 がでて こないの は、アモイと

のネットワークの関係 による もの と思 わ れる。

19世 紀 初頭 の東 イン ドネシァで 日本 な まこ という名称 が普及 していた のは、日本 産のマナマコ

を干 した製 品が清国 で評価 が高 かった こ とと無 関係 で はない とお もわれ る。わた しは、刺 のあ る

日本のマナマコを見た こ とのあ る人間が 、日本 な まこ と名づ けた と考 えて いる。 それが 、華 人だ

ったのか 、オランダ人 なのか、あるい はオランダ船 に乗って 日本 をお とず れたブギスやマカッサ ル

人だったのか は、想像 を楽 しむ しか ない。 これ はまった くの思 い付 きで、文献 史学 の立場 か らは、

勝 手 な推 論 ということになる だろうが、その辺 の仮 説、もしくは思 い付 きを実 証 してい くの が、ナ

マ コ研 究 の課題 であ る。

この 「遊び」を補 うために、琉 球 を考 えて み よう。琉球 は、亜熱帯 であ るか ら、基 本的 には 「光参 」、

刺 の ないナマコが 中心 であ る。琉 球王 国時代 には、琉球 の王様 が代替 わ りす る とき、清か ら冊封

使 とよばれる使節 団が 来て いた。 その、冊 封使 は、数 ヶ月間に わたって琉球 に滞在 した。 そんな

使 節 団をもて なした料 理 は、どの ような もの だった のか。おそ らく、すで に高級料 理 として確立 し

てい たナマ コ料 理 も供 されたはず であ る。 そのナマ コが、 日本産 のマ ナマ コを使った刺参 だった

のか、琉球 近海 で獲 れた光参 であ ったのか は、生態学 的 にも、社会経 済学 的に も、重 要 な問題で

あ る。 冊封使 として琉球 にやって きた清 人た ちが、どの ような背景 を もつ 人び とだったか が推察

で きるか らで ある。 北京 か ら直接 派遣 され た人 物 を接 待す るので あれ ば、刺 参 を使 って接待 し

た はず だ し、琉球 に来 る福 州人 の使 節 を接 待す るの であれ ば、福建省 と同 じ琉 球 の光参 で よか っ

た わけだ。

次 に、薩 摩藩 の場合 は どうだったの か。 薩摩 藩内 にあった琉球 館 に、到 来 した琉球 使節 を接 待

したメニューの研 究 を紹 介 したい。 一般 に、薩摩 藩 は琉 球 を支配下 にお いて、かな り高圧 的 に支

配 してい た、とい うのが 日本史 の通説 であ ろう。 ところが江後迪 子 の著 作 による と、薩摩 藩 はわ

ざわざ琉 球産 のナマコを仕 入 れて、琉 球側 の使節 団 に対 して琉 球料 理 をふ る まっていた。これ は、

偶 然 では ない。 とい うの も、将軍家 に薩摩 藩か ら献上 した珍 品の なか に、琉球 ナマコもはいって

い るか らだ。 薩摩 藩 は、それ ほ ど豊か な商品知 識 をもって いたわ けなので、琉 球産ナマ コを偶然

使 用 した のでは なく、意 図的 に使 った のだろ うと思 われ る。 柳 田の仮説 にもどるが、食文化研 究

にお いて は、食 の保守 性、あるい は馴 染 みの味 といった 「心性」を、重視 すべ きであ る、とい うこ

とを再確 認 してお きたい。
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ナマコの言語学

最後 に、言語学 的見 地か らみたナマコ研 究 に関 す る話 を したい。日本語 で は、コノワタがナマコ

のは らわた とい うこ とか らわか るように、もともと、ナマコはコだった ようだ。それ を 日本 語 では、

煎 った もの をイリコ、生 のもの をナマ コと言 う。また、外 国語 で は、フランス語 でbeche-de-mar(海

の虫)、 もしくは英語 でseacucumber(海 のキュウリ)、またはseaslug(海 の ナメクジ)な どと

表現 され る ようで ある。 あ るいは、トレパ ン(trepang)と い うマ レーシア・インドネシア語 に起 源

す る単 語 も、現 在 の英語 に借 用 されて いる。

問題 は、この トレパ ンの語源 であ る。OED(『 オックスフォー ド英 語辞典 』)には、辞書編 纂者 が

確認 したか ぎ りではあ るが、 その単 語が英 語 に初 め て現 れ た出典 を記 した便利 な辞書 で ある。

OEDに よる と、1601年 にはseacuculnberは 、使 われて いた。では、trepangの 使用 は いつ 頃

なのか。OEDに は、1783年 と1793年 の事例 が記 載 され てい る。 よって、1700年 代 の後 半 に英

語 に入って きた、といえ る。

結 論 をさ きに述べ ると、わた しはtrepangの 語源 は、サマ語の ムカデ(lalipan)に あ る と推 察 し

ている。サマ語 には、batlalipanと いうナマコが ある。batは 、balat、balatanな どと同様で、タ

ガログ語 をは じめ としたフィリピン諸語 でナマコを意 味す る。動 物の表 皮、皮、貝殻 の貝、果物 の

皮 を総称す る名詞 であ る。 それ が転 じて、ナマコの ような皮 のあ るもの を、バ ット、バ ラット、バ ラ

タンとよぶ。 ラリパ ンはムカデであ る。 したがって、サマ語 のbatlalipanは 、直訳 す ると 「ムカデ

なまこ」となる。 この事情 は、インドネシアのサマ語 でも同様 であ る。 かれ らは、balaqtalipang

とよんでい る。

フィリピンの他 の地域 では、このナマコ(71孤 ∂η∂s)は 、talipan、taripan、dalipanな ど、いず

れ もよく似た音 で呼 ばれて いる。そ れ らの言 語話者 に、talipanやtaripan、dalipanの 意 味 を尋

ね ても、「ナマコの名 前」とい うのみ で、本 来の意 味が明 らかで はない。 しか も、ムカデ をあ らわす

単語 は別 に存 在す る ことか ら、これ らの名称 は、サマ語 か らの借用 語で はない か、と思 われ る。

サ マ語 でムカデ を指 すlalipanか らインドネシア語 のtrepangへ 変化 した過 程 を証 明す る に

は、複雑 な音声 学 の説明 をしなくてはい けないの で割愛す るが、 わた しはだい たい において は、

1alipan>串dalipan>*talipan>宰taripan>*terepang>trepangと い う変化 を仮 定 してい る。

他方 、フィリピンのサマ入が ムカデナマコとよぶナマ コを、インドネシアで はtrepangnanas(パ

イナップルな まこ)と よぶ。nanasは インドネシア語 のパイナ ップルの意味 であ る。いつ ごろか ら、

パイナ ップルな まこの名称 が普及 したのだ ろうか。そ して、もともとは、どこの地域 で使用 され て

いた名称 なの であ ろうか。

さて、た また ま英 語 にtrepangが 入 った年 代 は、OEDに よって18世 紀 後半 だ とい うこ とが わ
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かるわ けであ るが 、 インドネシァに関 して はや は りオランダ語 の資料 に あた らざるをえ ないだろ

う。それ らを広 く見渡 してい きなが ら、歴 史言語 学的 な音 声記号 の操作 だ けでは な く、航 海史 や、

商 人の残 した記録 を丹念 に読 み込 み、trepangが どの ような文 脈 で使 われて いるのか を調べ て

い きたい。

trepangの 名 称が仮 にサマ語の 「ムカデ なまこ」に由来す る と仮 定す れば、18世 紀 中葉以 降英

語 にtrepangと い う単語 が普 通 に使 われ る ようになった 頃の、 サマ人 の経済 活動 を見 直す ひ と

つ の指標 となるの では ないか。

わた しが調査 してい るマ ンシ島のサマ人 は、 ちょっと特 異 だが、一 般 にサマ人 にたい していだ

くイメージは、零細 的 な貧 しい漁 民 であ ろう。 とくに、18世 紀 、19世 紀 は、 このあ た りに海賊 が

跋扈 してお り、サマ人 は奴隷 としてナマ コ捕 りに従 事 させ られ 、やや従属 的 な扱 い をうけて いた。

talipanとtrepangの つ なが りが ある程度実 証 で きると、サマ人が 漁業技術 や交 易 にたけ ていた

とい う面が見 えて くるので はないの か と思 う。 そ れは今後 、今言 った ような問題点 をクリアしな

が ら見 て行 きたい。

以 上が、概 括 的で はあるが、わた しが現在 考 えてい る 「モ ノ研 究」・ナマ コ研 究 の最前線 で ある。
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東インドネシァ クパンにおけるくず屋の生活の実践

森田良成

2002年12月 か ら2003年1月 にか けての約1ヶ 月、インドネシア、東ヌサ ・トゥンガラ州 、クパ ン

に滞 在 し、ごみか ら有価物 を回収 す るこ とで生活 を成 り立たせ てい るくず屋 を対象 とした調査 を

行 った。こ こで は2003年12月 か ら予 定 してい る現 地 での長期調 査 に備 え、これ まで に明 らかに

なった問題 につ いて整理す る。一
消 費 と廃棄

環 境問題へ の 関心 が高 まり、リサ イクルの必 要が世界 規模 で叫 ばれて いる。 また、人 間の身体

の 「中古部 品の利用」とい う意味で広 義の リサイクル とも言 える臓 器移 植 は、われ われ に新 しい生

命倫 理の構築 を迫 って いる。今 日、「リサ イクル」という言葉 は、各家庭 の具体 的 な 日常生 活か ら、

思想 ・哲 学 の分 野 に至 る まで 、様 々な形で 関心 をひ き、論 じられて いる。

都市 か ら生 じる廃棄 物の 問題 は、先進 国だ けでは なく、すで に発 展 途上 国にお いて も深刻 な問

題 として論 じられ、い くつかの取 り組み がな されてい る。一般 にこれ まで の途上国 にお ける廃 品

処 理 のイメージは、排 出 される ごみ の量が そ もそも少 な く、しか もその 回収率 が高 い、とい うもの

であ った。

しか し、国 を代表 す る大都 市 に限 らず、一 定の規模 に達 した都 市 の多 くの現状 は、そ うしたもの

では ない。途 上国の多 くの都市 に は、先進 国由来 の様 々な商品が 流通 し、日常生活 に浸 透 してい

る。 一方 、その ように商 品が定着 してい くまで の過程 に比べ て、そ れ らの消 費 によって出 るごみ

を処 理す るシステムが出来 上が る まで には、か な りの時 間を要す る。 そのため 町で は、アルミ缶 、

ガラス瓶、古金 属、ビニールやプラスチックといった ごみが、もともとあった システムの処 理能力 を

越 えて排 出 され るこ とにな り、環境 を悪化 させ て いる。 こうした状 況 に対 応 して、ごみか ら有価

物 を見つ け出す ことを生業 としてい るのが くず屋 であ る。

途上 国のい わゆる 「辺境 」の地 域 におい て、先進 国由来 の商 品に思 わず 出会 う体 験 の表面 的な

お もしろ さが 目を引 く一方 で、 それ らの商 品が どの ような形で ローカルな文脈 に定着 し消費 され

てい るの かにつ いては、具体 的 に検 討 されて こなかった。 本研 究 では、「グローバ ル化 」とい う表
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現 で語 られる現象 をめ ぐって、先進 国由来 のライフス タイルが地域性 を覆 いつつ 一様 に拡 大す る

さま を強調 す るの では なく、む しろその ような広 が りの各所 に生 じる 「む ら」に注 目してい く。 消

費 の果て のごみ処理 の場面 に登場 す る くず屋 を取 り上 げる ことで、「グローバ ル」とい う漠 然 とし

た イメー ジで と らえ られ がち な商品 の流 れ と消 費生活 の変化 を、特 定 の地域 に錨 を下 ろ してあ く

まで具体 的に検討 してい く。

途上 国 とごみ

先 進国 におけ るごみ処理 の システムの多 くは、機 械化 ・自動化 を 目指 した もの であって、経 費 と

技術 を必要 とす る。途上 国の 町におい ては、安価 な労働 力 を期 待す る ことはで きるが 、町の地 理

的 な特 徴 、財政、労働力 、慣習 、家庭 ごみ の量 や 質 といった ことが 先進 国 とは大 きく異 なってい

る。 先進 国 で見 られ る ような手の込 んだ技術 や装 置、中央 集権的 な ごみ処 理 システムは、途上 国

には馴 染 みに くい[シ ルギー1999:183-206]。

例 えば、1980年 代 にエ ジプ トの カイロで、ごみ処 理 システムの 「近代化 」が 図 られ た ことが あっ

た[シ ルギー1999:189-191]。 そ れ まで この町 では、公 的な組織 とは関わ りの ない、インフォー

マルセクターに属 す る くず屋 たちに よって ごみが収集 され、処 理 されて きた。 そうした状況 に対

し、市 のごみ対 策責任 者 と環境 保健 局 は、ごみ収 集 ・清掃 事業 を担 当す る公 的機関 を設立 し、ヨー

ロッパ か ら輸 入 した ごみ収 集車 を配備 した 「ごみ収 集 とリサ イクルの 中央 集権 化」を図ったので

ある。

だが この試 みは失敗 す る。 カイロには狭 く入.り組 ん だ道 が多 いため、ごみ収 集車 を導入 して も

収 集の効 率化 にはつ なが らなかった。 また車両が 故障 した際 には、現地 に部 品や技術 が なく、修

理 もままな らなかった。 さらにヨーロッパ とは大 きく異 な り、紙 類 プラスチック類 があ まりな く、

は るか に大 きな割合 を生 ごみが 占め てい る とい うごみ の内容 に対 して も、十分 に配 慮 されてい

なかった。

こうして新 システムは、効 果が上 が らない うえに経費 がか さんで頓挫 したが、 さらに悪 い こと

に、多 くの零 細産業 を廃 業に追 い込 む結 果 をも招 いていた。 もともとそれ らの産業 は、市 内 にい

くつ もあった くず屋 か ら、紙 、プラスチ ック、金属 、布 、骨 な どを格安 で定期 的 に仕 入れ てい た。 し

か しくず屋 との ネットワークを絶 たれ たため に、仕 事が 成 り立 たな くなったので あった。

くず屋の い る町

都 市 には、そ こで廃 棄 され た物 を利用 して生活 を成 り立 たせて いる人 々が い る(注1)。 彼 らは

ごみ を、資源 として、あ るいは何 らか の手 を加 えた商品 として再 び経 済活動 に戻す役 目を果 た し

た り、あ るいは廃 品をそ のま ま自らの 日常生活 で使 用 して暮 らした りす る。 こうした 人々 は、一
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定 の規模 に達 した町 な らば、どの時代 の どの地 域 にも存 在す る。

た とえば19世 紀 のパ リにおい て、くず屋 の活動 は非常 に活発 であ った とい う(注2>。 当時の文

学作 品や社 会調査 にお いて、 労働者 階級 は ひ とま とめ にされて 「放浪 の民 」「野 蛮人」「未開人 」

な どと記述 された。 それ が19世 紀 後半 に入 り、常勤 の工場労 働者 が増加 す ると、彼 らは、「貧乏

人」、「律 儀 な労働者 」、厂放 浪者」な どに分 けて認 識 され る ようになる。 だが くず屋 はこ こに至 っ

て も、労 働者 で ももっとも卑 しい 身分 とされて いた。厂ひか えめで、極貧 にあ えいでい る この人 た

ち は、あ くまで も謙虚」とい った言 い方で彼 らは時 に擁護 され、また一方で 厂古 典研 究 にいそ しみ、

ラテン語が読 め、ギ リシア語 を引用 しなが らの会話 がで きる くず屋」や、厂医学博 士の くず屋 医 師」

とい った、通常 の イメージ とのギ ャップ を楽しませて くれる、特筆 すべ きくず屋が もて はや され た。

多 くの場合 くず屋 は、そ の社 会 的有 用性 をあ る程 度 は認め られつつ も、や は り軽 ん じられ、まっ と

うな職 業 とはみ なされなかった。

近 年 になって 「リサイクル」とい う利用 しや すい言 葉が登場 してか らは、くず屋 の価 値 を積 極的

に取 り上 げ るこ とはず いぶん容易 になった と思 われ る。だがや は り、ネガティブなイメージはつ き

まとってい る。 くず屋 とは、社 会 的な有用性 や貢 献度 を強調す る同情 的な擁護 と、他 方の根 強い

軽蔑 や嫌悪 とい う両極 にお いて語 られ、記 述 されて きた存 在で ある(注3)。一
調査地 につい て

調査 地 は、インドネシア、東ヌサ ・トゥンガ ラ州の州都 であ り、ティモール島の西 端 に位 置す るク

パ ンという町で ある(注4>(地 図1)。

東ヌサ・トゥンガラは、面 積

47,000km2、 人口約390万 人

の地 域 で あ る。556の 島 々

か ら構 成 され、 人々 はフロ

ーレス島、 スンバ島、 テイモ

ール島(西 ティモール)を は じ

め とす る42の 島々 で生活 し

てい る。 東 ヌサ ・トゥンガラ

(NusaTenggaraTimur)

は、略 して 厂NTT」 と表記 さ

れる ことが多い。 しか しこ
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地 図1東 ヌサ ・トゥンガラ州 全体 図(NusaTenggaraTimurDalamAngkaよ り)
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の 「NTT」 は、しば しば 「NantiTuanTolong(ご 主 人 様が 助 け て くれ るの を待 ちなさい)」、

あるい は、「NasiTidakTentu(満 足 に食 えない)」の略 なのだ と揶 揄 される ことが あ る。こうし

た語 りに表 され てい るとお り、NTTは インドネシアで もっとも貧 しい州 とされ てい る。

ティモール島 の大地 は、石 灰岩 ・泥 灰土 ・石灰 質 の粘 土が広 が り、地表 を赤茶 け た粘 土質 の浅い

層 が覆 ってい る。 降雨の分布 は複 雑 な地 形 に左 右 されて予想 しにくく、年 間降雨量 は最 も高 い と

ころで3,000mmを 超 えるが、低い ところで は1,500mmを 下 り、5月 か ら11月 にかけての乾 季

には雨 はほ とん ど降 らない。 農業 には不 向 きな環境 で あ り、古 くか ら行 われて いる焼畑農 業 は、

人ロ増加 に対応 で きるシステムでは ない[Rowland1992:xvii一 ㎜vi]。

この地域 におけ る政 治、経済活 動、教育 の 中心 とされるクパ ン市 は、面 積 は160km2、24万 人

が暮 らす都 市 であ る。 交通 の要衝 としてインドネシアの東 の玄 関口 とされ、一 時期 はオース トラ

リアの ダー ウィンとを結ぶ定 期航空便 も運 行 してい た。

ティモール島 には もともと複数 のエスニック・グループが存 在 して いたが、 ティモール島西 部か

ら中部 にか けて生活 してい たの は「ア トニ(Atoni)」 とい う人 々であ った。現在 のクパ ンにおいて、

先住 民 の意味 で 「ティモール人(orallgTimor)」 というと きには、ふつ うこのア トニ人 を指 して

いる(注5)。

16世 紀 の終 わ りに、 東イン ド会社 はティモール島への 進出 を企 図 してクパ ンに要 塞 を築 いた。

この頃 オランダとポル トガルは、ジャワ人や 中国人 が既 に行 って いたティモール島 の白檀貿易 によ

る利益 を当 て込 んで いたが 、白檀 の乱伐 のため に まもな く不 可 能 となる。 しか し、植 民 者やムス

リムに とって魅力 的な交易 品や 資源 を持 た ない まで も、後の 数世紀 の間、クパ ンは名 だた る船 と

船 乗 り・探 検 家 が 訪れ る港 となる。 そ して西
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洋人 だ けで は な く、周 囲 の 島 々か らはロティ

人やサ ブ人 な ど他 のエスニック・グループが移

り住 む ように なり、またもとは山地 に住 んで い

たティモール人 の共 同体 も、山を下 りクパ ンと

その 周辺 に移 り住 む ように なった。島内 のよ

り古 い 町で す で に商 売 を して い た中 国 人 も、

クパ ンにやって きた。こうして現在 の クパ ンの

ような、規 模 は小 さい なが らも、複数 の言語 集

団 を含 む複 雑 な民 族構 成 を持 つ都 市 が で き

あがった[Fox198]。 クパ ンの民族構 成 につ

い て は、イン ドネシアで は 民族 毎 の統 計 が取

られ ていない ため、正確 に把 握す る ことが難

地 図2西 ティモールの民 族分 布([Ormelingl957二68]よ り転 載)
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しい(注6>。だが 、1950年 代 に作成 された西 ティモールの民族分 布図 におい て、クパ ン周辺が 単 に

「Stronglymixed」 と表記 され て塗 りつぶ されて いる ことは、クパ ンの複雑 な民族構 成 を印象的

に物語ってい る(地 図2)。 これ ら様 々なエスニック・グループは、インドネシア語 とともにそれぞ

れのエスニックの言語 を使用 し、またクパ ンの「町の言 葉」と言 われ る「クパ ン語」を用 いている 恠7)。

ティモール人 とくず屋 であ ること

クパ ンにおい ても、くず屋 とい ういかに も都 市的 な生 業が 成立 して いる(写 真1)。 彼 らが 回収

す るの は、主 に酒類 の空 き瓶 と、コか コーラな どの缶入 り飲料 の空 き缶 であ る。 缶入 り飲 料 は1

缶3,500ル ピア(日 本 円で45円 程 度)で 売 られ てい るが、これ は平均 的 な食堂 での1回 の食事 の

値段 に等 しい。 その他 の回収物 として は、段 ボールや紙製 の卵容 器 な どの古紙 、ペ ットボ トル、プ

ラスチ ック容器 、ビニール袋(注8)、古 金属 、古 バ ッテリーな どが ある。 回収 の仕方 には、道端 や ご

み捨 て場か ら拾 い集 め る場合 と、各家 庭 や食 堂 で買 い取 る場合 の二通 りがあ る。 この仕事 に従

事 して いる者 の ほ とん どは、先 に述 べ たティモール島西部 の先住民 であ るティモール人、アトニの

人 々であ る。

現在 の クパ ンにおけ るテ ィモー ル人は、ス トレンジャー的 な存 在感 を放つ。 小柄 で、濃 い褐色

の肌 を してお り、 頭髪 も縮れ てい るな どのパプア系の 身体 的特徴 を持 つ彼 らの姿 は、 他 のエス

ニック・グループとは外見が 明 らか に異 なってい る[Ormeling1957:67]。 また、"AtoniPah

Meto"(乾 いた土 地の人)の 自称 が表 してい る とお り、彼 らはもともと内陸部 で生活す る農耕民

であって、漁労や航 海の技術 を持 たず、クパ ンの ような海 岸の地域 で生 活す る人々で はなかった。

他 の 島々の人 々 との接触 も、 ティモール人 の側 か ら積 極的 に確 立 しようと した り維 持 しようとし

た りとい うこ とは なかった[ShulteNordholt1971:1,40]。

もともと彼 らには、交易 品や生活 道具 の製造 ・加 工 におけ る高い技術 が なか った とされ る。16

世 紀の 白檀交易 に よって斧や鉈 や剣 を手 に入 れる ようにな り、 石 器 時代 か ら突 然抜 け出す こ と

になった彼 らだが 、鉄製 品 を自身た ちで 製造す る技

術 を持 たない ままであった。衣服 を飾 る銀細工 を加

工 す る技 術 も彼 ら 自身 には なく、テ ィモー ル島の他

の ネ イティブ(注g)や ロテ ィ人 か ら手 に 入 れ てい た

[ShulteNordholt1971:40-41]Q

そ の よ うなテ ィモー ル人 に対 して他 の エ スニ ッ

ク ・グルー プ側 が抱 くイメー ジは、ふ つ うネガティブ

である。 ティモール人 の呼 び名 として 「ティモールの

子」(AnakTimor)と いうのが あ る。この響 きには、

写真1く ず屋の敷地に積まれたごみの山
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"kuak"(プ リミテ ィヴ
、田舎者、愚か)と いうイメージが つ きまとう。あ るロティ人の 中学 校教 師は、

「ティモール入 は、1000人 い た ら1人 は成功 してい るだろ う。 しか しあ との人 間た ちは、道端 で ト

マ トを売った りして いる。 大 きい店 を構 えて商売 して いるの は、ロティ人、ジャワ人、中国人 であ

って、ティモール人はい ない」と断 言 した(注10)。 テ ィモール人 は愚か なので、農作物 の行商 な ど

は しても、他 のエ スニック・グループの ように、料 理 を作 って売 った り、商店 を経 営 した りといった

「商売」をす る ことが で きない とされ てい る。 しか し体 だ けは頑健 で、かつ性 質が従 属的 なので、

厳 しい肉体労 働 に黙 々と従事 す るのが似合 い の人々、とされて いる。

つ ま り、一般 的に軽蔑 され嘲 笑 され る ような職業で ある くず屋 業だが 、そ うした職 業 に従事 す

るティモール人 自体 の イメージが、そもそ もネガティブなので ある。 ティモール人 が、他 のエスニッ

ク・グループの人間 に くず を集 める 自 らの姿 をさ らす こ とは、彼 らのそ もそもの ネガティブなイメ

ージを可視化 し、固定化す る ことなので ある。

今後 の調査 にお いて明 らかにせ ねば な らない のは、 くず屋 たちのティモー ル人 とい うエスニシ

ティが、彼 ら自身お よびその他 のエスニックの人 々に とって持つ意 味 につ いてで あ る。ティモール

人で ある ことが 、くず屋 の仕事 を通 して 日々 どのように作用 し、そ れぞれ の立場 に意識 され るの

か。 そ してそれ は、ティモール人 自身た ちに とって、彼 らのエスノ・ナショナルな集 団的アイデ ンテ

ィティにまでつ なが り得 るような もの なのか。

また、エスニシテ ィの問題 を取 り上 げ るな らば、各 くず屋 グループの内部 にお ける差異 も問題 に

しなけれ ばな らない。 グループのボスであ る ジャワ人 と、実際 に回収作 業 に当た るティモール人

とい う、組 織 の管轄者 と従事 者 との明 らか なエスニシティの違いが 、彼 らの関係 に与 える影響 に

つ いて も調査 してい く。

くず屋 の 日常

クパ ンの くず屋 には、グループ に属す る者 と、個 人単位 で行 う者 とが いるが、ここでは主 にくず

屋 の グループに属 し、廃 品の 回収 に実 際 に従 事す る

人 々を中心 に扱 って い く。

くず屋 の グループは、 組織 を管轄 す るボス と、 そ

の指示 に従 って ごみの収集 や分 別 を行 う15～20人

の従業 員 とで構 成 される。元 締め兼仲 買 人 といった

役 割 を果たす ボスは、ふ つうジャワ人の男性 であ る。

クパ ンで は全 部 で7組 の グループが確 認 され たが 、

2組 を除 いてボスは全 てジャワ人 であった。残 りの2

組 の ボスは、そ れぞれ 中国人 とティモール人であ る。

写真2ク パンの大通 りを行 くくず屋
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従業 員 たち もすべ て男性 で、ボス とその 家族 と共に ひとつ の家屋 で生活 してい る。

くず屋 の メンバー は、中学卒 業の前 後に、 クパ ン近郊 の町で あるソエ か らやって きた農 家出身 .

の男性 で ある。現在 、多 くが10代 後 半か ら20代 前半 であるが、中に は10代 前 半の子 供や、30代

の男性 もお り、み な独 身であ る。一方、同 じ地域 か ら農 閑期 にのみや って来 て、出稼 ぎ仕 事 として

くず屋 に就 く者が い るが、こ うした農夫 は30歳 前後 の既 婚男性 で あ る。

従業 員 は、ボスが所有 す る荷 車 を押 して、毎朝7時 ごろ仕 事 に出か

け る(写 真2)。 彼 らの手 には、ふ たつ の風船 の 口を合わせ 、その 間に

笛 を仕 込み、 風 船 を握 る と音 が鳴 る ように した道具 が携 え られ てい

る。この音 が くず屋 の来訪 を人 々に告 げる。

大通 りか ら一歩 入った道 は、舗装 されて はいる ものの、幅が狭 く傾

斜 も非常 に きつ い。彼 らが用 い る小型 の荷車 は、くず 屋 にかな りの体

力 を要求 す るが、 ともか くも大都 市型 の ごみ収 集車 よりは はるか にこ

の町の地形 に適 して いる。午後3時 か ら4時 ごろ に回収作業 を切 り上

げて帰って くる と、廃品 を種 類別 に分類 し、個 人 ごとにそれ ぞれの 回

収 量 を計量 す る。 空 き瓶 は、4種 類 に分 別 して、袋 詰め に して積 み上

げ られ る(写 真3)。 空 き缶 は一 つ一つ手 作業 でつぶ され る(写 真4)。

これ らの回収 物は、定期 的 に、大規模 な処理 工場 のあ るジャワ島 のス

ラバヤ まで船で 運ばれ てい く。 それ までは、庭や 家の 回 りに積み 上げ

られ て保 管 される。

グループに属す る くず屋が い る一方 で、個 人で廃 品回収 を行 う人々

もい る。 彼 らは、一 定:量の廃 品が た まると くず屋 グループに売 りに行

くとい う換 金 目的 のほか に、 飼 料 に使 うための生 ごみ を集 めた りす

る。 グループに属す る者 の なかで も幼 い子供 の くず屋 は、現 金の や り

とりを伴 う廃 品の買取 を行 わな いが、個 人 の くず屋 も拾 うの みで買取

は しない。

一般 の 人 々に とってくず屋 は 「失 業 中 の急 場 しの ぎ」であ り
、正式

な職業 として はみな されてい ない。 クパ ンにおい て も、失業 中の者が

積 極的 にくず屋 になろうとす る ことは まれで ある。クパ ンで 出会 った

サブ人 の男 は、荷 車 を押 して、生 ごみ やペ ットボ トル、捨 て られた シュ

ーズな どを拾 い集 めてい た
。 彼は 自分 の こ とをあ くまで失業 中の身

で あ り、「仕事 がない か ら、今 は くず を集 めてい る」と語 った。

一 方 グループの くず 屋 たちは
、 ボスの元 に20名 程 度で集 まって生

写真3分 別後に積み.ヒげられた空き瓶

写真4回 収した空き缶を手作業でつぶす
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活 を ともにし、同業 者グループを作って仕事 を こなしてい る。 従業員 の ほぼ全 員が 、クパ ン近郊

の町 出身の若者 で あるが、彼 らは クパンにやって きた理 由を 「現金 を得 るため ・仕事 を得 るため」

と語 る。また、農 閑期の農 夫が、出稼 ぎ労 働 として定 期的 に くず屋 を行 って もい る。これ らの人 々

に とって くず屋業 は、単 なる急場 しの ぎで はな く、同 じ組織 に属 す る者 た ちと ともに集 団で取 り

組み 、毎 日時間通 りに行 われ る、彼 らの生活 を支 えるため の重要 な仕事 と して位置 づ け られ て

い る。

くず屋 と宗教

よく知 られて い るように、インドネシア全 国民 の9割 はムスリムであ る。 しかし、NTrに おい て

はクリスチ ャンが8割 を超 える。クパ ンにおいて も、人ロ約24万 人の うちのムスリムは3万 人 なの

に対 し、クリスチャンの人口 は20万 人 を越 えてい る(そ の うち、プロテスタン トは152,000人 、カト

リックが51,000人)(注11)。 クパ ンの有 名 なムス リムの居住 区 に住 む若者 は、クパ ンにお いて宗教

のマジョリティとマイノリティが完全 に逆転 してい るこ とを苦 々しげな表情 で語っていた。 また ク

リスチ ャンの男 性 は、中央 のムスリム主 導の政 治が クリスチャンの地域 であ るNTrの 利益 を無視

して お り、そ のため に開発が遅 れ てい るの だ とい う不 満 を口に した。

くず屋 の場合 、ジャワ人 のボスの一家 はムスリムで あ り、ティモール人の メンバ ーたち はクリスチ

ャンであ るため、両者 の 間にはエスニシティとともに宗教 の違い が加 わる。 そ して さらに状 況 を

複雑 に してい るのは、 メンバ ー らが、 親 方一家 とともにムス リム居住 区に住 んでい る とい うこ と

で ある。この ため に、本来 クパ ンで は宗教 の上 でマジ ョリティに属 す るティモール人 くず屋 たちは、

ムス リムに囲 まれ てむ しろマイノリティとしての 立場 で生活 してい る ことになる。

この ように国 と町 、さらに町にお ける居住 区 という3つ の レベルで宗教 的マジ ョリティとマ イノ

リティが 入れ 替わってい るこ とが、 くず 屋の生 活 にいか なる影響 をもた ら して いるのか を今後 の

調査 で明 らか にしたい。一
前 節で整 理 した ような くず屋 の性 質 を踏 まえて、 これか ら検 討 してい くべ き具体 的な トピック

を3点 あげ てお く。

参加 の消極 性

くず屋 グループは、親方 と古参 ・新参 のメンバーか らなる同業者 の組織 で ある。ふつ う同業者 組

織 におい ては、 その仕事 に要求 され る技 術 の習熟 の度合 いが重 視 され、 それ が組織 内の立場 に
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大 きく反映 される。 しか しクパ ンの くず屋 の仕事 には、そもそ も専 門技術 の高 度な習熟 度が それ

ほ ど要 求 されてい ない。そ して一 定の技術 を身につけ る ことよりも、彼 らに とって問題 に なるの

は、自己イメージを どの ように築 くか ということで あ る。

回収 ルー トや荷車 の取 り扱 い、買取 の際 の値 段 交渉 な ど、いくつ かの点 では一 定の技術 が必要

となる。 しか しそれ らは、そ う長 くない期 間で十分 に身 につ くであ ろう技 術 であ る。 廃 品の分 別

につい ても、この点 ではあ くまで 地方都 市 にす ぎな いクパ ンの場 合 、そ もそ も廃 品の種 類が それ

ほ ど多 くないため複 雑で はない。 種 類 が もっ とも多 い空 き瓶 であって も4種 類 であ り、それ は形

状 や色、商 品のラベル によって容易 に判別 で きる。 そ れゆ えに、熟練度 を基準 に して グループへ

の参加 の度合 いや、グループ内での地 位が決 定 される ことはない(注12)。

くず屋 には、 グループに属す る より職業 的な人 々 と、個人 の くず屋 の2者 が存在 す るこ とを述

べ た。 くず屋 はいわば 「賤 業」の類で ある ため、グループに属す る くず屋 が、仕 事 として の専 門性

が より高い か らとい って、個人 の くず屋 よ りも社会 的に優位 な立場 にあ る とは限 らない。「生 活 に

お ける余技」や 「失業 中に仕方 な く行 う一 時 しの ぎ」では なく、くず屋 のグループ に十全 的 に参加

し、 くず屋 業が 自 らの定職 であ るこ とを明確 にして しまうことは、低 い 自己 イメージ と社 会的地

位 を確 定す る ことにつなが る。

「くず 屋 になる こと」が この ような意 味 を持 つた め、くず屋 グループの新参者 の少年 達 に とって

重要 なの は、技 術 を習得 して 十全 的 に参加す る こと以前 に、 くず屋 とい う自己イメー ジをいかに

受容 す るか とい うことにな る。 新 参者 は他の メンバー の姿 を見 る ことで、グループに参 入 してい

くことに葛 藤 を感 じた り、時 には グループか らの離 脱 を考 えた りす る。次節 で述べ るように、くず

膿 謙 瑞:1灘 騨 加えることも'そうした対処とし

玩 具 売りへの 「偽 装」

くず屋 の中 には、廃 品回収 だけで なく玩 具の商 い を平 行 して行 う者

が い る。 簡単 な場 合 は、数個 の空 き缶 を持 って きた子 どもに対 して、

換 金 する には量 が少 なす ぎるの でその場 で風 船 を膨 ら ませ て代 わ り

に渡 した り、 あ るいは荷車 に売 り物 として数個の ビーチボールを下 げ

た りす る程 度で ある。 しか し、品揃 えを充 実 させ 、玩 具販売 にか な り

の力 を注 いでい る くず 屋の場 合、その外見 は通常 の くず屋 とは大 きく

違 うものになる。 彼 らの荷 車 の側 面、あるい はそ こに取 り付 けた什 器

は、こまごま とした色鮮 やか な玩具 で一 面 を飾 られ る(注13)。 こうし

て荷 車 の中の ごみは、玩具 の壁 に よって覆 われ て しまう(写 真5)。 そ
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して彼の 回 りに は幼 い子 どもやそ の親た ちが 集 まる。

玩 具 販売 を行 うくず屋 は、「ティモール人に はで きない」とされ てい る 「商売」の領域 に足 を踏

み入 れてい る。た くさんの子 どもとそ の親 を引 きつ ける彼 らの場 合、他 の メンバ ーに比 べ て仕 事

中の他 者 との接 触 ははるか に多 くなる。 だが、「彼 らは 『くず屋 』で ある ことが いや だか らああ し

た格好 を してい るだけだ。 玩具 を売 っていて もや は り彼 らは 『くず屋 』だ」とい うように、彼 らの

姿が単 な る 「偽 装」として片付 け られ るこ ともあ る。

自 らのエスニ ック・グループのステレオタイプか らはみ 出 しかけ た玩 具売 りの くず 屋 と、彼 らの

元 に集 まる客 に とって 、ティモ ール人 のステレオタイプが どの ような意味 を持 ち続 け るのか、あ る

い は変 容す るのか について、今 後明 らか にして い きたい。

廃 品の行 方

途上 国の大都 市 に とって 、ごみ処 理は地 方都市 よりもさ らに厄介 な問題 であ る。 ごみの量 はク

パ ンのような地方 都市 とは比べ ようもな く、処分 場 までの ごみの運搬 コス トや、 使用 可能期 限が

限界 に達 した後 の新 た な処 分場 の確 保 な ど、さまざ まな問題 を抱 えて いる。

こうした状 況 に対 し、た とえ ばイン ドネシア第2の 都市 バ ンドゥンでは、1980年 代か ら、ごみの

中で も有 機物 を堆肥化 して再利用 した り、インフォーマル ・セクターであ るくず屋 を積極 的 に活用

した りす るこ とに よるごみの減量 化 に取 りかか った[Poerbo1991]。 くず屋 には もともとネガテ

ィブなイメージが 強 く、そ れ まで行政 側 は彼 らを 「追い払 うべ き浮 浪者」程度 に しか 見て いなかっ

た。 しか しこの 時期 、くず屋 は、政 府の援助 をあて にす る ことなく自分 た ちで仕事 を作 り出し、資

源 を有 効活用 す るこ とで社 会 に貢献 す るこ とを生 業 にしてい る人 々 として、 公 的に再評価 され

たので あ る[Poerbo1991:61]。 これ を機 会 に、「ごみ を減 らし、コス トを減 らし、しか も人 々に

仕事 と収入 を与 える」システム として、くず屋 を積極 的 に組 み込 んだ対策 がい くつ かの大都 市で

見 られ る ようになる。

クパ ンの くず屋 が 回収 した廃品 は、船で ジャワ島の大都市 スラバヤ まで運 ばれ る。 スラバヤ は、

日本 の北 九州市 を中心 とす る 「アジァ環境 協力都 市」の一つ として 、国境 や先 進 国/途 上 国 とい

った枠組 を越 えた、地方 自治体 同士 の取 り組 み に参加 してい る。 この取 り組 み は、ごみの 内容や

既 存 の処理 システム といった各都 市の それぞ れの事 情 を検 討 した うえで、「行 政 とコミュニティの

協 力 に よる」ごみの 厂発生 源で の減量化 ・リサイクルに基 づ く根 本的 な解決 」を目指 す ものであ る。

そ して同時 に、日本 の これまでのODAの あ り方 が、投 入 した資 金 ・労力 に見合 った成 果 を上 げ ら

れず、また現 地 におけ る評価 も往 々 にして低 い ことへ の反省 を踏 まえた試 みで もある(注14)。 ス

ラバヤ はこの取 り組 みへの参 加 を通 して、 従 来の くず屋 の労働 力 を活 用 しつつ リサ イクル環境 の

整 備 に力 を入 れてい る。
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クパ ンか らスラバヤ まで運 ばれた廃 品が、 その後 どの ような過程 を経 て再資源 化 に至 るの か、

またその 間 に どの ような形 で利 益が発 生 す るのか につ いて は、 現段 階 で は把握 で きてい ない。

ただ ごみ の減量化 とリサイクルが推 奨 されてい るス ラバ ヤで は、そ の一環 として廃 品 の買 取 も積

極 的に行 われて いる と考 え られ る。

しか し、 遠 くクパ ンか ら運搬 され て きた廃 品 まで も買 い取 る ことが 、 処理 システム構築 のそ も

そ もの 目的 に入 って い るとは考 えに くい。 スラバヤが問題 としたの は、都 市の拡大 に伴 う廃棄 物

の増加 、ごみの散乱 や不法 投棄 といった環境悪 化、埋 め立 て用地 の不足 とい った、市 内にお ける

問題 であった。そ して解 決策 として、再資源化 による ごみ の減量 が 目指 された のであ る。 こうし

た経緯 を考 える と、 当初 か らクパ ンの ような遠 隔地 の くず屋 の労働力 をも組 み込 み、クパ ンの廃

品 を運 搬 し処理す るこ とが 意図 されて いた可能 性 は低 い。す なわ ちまだ仮説 にす ぎない が、イン

ドネシアの大都市 スラバヤ にお け る日本 の地方 自治体 をも巻 き込 んだ取 り組 み は、 取 り組 み の推

進者 た ちの意 図 しない形 で展 開 し、一 地方都 市 クパ ンにおい て くず屋 の生 活 を支 えて いるの では

ないか と考 え られ る。

すで に述べ た ように、消 費スタイルの トランスナショナルな流れ に よって、クパ ンというインドネ

シァの地方都市 は多 くの ごみ を生み 出す ことになった。そ れ らの ごみの処 分 は、大都市 にお ける

リサイクル推進 の理念 ・技術 ・資金 の トランスナショナルな取 り組 み に端 を発 して形成 され たイン

フォーマル なシステムに よって なされてい る。そ うだ とす れば、クパ ンにお ける ごみ の流 れは、地

域 を越 え、国境 を越 えた ところに、そ の発 生 の元 と最終 処分 との両 端 を見 出せ るこ とになる。一
従来 の議論 で は、くず屋 の ようなインフォーマルセクターの活動 は、往 々 にして特殊 な都市 にお

いて、特 定の 閉 じた枠組 で論 じられ る対 象 であった。

都市 におい て余剰 な労働力 とされ 、極 端 な場合 には廃 棄 され さえした 人々が、 都市 が排 出す

る余剰 な物 資 によって生 活 を成 り立たせ てい る。本研 究 では、そ の ような人 々 としての くず屋 の

生業 について、エスニ シティ、宗 教、仕 事、農村 一都 市 関係 といった要素 を絡 めて考察 してい きた

い。 一 地方都市 の くず屋 の 日常 を手が か りに、「グローバ リゼーション」 と呼 ばれ る現象 を個 別の

地 点か ら、トランスナショナルな動 向 を視 野 に入 れつ つ見渡 そ うと考 えてい る。

〈大阪大学人間科学研究科博士後期課程〉
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1「 くず屋」 とは呼 ばな いが、日本 な ど先 進国 のホームレス の多 くもこれ にあて はまる。 ホームレスの 「くず屋」としての側面 につ

いて は[Gowan2000]な どを参照。 また、アメリカのホームレス につい てリンチは、「生 きてい る人間 の廃棄」として、「彼 らはわず か な所 持品

を持 ち、移動 をつづ け、公共 的な空 間で寝起 きす る。人 び とか ら無視 され 当惑 されて も、ゴ ミ漁 りと物乞 いで生 きて いる。危 険で ある というよ

り危 険に さら され てお り、つね に襲 われた り暴 行の被 害 を受け てい る。 か つて は彼 らを収 容 して いた精神 病院 か ら大量 に追 いだ され、都 市に

群れ てい る。」と述べ てい る[リ ンチ1994;99]。

2[シ ルギ ー1999]の 、第3章 「くず屋 の時代 」に詳 しく記述 されて いる。

3く ず屋 をめ ぐるこうした事情 は、なに も途上 国の インフォーマルセクターのくず屋 にのみ 限ったこ とではな い。 日本 の市 の職員

であ る清掃作 業員 であって も、日々の仕事や 、市職員 の中で も低 く見 られる地位 な どへの葛 藤 を抱 えて いるケースがあ る[坂 本1995]。

4こ の節 で用い た数値 は、NusaTenggaraTimurDalamAngka2001(東 ヌサ ・トゥンガラ州 統計 資料2001)、 および州 のオフ

ィシャル ・サイトに基づ いてい る。

5ア トニにつ いては、シュル トノー ドボル トに よる大 著[Schu玉teNordholt1971]が あ る。なお、現在 のクパ ンにおい て、他のエス

ニック・グループに どれ ほ ど「ア トニ」という名 が知 られてい るのか 、またそ もそ も、調査対 象で ある くず 屋 たちに とって 「アトニ」という名 が現

在の生 活 において どの ような意 味合 いを帯 びてい るのか が、現段 階で は不明で ある。 本稿 におい ては暫定 的 に、彼 らを扱 った先行研 究で しば

しば用 い られ てきた表記 に従 い、彼 らの ことを単 に 「テ ィモール人」と表 記 してお く。

6ク パ ンに範 囲 を限定 した もので はな く、西 ティモール全域 にお けるア トニ の人口で あるが 、1930年 に は18万 人、1952年 には30

万人 とされ 、1966年 に は、西 ティモールの総 人口80万 人の うち60万 人 以上 、とい う数 値が残 され てい る[SchulteNordholt1971:1,19]。

7「 クパ ン語」について は、[Fox1981=377}[小 池1998:56-57]が その存 在 につい て触 れ てい る。17世 紀 以来の オランダ人 に

よる 間接 的 、直接 的 な支配 の過程 で発生 したマレー語 の変種 とされ、クパ ン市 とそ の周辺 に分布 してい る。

8ペ ットボ トルやビニール袋 な どは、他 の 回収物 とは違い 、クパンの町の現 地 におい てリサイクルされ る。 ごみの 中でもこれ らを

専 門に扱 うグループが、彼 らの作業所 で手作 業で切 り裂 き、洗 浄 し、天 日で乾燥 させ た後 、工 場 の設備 内で溶 か して ビニールの紐 に作 り変えて

い る。

9テ ィモール島の 中心部 に分布す るベル人 の ことを指す 。

10さ まざまなエスニ ック・グループで構成 され る現 代 のティモール島の社 会で あ るが 、 中で もロティ島か らの多 くの移民 を特徴 と

してい る。彼 らは18世 紀 の中 ごろ、東 インド会 社が ティモール島へ本 格的 に進 出す るにあたって兵 隊の役 目を果 た し、オランダの政 策に したが

って、これ以降 本格 的にティモール島へ 移住 して きた。19世 紀 の終 わ りに は、クパ ンの湾沿 いの ほぼ全域 が ロティの居 住地 となった[Ormeling

1957:146-148]。 それか らの彼 らは、 植民 地行 政内 でサーバ ントとして さ まざまな役割 を果 たす とともに、 自 らの利 益 を守る ための組織

的 な政治 活動 も行 うようになる。 そ して独立 後 には、 教育 が高 く、 経験 もあ るロティ人は、 政 治的 に重要 なポジションを占め るようになった

[Ormeling1957:223-225]。 こ うして現在 の彼 らは、ティモール島の政 府や 教会 、そ して教育 の分野 にお いて高 い位置 を占め てい る。

11NusaTenggaraTimurDalamAngka2001よ り。

1219世 紀 のパ リの くず屋 た ちは、パ ンくず 、オレンジの皮 、金属 類、コルク類 、400種 類 ものぼ ろ布、骨、捨 て られたブ ラシにか らみ

つ いた髪 の毛 といった さ まざ まな物 を分別 し、そ れぞ れの再処 理 ・販 売の ルー トに載せ て処 理 して いた[シ ルギー1999168-72コ 。

13こ れ らの玩具 の多 くは、日本 の子供 向 け番 組 のキャラクター をかた どった、中 国製 のコピー商 品で ある。

140DAの プロジェク トの案 件形 成段 階にお いて、新 しい知見 やアイデアを公募 によって求 める 「制度提 案型 案件形 成調 査」の 第1

号 として、北九 州市 の提案 が採用 され た。詳細 につ いて は、国際協力 銀行(JBIC:JapanBankforInternationalCooperation)や 、北九 州

市 の 「環境 国際協 力」)の ウェブ ・サ イトを参 照。
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あとがき

小泉潤二

トランスナショナリティ研 究 プロジェクトは、 多 くの人 び との ご支援 とご理解 に よって運営 され

ている。 まず 、大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの 人文 学」拠 点 リーダーであ

る鷲田清 一教授(現 文学研 究科 長)、COE研 究教育 開発室 の皆 さま、とりわけ初 代室長 の伊井 春

樹教 授 と現 室長 の柏 木 隆雄教授 、生 田節 子 さんを は じめ とす るCOE事 務局 の皆 さ ま、本 部文科

系事 務局庶 務課 と会計課 に御礼 を申し上 げたい。 人 間科 学研 究科 の厚東 洋輔研 究科長 と楠本征

三 事務長 に は、本プロジェク トの推 進 に関 して特 別 な ご配慮 をい ただい た。 また、人 間科 学部事

務 室庶務掛 と人類 学研 究室事務 補佐 員の馬場優 子 さん にお世話 に なった。

本プロジェク トのお お きな柱 であ る トランスナ ショナリティ研究 セ ミナーの運営 では、 講 師 の選

定 に苦心 した。幸 い、講師 の先生方 は ご多忙 にもかか わ らず、快 くこち らの勝 手 なお 願い を引 き

受 けて くださった。また、講演後 も、講演 内容 のHPへ の掲 載、お よび論文 の作成 な どでお手 を煩

わせ た。記 して謝意 を表 したい。

講演記録 のテープ起 こしの作業 は、 人類学研 究分 野 の大学 院生 にお願 い した。 作 業 に従 事 し

たのは以下 の皆 さんであ る。伊 東未来 、大橋 美晴 、黄蘊 、近藤 まどか、佐 々木宣行 、流 川冬子 、西

垣有 、森野亜希 子 。大学 院生 の岡本 由良 さんに は、英 語講演 の 日本 語へ の翻訳 をお願 い した。彼

/彼 女 た ち以外 にも、多 くの院生が 、セ ミナーの広報 や受付 、会場 運営 な どの仕 事 を手伝 って くれ

た。RAの 皆 さん一 後藤正 憲、中川 理、松 川恭子 、森 田良成、木村 自の5名 一 の働 きが なかった ら、

本 プロジェクトは現 在 の ようには運 営 されてい なかっただろ うと思 わ れる。 とくに、プロジェクト

の かたち と内容 も定 まらず、事 務的 にも混沌 とした状 態 にあった、平成14年 度の3、4ヶ 月にお け

るRAの 奮戦 ぶ りは特筆 に価す る。また、木村 自さんは、本報 告書 の編集事 務 という困難 な、かつ

締切 に追 われた仕事 を一手 に引 き受 け てくだ さった。

以上 、すべ ての皆 さ まにこの場 を借 りてお礼 申し上げ たい。
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